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科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 1 1 1 1 1 1
〇〇経済学（'20）
〈２１０〉
放送　花子

〔放送大学客員教授
△△大学教授 〕

※�この科目は「〇〇経済学
（'16）」の改訂科目です。

「〇〇経済学（’16）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）6：00～6：45

［第2学期］
2024年◇月◇日（◇）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
………………………………………………………………………………………
………………
※全15回を改訂しています。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（XX.X点）
2022年度2学期（XX.X点）

2 2 2 2 2 2 2
□□学入門（'22）
〈２２０〉
放送　太郎

〔放送大学客員教授
〇〇大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 

〔第2学期〕
（月）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年□月□日（□）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
………………………………………………………………………………………
………………
※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

33 3 3 3 3 3
◇◇◇◇◇の表現（'20）

〈２２０〉
若葉　学

（放送大学准教授）

2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（70％）、
レポート（30％）の
評価により行う。

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
………………………………………………………………………………………
※�本講義では、実習の一部で◇◇◇ソフトウェアを用いた分析等を行います。受

講を希望する学生は、◇◇◇をインストールして下さい。
※�本講義で主に利用するQGISに関する基本的な操作は、下記のサイトや資料等

で習得することができます。
　�◇◇◇：https://aaaaaaa.bbbbbbbbbb.cccccc
　�

通信指導は行わな
い。

※詳細はp.10参照

講　義　概　要　の　見　方
　「講義概要」のそれぞれのページに記載されている事項は、次の項目から構成されています。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

……
科目コード番号および科目名。科目名の末尾の数字は開設年度を示します（例：（’22）…2022年度
開設）。科目名の下の3桁の数字は、ナンバリングを示します。また、主任講師名の下の部分には、
履修にあたって特に注意すべき事項が記載されていますので、必ず参照してください。

単 位 …… 履修した場合に修得できる単位数。

メ デ ィ ア

放 送 時 間
……

メディアは、テレビ、テレビ※、ラジオ、オンラインで示しています。
放送時間は、放送曜日・時間を表示しています。

「テレビ※」は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定で視聴する
科目です。

単 位 認 定
試験日・時限
実施方法（形式）

……

単位認定試験が行われる日・時限に注意して選択してください。同一試験日および時限に配置さ
れる科目は１科目しか登録できません。（ただし、2023年度第2学期は、再試験科目と新規登録科
目が重なった場合に限り、両方受験することができます。）
必ずp.14 〜 p.15をご確認のうえ、実施方法･出題形式を考慮して科目選択してください。
実施方法（形式）には、「Web受験（択一式）」「Web受験（記述式）」「Web受験（併用式）」「郵送受験（記
述式）」「郵送受験（併用式）」の5種類があります。
択一式は選択肢を選んで答える形式です。記述式は文章を入力して答える形式です。

講 義 概 要 …… 科目の内容を簡略に説明したものです。登録科目の選択にあたっては、必ず参照してください。

　�網掛けの科目はオンライン授業科目です。受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学
ウェブサイトをご参照ください。印刷教材はありません。また、卒業要件上は「面接授業またはオンライン授
業の単位数」として取り扱います（p.10参照）。オンライン授業の概要や課題実施スケジュールの確認方法は
p.12〜 p.13を参照してください。
　�放送授業科目の放送期間は開講からおおむね4年間から6年間です（放送期間は事情により変更することが
あります）。 
　〈字〉がついている科目には字幕が付与されています。

①

①

②

③
④

③

②
④

生活と福祉コース　導入科目
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教養学部授業科目案内の利用にあたって
この冊子は、2023 年度第 2 学期に放送大学教養学部で開設される放送授業・オンライン授業科目の概要などを記

載しています。科目の詳細な情報については、本学ウェブサイトのシラバスを参照してください。

１�.科目の登録は、この『授業科目案内』と『学生募集要項』（在学生は『科目登録申請要項』）の両方を必ずご覧になり、
注意事項および記入方法を確認のうえ、行ってください。

２�．「講義概要」は、基盤科目〔外国語科目、保健体育科目〕、導入科目、専門科目、総合科目、看護師資格取得に資する
科目、卒業研究で構成されています。このうち体育実技および卒業研究は、全科履修生のみが履修対象となってい
ますので注意してください。

３．「講義概要」のそれぞれのページに記載されている事項は、巻頭の「講義概要の見方」を参照してください。

＜放送授業は次の方法、チャンネルで行っています。＞
　○テレビ放送
　　　BS放送231チャンネルで放送しています。
　　　※放送大学の番組を放送しているケーブルテレビでも視聴できます。
　　　※�BS放送232チャンネルでは、BS放送231チャンネルで放送中の一部のテレビ科目について、コース別に放送しています。

詳しい放送予定は、放送大学ウェブサイトの番組表ページ（https://www.ouj.ac.jp/bangumi/）をご覧ください。

　○ラジオ放送
　　　BS放送531チャンネルで放送しています。
　　　テレビでお聴きいただく音声放送で、画面には番組名が静止画で表示されます。
　　　※放送大学の番組を放送しているケーブルテレビでも聴取できます。

　○インターネットラジオ radiko（ラジコ）
　　　ラジオ科目については、パソコンやスマートフォン等で利用できるradiko（ラジコ）サービスでも聴取できます。
　　　その方法はhttps://radiko.jpを確認してください。

　○インターネット配信
　　　�開講期間中、原則全ての放送授業の番組をインターネット配信しますので、パソコンやスマートフォン等で視聴できます

（一部インターネット配信限定で視聴する科目があります）。科目名や視聴に必要な環境については放送大学ウェブサイト
の「トピックス」を参照してください。

　　　※映像・音声をパソコン等に保存することはできません。
　　　※�接続の際の通信費やプロバイダ料金などは利用者ご負担となりますので、ご注意ください。

　○ひかりTV
　　　テレビ科目は、映像配信サービスの「ひかりTV」でも視聴できます（ラジオ科目の聴取はできません）。
　　　詳しくはhttps://www.hikaritv.net/entry?cid=oujをご覧ください。

　○学習センター等における視聴
　　　学習センター等で視聴する場合のメディアは、テレビ科目の場合はDVD、ラジオ科目の場合はCDとなります。
　　　※�2019年度より、学習センターに新規開設科目のDVD・CDの配架はありません。
　　　　�2019年度以降に開設された科目を視聴する際には、各学習センターに設置されているインターネット視聴用のパソコ

ンをご利用いただき、インターネット配信で視聴してください。

　○字幕
　　　放送授業番組の一部において、BS放送、ケーブルテレビおよびインターネット配信の一部で字幕番組を行っています。

＜オンライン授業は、次の方法で行っています（p.12もご確認ください）。＞
受講にはインターネット接続されたパソコンとブラウザー、PDF ファイルが閲覧できるソフトウエアが必要です。

科目登録前に、必ずオンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp/）で、ご自分のパソコンスキル、パソコン環
境、オンライン授業システムの操作方法を確認してください。

４�．「2023年度第2学期単位認定試験時間割･実施方法（形式）一覧」には、単位認定試験日・時限がまとめて記載され
ています。

　�　単位認定試験日および時限が同じである科目は、１科目しか登録できません。同時に２科目以上登録することは
できません。（ただし、2023年度第2学期は、再試験科目と新規登録科目が重なった場合に限り、両方受験すること
ができます。）

５．「履修科目案内図」は、授業科目を選択する際に参考となるように示したものです。
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６�．放送授業科目のうち、下表の「（Ａ）2022年度以前の開設科目」の単位を修得している方は、「（Ｂ）2023年度開設科
目」に示した科目については同一科目とみなさないため登録申請があれば登録決定されますので、履修計画および
科目登録申請については注意してください。

（A）2022 年度以前の開設科目 （B）2023 年度開設科目
科目名 科目名

ド イ ツ 語 Ⅰ （ʼ19） ド イ ツ 語 Ⅰ（'23）
ド イ ツ 語 Ⅱ （ʼ19） ド イ ツ 語 Ⅱ （'23）
中 国 語 Ⅰ （ʼ18） 中 国 語 Ⅰ （'23）
中 国 語 Ⅱ （ʼ18） 中 国 語 Ⅱ （'23）
リスクコミュニケーションの 現 在 （ʼ18） リスクコミュニケーションの 探 究 （'23）
高齢期の生活変動と社会的方策 （ʼ19） 高 齢 期 を 支 え る （'23）
社会保障の国際動向と日本の課題 （ʼ19） 社会政策の国際動向と日本の位置 （'23）
現 代 社 会 の 児 童 生 徒 指 導 （ʼ17） 新 時 代 の 生 徒 指 導 （'23）
子 ど も・ 青 年 の 文 化 と 教 育 （ʼ17） 日 本 の 文 化 と 教 育 （'23）
精 神 分 析 と ユ ン グ 心 理 学 （ʼ17） 精 神 分 析 と ユ ン グ 心 理 学 （'23）
家 族 と 高 齢 社 会 の 法 （ʼ17） 人 生 100 年 時 代 の 家 族 と 法 （'23）
技 術 経 営 の 考 え 方 （ʼ17） イノベ ー ション・ マ ネジメント （'23）
経 営 情 報 学 入 門 （ʼ19） 経 営 情 報 学 入 門 （'23）

フ ァ イ ナ ン ス 入 門 （ʼ17） フ ァ イ ナ ン ス 入 門 （'23）

環 境 の 可 視 化 （ʼ15） 環 境を可 視 化 する技 術と応 用 （'23）
現 代 フ ラ ン ス 哲 学 に 学 ぶ （ʼ17） 現 代 に 生 き る 現 象 学 （'23）
経 験 論 か ら 言 語 哲 学 へ （ʼ16） 英 米 哲 学 の 挑 戦 （'23）
日 本 の 古 代 中 世 （ʼ17） 古 代 中 世 の 日 本 （'23）
日 本 文 学 の 名 作 を 読 む （ʼ17） 樋 口 一 葉 の 世 界 （'23）
博 物 館 経 営 論 （ʼ19） 博 物 館 経 営 論 （'23）
情 報・ メ デ ィ ア と 法 （ʼ18） 情 報 と 法 （'23）
人 間 にとっ て 貧 困 と は 何 か （ʼ19） 貧 困 の 諸 相 （'23）
博 物 館 概 論 （ʼ19） 博 物 館 概 論 （'23）
化学反応論—分子の変化と機能 （ʼ17） 分 子 の 変 化 か ら み た 世 界 （'23）
化学結合論—分子の構造と機能 （ʼ17） かたちの化学—化学の考え方入門 （'23）
色 と 形 を 探 究 す る （ʼ17） 色 を 探 究 す る （'23）
住 ま い の 環 境 デ ザ イ ン （ʼ18） 住 ま い の 環 境 論 （'23）
ソ ー シ ャ ル シ テ ィ（ʼ17） ソ ー シ ャ ル シ テ ィ（'23）
ア ジ ア 産 業 論 （ʼ17） SDGs 下 の ア ジ ア 産 業 論 （'23）
法 学 入 門 （ʼ18） 一 般 市 民 の た め の 法 学 入 門 （'23）

７�． 面接授業およびライブWeb授業の科目登録については、別冊の『学生募集要項』（在学生は『科目登録申請要項』）
をご覧ください。

　�　面接授業科目の授業概要については、各学習センターに備え付けの冊子『面接授業時間割表』または大学ウェブ
サイトをご覧ください。ライブWeb授業の授業概要については、Webサイト上でのみ公開します。

　（本学ウェブサイト＞選ばれる理由＞いつでも、だれでも、自由な学び方を＞ライブWeb授業）

８�． 一部の科目を除き、インターネット上で通信指導問題の提出・解説を閲覧できる「Web通信指導」が利用可能です。
　　対象科目、受講方法等について、詳しくはシステムWAKABAをご覧ください。

９�．システムWAKABAから、公表期間中の単位認定試験の問題・解答・解説などが閲覧できます。詳しくは、シス
テムWAKABAをご覧ください。

10�．資格取得を目的とする場合には、必ず事前に学習センター等で配布している『教員免許状及び各種資格について』
等の冊子または本学ウェブサイトをご覧いただき、内容を確認した上で登録してください。なお、冊子の内容は毎
年度更新しますので、必ず最新年度の冊子を確認してください。
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11．下表に示した科目は、2023 年度第 2 学期をもって閉講する予定です。閉講後は、放送授業の放送及びインターネ 
ット配信並びにオンライン授業の配信は行いません。履修計画及び科目登録申請の際はご注意ください。なお、下 
表は 2023 年 4 月 1 日現在のものです。今後、変更する可能性があります。

科目コード 科目名 科目コード 科目名
1160010 身近な統計（’ 18） 1529382 特別支援教育基礎論（’ 20）
1234277 新しい時代の技術者倫理（’ 15） 1548590 中東の政治（’ 20）
1440012 フランス語Ⅰ（’ 18） 1548603 ヨーロッパ政治史（’ 20）
1440020 フランス語Ⅱ（’ 18） 1548611 現代東アジアの政治と社会（’ 20）
1710117 感染症と生体防御（’ 18） 1548620 行政学概説（’ 20）
1710133 健康長寿のためのスポートロジー（’ 19） 1639595 都市と地域の社会学（’ 18）
1720015 発達科学の先人たち（’ 16） 1639609 グローバル経済史（’ 18）
1720040 戦後日本教育史（’ 18） 1554867 西洋芸術の歴史と理論（’ 16）
1720058 心理と教育へのいざない（’ 18） 1554875 博物館展示論（’ 16）
1720066 心理学概論（’ 18） 1554921 考古学（’ 18）
1730045 環境問題のとらえ方と解決方法（’ 17） 1554972 日本仏教を捉え直す（’ 18）
1730061 社会統計学入門（’ 18） 1554980 東南アジアの歴史（’ 18）
1730088 経営学概論（’ 18） 1555014 博物館情報・メディア論（’ 18）
1730126 現代の会計（’ 20） 5550017 フィールドワークと民族誌（’ 17）
1740040 新しい言語学（’ 18） 1570064 記号論理学（’ 14）
1740075 日本文学における古典と近代（’ 18） 1570277 データ構造とプログラミング（’ 18）
1740113 コミュニケーション学入門（’ 19） 1570366 データの分析と知識発見（’ 20）
5550041 博物館で学ぶ文化人類学の基礎（’ 20） 1570404 情報化社会におけるメディア教育（’ 20）
1760068 物理の世界（’ 17） 1570439 コンピュータ通信概論（’ 20）
1760084 初歩からの宇宙の科学（’ 17） 5570018 Javaプログラミングの基礎（’ 16）
1760092 初歩からの生物学（’ 18） 1562886 解析入門（’ 18）
1519042 基礎看護学（’ 16） 1887351 成人看護学（’ 18）
1519123 看護管理と医療安全（’ 18） 1910027 死生学のフィールド（’ 18）
1519158 食と健康（’ 18） 1910035 レジリエンスの諸相（’ 18）
1519166 公衆衛生（’ 19） 1910043 社会福祉と法（’ 20）
1529072 カリキュラムと学習過程（’ 16） 1930044 開発経済学：アジアの農村から（’ 20）
1529110 心理臨床と身体の病（’ 16） 1930109 新時代の組織経営と働き方（’ 20）
1529242 地域コミュニティと教育（’ 18） 1950010 情報化社会と国際ボランティア（’ 19）
1529340 学校と法（’ 20）
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2023 年度新規開設科目（基盤科目）
科　　目　　名

単
位
数

メ
デ
ィ
ア

主任講師　（※は専門担当講師） 履修制限
氏　名 現　　職 有無 対象科目

基盤
科目

より良い思考の技法（ʼ23）
─クリティカル・シンキングへの招待─ 2 TV 菊 池 　 聡 信州大学教授 無

基盤
科目

（外国語）

ドイツ語Ⅰ（ʼ23） 2 TV 井 出　 万 秀 立教大学教授 無
ドイツ語Ⅱ（ʼ23） 2 R 井 出　 万 秀 立教大学教授 無
中国語Ⅰ（ʼ23）
─夏日漫歩東京─ 2 TV 宮 本 　 徹 放送大学准教授 無

中国語Ⅱ（ʼ23）
─劉汀「舅爺」他─ 2 R 宮 本 　 徹 放送大学准教授 無

2023 年度新規開設科目（コース科目）
科　　目　　名

単
位
数

メ
デ
ィ
ア

主任講師　（※は専門担当講師） 履修制限
氏　名 現　　職 有無 対象科目

生
活
と
福
祉

導
入
科
目

健康と社会（ʼ23） 2 R 戸 ヶ 里　 泰 典 放送大学教授 有 健康と社会（ʼ17）

貧困の諸相（ʼ23） 2 R 駒 村　 康 平 慶應義塾大学教授 無渡 辺　 久 里 子 神奈川大学助教
かたちの化学─化学の考え方入門（ʼ23） 

【自然と環境コースとの共用科目】 2 TV 橋 本　 健 朗 放送大学教授 無

分子の変化からみた世界（ʼ23）
【自然と環境コースとの共用科目】 2 TV 安 池　 智 一 放送大学教授 無

専
門
科
目

持続可能な社会と生活（ʼ23） 2 TV 関 　 正 雄 社会構想大学院大学客員教授 無

ソーシャルシティ（ʼ23） 2 TV
川 原　 靖 弘 放送大学准教授

無鈴 木　 淳 一 ㈱電通グループ電通イノベーション
イニシアティブプロデューサー職

リスクコミュニケーションの探究（ʼ23） 2 R 奈 良　 由 美 子 放送大学教授 無
今日のメンタルヘルス（ʼ23）
─健康・医療心理学の実践的展開─ 2 TV 石 丸　 昌 彦 放送大学教授 有 今日のメンタルヘルス（ʼ19）

地域・在宅看護論（ʼ23） 2 TV 永 田　 智 子 慶應義塾大学教授 有 在宅看護論（ʼ17）小 野　 若 菜 子 聖路加国際大学准教授
高齢期を支える（ʼ23）
─高齢者が社会を支える時代に向け─ 2 R 栃 本　 一 三 郎 放送大学客員教授 無

社会政策の国際動向と日本の位置（ʼ23） 2 TV 居 神 　 浩 神戸国際大学教授 無
環境を可視化する技術と応用（ʼ23）

【社会と産業コースとの共用科目】 2 TV 中 村　 恭 志 東京工業大学准教授 無浅 輪　 貴 史 東京工業大学准教授
ヒューマンインタフェース（ʼ23）

【情報コースとの共用科目】 2 TV※ 増 井　 俊 之 慶應義塾大学教授 無小 池　 英 樹 東京工業大学教授
感覚と応答の生物学（ʼ23） 

【自然と環境コースとの共用科目】 2 TV 二 河　 成 男 放送大学教授 無

科
目

総
合

住まいの環境論（ʼ23）
【社会と産業コースとの共用科目】 2 TV 田 中　 稲 子 横浜国立大学教授 無

心
理
と
教
育

導
入
科
目

博物館概論（ʼ23）
【人間と文化コースとの共用科目】 2 TV 鶴 見　 英 成 放送大学准教授 無

貧困の諸相（ʼ23）
【生活と福祉コースとの共用科目】 2 R 駒 村　 康 平 慶應義塾大学教授 無渡 辺　 久 里 子 神奈川大学助教

専
門
科
目

新時代の生徒指導（ʼ23） 2 TV 東 　 宏 行 埼玉県立大学教授 無伊 東 　 毅 武蔵野美術大学教授

教育の行政・政治・経営（ʼ23） 2 R 青 木　 栄 一 東北大学教授 有 教育の行政・政治・経営（ʼ19）川 上　 泰 彦 兵庫教育大学教授

日本の文化と教育（ʼ23） 2 R 矢 口　 徹 也 早稲田大学教授 無辻 　 智 子 北海道大学教授
知覚・認知心理学（ʼ23） 2 TV 石 口 　 彰 お茶の水女子大学名誉教授 有 知覚・認知心理学（ʼ19）
進化心理学（ʼ23） 2 TV 大 坪　 庸 介 東京大学教授 無

精神分析とユング心理学（ʼ23） 2 R 吉 川　 眞 理 学習院大学教授 無田 中　 健 夫 東京女子大学教授

ソーシャルシティ（ʼ23）
【生活と福祉コースとの共用科目】 2 TV

川 原　 靖 弘 放送大学准教授
無鈴 木　 淳 一 ㈱電通グループ電通イノベーション

イニシアティブプロデューサー職
リスクコミュニケーションの探究（ʼ23）

【生活と福祉コースとの共用科目】 2 R 奈 良　 由 美 子 放送大学教授 無

今日のメンタルヘルス（ʼ23）
―健康・医療心理学の実践的展開―

【生活と福祉コースとの共用科目】
2 TV 石 丸　 昌 彦 放送大学教授 有 今日のメンタルヘルス（ʼ19）

博物館経営論（ʼ23）
【人間と文化コースとの共用科目】 2 R 佐 々 木　 亨 北海道大学大学院教授 無今 村　 信 隆 北海道大学大学院准教授
ヒューマンインタフェース（ʼ23）

【情報コースとの共用科目】 2 TV※ 増 井　 俊 之 慶應義塾大学教授 無小 池　 英 樹 東京工業大学教授

（注）「TV※」は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定で視聴する科目です。
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（注）「TV※」は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定で視聴する科目です。

科　　目　　名
単
位
数

メ
デ
ィ
ア

主任講師　（※は専門担当講師） 履修制限
氏　名 現　　職 有無 対象科目

心
理
と
教
育

専
門
科
目

情報セキュリティの理論と基盤（ʼ23）
【情報コースとの共用科目】 1 OL 菊 池　 浩 明 明治大学教授 有 情報ネットワークセキュリティ

（ʼ19）上原　哲太郎 ※ 立命館大学教授
情報セキュリティの現状と展望（ʼ23）

【情報コースとの共用科目】 1 OL 上 原　 哲 太 郎 立命館大学教授 有 情報ネットワークセキュリティ
（ʼ19）菊 池　 浩 明 ※ 明治大学教授

高齢期を支える（ʼ23）
─高齢者が社会を支える時代に向け─

【生活と福祉コースとの共用科目】
2 R 栃 本　 一 三 郎 放送大学客員教授 無

現代に生きる現象学（ʼ23）
─意味・身体・ケア─

【人間と文化コースとの共用科目】
2 R

榊 原　 哲 也 東京女子大学教授
無

本 郷 　 均 東京電機大学教授
持続可能な社会と生活（ʼ23）

【生活と福祉コースとの共用科目】 2 TV 関 　 正 雄 社会構想大学院大学客員教授 無

サービスサイエンス（ʼ23）
【社会と産業コースとの共用科目】 2 R 岡 田　 幸 彦 筑波大学教授 無原 　 辰 徳 東京大学准教授

総
合
科
目

色を探究する（ʼ23） 2 TV 佐 藤　 仁 美 放送大学准教授 無二 河　 成 男 放送大学教授

時間を究める（ʼ23）
【人間と文化コースとの共用科目】 1 OL

大 橋　 理 枝 放送大学教授
無佐 藤　 仁 美 ※ 放送大学准教授

岸根　順一郎 ※ 放送大学教授

社
会
と
産
業

導
入
科
目

一般市民のための法学入門（ʼ23） 2 R 李 　 鳴 放送大学教授 無
健康と社会（ʼ23）

【生活と福祉コースとの共用科目】 2 R 戸 ヶ 里　 泰 典 放送大学教授 有 健康と社会（’ １７）

貧困の諸相（ʼ23）
【生活と福祉コースとの共用科目】 2 R 駒 村　 康 平 慶應義塾大学教授 無渡 辺　 久 里 子 神奈川大学助教
哲学・思想を今考える（ʼ23）
─歴史の中で─

【人間と文化コースとの共用科目】
2 R 魚 住　 孝 至 放送大学特任教授 有 哲学・思想を今考える（’ １８）

情報と法（ʼ23）
【情報コースとの共用科目】 2 R 児 玉　 晴 男 放送大学特任教授 無

専
門
科
目

現代国際社会と有機農業（ʼ23） 2 R 中 西 　 徹 東京大学教授 無

人生100年時代の家族と法（ʼ23） 2 TV 本 山 　 敦 立命館大学教授 無岩 井　 勝 弘 岩井法律事務所弁護士
全体主義と新自由主義のあいだ（ʼ23） 2 OL 山 岡　 龍 一 放送大学教授 無

ファイナンス入門（ʼ23） 2 TV 齋 藤　 正 章 放送大学准教授 無阿 部　 圭 司 高崎経済大学教授

経営情報学入門（ʼ23） 2 TV 岸　 眞 理 子 法政大学教授 無佐 藤 　 亮 東京理科大学嘱託教授
ＳＤＧｓ下のアジア産業論（ʼ23） 2 R 古 橋 　 元 放送大学教授 無

サービスサイエンス（ʼ23） 2 R 岡 田　 幸 彦 筑波大学教授 無原 　 辰 徳 東京大学准教授
イノベーション・マネジメント（ʼ23） 2 R 伊 藤　 宗 彦 大手前大学教授 無

環境を可視化する技術と応用（ʼ23） 2 TV 中 村　 恭 志 東京工業大学准教授 無浅 輪　 貴 史 東京工業大学准教授
持続可能な社会と生活（ʼ23）

【生活と福祉コースとの共用科目】 2 TV 関 　 正 雄 社会構想大学院大学客員教授 無

社会政策の国際動向と日本の位置（ʼ23）
【生活と福祉コースとの共用科目】 2 TV 居 神 　 浩 神戸国際大学教授 無

ソーシャルシティ（ʼ23）
【生活と福祉コースとの共用科目】 2 TV

川 原　 靖 弘 放送大学准教授
無鈴 木　 淳 一 ㈱電通グループ電通イノベーション

イニシアティブプロデューサー職

総
合
科
目

住まいの環境論（ʼ23） 2 TV 田 中　 稲 子 横浜国立大学教授 無

時間を究める（ʼ23）
【人間と文化コースとの共用科目】 1 OL

大 橋　 理 枝 放送大学教授
無佐 藤　 仁 美 ※ 放送大学准教授

岸根　順一郎 ※ 放送大学教授

人
間
と
文
化

導
入
科
目

哲学・思想を今考える（ʼ23）
─歴史の中で─ 2 R 魚 住　 孝 至 放送大学特任教授 有 哲学・思想を今考える（ʼ18）

博物館概論（ʼ23） 2 TV 鶴 見　 英 成 放送大学准教授 無

専
門
科
目

現代に生きる現象学（ʼ23）
─意味・身体・ケア─ 2 R 榊 原　 哲 也 東京女子大学教授 無本 郷 　 均 東京電機大学教授
英米哲学の挑戦（ʼ23）
─文学と懐疑─ 2 R 勢 力　 尚 雅 日本大学教授 無古 田　 徹 也 東京大学准教授

古代中世の日本（ʼ23） 2 TV 近 藤　 成 一 放送大学教授 無坂 上　 康 俊 九州大学名誉教授
樋口一葉の世界（ʼ23） 2 R 島 内　 裕 子 放送大学教授 無

博物館経営論（ʼ23） 2 R 佐 々 木　 亨 北海道大学大学院教授 無今 村　 信 隆 北海道大学大学院准教授

2023 年度新規開設科目（コース科目）
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2023 年度新規開設科目（コース科目）

科　　目　　名
単
位
数

メ
デ
ィ
ア

主任講師　（※は専門担当講師） 履修制限
氏　名 現　　職 有無 対象科目

人
間
と
文
化

専
門
科
目

日本の文化と教育（ʼ23）
【心理と教育コースとの共用科目】 2 R 矢 口　 徹 也 早稲田大学教授 無辻 　 智 子 北海道大学教授
全体主義と新自由主義のあいだ（ʼ23）

【社会と産業コースとの共用科目】 2 OL 山 岡　 龍 一 放送大学教授 無

総
合
科
目

時間を究める（ʼ23） 1 OL
大 橋　 理 枝 放送大学教授

無佐 藤　 仁 美 ※ 放送大学准教授
岸根　順一郎 ※ 放送大学教授

色を探究する（ʼ23）
【心理と教育コースとの共用科目】 2 TV 佐 藤　 仁 美 放送大学准教授 無二 河　 成 男 放送大学教授

情　

報

導入 情報と法（ʼ23） 2 R 児 玉　 晴 男 放送大学特任教授 無

専
門
科
目

続・Ｃ言語基礎演習（ʼ23） 1 OL 森 本　 容 介 放送大学教授 無
自然言語処理（ʼ23） 2 R 黒 橋　 禎 夫 国立情報学研究所長 有 自然言語処理（ʼ19）

ヒューマンインタフェース（ʼ23） 2 TV※ 増 井　 俊 之 慶應義塾大学教授 無小 池　 英 樹 東京工業大学教授

データベース（ʼ23） 2 TV 辻 　 靖 彦 放送大学准教授 有 データベース（ʼ17）芝 﨑　 順 司 放送大学教授

情報セキュリティの理論と基盤（ʼ23） 1 OL 菊 池　 浩 明 明治大学教授 有 情報ネットワークセキュリティ
（ʼ19）上原　哲太郎 ※ 立命館大学教授

情報セキュリティの現状と展望（ʼ23） 1 OL 上 原　 哲 太 郎 立命館大学教授 有 情報ネットワークセキュリティ
（ʼ19）菊 池　 浩 明 ※ 明治大学教授

経営情報学入門（ʼ23） 
【社会と産業コースとの共用科目】 2 TV 岸　 眞 理 子 法政大学教授 無佐 藤 　 亮 東京理科大学嘱託教授

ソーシャルシティ（ʼ23）
【生活と福祉コースとの共用科目】 2 TV

川 原　 靖 弘 放送大学准教授
無鈴 木　 淳 一 ㈱電通グループ電通イノベーション

イニシアティブプロデューサー職
環境を可視化する技術と応用（ʼ23）

【社会と産業コースとの共用科目】 2 TV 中 村　 恭 志 東京工業大学准教授 無浅 輪　 貴 史 東京工業大学准教授

自
然
と
環
境

導
入
科
目

かたちの化学－化学の考え方入門（ʼ23） 2 TV 橋 本　 健 朗 放送大学教授 無
分子の変化からみた世界（ʼ23） 2 TV 安 池　 智 一 放送大学教授 無
博物館概論（ʼ23）

【人間と文化コースとの共用科目】 2 TV 鶴 見　 英 成 放送大学准教授 無

専
門
科
目

感覚と応答の生物学（ʼ23） 2 TV 二 河　 成 男 放送大学教授 無
微分方程式（ʼ23） 2 TV※ 石 崎　 克 也 放送大学教授 有 微分方程式（ʼ17）
環境を可視化する技術と応用（ʼ23）

【社会と産業コースとの共用科目】 2 TV 中 村　 恭 志 東京工業大学准教授 無浅 輪　 貴 史 東京工業大学准教授
データベース（ʼ23）

【情報コースとの共用科目】 2 TV 辻 　 靖 彦 放送大学准教授 有 データベース（ʼ17）芝 﨑　 順 司 放送大学教授

総
合
科
目

時間を究める（ʼ23）
【人間と文化コースとの共用科目】 1 OL

大 橋　 理 枝 放送大学教授
無佐 藤　 仁 美 ※ 放送大学准教授

岸根　順一郎 ※ 放送大学教授
色を探究する（ʼ23）

【心理と教育コースとの共用科目】 2 TV 佐 藤　 仁 美 放送大学准教授 無二 河　 成 男 放送大学教授
（注）「TV※」は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定で視聴する科目です。
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履　修　案　内
この履修案内は、カリキュラムを中心にして、放送大学の教育についての考え方をわかりやすく解説するものです。

生涯学習機関である放送大学が、どのような考え方で教養教育のカリキュラムを定めているかを理解してもらうこ
とによって、放送大学での効率的な学習につなげることを意図しています。全科履修生にとってはこの履修案内全体
が大事な情報です。選科履修生や科目履修生にとっても、「放送大学の教育理念の卒業要件への具体化」以外の部分に
は、皆さんが取ろうとする科目の履修に有益な情報が満載されていますので、これをよく読んで科目選択に役立てる
ことを期待します。

放送大学の授業科目の種類と特性
授業科目の種類 媒体（受講方法） テキスト 単位の認定方法

放送授業 BSテレビ、BSラジオ
（インターネット配信※） 印刷教材 通信指導・単位認定試験

オンライン授業 インターネット 講義ノート等を
LMS上で提供

選択式問題、レポート等
（一部Web通信指導、単位認定
試験を実施）

面接授業 学習センター等で対面 当日配布資料
（一部教科書指定）

学習状況および試験・レポート
等（一部試験・レポート等がない
場合あり）

ライブWeb授業 自宅等で受講 事前または当日に
LMS上で資料配布

学習状況および試験・レポート
等

※�開講期間中、原則全ての放送授業の番組をインターネット配信します（一部の科目は、インターネット配信限定での
受講となります）。

放送大学が科目を提供する期間
放送授業については原則 4 年から 6 年、同一科目を提供します。
オンライン授業についても、現時点では放送授業と同じ期間で同一内容の授業を提供する予定です。
放送授業およびオンライン授業の科目名の後ろに、カッコ書きで開設年度を示しています。
面接授業は、学期ごとに授業を企画することを原則としていますが、科目特性との関係で同一科目を複数学期にわ

たって提供することもあり得ます。

放送大学における教養教育の理念
放送大学における教育の理念は、「生涯学習としての教養教育」の提供です。「生涯学習としての教養教育」は、人生

のさまざまな局面で、人々が直面するさまざまな問題をより良く考え、より良く理解し、より良く生きる能力の形成
を目的とするものです。

このような目的を実現するために、放送大学のカリキュラムは、相矛盾する二つの構成要素、すなわち特定の学問
分野においてその学問固有の視点や分析能力を養う知識の「縦の深化」を求める要素と、複数の学問領域を横断する
知識の「横への広がり」を求める要素を、ともに重視しながら学生の学習目的に応じた柔軟な学習方法を提供するも
のになっています。

縦の要素は、各コースの中でさらに細分化されたグループとして、履修科目案内図上で「系」の軸に沿って体系的に
示されます。

横の要素は、同一コース内の他系の授業や、他コースの各系の授業によって示され、学生の皆さんが自らの問題意
識、関心に沿って科目を選択することや、「放送大学の科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）」をガイドに科目
選択をすることで修得できます。

放送大学の教育理念の卒業要件への具体化
①　放送大学の科目区分とナンバリング

放送大学の科目は全てのコースにおいて、基盤科目、導入科目、専門科目、総合科目に分類され、それぞれ 100
番台～ 400 番台のナンバリングで、履修科目案内図に表示されています。それぞれの科目区分の目標は次のように
定義されます。

8



区　分 目　　　　　標

基盤科目
（100 番台）

放送大学の全てのコースにおける学習をするために必要となる基礎的な能力あるいはリテラ
シーを身につけること。
あわせて放送大学で学習することの魅力を知り、学習への意欲を一層強めるために、今日の
社会における教養の意義、放送大学における教育の体系、生涯学習等についての理解を深め
ること。

コ
ー
ス
科
目

導入科目
（200 番台）

各コースで開設される科目を効率的に学習するために、コースを構成する各学問領域の導入
的知識およびそこで求められる基礎的な能力を身につけること。

専門科目
（300 番台）

導入における各学問領域の基礎的な知識、能力の修得を前提にして、それをさらに深め、各コー
スの学問分野についての、専門的な知識、分析手法、思考方法を身につけること。

総合科目
（400 番台）

学際的な知識、分析手法を身につけ、複数の学問領域から異なる視点に立つ分析を通じて、
単一の学問領域内での学習を超えた、教養学部ならではの複眼的な視点を養うこと。

ナンバリングの小さい方がより基礎的で、大きくなるにつれて専門性が高まり、総合科目は複数の専門の総合と
いう意味で応用性が高くなるという構成になっています。

基盤科目については、皆さんがどのコースに所属するかにかかわらず、14 単位以上の修得を卒業要件としてい
ます。皆さんのこれまでの学習の経験や、放送大学での学習への興味・関心に従って、基盤科目から必要な科目を
選択してください。

②　放送大学における専門性にかかわる教育
ア）　所属コース開設科目

放送大学における専門的な知識の体系的な教育は、特定の学問体系の専門的な知識を十分に獲得する「基礎
を形成する」知識と考え方の教育です。

その対象となるのが、皆さんが所属する各コースで開設される科目の学習です。コース開設科目は導入科目、
専門科目、総合科目の 3 種の科目区分からなります。卒業要件の一つは、自らが所属するコースの科目（自コー
ス開設科目）を 34 単位以上修得することです。

各コースの履修科目案内図には、各コースを構成するより基本的な学問領域に対応する「系」ごとに科目が表
示されています。

イ）　共用科目
各コースが、他のコースで開設する科目（他コース開設科目）について、それぞれのコースの体系的な学習に

とって重要な科目であると判断した場合には、各コースでそれを「共用科目」とします。共用科目は卒業要件上、
自コース開設科目の単位として取り扱うものですので、卒業要件上の他コース開設科目の単位とすることはで
きません。

③　放送大学における学習の学際性、複眼性という軸
全科履修生は、卒業要件として、コース科目である導入科目、専門科目、総合科目から合計 76 単位以上修得する

こととなっています。そのうち自コース開設科目から 34 単位以上、他コース開設科目から 4 単位以上修得するこ
とが必要です。この要件を満たしたうえで、自コース開設科目、他コース開設科目をそれぞれどの程度取るかは皆
さんの学習目的によって変わります。縦の深化を強める学習を目的とする方は、1 つの系を中心に同一コースの科
目を多く履修してください。横の広がりを強める学習を目的とする方は、コース横断的な学習をするようにしてく
ださい。横断的な学習の際に、特定のテーマに即して、科目を系横断的ないしはコース横断的にグルーピングして
リスト化し、その中に示されている科目を一定単位以上修得した場合に、特定課題の学習を行ったことを大学が認
証し、認証状を出す「科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）」を活用することもできます。

放送大学のカリキュラムは生涯学習としての教養教育という視点で、学生の皆さんが特定の学問領域の知識を
深めることと、幅の広さを獲得することの双方を目的としており、それぞれの学習目的に応じてどちらにウェイト
を置く学習も可能にする弾力性を持つものなので、皆さんの学習目的に沿った自主的選択が大切になります。
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科目区分
修得すべき最低単位数（計124単位）

単位の認定方法科目区分を
問わない単位数

基盤科目 14単位

34単位

●�基盤科目のうち､外国語科目から2単位以上

コ
ー
ス
科
目

76単位

●�コース科目（導入科目・専門科目・総合科目）のうち所属
するコース開設科目から34単位以上、所属コース以外の
開設科目から4単位以上

●�卒業研究6単位を修得した場合、所属するコースの専門
科目として認定します。（卒業研究は必修ではありませ
ん）

＊�全科履修生として本学を卒業後、再入学（3年次学士入学）された方は、上記の要件に加え、再入学したコースのコース科目（導入科目、専
門科目、総合科目）から、新たに16単位以上（既修得単位を含まない）修得する必要があります。

授業形態による要件

・2009〜2015年度のカリキュラムの方

　卒業するには、科目区分による要件と授業形態による要件の両方を満たし、124単位以上修得する必要があります。

科目区分 修得すべき最低単位数（計124単位） 単位修得上の条件

基礎科目 8単位以上
30単位

34単位

●基礎・共通科目それぞれ8単位以上
●基礎・共通科目を問わず、外国語科目から6単位以上

共通科目 8単位以上

専
門
科
目

所属コース 30単位以上

60単位

●専門科目は、所属するコースから30単位以上
●�卒業研究6単位を修得した場合、所属するコースの専門科目とし

て認定します。（卒業研究は必修ではありません）

●総合科目は、4単位以上

他コース

総合科目 4単位以上

外国語科目　　6単位以上

授業形態 修得すべき最低単位数（計124単位） 単位の取扱いについて

放送授業 94単位
10単位

※�卒業研究6単位を修得した場合、放送・面接授業それぞれ3単位
として認定します。（卒業研究は必修ではありません）面接授業

またはオンライン授業 20単位
※�「教育課程の意義及び編成の方法（ʼ15）」「幼児理解の理論及び方法（ʼ15）」「小学校外国語教育教授基礎論（ʼ17）」については、「授業形態を

問わない単位数」（上の表の斜線部分）として取り扱います。
（注）成績評価は、ⒶからＥの6区分で行い、Ｃ以上が合格です。

導入科目

専門科目

総合科目

全科履修生卒業要件

科目区分による要件

（注�）「資格取得等に資する科目」のうち、看護師資格取得に資する科目（2009年度以降開設科目）の単位は、コース科目（う
ち他コース開設）において修得すべき最低単位数に算入されます。

・2016年度以降のカリキュラムの方

うち外国語

2単位

うち自コース開設

34単位
うち他コース開設

4単位
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放送大学公認心理師学部段階カリキュラムについて
（公認心理師の資格取得を目指す方へ）

公認心理師は 2015 年に成立した「公認心理師法」に基づく、心理職の国家資格です。
放送大学は、公認心理師学部段階カリキュラムを開設しています。詳しくは、放送大学公認心理師ウェブサイトを
ご確認ください。
※�放送大学は、大学院のカリキュラムには対応しておりません。
※2017 年度第 1学期までに全科履修生として入学している場合は、経過措置ルートで資格取得を目指すことができる場合もあります。

放送大学教養学部
「大学における必要な科目」（25科目52単位）
をすべて修得して全科履修生として卒業
※「心理演習」「心理実習」を除く科目につい
ては、選科・科目履修生として履修が可能。
※「心理演習」「心理実習」を受講するには選
考試験があり、選考試験合格後、両科目を履
修するには全科履修生であることが必要。

大学院修士課程
450 時間以上の実習を含むカリキュラムを
もつ他大学院で、「大学院における必要な
科目」の単位を全て修得して修了

２年の実務経験
法の規定する認定施設での実務経験２年

公
認
心
理
師
試
験
受
験

公
認
心
理
師
資
格
取
得

２．本学での卒業までの流れ

本学で公認心理師学部段階カリキュラムを目指す方は、放送大学公認心理師ウェブサイトから必ず詳細を
ご確認ください。（右のQRコードからアクセスできます）

１．公認心理師資格取得までの流れ ※�本学にて学部段階での要件を満たすだけでは、公認心理師試験の受験資格を得ることは
できません。

公認心理師学部段階カリキュラム
」習実理心「」習演理心「

受講のための選考試験の
出願資格要件を満たす

要件①：選考試験ガイダンス動画視聴
　　　　課題レポート提出
要件②：選考試験に必要な科目の単位を修得
要件③：国内に居住し、郵送対応が可能

選考試験の出願は、上記要件を満たした方
であれば、学籍の有無や学生種別に関わら
ず可能です。

生
修
履
科
全
・
生
修
履
科
選
・
生
修
履
目
科

全科
履修生

選考試験出願
（インターネット出願のみ）

選考試験を受験

全体で30名が合格

」習実理心「」習演理心「
の単位修得

全科履修生として卒業

選考試験ガイダンス動画視聴期間
2024年4月上旬～6月上旬（予定）
動画は放送大学ウェブサイトに掲載

課題レポート提出期間（郵送のみ）
2024年5月中旬～6月上旬（予定）
課題レポートの詳細は選考試験ガイダンス
動画内で提示

選考試験出願期間
2024年8月下旬～9月上旬（予定）

「心理演習」（放送大学本部で実施）
●受講期間：のべ４日間程度
●授 業 料：11,000円
「心理実習」（首都圏の施設で実施）
●実習期間：のべ12日間程度
●授 業 料：11,000円　●実 習 費：50,000円

●第1次選考：CBT試験（各都道府県に1ヶ所
　　　　　　  以上ある外部試験場で実施）
●第2次選考：面接試験（放送大学本部で実施）
●選　考　料：20,000円

注　　意
公認心理師学部段階カリキュラムを修了す
るには、「大学における必要な科目」25科目
52単位をすべて修得した上で、全科履修生
として卒業要件を満たし卒業する必要があ
ります。

「心理演習」「心理実習」
を受講するには選考試
験があります。
（受講者定員は全体で
30 名。前年度実施選考
試験の出願倍率は 17.1
倍）

選考試験に出願するた
めには、「大学における
必要な科目」について、
本学が指定する 7 科目
を選考試験受験年度の
第 1 学期までに修得し
ているほか、出願資格
要件を全て満たす必要
があります。

※選考試験の出願資格
要件は、本学公認心理
師ウェブサイトに掲載
する選考試験要項を必
ずご確認ください。

必ずご覧ください！

放送大学　公認心理師
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オンライン授業について
　全ての学習をインターネットで行います。科目ごとに決められた期間に課題を提出することで成績評価を行い
ます。放送授業のように通信指導や単位認定試験はありません（一部科目を除く）。オンライン授業の学習方法・
操作方法は、「オンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp/）」を確認してください。

［履修上の注意］
　1．�オンライン授業には1単位科目（8コマ）と2単位科目（15コマ）があります。１コマあたり、講義が45分程度、

課題（選択式問題・レポート・ディスカッションなど）の解答が45分程度を合わせた90分程度の授業です（科
目の特性により異なります）。

　2．�オンライン授業の全ての教材はインターネットで配信します（印刷教材はありません）。一部の科目につい
ては指定教材があります。シラバスを確認してください。

　3．�オンライン授業科目の単位修得後、放送大学に学籍があり、かつ当該科目の開設期間中は、復習用に講義映
像や資料などの一部を閲覧することができます。配信は学期開始 1ヶ月後ごろ開始します。

　4．�単位を修得できなかった場合、再度科目登録が必要になります。オンライン授業は通信指導、単位認定試験
を行わないため再試験はありません（一部科目を除く）。

　5．�受講にはインターネット接続されたパソコンとブラウザー、PDFファイルが閲覧できるソフトウエアが必
要です。学習できる環境をご自身で整えたうえ、科目登録をお願いします。学習センターなどのパソコンは、
原則利用できません。

［単位認定試験を実施するオンライン授業科目について］
　「教育課程の意義及び編成の方法（’ 15）」「幼児理解の理論及び方法（’ 15）」「小学校外国語教育教授基礎論 

（’ 17）」はWeb通信指導、単位認定試験を実施します。通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通
信指導問題冊子は送付されません。通信指導に合格した上で、単位認定試験を受験する必要があります。試験時
間割は授業科目案内を確認してください。
　上記科目に関しては、新規に科目登録した学期に単位修得できなかった場合、次の学期に学籍がある場合に限
り、科目登録を行わなくても再試験を受けられます。

［オンライン授業の主な課題について］
・選 択 式 問 題：設問解答を行った後、すぐに解説を閲覧し、理解を深めることができます。
・レ ポ ー ト：レポート提出はインターネットで行います。郵送での提出は受け付けていません。
・ディスカッション：�ディスカッションは、実名で電子掲示板へ投稿します。Webカメラなど、映像でのやりと

りはありません。テーマや方法は科目により異なります。ディスカッションのページを公
開している期間（短くても10日間程度）に発言を投稿していただきます。

※学期開始後にオンライン授業システムに記載の注意事項（提出期限など）を確認のうえ、受講してください。
※�ソフトウエアのインストールが必要な科目もあります。科目登録前に必ずオンライン授業体験版を確認してく

ださい。

［成績評価・課題提出について］
　オンライン授業の成績評価は、Ⓐ～ Eの6区分で行い、C以上が合格です。成績評価方法・課題の締め切りは科
目により異なります。成績評価方法についてはシラバスを確認してください。各科目の課題実施期間の確認方法
は次ページを参照してください。

［オンライン授業の担当講師について］
　オンライン授業では、科目全体を統括する責任者である「主任講師」の他に、専門性の高い一部の回の責任者で
ある「専門担当講師」が加わって担当する科目もあります。

［学習履歴データの提供について］
　このたび放送大学では、オンライン授業の改善・発展を目的として、国立情報学研究所と共同研究を進める協
定を締結しました。この共同研究を進めるにあたり、オンライン授業を実施する過程で蓄積される学習履歴デー
タを、国立情報学研究所に提供する場合があります。その際は、個人を特定できない形で提供するなど、学生の皆
さんの個人情報保護に十分に留意することをお知らせします。
　オンライン授業を受講する際には、国立情報学研究所に対して、学習履歴データの提供が行われる場合がある
ことをご認識ください。
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ライブWeb授業について
「ライブWeb授業」は、Web会議システム（Zoom）を利用した授業と、オンライン授業の利点を活かした新たな授業形態です。学
習センターではなく、ご自宅等でPC等を用いて受講します。
授業当日は、専用のシステムにログインし、各回の仮想の講義室（Zoomミーティング）へもそこから入室します。
また、事前に掲示される資料や、講師からのお知らせ、後日提出が必要なレポート等、講義時間外に取組みや確認が必要な活動
が当該システム上で示される場合があります。受講の際には必ず当該システムを確認してください。
※2021年度に「同時双方向Web授業」としてスタートした本授業形態は、2022年度以降、「ライブWeb授業」と名称を改めました。

なお、ライブWeb授業科目のシラバス及び科目登録の方法等の情報は本学Webサイト上でのみ公開いたします。履修が可能な
対象者は面接授業に準じます。詳細は本学Webサイトをご確認ください。
＜情報公開時期＞第１学期：２月初旬頃、第２学期：８月初旬頃

ライブWeb授業
（https://www.ouj.ac.jp/reasons-to-choose-us/anytime-anyone-can-learn-freely/interactive/）

【配信期間・課題実施期限】

　配信期間は2023年10月5日（木）10時から2024年2月29日（木）17時を予定しています。
　配信終了後は、講師からのお知らせ・各課題の採点結果等の確認はできません。
　またオンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp/）から各科目の課題実施期限の目安が確認できます。

クリック 

１． オンライン授業体験版（https://online-
open.ouj.ac.jp/）を開く。

２． オンライン授業体験版トップ画面にあ
る「※各科目の課題内容とスケジュー
ルの目安」を押す。

３． 各科目の課題実施期間の目安が確認い
ただけます。

※課題内容、締切日程については変更が生
じる場合があります。学期が始まったら、
必ずオンライン授業システムにアクセス
し、課題締切日を確認してください。

オンライン授業科目 課題実施期限確認方法

クリック 
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受験

Web試験にて実施します（一部科目（後述）のみ郵送試験）。
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1  制度の目的
　「科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）」は、本学が指定する特定の授業科目群を履修することによ
り、ある分野に目的・関心を持ち、そのための学習を体系的に行ったことを証明する、本学独自の制度です。
2008年度からは新たに学校教育法に規定された「履修証明制度」にも対応しています。学生の皆さんは、この制
度を利用することで、ご自身の学習目標をより明確にすることができ、さらには学習の成果を社会貢献等へ活用
するなど、学習および生活の場で認証の成果を役立てることが可能です。

2  エキスパートの活用方法
・卒業への道のりのステップとして
・学習計画を立てる際の履修モデルとして
・学士とは別に特定の専門分野の修得を証明するものとして
・ある専門分野を体系的に学ぶ際の道しるべとして
・認証状取得そのものを目標として

3  認証状を取得するまで

取得！

卒業！

step

step

入　学 科目登録 認証取得条件充足 認証状申請 認証状交付
全科履修生・選科
履修生・科目履修
生として入学

目標のプランに必
要な科目を登録

目標とするプラン
の認証取得条件を
満たす

認証取得条件を満た
したら、「認証状等交
付願」により申請

2023年度認証一覧

※各プランの授業科目群や、認証状申請手続きの詳細につきましては、冊子 2023 年度版『科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）について』または小
冊子 2023 年度版『放送大学エキスパート』をご覧ください。（各学習センターにて配布しています。また、放送大学ウェブサイトにも掲載しています。）
※18～22のプランは 2019 年 3 月 31 日をもって廃止されましたが、2024 年 3 月 31 日まで認証状の申請はできます。
※23～26のプランは 2021 年 3 月 31 日をもって廃止されましたが、2026 年 3 月 31 日まで認証状の申請はできます。
※27～29のプランは 2022 年 3 月 31 日をもって廃止されましたが、2027 年 3 月 31 日まで認証状の申請はできます。
※30～32のプランは 2023 年 3 月 31 日をもって廃止されますが、2028 年 3 月 31 日まで認証状の申請はできます。
※本制度は放送大学の卒業要件ではありませんので、必ず取得しなくてはならないものではありません。
※16～17のプランは文部科学大臣が認定及び選定する「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」に認定されています。

01 健康福祉指導プラン（健康福祉運動指導者）

02 福祉コーディネータプラン（福祉コーディネータ）

03 社会生活企画プラン（社会生活プランナー）

04 心理学基礎プラン（心理学基礎）

05 臨床心理学基礎プラン（臨床心理学基礎）

06 異文化コミュニケーションプラン（異文化理解支援）

07 宇宙・地球科学プラン（宇宙・地球科学）

08 環境科学プラン（環境科学の基礎）

09 芸術系博物館プラン（芸術系博物館活動支援）

10 歴史系博物館プラン（歴史系博物館活動支援）

11 自然系博物館プラン（自然系博物館活動支援）

12 工学基礎プラン（工学基礎）

13 地域貢献リーダー人材育成プラン（地域貢献リーダー人材）

14 日本文化を伝える国際ボランティア･ガイド（基礎力）養成プラン
　　（日本文化を伝える国際ボランティア･ガイド（基礎力）養成）

15 学校地域連携コーディネータープラン（学校地域連携コーディネーター）

16データサイエンスリテラシープラン（データサイエンス･リテラシー）
17データサイエンスアドバンスプラン（データサイエンス応用基礎）
18 実践経営学プラン（経営の理解）
19 ものづくりＭＯＴプラン（ものづくりとMOT（技術経営）を学ぶ）
20 コミュニティ学習支援プラン（地域生涯学習支援）
21 アジア研究プラン（アジア研究）
22 エネルギー・環境研究プラン（エネルギー環境政策論）
23 社会探究プラン（現代社会の探究）
24 次世代育成支援プラン（次世代育成支援）
25 生命科学プラン（生命人間科学）
26 社会数学プラン（数学と社会）
27 食と健康アドバイザープラン（食と健康アドバイザー）

28 人にやさしいメディアデザインプラン（人にやさしいメディアのデザイン）
29 データサイエンスプラン（データサイエンス）
30 市民活動支援プラン（市民政策論）
31 日本の文化・社会探究プラン（日本の文化と社会）
32 計算機科学基礎プラン（計算機科学の基礎）

科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）について

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※
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履　修　科　目　案　内　図

○生活と福祉コース p.18 ○心理と教育コース p.19
○社会と産業コース p.20 ○人間と文化コース p.21
○情報コース p.22 ○自然と環境コース p.23
○外国語科目の履修について　　p.24

履修科目案内図の見方

科目区分 ○○系 ○○系 ○○系 共用科目

コ
ー
ス
科
目

400
総合科目

300
専門科目

200
導入科目

100
基盤科目

＊基盤科目のうち、外国語科目については別掲

学習の流れとして、下から上へ積み重ねる形で、原則として基盤科目→導入科目→専門科目→総合科目の順に履修することとなります。

ナンバリングレベル表示
初級（10）
410
310
210
110

中級（20）
420
320
220

上級（30）
430
330
230

科目区分
総合科目（400）
専門科目（300）
導入科目（200）
基盤科目（100）

430　■■■■■（’22）

420　▲▲▲▲▲（’22）

410　●●●●●（’21）　

230　＠＠＠＠＠（’21）

220　▽▽▽▽▽（’22）

210　◎◎◎◎◎（’22）　

110　★★★★★（’20）
110　☆☆☆☆☆（’22）
110　◆◆◆◆◆（’21 ）　

330　□□□□□（’20）

320　△△△△△（’22）　

320　＃＃＃＃＃（’19）

310　○○○○○（’20）

ナンバリングはカリキュラムを体系的に示すために用
いているもので、数字の小さい方がより基礎的で、大
きくなるにつれて専門性が高まるものです。

他コース開設科
目のうち、自コー
スの科目として
取り扱うもので
す。選科履修生
と科目履修生の
方 は、【　】内 の
コース科目とし
て表示されます。

ナンバリング
（科目名の前の3桁の数字）
※ 科目コードではありません。

420　＊＊＊＊（’22）
【◇◇◇◇コース】

420　❀❀❀❀（’22）
【◇◇◇◇コース】

※共用科目は他コース開設
　科目ですが、卒業要件上
　本コースの開設科目とし
　て取り扱います。

1  制度の目的
　「科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）」は、本学が指定する特定の授業科目群を履修することによ
り、ある分野に目的・関心を持ち、そのための学習を体系的に行ったことを証明する、本学独自の制度です。
2008年度からは新たに学校教育法に規定された「履修証明制度」にも対応しています。学生の皆さんは、この制
度を利用することで、ご自身の学習目標をより明確にすることができ、さらには学習の成果を社会貢献等へ活用
するなど、学習および生活の場で認証の成果を役立てることが可能です。

2  エキスパートの活用方法
・卒業への道のりのステップとして
・学習計画を立てる際の履修モデルとして
・学士とは別に特定の専門分野の修得を証明するものとして
・ある専門分野を体系的に学ぶ際の道しるべとして
・認証状取得そのものを目標として

3  認証状を取得するまで

取得！

卒業！

step

step

入　学 科目登録 認証取得条件充足 認証状申請 認証状交付
全科履修生・選科
履修生・科目履修
生として入学

目標のプランに必
要な科目を登録

目標とするプラン
の認証取得条件を
満たす

認証取得条件を満た
したら、「認証状等交
付願」により申請

2023年度認証一覧

※各プランの授業科目群や、認証状申請手続きの詳細につきましては、冊子 2023 年度版『科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）について』または小
冊子 2023 年度版『放送大学エキスパート』をご覧ください。（各学習センターにて配布しています。また、放送大学ウェブサイトにも掲載しています。）
※18～22のプランは 2019 年 3 月 31 日をもって廃止されましたが、2024 年 3 月 31 日まで認証状の申請はできます。
※23～26のプランは 2021 年 3 月 31 日をもって廃止されましたが、2026 年 3 月 31 日まで認証状の申請はできます。
※27～29のプランは 2022 年 3 月 31 日をもって廃止されましたが、2027 年 3 月 31 日まで認証状の申請はできます。
※30～32のプランは 2023 年 3 月 31 日をもって廃止されますが、2028 年 3 月 31 日まで認証状の申請はできます。
※本制度は放送大学の卒業要件ではありませんので、必ず取得しなくてはならないものではありません。
※16～17のプランは文部科学大臣が認定及び選定する「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」に認定されています。

01 健康福祉指導プラン（健康福祉運動指導者）

02 福祉コーディネータプラン（福祉コーディネータ）

03 社会生活企画プラン（社会生活プランナー）

04 心理学基礎プラン（心理学基礎）

05 臨床心理学基礎プラン（臨床心理学基礎）

06 異文化コミュニケーションプラン（異文化理解支援）

07 宇宙・地球科学プラン（宇宙・地球科学）

08 環境科学プラン（環境科学の基礎）

09 芸術系博物館プラン（芸術系博物館活動支援）

10 歴史系博物館プラン（歴史系博物館活動支援）

11 自然系博物館プラン（自然系博物館活動支援）

12 工学基礎プラン（工学基礎）

13 地域貢献リーダー人材育成プラン（地域貢献リーダー人材）

14 日本文化を伝える国際ボランティア･ガイド（基礎力）養成プラン
　　（日本文化を伝える国際ボランティア･ガイド（基礎力）養成）

15 学校地域連携コーディネータープラン（学校地域連携コーディネーター）

16データサイエンスリテラシープラン（データサイエンス･リテラシー）
17データサイエンスアドバンスプラン（データサイエンス応用基礎）
18 実践経営学プラン（経営の理解）
19 ものづくりＭＯＴプラン（ものづくりとMOT（技術経営）を学ぶ）
20 コミュニティ学習支援プラン（地域生涯学習支援）
21 アジア研究プラン（アジア研究）
22 エネルギー・環境研究プラン（エネルギー環境政策論）
23 社会探究プラン（現代社会の探究）
24 次世代育成支援プラン（次世代育成支援）
25 生命科学プラン（生命人間科学）
26 社会数学プラン（数学と社会）
27 食と健康アドバイザープラン（食と健康アドバイザー）

28 人にやさしいメディアデザインプラン（人にやさしいメディアのデザイン）
29 データサイエンスプラン（データサイエンス）
30 市民活動支援プラン（市民政策論）
31 日本の文化・社会探究プラン（日本の文化と社会）
32 計算機科学基礎プラン（計算機科学の基礎）

科目群履修認証制度（放送大学エキスパート）について

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※



科目区分 福祉系 健康系 生活系 共用科目

コ
ー
ス
科
目

400
総合科目

420	 住まいの環境論（’ ２３）
【社会と産業】

300
専門科目

330	 環境を可視化する技術と応用（’２３）
【社会と産業】
330	 感覚と応答の生物学（’ ２３）
【自然と環境】

320	 生物の進化と多様化の科学（’１７）
【自然と環境】
320	 ヒューマンインタフェース（’ ２３）
【情報】

200
導入科目

230	 分子の変化からみた世界（’ ２３）
【自然と環境】
230	 かたちの化学－化学の考え方入門（’ ２３）
【自然と環境】

220	 社会統計学入門（ʼ18）
【社会と産業】

210	 社会調査の基礎（ʼ19）
【社会と産業】

100
基盤科目

110　運動と健康（’ ２２）
110　小学校外国語教育教授基礎論（’ １７）
110　市民自治の知識と実践（’ ２１）
110　問題解決の進め方（’ １９）
110　国際理解のために（’ １９）
110　自然科学はじめの一歩（’ ２２）
110　子育て支援−法と政策を学ぶ（’ ２０）
＊基盤科目のうち、外国語科目については別掲

110　社会と産業の倫理（’ ２１）
110　より良い思考の技法（’ ２３）
110　日本語リテラシー（’ ２１）
110　日本語リテラシー演習（’ １８）
110　日本語アカデミックライティング（’ ２２）
110　遠隔学習のためのパソコン活用（’ ２１）
110　地理空間情報の基礎と活用（’ ２２）

110　情報学へのとびら（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ導入（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ基礎（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ心得（’ ２２）
110　初歩からの数学（’ １８）
110　身近な統計（’ １８）
110　演習初歩からの数学（’ ２０）

※�共用科目は他コース開設科目で
すが、卒業要件上本コースの開
設科目として取り扱います。

学習の流れとして、下から上へ積み重ねる形で、原則として基盤科目→導入科目→専門科目→総合科目の順に履修することとなります。

ナンバリングレベル表示
科目区分 初級（10） 中級（20） 上級（30）

総合科目（400） 410 420 430
専門科目（300） 310 320 330
導入科目（200） 210 220 230
基盤科目（100） 110

【生活と福祉コース】

420　死生学のフィールド（’ １８）　　　420　レジリエンスの諸相（’ １８）

410　社会福祉と法（’ ２０）

330　ライフステージと社会保障（’ ２０）
330　社会政策の国際動向と日本の位置（’ ２３）

320　地域福祉の課題と展望（’ ２２）

320　今日のメンタルヘルス（’ ２３）	 320　地域・在宅看護論（’ ２３）
320　看護管理と医療安全（’ １８）	 320　災害看護学・国際看護学（’ ２０）

320　生活環境と情報認知（’ ２０）
320　食の安全（’ ２１）

310　公衆衛生（’ １９）
310　認知症と生きる（’ ２１）

310　食と健康（’ １８）

310　看護学概説（’ ２２）	 310　基礎看護学（’ １６）

310　コミュニティがつなぐ安全・安心（’ ２０）　　　310　持続可能な社会と生活（’ ２３）

230　がんとともに生きる（’ １８）

320　ソーシャルシティ（’ ２３）
320　リスクコミュニケーションの探究（’ ２３）
320　家族問題と家族支援（’ ２０）
320　リスク社会の家族変動（’ ２０）

330　リハビリテーション（’ １９）
330　精神疾患とその治療（’ ２０）

410　地域包括ケアシステムと在宅医療（’ １８）

310　子どもの人権をどうまもるのか（’ ２１）
310　高齢期を支える（’ ２３）
310　社会福祉実践とは何か（’ ２２）

220　貧困の諸相（’ ２３）
220　社会福祉－新しい地平を拓く（’ ２２）

220　疾病の成立と回復促進（’ ２１）
220　睡眠と健康（’ ２１）

220　暮らしに活かす不動産学（’ ２２）

220　疾病の回復を促進する薬（’ ２１）

220　生活環境情報の表現－ＧＩＳ入門（’ ２０）

210　生活経済学（’ ２０）　　　　210　健康と社会（’ ２３）　　　　210　健康への力の探究（’ １９）

210　人体の構造と機能（’ ２２）
210　がんを知る（’ １６）
210　循環器の健康科学（’ ２０）
210　感染症と生体防御（’ １８）
210　健康長寿のためのスポートロジー（’ １９）
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科目区分 教育系 心理系 臨床心理系 共用科目

コ
ー
ス
科
目

400
総合科目

420	レジリエンスの諸相（’１８）【生活と福祉】
420	死生学のフィールド（’１８）【生活と福祉】
420	情報技術が拓く人間理解（’２０）【情報】

410	時間を究める（’ ２３）【人間と文化】
410	情報化社会と国際ボランティア（’ １９）
【情報】

300
専門科目

330	精神疾患とその治療（’ ２０）
【生活と福祉】

320	都市と地域の社会学（’ １８）
【社会と産業】
320	Webのしくみと応用（’ １９）【情報】
320	統計学（’ １９）【自然と環境】
320	家族問題と家族支援（’ ２０）
【生活と福祉】
320	大学マネジメント論（’２０）【社会と産業】
320	データの分析と知識発見（’２０）【情報】
320	ユーザ調査法（’ ２０）【情報】
320	情報化社会におけるメディア教育（’２０）
【情報】
320	博物館教育論（’ ２２）【人間と文化】
320	メディア論（’ ２２）【情報】
320	リスクコミュニケーションの探究（’ ２３）
【生活と福祉】
320	ソーシャルシティ（’２３）【生活と福祉】
320	今日のメンタルヘルス（’ ２３）
【生活と福祉】
320	現代に生きる現象学（’ ２３）
【人間と文化】
320	博物館経営論（’ ２３）【人間と文化】
320	ヒューマンインタフェース（’２３）【情報】
320	情報セキュリティの現状と展望（’ ２３）
【情報】
320	情報セキュリティの理論と基盤（’ ２３）
【情報】

310	博物館情報・メディア論（’ １８）
【人間と文化】
310	情報社会のユニバーサルデザイン（’１９）
【情報】
310	認知症と生きる（’ ２１）【生活と福祉】
310	子どもの人権をどうまもるのか（’ ２１）
【生活と福祉】
310	マーケティング（’ ２１）【社会と産業】
310	 NPO・NGOの世界（’ ２１）
【社会と産業】
310	小学校プログラミング教育概論（’ ２１）
【情報】
310	教育のためのＩＣＴ活用（’ ２２）【情報】
310 持続可能な社会と生活（’ ２３）
【生活と福祉】
310 高齢期を支える（’ ２３）【生活と福祉】
310 サービスサイエンス（’２３）【社会と産業】

200
導入科目

220	社会統計学入門（’ １８）【社会と産業】
220	疾病の成立と回復促進（’ ２１）
【生活と福祉】
220	睡眠と健康（’ ２１）【生活と福祉】
220	 Rで学ぶ確率統計（’ ２１）【情報】
220	社会福祉－新しい地平を拓く（’ ２２）
【生活と福祉】
220	貧困の諸相（’ ２３）【生活と福祉】

210	総合人類学としてのヒト学（’ １８）
【人間と文化】
210	社会調査の基礎（’ １９）【社会と産業】
210	コミュニケーション学入門（’ １９）
【人間と文化】
210	博物館概論（’ ２３）【人間と文化】
210	博物館で学ぶ文化人類学の基礎（’２０）
【人間と文化】
210	社会学概論（’ ２１）【社会と産業】
210	人体の構造と機能（’２２）【生活と福祉】
210	日常生活のデジタルメディア（’ ２２）
【情報】

100
基盤科目

110　運動と健康（’ ２２）
110　小学校外国語教育教授基礎論（’ １７）
110　市民自治の知識と実践（’ ２１）
110　問題解決の進め方（’ １９）
110　国際理解のために（’ １９）
110　自然科学はじめの一歩（’ ２２）
110　子育て支援−法と政策を学ぶ（’ ２０）
＊基盤科目のうち、外国語科目については別掲

110　社会と産業の倫理（’ ２１）
110　より良い思考の技法（’ ２３）
110　日本語リテラシー（’ ２１）
110　日本語リテラシー演習（’ １８）
110　日本語アカデミックライティング（’ ２２）
110　遠隔学習のためのパソコン活用（’ ２１）
110　地理空間情報の基礎と活用（’ ２２）

110　情報学へのとびら（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ導入（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ基礎（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ心得（’ ２２）
110　初歩からの数学（’ １８）
110　身近な統計（’ １８）
110　演習初歩からの数学（’ ２０）

※�共用科目は他コース開設科目です
が、卒業要件上本コースの開設科目
として取り扱います。

【心理と教育コース】

学習の流れとして、下から上へ積み重ねる形で、原則として基盤科目→導入科目→専門科目→総合科目の順に履修することとなります。

ナンバリングレベル表示
科目区分 初級（10） 中級（20） 上級（30）

総合科目（400） 410 420 430
専門科目（300） 310 320 330
導入科目（200） 210 220 230
基盤科目（100） 110

330　学校と法（’ ２０）
330　カリキュラムと学習過程（’ １６）
330　道徳教育論（’ ２１）

330　心理臨床と身体の病（’ １６）

320　中高年の心理臨床（’ ２０）
320　思春期・青年期の心理臨床（’ １９）
320　乳幼児・児童の心理臨床（’ １７）
320　心理カウンセリング序説（’ ２１）
320　精神分析とユング心理学（’ ２３）
320　認知行動療法（’ ２０）
320　臨床心理学概論（’ ２０）
320　心理職の専門性（’ ２０）
320　心理的アセスメント（’ ２０）
320　司法・犯罪心理学（’ ２０）
320　感情・人格心理学（’ ２１）
320　心理臨床における法・倫理・制度（’ ２１）
320　福祉心理学（’ ２１）
320　障害者・障害児心理学（’ ２１）

320　社会・集団・家族心理学（’ ２０）
320　産業・組織心理学（’ ２０）
320　進化心理学（’ ２３）
320　神経・生理心理学（’ ２２）
320　学習・言語心理学（’ ２１）
320　知覚・認知心理学（’ ２３）
320　錯覚の科学（’ ２０）
320　心理学統計法（’ ２１）
320　心理学研究法（’ ２０）

320　教育の行政・政治・経営（’ ２３）
320　新時代の生徒指導（’ ２３）
320　日本の文化と教育（’ ２３）
320　地域コミュニティと教育（’ １８）
320　教育課程の意義及び編成の方法（’ １５）
320　幼児理解の理論及び方法（’ １５）
320　教育調査の基礎（’ ２０）
320　特別支援教育基礎論（’ ２０）
320　肢体不自由児の教育（’ ２０）
320　知的障害教育総論（’ ２０）
320　学校図書館サービス論（’ ２１）
320　学校リスク論（’ ２２）
320　社会教育経営実践論（’ ２２）
320　生涯学習支援の理論と実践（’ ２２）
320　日本の教職論（’ ２２）
320　幼児教育の指導法（’ ２２）
320　SDGｓと教育（’ ２２）

230　教育・学校心理学（’ ２０）　　　　230　発達心理学概論（’ １７）

220　心理学概論（’ １８）

410　色を探究する（’ 23）

320　特別支援教育総論（’ １９）

310　生涯学習を考える（’ １７）
310　現代の家庭教育（’ １８）
310　乳幼児の保育・教育（’ ２１）

220　教育社会学概論（’ １９）
220　戦後日本教育史（’ １８）
220　現代教育入門（’ ２１）
220　学校と社会を考える（’ １７）
220　キャリアコンサルティング概説（’ ２０）

210　発達科学の先人たち（’ １６）	 210　心理と教育へのいざない（’ １８）
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【社会と産業コース】

科目区分 社会学系 法学系 政治学系 経済学系 産業・経営系 社会技術系 共用科目

コ
ー
ス
科
目

400
総合科目 410	 社会福祉と法（’ ２０）

【生活と福祉】
410	 時間を究める（’ ２３）
【人間と文化】

300
専門科目

�

330	 ライフステージと社会保障（’ ２０）
【生活と福祉】
330	 �社会政策の国際動向と日本の

位置（’ ２３）
【生活と福祉】

320	 地域コミュニティと教育（’ １８）
【心理と教育】
320	 リスク社会の家族変動（’ ２０）
【生活と福祉】
320	 社会・集団・家族心理学（’ ２０）
【心理と教育】
320	 産業・組織心理学（’ ２０）
【心理と教育】
320	 日本の近世（’ ２０）
【人間と文化】
320	 データの分析と知識発見（’ ２０）
【情報】
320	 近現代ヨーロッパの歴史（’ ２２）
【人間と文化】
320	 メディア論（’ ２２）
【情報】
320	 ソーシャルシティ（’ ２３）
【生活と福祉】

310	 �コミュニティがつなぐ安全・安心
（’ ２０）

【生活と福祉】
310	 持続可能な社会と生活（’ ２３）
【生活と福祉】

200
導入科目

230	 情報と法（’ ２３）【情報】

220	 教育社会学概論（’ １９）
【心理と教育】
220	 生活環境情報の表現－GIS入門（’２０）
【生活と福祉】
220	 日本近現代史（’ ２１）
【人間と文化】
220	 暮らしに活かす不動産学（’ ２２）
【生活と福祉】	
220	 西洋哲学の根源（’ ２２）
【人間と文化】
220	 貧困の諸相（’２３）【生活と福祉】
220	 哲学・思想を今考える（’ ２３）
【人間と文化】

210	 生活経済学（’２０）【生活と福祉】
210	 健康と社会（’２３）【生活と福祉】

100
基盤科目

110　運動と健康（’ ２２）
110　小学校外国語教育教授基礎論（’ １７）
110　市民自治の知識と実践（’ ２１）
110　問題解決の進め方（’ １９）
110　国際理解のために（’ １９）
110　自然科学はじめの一歩（’ ２２）
110　子育て支援−法と政策を学ぶ（’ ２０）
＊基盤科目のうち、外国語科目については別掲

110　社会と産業の倫理（’ ２１）
110　より良い思考の技法（’ ２３）
110　日本語リテラシー（’ ２１）
110　日本語リテラシー演習（’ １８）
110　日本語アカデミックライティング（’ ２２）
110　遠隔学習のためのパソコン活用（’ ２１）
110　地理空間情報の基礎と活用（’ ２２）

110　情報学へのとびら（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ導入（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ基礎（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ心得（’ ２２）
110　初歩からの数学（’ １８）
110　身近な統計（’ １８）
110　演習初歩からの数学（’ ２０）

※�共用科目は他コース開設科目で
すが、卒業要件上本コースの開
設科目として取り扱います。

学習の流れとして、下から上へ積み重ねる形で、原則として基盤科目→導入科目→専門科目→総合科目の順に履修することとなります。

ナンバリングレベル表示
科目区分 初級（10） 中級（20） 上級（30）

総合科目（400） 410 420 430
専門科目（300） 310 320 330
導入科目（200） 210 220 230
基盤科目（100） 110

220　�社会統計学
入門（’ １８）

210　�社会調査の
基礎（’ １９）

210　社会学概論
（’ ２１）

210　経営学概論
（’ １８）

210　�新しい時代の
技術者倫理

（’ １５）
210　�環境問題のと

らえ方と解決
方法（’ １７）

210　グローバル化時代の日本国憲法（’ １９）

210　�一般市民のた
めの法学入門

（’ 23）

210　�政治学入門
（’ ２２）

210　�経済社会を考
える（’ １９）

220　現代の会計
（’ ２０）

410　空間と政治（’ ２２）　　　　　410　海からみた産業と日本（’ ２２）

410　世界の中の日本外交（’ ２１）

420　新時代の組織経営と働き方（’ ２０）
420　開発経済学：アジアの農村から（’ ２０）

330　国際法（ʼ19）

320　刑法と生命
（’ ２１）

320　�人生100年
時代の家族	
と法（’ ２３）

320　行政法（’ ２２）
320　著作権法

（’ ２２）
320　民法（’ ２２）

310　�雇用社会と法
（’ ２１）

310　�市民生活と裁
判（’ ２２）

310　�財政と現代の
経済社会

（’ １９）
310　現代経済学

（’ １９）
310　金融と社会

（’ ２０）

310　簿記入門
（’ ２２）

310　�SDGs下の	
アジア産業論

（’ 23）
310　�NPO・NGO

の世界（’ ２１）
310　�現代の内部

監査（’ ２２）
310　マーケティング

（’ ２１）
310　�サプライチェーン・

マネジメント（’２１）

320　�全体主義と	
新自由主義の
あいだ（’ ２３）

320　�日本政治外
交史（’ １９）

320　�現代の国際
政治（’ ２２）

320　�日本政治思
想史（’ ２１）

320　中東の政治
（’ ２０）

320　�ヨーロッパ政
治史（’ ２０）

320　�現代東アジア
の政治と社会

（’ ２０）
320　行政学概説

（’ ２０）

320　�現代国際社会
と有機農業

（’ ２３）
320　�グローバル経

済史（’ １８）
320　�椅子クラフツ

文化の社会
経済学（’ ２０）

320　�ファイナンス
入門（’ ２３）

320　国際経営
（’ １９）

320　管理会計
（’ ２２）

320　�経営情報学
入門（’ ２３）

320　�大学マネジメン
ト論（’ ２０）

320　�フードシステム
と日本農業

（’ ２２）

320　�緑地環境の
計画（’ ２１）

320　�地球温暖化
と社会イノベ
ーション（’１８）

320　�都市と地域
の社会学

（’ １８）
320　�災害社会学

（’ ２０）

420　環境と社会（’ ２１）

330　�環境を可視化
する技術と応用

（’ ２３）

410　�エネルギーと
社会（’ １９）

310　サービスサイエンス（’ ２３）
310　イノベーション・マネジメント（’ ２３）

420　�住まいの	
環境論（’２３）
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科目区分 哲学・芸術文化系 歴史学・地域文化系 文学・言語文化系 人類学・比較文化系 共用科目

コ
ー
ス
科
目

400
総合科目

420	 レジリエンスの諸相（’ １８）
【生活と福祉】
420	 開発経済学：アジアの農村から（’２０）
【社会と産業】

410	 色を探究する（’ ２３）
【心理と教育】

300
専門科目

320	 日本の文化と教育（’ ２３）
【心理と教育】
320	 全体主義と新自由主義のあいだ

（’ ２３）
【社会と産業】
320	 都市と地域の社会学（’ １８）
【社会と産業】
320	 グローバル経済史（’ １８）
【社会と産業】
320	 現代の国際政治（’ ２２）
【社会と産業】
320	 日本政治外交史（’ １９）
【社会と産業】
320	 中東の政治（’ ２０）
【社会と産業】
320	 ヨーロッパ政治史（’ ２０）
【社会と産業】
320	 現代東アジアの政治と社会（’２０）
【社会と産業】
320	 メディア論（’ ２２）
【情報】
320	 情報化社会におけるメディア教育

（’ ２０）
【情報】
320	 学習・言語心理学（’ ２１）
【心理と教育】
320	 日本政治思想史（’ ２１）
【社会と産業】

310	 生涯学習を考える（’ １７）
【心理と教育】

200
導入科目 210	 政治学入門（’ ２２）

【社会と産業】

100
基盤科目

※�共用科目は他コース開設科目で
すが、卒業要件上本コースの開
設科目として取り扱います。

【人間と文化コース】

学習の流れとして、下から上へ積み重ねる形で、原則として基盤科目→導入科目→専門科目→総合科目の順に履修することとなります。

ナンバリングレベル表示
科目区分 初級（10） 中級（20） 上級（30）

総合科目（400） 410 420 430
専門科目（300） 310 320 330
導入科目（200） 210 220 230
基盤科目（100） 110

330　西洋芸術の歴史と理論
（’ １６）

330　�日本美術史の近代とその外
部（’ １８）

330　英米哲学の挑戦（’ ２３）

320　西洋音楽史（’ ２１）
320　舞台芸術の魅力（’ １７）
320　現代に生きる現象学（’ ２３）
320　原初から／への思索（’ ２２）
320　日本仏教を捉え直す（’ １８）

320　古代中世の日本（’ ２３）
320　日本の近世（’ ２０）
320　韓国朝鮮の歴史と文化

（’ ２１）
320　�中国と東部ユーラシアの歴

史（’ ２０）
320　東南アジアの歴史（’ １８）
320　都市から見るヨーロッパ史

（’ ２１）
320　近現代ヨーロッパの歴史

（’ ２２）
320　考古学（’ １８）

330　世界文学の古典を読む
（’ ２０）

330　�ヨーロッパ文学の読み方
－近代篇（’ １９）

320　樋口一葉の世界（’ ２３）
320　『方丈記』と『徒然草』（’１８）
320　文学批評への招待（’ １８）

310　言語研究法（’ １９）

320　�「人新世」時代の文化人
類学（’ ２０）

320　フィールドワークと民族誌
（’ １７）

320　博物館経営論（’ ２３）
320　博物館教育論（’ ２２）

310　博物館展示論（’ １６）
310　博物館資料保存論（’ １９）
310　博物館情報・メディア論（’１８）
310　博物館資料論（’ １８）

220　日本近現代史（’ ２１）

220　歴史のなかの人間（’ ２２）

210　博物館概論（’ ２３）
210　コミュニケーション学入門（’ １９）

220　世界文学への招待（’ ２２）
220　日本文学と和歌（’ ２１）

220　西洋哲学の根源（’ ２２）
220　哲学・思想を今考える（’ ２３）

210　総合人類学としてのヒト学
（’ １８）

210　�博物館で学ぶ文化人類学
の基礎（’ ２０）

210　�日本文学における古典と近
代（’ １８）

210　新しい言語学（’ １８）
210　日本語学入門（’ ２０）

410　時間を究める（’ ２３） 410　時間を究める（’ ２３）

330　アメリカの芸術と文化（’ １９）

320　文学・芸術・武道にみる日本文化（’ １９）

330　アメリカの芸術と文化（’ １９）

220　漢文の読み方（’ １９）

230　人文地理学からみる世界
（’ ２２）

110　運動と健康（’ ２２）
110　小学校外国語教育教授基礎論（’ １７）
110　市民自治の知識と実践（’ ２１）
110　問題解決の進め方（’ １９）
110　国際理解のために（’ １９）
110　自然科学はじめの一歩（’ ２２）
110　子育て支援−法と政策を学ぶ（’ ２０）
＊基盤科目のうち、外国語科目については別掲

110　社会と産業の倫理（’ ２１）
110　より良い思考の技法（’ ２３）
110　日本語リテラシー（’ ２１）
110　日本語リテラシー演習（’ １８）
110　日本語アカデミックライティング（’ ２２）
110　遠隔学習のためのパソコン活用（’ ２１）
110　地理空間情報の基礎と活用（’ ２２）

110　情報学へのとびら（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ導入（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ基礎（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ心得（’ ２２）
110　初歩からの数学（’ １８）
110　身近な統計（’ １８）
110　演習初歩からの数学（’ ２０）
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【情報コース】

科目区分 ソフトウェア系 情報数理系 マルチメディア系 ヒューマン系 情報基盤系 共用科目

コ
ー
ス
科
目

400
総合科目

300
専門科目

330	 環境を可視化する技術と応用
（’ ２３）

【社会と産業】

320	 解析入門（’ １８）
【自然と環境】
320	 経営情報学入門（’ ２３）
【社会と産業】
320	 統計学（’ １９）
【自然と環境】
320	 教育調査の基礎（’ ２０）
【心理と教育】
320	 心理学統計法（’ ２１）
【心理と教育】
320	 著作権法（’ ２２）
【社会と産業】
320	 ソーシャルシティ（’ ２３）
【生活と福祉】

310	 博物館情報・メディア論（’ １８）
【人間と文化】
310	 マーケティング（’ ２１）
【社会と産業】

200
導入科目

220	 社会統計学入門（’ １８）
【社会と産業】
220	 生活環境情報の表現－GIS入門

（’ ２０）
【生活と福祉】
220	 入門微分積分（’ ２２）
【自然と環境】

100
基盤科目

※�共用科目は他コース開設科目で
すが、卒業要件上本コースの開
設科目として取り扱います。

学習の流れとして、下から上へ積み重ねる形で、原則として基盤科目→導入科目→専門科目→総合科目の順に履修することとなります。

ナンバリングレベル表示
科目区分 初級（10） 中級（20） 上級（30）

総合科目（400） 410 420 430
専門科目（300） 310 320 330
導入科目（200） 210 220 230
基盤科目（100） 110

220　計算の科学と手引き（’ １９）
220　Rで学ぶ確率統計（’ ２１）

230　情報と法（’ ２３）

320　データの分析と知識発見（’ ２０）

310　コンピュータとソフトウェア（’ １８）

310　記号論理学（’ １４）

310　C言語基礎演習
（’ ２０）

310　�Javaプログラミング
の基礎（’ １６）

310　�情報セキュリティ概論
（’ ２２） 310　情報セキュリティ概論（’ ２２）

310　�Javaプログラミング
の基礎（’ １６）

320　自然言語処理（’ ２３）

320　メディア論（’ ２２）

230　情報理論とデジタル表現（’ １９） 230　情報と法（’ ２３）

210　日常生活のデジタルメディア（’ ２２）

320　メディアと知的財産（’ １６）

320　�データ構造とプログ
ラミング（’ １８）

320　�コンピュータの動作と
管理（’ １７）

330　問題解決の数理
（’ ２１）

330　�数値の処理と数値解
析（’ ２２）

320　�コンピュータグラフィッ
クス（’ ２２）

320　�数理最適化法演習
（’ ２０）

320　ユーザ調査法（’ ２０）
320　�情報化社会における

メディア教育（’ ２０）

420　AIシステムと人・社会との関係（’ ２０）

420　情報技術が拓く人間理解（’ ２０）

410　情報化社会と国際ボランティア（’ １９）

310　�コンピュータとソフトウ
ェア（’ １８）

220　情報ネットワーク
（’ １８）

320　�身近なネットワークサ
ービス（’ ２０）

320　�コンピュータ通信概論
（’ ２０）

320　Webのしくみと応用
（’ １９）

320　データベース（’ ２３）

320　続・Ｃ言語基礎演習
（’ ２３）

320　�情報セキュリティの現
状と展望（’ ２３）

320　�情報セキュリティの理
論と基盤（’ ２３）

320　�情報セキュリティの現
状と展望（’ ２３）

320　�情報セキュリティの理
論と基盤（’ ２３）

310　�アルゴリズムとプログ
ラミング（’ ２０）

310　�映像コンテンツの制
作技術（’ ２０）

310　�デジタル情報の処理
と認識（’ ２２）

310　�教育のためのICT活
用（’ ２２）

310　�情報社会のユニバー
サルデザイン（’ １９）

310　�小学校プログラミン
グ教育概論（’ ２１）

310　情報デザイン（’ ２１）

330　�コンピュータビジョン
（’ ２２）

320　�ヒューマンインタフェー
ス（’ ２３）

110　運動と健康（’ ２２）
110　小学校外国語教育教授基礎論（’ １７）
110　市民自治の知識と実践（’ ２１）
110　問題解決の進め方（’ １９）
110　国際理解のために（’ １９）
110　自然科学はじめの一歩（’ ２２）
110　子育て支援−法と政策を学ぶ（’ ２０）
＊基盤科目のうち、外国語科目については別掲

110　社会と産業の倫理（’ ２１）
110　より良い思考の技法（’ ２３）
110　日本語リテラシー（’ ２１）
110　日本語リテラシー演習（’ １８）
110　日本語アカデミックライティング（’ ２２）
110　遠隔学習のためのパソコン活用（’ ２１）
110　地理空間情報の基礎と活用（’ ２２）

110　情報学へのとびら（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ導入（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ基礎（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ心得（’ ２２）
110　初歩からの数学（’ １８）
110　身近な統計（’ １８）
110　演習初歩からの数学（’ ２０）

220　�表計算プログラミン
グの基礎（’ ２１）

220　�表計算プログラミン
グの基礎（’ ２１）
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科目区分 宇宙・地球系 物質・エネルギー系 生命・生態系 数理系 共用科目

コ
ー
ス
科
目

400
総合科目

420	 情報技術が拓く人間理解（’ ２０）
【情報】

410	 色を探究する（’ ２３）
【心理と教育】
410	 時間を究める（’ ２３）
【人間と文化】
410	 エネルギーと社会（’ １９）
【社会と産業】

300
専門科目

330	 数値の処理と数値解析（’ ２２）
【情報】
330	 環境を可視化する技術と応用

（’ ２３）
【社会と産業】

320	 地球温暖化と社会イノベーション
（’ １８）

【社会と産業】
320	 データ構造とプログラミング（’１８）
【情報】
320	 錯覚の科学（’ ２０）
【心理と教育】
320	 データベース（’ ２３）
【情報】

310	 コンピュータとソフトウェア（’ １８）
【情報】
310	 食と健康（’ １８）
【生活と福祉】

200
導入科目

220	 計算の科学と手引き（’ １９）
【情報】
220	 社会統計学入門（’ １８）
【社会と産業】

210	 環境問題のとらえ方と解決方法
（’ １７）

【社会と産業】
210	 感染症と生体防御（’ １８）
【生活と福祉】
210	 人体の構造と機能（’ ２２）
【生活と福祉】
210	 博物館概論（’ ２３）
【人間と文化】

100
基盤科目

※�共用科目は他コース開設科目で
すが、卒業要件上本コースの開
設科目として取り扱います。

【自然と環境コース】

学習の流れとして、下から上へ積み重ねる形で、原則として基盤科目→導入科目→専門科目→総合科目の順に履修することとなります。

ナンバリングレベル表示
科目区分 初級（10） 中級（20） 上級（30）

総合科目（400） 410 420 430
専門科目（300） 310 320 330
導入科目（200） 210 220 230
基盤科目（100） 110

420　暮らしに役立つバイオサイエンス（’ ２１）

320　地球と環境の探究（’ ２０）
320　宇宙の誕生と進化（’ １９）
320　太陽と太陽系の科学（’ １８）

330　感覚と応答の生物学（’ ２３）
330　植物の科学（’ ２１）

320　生物の進化と多様化の科学
（’ １７）

320　微分方程式（’ ２３）
320　統計学（’ １９）
320　数学の歴史（’ １９）
320　線型代数学（’ １７）
320　解析入門（’ １８）
320　正多面体と素数（’ ２１）

330　量子化学（’ １９）
330　場と時間空間の物理（’ ２０）
330　量子物理学（’ ２１）

320　力と運動の物理（’ １９）
320　�エントロピーからはじめる熱力

学（’ ２０）
320　力と運動の物理演習（’ ２１）

310　物理演習（’ １６） 310　生命分子と細胞の科学
（’ １９）

220　物理の世界（’ １７）
220　物理と化学のための数学

（’ ２１）
220　現代を生きるための化学

（’ ２２）

230　�分子の変化からみた世界
（’ ２３）

230　�かたちの化学－化学の考え
方入門（’ ２３）

210　初歩からの化学（’ １８）
210　初歩からの物理（’ ２２）

220　�初歩からの宇宙の科学�
� （’ １７）

210　ダイナミックな地球（’ ２１）

220　生物環境の科学（’ １６）

210　初歩からの生物学（’ １８）

220　演習微分積分（’ １９）
220　入門微分積分（’ ２２）
220　入門線型代数（’ １９）

310　はじめての気象学（’ ２１）

110　運動と健康（’ ２２）
110　小学校外国語教育教授基礎論（’ １７）
110　市民自治の知識と実践（’ ２１）
110　問題解決の進め方（’ １９）
110　国際理解のために（’ １９）
110　自然科学はじめの一歩（’ ２２）
110　子育て支援−法と政策を学ぶ（’ ２０）
＊基盤科目のうち、外国語科目については別掲

110　社会と産業の倫理（’ ２１）
110　より良い思考の技法（’ ２３）
110　日本語リテラシー（’ ２１）
110　日本語リテラシー演習（’ １８）
110　日本語アカデミックライティング（’ ２２）
110　遠隔学習のためのパソコン活用（’ ２１）
110　地理空間情報の基礎と活用（’ ２２）

110　情報学へのとびら（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ導入（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ基礎（’ ２２）
110　データサイエンス・リテラシ心得（’ ２２）
110　初歩からの数学（’ １８）
110　身近な統計（’ １８）
110　演習初歩からの数学（’ ２０）
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外国語科目の履修について

履修目標：�外国語を学ぶことで、言葉への意識を高め、コミュニケーション能力を身につけると
同時に、積極的な異文化理解に努め、国際的な視野を養うこと。

留意事項：卒業を目指す全科履修生は、２単位以上の外国語科目を修得する必要があります。

ナンバリングレベル表示
科目区分 初級 中級 上級
基盤科目 110 120 130

110 

ド
イ
ツ
語
Ⅰ 

（’ ２３）

110 

フ
ラ
ン
ス
語
Ⅰ 

（’ １８）

110 

ビ
ー
ト
ル
ズ
de
英
文
法 

（’ ２１）

110 

看
護
・
医
療
の
英
語 

（’ １９）

110 

中
国
語
Ⅰ 

（’ ２３）

110 

韓
国
語
Ⅰ 

（’ ２０）

110 

初
歩
の
ロ
シ
ア
語 

（’ ２２）

120 

ド
イ
ツ
語
Ⅱ 

（’ ２３）

120 

フ
ラ
ン
ス
語
Ⅱ 

（’ １８）

120 

英
語
で「
道
」を
語
る

120 

グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
英
語 

（’ ２２）

120 

中
国
語
Ⅱ 

（’ ２３）

120 

韓
国
語
Ⅱ 

（’ ２０）

130 

教
養
で
読
む

　
　
　
　

 

英
語 

（’ １９）

130 

英
語
で
読
む

　
　
　

大
統
領
演
説 

（’ ２０）

（’ ２１）
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印刷教材に添付されている補助教材について
　一部の科目には、CD、DVD－ROM等の補助教材を添付しています。これらの補助教材は、効果的に学習を進めるた
めに添付するもので、単位修得のために必ず利用しなければならないものではありません。
　補助教材の概要は以下のとおりです。科目登録を行う前に必ず確認してください。

補助教材 科　目　名 再生機器

CD ドイツ語Ⅰ（ʼ23）、ドイツ語Ⅱ（ʼ23）、中国語Ⅰ（ʼ23）、中国語Ⅱ（ʼ23）、韓国語Ⅰ（ʼ20）、韓国語
Ⅱ（ʼ20）、英語で「道」を語る（ʼ21）

CDプレイヤー等

補助教材 科　目　名 再生機器

DVD-ROM 身近な統計（ʼ18） DVD－ROMドライブを搭載したパソコン
【推奨動作環境】
対応OS：Microsoft Windows 8.1以降
アプリケーション：Microsoft Excel 2013以降
上記OS及びMicrosoft Office製品が推奨する必要システム
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メモ（ご自由にお使いください）
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授業科目講義概要目次
2023年度第2学期教養学部

　p.28 〜　2023 年度第 2学期教養学部授業科目講義概要目次
— 2016 年度以降のカリキュラムの方はこちらをご覧ください —

　2016 年度以降に入学された方、編入学・再入学をされた方はこちらを参照ください。
　カリキュラム移行手続きにより、2016 年度カリキュラムに移行した方も同様です。

　p.33 〜　2023 年度第 2学期教養学部授業科目講義概要目次
— 2009 〜 2015 年度のカリキュラムの方はこちらをご覧ください —

　2009 年から 2015 年の間に入学した全科履修生の方はこちらで科目区分を確認してください。
　また、2008 年度以前に入学した方で、2015 年度までに旧専攻からコースへ移行された方もこち
らを確認してください。



2023年度第2学期教養学部授業科目講義概要目次
─ 2016 年度以降のカリキュラムの方はこちらをご覧ください ─

基盤科目
運動と健康（’２２）…………………………… 38
小学校外国語教育教授基礎論（’１７）……… 38
－新学習指導要領に向けた外国語活動･外国語への対応－

市民自治の知識と実践（’２１）……………… 38
問題解決の進め方（’１９）…………………… 38
国際理解のために（’１９）…………………… 38
自然科学はじめの一歩（’２２）……………… 39
子育て支援－法と政策を学ぶ（’２０）……… 39
社会と産業の倫理（’２１）…………………… 39
より良い思考の技法（’２３）………………… 39
－クリティカル・シンキングへの招待－

日本語リテラシー（’２１）… ……………… 39
日本語リテラシー演習（’１８）……………… 40
日本語アカデミックライティング（’２２）… … 40
遠隔学習のためのパソコン活用（’２１）…… 40
地理空間情報の基礎と活用（’２２）………… 40
情報学へのとびら（’２２）…………………… 41
データサイエンス・リテラシ導入（’２２）…… 41
データサイエンス・リテラシ基礎（’２２）…… 41
データサイエンス・リテラシ心得（’２２）…… 41
初歩からの数学（’１８）……………………… 42
身近な統計（’１８）…………………………… 42
演習初歩からの数学（’２０）………………… 42

基盤科目（外国語）
ビートルズ de 英文法（’２１）……………… 43
英語で「道」を語る（’２１）… ……………… 43
グローバル時代の英語（’２２）……………… 43
英語で読む大統領演説（’２０）……………… 43
教養で読む英語（’１９）……………………… 43
看護・医療の英語（’１９）…………………… 43
ドイツ語Ⅰ（’２３）…………………………… 44
ドイツ語Ⅱ（’２３）…………………………… 44
フランス語Ⅰ（’１８）………………………… 44
フランス語Ⅱ（’１８）………………………… 44
中国語Ⅰ（’２３）……………………………… 44
－夏日漫歩東京－

中国語Ⅱ（’２３）……………………………… 45
－劉汀「舅爺」他－

韓国語Ⅰ（’２０）……………………………… 45
韓国語Ⅱ（’２０）……………………………… 45
初歩のロシア語（’２２）……………………… 45

基盤科目（保健体育）
体育実技…………………………………… 46

生活と福祉コース
導入科目
生活経済学（’２０）…………………………… 47
暮らしに活かす不動産学（’２２）…………… 47
生活環境情報の表現－GIS入門（’２０）…… 47
健康と社会（’２３）…………………………… 47
健康への力の探究（’１９）…………………… 48
疾病の成立と回復促進（’２１）……………… 48
－人体の構造と機能及び疾病B－

疾病の回復を促進する薬（’２１）…………… 48
人体の構造と機能（’２２）…………………… 48
－人体の構造と機能及び疾病A－

睡眠と健康（’２１）…………………………… 49
がんを知る（’１６）…………………………… 49
感染症と生体防御（’１８）…………………… 49
がんとともに生きる（’１８）………………… 50
健康長寿のためのスポートロジー（’１９）…… 50
循環器の健康科学（’２０）…………………… 50
社会福祉－新しい地平を拓く（’２２）……… 50
貧困の諸相（’２３）…………………………… 51
社会統計学入門（’１８）……………………… 51
※社会と産業コースと共用

社会調査の基礎（’１９）……………………… 51
※社会と産業コースと共用

かたちの化学－化学の考え方入門（’２３）…… 51
※自然と環境コースと共用

分子の変化からみた世界（’２３）…………… 51
 ※自然と環境コースと共用

専門科目
生活環境と情報認知（’２０）………………… 52
持続可能な社会と生活（’２３）……………… 52
ソーシャルシティ（’２３）… ……………… 52
食と健康（’１８）……………………………… 52
リスクコミュニケーションの探究（’２３）…… 52
コミュニティがつなぐ安全・安心（’２０）…… 53
リスク社会の家族変動（’２０）……………… 53
家族問題と家族支援（’２０）………………… 53
食の安全（’２１）……………………………… 53
公衆衛生（’１９）……………………………… 53
認知症と生きる（’２１）……………………… 54
リハビリテーション（’１９）………………… 54
今日のメンタルヘルス（’２３）……………… 54
－健康・医療心理学の実践的展開－

看護学概説（’２２）…………………………… 54
基礎看護学（’１６）…………………………… 54
地域・在宅看護論（’２３）…………………… 55
災害看護学・国際看護学（’２０）…………… 55
看護管理と医療安全（’１８）………………… 55
精神疾患とその治療（’２０）………………… 55
高齢期を支える（’２３）……………………… 55
－高齢者が社会を支える時代に向け－

地域福祉の課題と展望（’２２）……………… 56
社会福祉実践とは何か（’２２）……………… 56
社会政策の国際動向と日本の位置（’２３）…… 56
ライフステージと社会保障（’２０）………… 56

子どもの人権をどうまもるのか（’２１）…… 56
－福祉施策と実践を学ぶ－

生物の進化と多様化の科学（’１７）………… 57
※自然と環境コースと共用

環境を可視化する技術と応用（’２３）……… 57
※社会と産業コースと共用

ヒューマンインタフェース（’２３）………… 57
※情報コースと共用

感覚と応答の生物学（’２３）………………… 57
※自然と環境コースと共用

総合科目
社会福祉と法（’２０）………………………… 58
レジリエンスの諸相（’１８）………………… 58
－人類史的視点からの挑戦－

死生学のフィールド（’１８）………………… 58
地域包括ケアシステムと在宅医療（’１８）…… 58
住まいの環境論（’２３）……………………… 59
※社会と産業コースと共用
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心理と教育コース
導入科目
教育社会学概論（’１９）……………………… 60
戦後日本教育史（’１８）……………………… 60
発達科学の先人たち（’１６）………………… 60
学校と社会を考える（’１７）………………… 60
キャリアコンサルティング概説（’２０）…… 61
現代教育入門（’２１）………………………… 61
心理と教育へのいざない（’１８）…………… 61
発達心理学概論（’１７）……………………… 61
心理学概論（’１８）…………………………… 62
教育・学校心理学（’２０）…………………… 62
社会統計学入門（’１８）……………………… 62
※社会と産業コースと共用

総合人類学としてのヒト学（’１８）………… 62
※人間と文化コースと共用

社会調査の基礎（’１９）……………………… 62
※社会と産業コースと共用

コミュニケーション学入門（’１９）………… 63
※人間と文化コースと共用

博物館で学ぶ文化人類学の基礎（’２０）…… 63
※人間と文化コースと共用

疾病の成立と回復促進（’２１）……………… 63
－人体の構造と機能及び疾病Ｂ－
※生活と福祉コースと共用

睡眠と健康（’２１）…………………………… 63
※生活と福祉コースと共用

社会学概論（’２１）…………………………… 64
※社会と産業コースと共用

Rで学ぶ確率統計（’２１）…………………… 64
※情報コースと共用

社会福祉－新しい地平を拓く（’２２）……… 64
※生活と福祉コースと共用 

人体の構造と機能（’２２）…………………… 64
－人体の構造と機能及び疾病A －
※生活と福祉コースと共用 

日常生活のデジタルメディア（’２２）……… 65
※情報コースと共用

博物館概論（’２３）…………………………… 65
※人間と文化コースと共用

貧困の諸相（’２３）…………………………… 65
※生活と福祉コースと共用

専門科目
教育調査の基礎（’２０）……………………… 66
生涯学習を考える（’１７）…………………… 66
地域コミュニティと教育（’１８）…………… 66
現代の家庭教育（’１８）……………………… 66
新時代の生徒指導（’２３）…………………… 66
乳幼児の保育・教育（’２１）………………… 67
学校と法（’２０）……………………………… 67
教育の行政・政治・経営（’２３）…………… 67
日本の文化と教育（’２３）…………………… 67
カリキュラムと学習過程（’１６）…………… 67
道徳教育論（’２１）…………………………… 68
肢体不自由児の教育（’２０）………………… 68
特別支援教育基礎論（’２０）………………… 68
特別支援教育総論（’１９）…………………… 68
知的障害教育総論（’２０）…………………… 68
日本の教職論（’２２）………………………… 68
幼児教育の指導法（’２２）…………………… 69

教育課程の意義及び編成の方法（’１５）…… 69
幼児理解の理論及び方法（’１５）…………… 69
学校図書館サービス論（’２１）……………… 70
学校リスク論（’２２）………………………… 70
社会教育経営実践論（’２２）………………… 70
生涯学習支援の理論と実践（’２２）………… 70
SDGsと教育（’２２）………………………… 71
神経・生理心理学（’２２）…………………… 71
錯覚の科学（’２０）…………………………… 71
知覚・認知心理学（’２３）…………………… 71
進化心理学（’２３）…………………………… 71
心理学統計法（’２１）………………………… 72
心理学研究法（’２０）………………………… 72
社会・集団・家族心理学（’２０）…………… 72
産業・組織心理学（’２０）…………………… 72
学習・言語心理学（’２１）…………………… 72
心理臨床と身体の病（’１６）………………… 72
乳幼児・児童の心理臨床（’１７）…………… 73
思春期・青年期の心理臨床（’１９）………… 73
中高年の心理臨床（’２０）…………………… 73
認知行動療法（’２０）………………………… 73
臨床心理学概論（’２０）……………………… 73
心理職の専門性（’２０）……………………… 74
－公認心理師の職責－

心理的アセスメント（’２０）………………… 74
司法・犯罪心理学（’２０）…………………… 74
心理カウンセリング序説（’２１）…………… 74
－心理学的支援法－

感情・人格心理学（’２１）…………………… 74
心理臨床における法・倫理・制度（’２１）…… 75
－関係行政論－

福祉心理学（’２１）…………………………… 75
障害者・障害児心理学（’２１）……………… 75
精神分析とユング心理学（’２３）…………… 75
都市と地域の社会学（’１８）………………… 75
※社会と産業コースと共用

博物館情報・メディア論（’１８）…………… 75
※人間と文化コースと共用

情報社会のユニバーサルデザイン（’１９）…… 76
※情報コースと共用

Webのしくみと応用（’１９）……………… 76
※情報コースと共用

統計学（’１９）………………………………… 76
※自然と環境コースと共用

家族問題と家族支援（’２０）………………… 76
※生活と福祉コースと共用

精神疾患とその治療（’２０）………………… 76
※生活と福祉コースと共用

大学マネジメント論（’２０）………………… 77
※社会と産業コースと共用

データの分析と知識発見（’２０）…………… 77
※情報コースと共用

ユーザ調査法（’２０）………………………… 77
※情報コースと共用

情報化社会におけるメディア教育（’２０）…… 77
※情報コースと共用

認知症と生きる（’２１）……………………… 78
※生活と福祉コースと共用

子どもの人権をどうまもるのか（’２１）… … 78
－福祉施策と実践を学ぶ－
※生活と福祉コースと共用

マーケティング（’２１）……………………… 78
※社会と産業コースと共用

NPO・NGOの世界（’２１）… ……………… 78
※社会と産業コースと共用

小学校プログラミング教育概論（’２１）… … 79
※情報コースと共用

博物館教育論（’２２）………………………… 79
※人間と文化コースと共用

教育のためのICT活用（’２２）……………… 79
※情報コースと共用

メディア論（’２２）…………………………… 79
※情報コースと共用

ソーシャルシティ（’２３）… ……………… 80
※生活と福祉コースと共用

リスクコミュニケーションの探究（’２３）…… 80
※生活と福祉コースと共用

今日のメンタルヘルス（’２３）……………… 80
－健康・医療心理学の実践的展開－
※生活と福祉コースと共用

博物館経営論（’２３）………………………… 80
※人間と文化コースと共用

ヒューマンインタフェース（’２３）………… 80
※情報コースと共用

情報セキュリティの理論と基盤（’２３）…… 81
※情報コースと共用

情報セキュリティの現状と展望（’２３）…… 81
※情報コースと共用

高齢期を支える（’２３）……………………… 81
－高齢者が社会を支える時代に向け－
※生活と福祉コースと共用

現代に生きる現象学（’２３）………………… 81
－意味・身体・ケア－ 
※人間と文化コースと共用

持続可能な社会と生活（’２３）……………… 82
※生活と福祉コースと共用

サービスサイエンス（’２３）………………… 82
※社会と産業コースと共用

総合科目
色を探究する（’２３）………………………… 83
死生学のフィールド（’１８）………………… 83
※生活と福祉コースと共用

レジリエンスの諸相（’１８）………………… 83
－人類史的視点からの挑戦－
※生活と福祉コースと共用

情報化社会と国際ボランティア（’１９）…… 83
※情報コースと共用

情報技術が拓く人間理解（’２０）…………… 84
※情報コースと共用

時間を究める（’２３）………………………… 84
※人間と文化コースと共用
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人間と文化コース
導入科目
哲学・思想を今考える（’２３）……………… 102
－歴史の中で－

西洋哲学の根源（’２２）……………………… 102
歴史のなかの人間（’２２）…………………… 102
日本近現代史（’２１）………………………… 102
日本文学における古典と近代（’１８）……… 102
日本文学と和歌（’２１）……………………… 102
世界文学への招待（’２２）…………………… 103
漢文の読み方（’１９）………………………… 103
新しい言語学（’１８）………………………… 103
－心理と社会から見る人間の学－

日本語学入門（’２０）………………………… 103
コミュニケーション学入門（’１９）………… 103
人文地理学からみる世界（’２２）…………… 103
総合人類学としてのヒト学（’１８）………… 104
博物館で学ぶ文化人類学の基礎（’２０）…… 104
博物館概論（’２３）…………………………… 104
政治学入門（’２２）…………………………… 104
※社会と産業コースと共用

専門科目
文学・芸術・武道にみる日本文化（’１９）…… 105
日本仏教を捉え直す（’１８）………………… 105
原初から／への思索（’２２）………………… 105
ー西田幾多郎とハイデッガー

現代に生きる現象学（’２３）………………… 105
ー意味・身体・ケアー

英米哲学の挑戦（’２３）……………………… 105
ー文学と懐疑ー

西洋芸術の歴史と理論（’１６）……………… 106
アメリカの芸術と文化（’１９）……………… 106
日本美術史の近代とその外部（’１８）……… 106
西洋音楽史（’２１）…………………………… 106
舞台芸術の魅力（’１７）……………………… 106
古代中世の日本（’２３）……………………… 107
日本の近世（’２０）…………………………… 107
韓国朝鮮の歴史と文化（’２１）……………… 107
中国と東部ユーラシアの歴史（’２０）……… 107
東南アジアの歴史（’１８）…………………… 107
都市から見るヨーロッパ史（’２１）………… 107
近現代ヨーロッパの歴史（’２２）…………… 108
ー人の移動から見るー

考古学（’１８）………………………………… 108
樋口一葉の世界（’２３）……………………… 108
『方丈記』と『徒然草』（’１８）… …………… 108
文学批評への招待（’１８）…………………… 108
世界文学の古典を読む（’２０）……………… 109
ヨーロッパ文学の読み方－近代篇（’１９）…… 109
言語研究法（’１９）…………………………… 109
フィールドワークと民族誌（’１７）………… 109
「人新世」時代の文化人類学（’２０）………… 110
博物館教育論（’２２）………………………… 110
博物館資料論（’１８）………………………… 110
博物館資料保存論（’１９）…………………… 110
博物館展示論（’１６）………………………… 110
博物館情報・メディア論（’１８）…………… 110
博物館経営論（’２３）………………………… 111
生涯学習を考える（’１７）…………………… 111
※心理と教育コースと共用

マーケティング（’２１）……………………… 93
国際経営（’１９）……………………………… 93
管理会計（’２２）……………………………… 93
簿記入門（’２２）……………………………… 94
ファイナンス入門（’２３）…………………… 94
経営情報学入門（’２３）……………………… 94
現代の内部監査（’２２）……………………… 94
フードシステムと日本農業（’２２）………… 94
SDGs下のアジア産業論（’２３）… ………… 95
サプライチェーン・マネジメント（’２１）…… 95
NPO・NGOの世界（’２１）… ……………… 95
サービスサイエンス（’２３）… ……………… 95
イノベーション・マネジメント（’２３）… … 95
地球温暖化と社会イノベーション（’１８）…… 96
環境を可視化する技術と応用（’２３）……… 96
緑地環境の計画（’２１）……………………… 96
地域コミュニティと教育（’１８）…………… 96
※心理と教育コースと共用

コミュニティがつなぐ安全・安心（’２０）……… 97
※生活と福祉コースと共用

リスク社会の家族変動（’２０）……………… 97
※生活と福祉コースと共用

ライフステージと社会保障（’２０）………… 97
※生活と福祉コースと共用

社会・集団・家族心理学（’２０）…………… 97
※心理と教育コースと共用

産業・組織心理学（’２０）…………………… 97
※心理と教育コースと共用

日本の近世（’２０）…………………………… 97
※人間と文化コースと共用

データの分析と知識発見（’２０）…………… 98
※情報コースと共用

近現代ヨーロッパの歴史（’２２）…………… 98
ー人の移動から見るー
※人間と文化コースと共用

メディア論（’２２）…………………………… 98
※情報コースと共用

持続可能な社会と生活（’２３）……………… 98
※生活と福祉コースと共用

社会政策の国際動向と日本の位置（’２３）…… 98
※生活と福祉コースと共用

ソーシャルシティ（’２３）… ……………… 99
※生活と福祉コースと共用

総合科目
海からみた産業と日本（’２２）……………… 100
エネルギーと社会（’１９）…………………… 100
新時代の組織経営と働き方（’２０）………… 100
開発経済学：アジアの農村から（’２０）…… 100
世界の中の日本外交（’２１）………………… 100
環境と社会（’２１）…………………………… 101
空間と政治（’２２）…………………………… 101
住まいの環境論（’２３）……………………… 101
時間を究める（’２３）………………………… 101
※人間と文化コースと共用

社会福祉と法（’２０）………………………… 101
※生活と福祉コースと共用

社会と産業コース
導入科目
経済社会を考える（’１９）…………………… 85
社会調査の基礎（’１９）……………………… 85
社会統計学入門（’１８）……………………… 85
社会学概論（’２１）…………………………… 85
一般市民のための法学入門（’２３）………… 85
グローバル化時代の日本国憲法（’１９）…… 86
政治学入門（’２２）…………………………… 86
経営学概論（’１８）…………………………… 86
現代の会計（’２０）…………………………… 86
新しい時代の技術者倫理（’１５）…………… 86
環境問題のとらえ方と解決方法（’１７）… … 86
教育社会学概論（’１９）……………………… 87
※心理と教育コースと共用

生活経済学（’２０）…………………………… 87
※生活と福祉コースと共用

生活環境情報の表現－GIS入門（’２０）…… 87
※生活と福祉コースと共用

日本近現代史（’２１）………………………… 87
※人間と文化コースと共用

暮らしに活かす不動産学（’２２）…………… 88
※生活と福祉コースと共用

西洋哲学の根源（’２２）……………………… 88
※人間と文化コースと共用

健康と社会（’２３）…………………………… 88
※生活と福祉コースと共用

貧困の諸相（’２３）…………………………… 88
※生活と福祉コースと共用

哲学・思想を今考える（’２３）……………… 88
－歴史の中で－
※人間と文化コースと共用

情報と法（’２３）……………………………… 88
※情報コースと共用

専門科目
都市と地域の社会学（’１８）………………… 89
現代経済学（’１９）…………………………… 89
現代国際社会と有機農業（’２３）…………… 89
グローバル経済史（’１８）…………………… 89
財政と現代の経済社会（’１９）……………… 89
災害社会学（’２０）…………………………… 89
金融と社会（’２０）…………………………… 90
大学マネジメント論（’２０）………………… 90
椅子クラフツ文化の社会経済学（’２０）…… 90
市民生活と裁判（’２２）……………………… 90
刑法と生命（’２１）…………………………… 90
民法（’２２）…………………………………… 90
行政法（’２２）………………………………… 91
人生100年時代の家族と法（’２３）………… 91
日本政治思想史（’２１）……………………… 91
国際法（’１９）………………………………… 91
著作権法（’２２）……………………………… 91
雇用社会と法（’２１）………………………… 92
全体主義と新自由主義のあいだ（’２３）…… 92
日本政治外交史（’１９）……………………… 92
現代の国際政治（’２２）……………………… 92
中東の政治（’２０）…………………………… 92
ヨーロッパ政治史（’２０）…………………… 93
現代東アジアの政治と社会（’２０）………… 93
行政学概説（’２０）…………………………… 93
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学習・言語心理学（’２１）…………………… 111
※心理と教育コースと共用

日本の文化と教育（’２３）…………………… 111
※心理と教育コースと共用

全体主義と新自由主義のあいだ（’２３）… … 111
※社会と産業コースと共用

都市と地域の社会学（’１８）………………… 112
※社会と産業コースと共用

グローバル経済史（’１８）…………………… 112
※社会と産業コースと共用

日本政治思想史（’２１）……………………… 112
※社会と産業コースと共用

日本政治外交史（’１９）……………………… 112
※社会と産業コースと共用

現代東アジアの政治と社会（’２０）………… 112
※社会と産業コースと共用

中東の政治（’２０）…………………………… 112
※社会と産業コースと共用

ヨーロッパ政治史（’２０）…………………… 113
※社会と産業コースと共用

現代の国際政治（’２２）……………………… 113
※社会と産業コースと共用 

情報化社会におけるメディア教育（’２０）…… 113
※情報コースと共用

メディア論（’２２）…………………………… 113
※情報コースと共用

総合科目
時間を究める（’２３）………………………… 114
色を探究する（’２３）………………………… 114
※心理と教育コースと共用

レジリエンスの諸相（’１８）………………… 114
－人類史的視点からの挑戦－
※生活と福祉コースと共用

開発経済学：アジアの農村から（’２０）…… 114
※社会と産業コースと共用

情報コース
導入科目
計算の科学と手引き（’１９）………………… 115
表計算プログラミングの基礎（’２１）……… 115
－業務効率化をめざして－

情報理論とデジタル表現（’１９）…………… 115
Rで学ぶ確率統計（’２１）…………………… 115
日常生活のデジタルメディア（’２２）……… 116
情報ネットワーク（’１８）…………………… 116
情報と法（’２３）……………………………… 116
社会統計学入門（’１８）……………………… 116
※社会と産業コースと共用

生活環境情報の表現－GIS入門（’２０）…… 117
※生活と福祉コースと共用

入門微分積分（’２２）………………………… 117
※自然と環境コースと共用

専門科目
データ構造とプログラミング（’１８）……… 118
コンピュータの動作と管理（’１７）………… 118
コンピュータとソフトウェア（’１８）……… 118
Javaプログラミングの基礎（’１６）… …… 118
C言語基礎演習（’２０）……………………… 118
続・C言語基礎演習（’２３）………………… 119
問題解決の数理（’２１）……………………… 119
データの分析と知識発見（’２０）…………… 119
記号論理学（’１４）…………………………… 119
数値の処理と数値解析（’２２）……………… 120
数理最適化法演習（’２０）…………………… 120
コンピュータグラフィックス（’２２）……… 120
映像コンテンツの制作技術（’２０）………… 120
デジタル情報の処理と認識（’２２）………… 121
自然言語処理（’２３）………………………… 121
情報デザイン（’２１）………………………… 121
コンピュータビジョン（’２２）……………… 121
－画像処理による情報抽出の技法－

教育のためのICT活用（’２２）……………… 122
ユーザ調査法（’２０）………………………… 122
情報社会のユニバーサルデザイン（’１９）… … 122
メディアと知的財産（’１６）………………… 122
メディア論（’２２）…………………………… 123
情報化社会におけるメディア教育（’２０）…… 123
小学校プログラミング教育概論（’２１）…… 123
ヒューマンインタフェース（’２３）………… 123
身近なネットワークサービス（’２０）……… 124
情報セキュリティ概論（’２２）……………… 124
Webのしくみと応用（’１９）……………… 124
データベース（’２３）………………………… 124
情報セキュリティの理論と基盤（’２３）…… 125
情報セキュリティの現状と展望（’２３）…… 125
アルゴリズムとプログラミング（’２０）…… 125
コンピュータ通信概論（’２０）……………… 125
博物館情報・メディア論（’１８）…………… 126
※人間と文化コースと共用

解析入門（’１８）……………………………… 126
※自然と環境コースと共用

統計学（’１９）………………………………… 126
※自然と環境コースと共用

教育調査の基礎（’２０）……………………… 126
※心理と教育コースと共用

心理学統計法（’２１）………………………… 126
※心理と教育コースと共用

マーケティング（’２１）……………………… 126
※社会と産業コースと共用

著作権法（’２２）……………………………… 127
※社会と産業コースと共用

経営情報学入門（’２３）……………………… 127
※社会と産業コースと共用

ソーシャルシティ（’２３）… ……………… 127
※生活と福祉コースと共用

環境を可視化する技術と応用（’２３）……… 127
※社会と産業コースと共用

総合科目
情報化社会と国際ボランティア（’１９）…… 128
AIシステムと人・社会との関係（’２０）…… 128
情報技術が拓く人間理解（’２０）…………… 128
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看護師資格取得に
資する科目
成人看護学（’１８）…………………………… 141
老年看護学（’１９）…………………………… 141
小児看護学（’２２）…………………………… 141
母性看護学（’２０）…………………………… 141
精神看護学（’１９）…………………………… 141

卒業研究
（全科履修生のみ）
生活と福祉コース………………………… 142
心理と教育コース………………………… 142
社会と産業コース………………………… 142
人間と文化コース………………………… 142
情報コース………………………………… 142
自然と環境コース………………………… 142

錯覚の科学（’２０）…………………………… 138
※心理と教育コースと共用

数値の処理と数値解析（’２２）……………… 139
※情報コースと共用

環境を可視化する技術と応用（’２３）……… 139
※社会と産業コースと共用

データベース（’２３）………………………… 139
※情報コースと共用

総合科目
暮らしに役立つバイオサイエンス（’２１）… … 140
エネルギーと社会（’１９）…………………… 140
※社会と産業コースと共用

情報技術が拓く人間理解（’２０）…………… 140
※情報コースと共用

時間を究める（’２３）………………………… 140
※人間と文化コースと共用

色を探究する（’２３）………………………… 140
※心理と教育コースと共用

自然と環境コース
導入科目
初歩からの生物学（’１８）…………………… 129
生物環境の科学（’１６）……………………… 129
初歩からの物理（’２２）……………………… 129
初歩からの化学（’１８）……………………… 129
物理の世界（’１７）…………………………… 129
かたちの化学－化学の考え方入門（’２３）…… 130
現代を生きるための化学（’２２）…………… 130
物理と化学のための数学（’２１）…………… 130
分子の変化からみた世界（’２３）…………… 130
初歩からの宇宙の科学（’１７）……………… 130
ダイナミックな地球（’２１）………………… 131
入門線型代数（’１９）………………………… 131
入門微分積分（’２２）………………………… 131
演習微分積分（’１９）………………………… 131
環境問題のとらえ方と解決方法（’１７）…… 131
※社会と産業コースと共用

感染症と生体防御（’１８）…………………… 132
※生活と福祉コースと共用

社会統計学入門（’１８）……………………… 132
※社会と産業コースと共用

計算の科学と手引き（’１９）………………… 132
※情報コースと共用

人体の構造と機能（’２２）…………………… 132
－人体の構造と機能及び疾病A－ 
※生活と福祉コースと共用

博物館概論（’２３）…………………………… 133
※人間と文化コースと共用

専門科目
生命分子と細胞の科学（’１９）……………… 133
生物の進化と多様化の科学（’１７）………… 133
植物の科学（’２１）…………………………… 133
感覚と応答の生物学（’２３）………………… 134
力と運動の物理（’１９）……………………… 134
場と時間空間の物理（’２０）………………… 134
量子物理学（’２１）…………………………… 134
量子化学（’１９）……………………………… 134
エントロピーからはじめる熱力学（’２０）……… 134
物理演習（’１６）……………………………… 135
力と運動の物理演習（’２１）………………… 135
宇宙の誕生と進化（’１９）…………………… 135
太陽と太陽系の科学（’１８）………………… 135
地球と環境の探究（’２０）…………………… 136
はじめての気象学（’２１）…………………… 136
正多面体と素数（’２１）……………………… 136
微分方程式（’２３）…………………………… 136
統計学（’１９）………………………………… 137
数学の歴史（’１９）…………………………… 137
線型代数学（’１７）…………………………… 137
解析入門（’１８）……………………………… 137
食と健康（’１８）……………………………… 137
※生活と福祉コースと共用

地球温暖化と社会イノベーション（’１８）… … 138
※社会と産業コースと共用

データ構造とプログラミング（’１８）……… 138
※情報コースと共用

コンピュータとソフトウェア（’１８）……… 138
※情報コースと共用
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基礎科目
運動と健康（’２２）…………………………… 38
小学校外国語教育教授基礎論（’１７）……… 38
－新学習指導要領に向けた外国語活動･外国語への対応－

市民自治の知識と実践（’２１）……………… 38
問題解決の進め方（’１９）…………………… 38
国際理解のために（’１９）…………………… 38
自然科学はじめの一歩（’２２）……………… 39
子育て支援－法と政策を学ぶ（’２０）……… 39
社会と産業の倫理（’２１）…………………… 39
より良い思考の技法（’２３）………………… 39
－クリティカル・シンキングへの招待－

日本語リテラシー（’２１）… ……………… 39
日本語リテラシー演習（’１８）……………… 40
日本語アカデミックライティング（’２２）… … 40
遠隔学習のためのパソコン活用（’２１）…… 40
地理空間情報の基礎と活用（’２２）………… 40
情報学へのとびら（’２２）…………………… 41
データサイエンス・リテラシ導入（’２２）…… 41
データサイエンス・リテラシ基礎（’２２）…… 41
データサイエンス・リテラシ心得（’２２）…… 41
初歩からの数学（’１８）……………………… 42
身近な統計（’１８）…………………………… 42
演習初歩からの数学（’２０）………………… 42
新しい時代の技術者倫理（’１５）…………… 86

共通科目
一般科目
生活経済学（’２０）…………………………47, 87
暮らしに活かす不動産学（’２２）…………47, 88
生活環境情報の表現－GIS入門（’２０）
　　　　　　…………………………47, 87, 117
健康と社会（’２３）…………………………47, 88
健康への力の探究（’１９）…………………… 48
疾病の成立と回復促進（’２１）……………48, 63
－人体の構造と機能及び疾病B－

疾病の回復を促進する薬（’２１）…………… 48
人体の構造と機能（’２２）……………48, 64, 132
－人体の構造と機能及び疾病A－

睡眠と健康（’２１）…………………………49, 63
がんを知る（’１６）…………………………… 49
感染症と生体防御（’１８）……………… 49, 132
がんとともに生きる（’１８）………………… 50
健康長寿のためのスポートロジー（’１９）…… 50
循環器の健康科学（’２０）…………………… 50
社会福祉－新しい地平を拓く（’２２）…… 50, 64
貧困の諸相（’２３）…………………… 51, 65, 88
教育社会学概論（’１９）……………………60, 87
戦後日本教育史（’１８）……………………… 60
発達科学の先人たち（’１６）………………… 60
学校と社会を考える（’１７）………………… 60
キャリアコンサルティング概説（’２０）…… 61
現代教育入門（’２１）………………………… 61
心理と教育へのいざない（’１８）…………… 61
発達心理学概論（’１７）……………………… 61
心理学概論（’１８）…………………………… 62
教育・学校心理学（’２０）…………………… 62
経済社会を考える（’１９）…………………… 85
社会調査の基礎（’１９）……………… 51, 62, 85
社会統計学入門（’１８）……51, 62, 85, 116, 132
社会学概論（’２１）…………………………64, 85
一般市民のための法学入門（’２３）………… 85
グローバル化時代の日本国憲法（’１９）…… 86
政治学入門（’２２）……………………… 86, 104
経営学概論（’１８）…………………………… 86
現代の会計（’２０）…………………………… 86
環境問題のとらえ方と解決方法（’１７）
　　　　　　…………………………… 86, 131
哲学・思想を今考える（’２３）………… 88, 102
－歴史の中で－

西洋哲学の根源（’２２）………………… 88, 102
歴史のなかの人間（’２２）…………………… 102
日本近現代史（’２１）…………………… 87, 102
日本文学における古典と近代（’１８）……… 102
日本文学と和歌（’２１）……………………… 102
世界文学への招待（’２２）…………………… 103
漢文の読み方（’１９）………………………… 103
新しい言語学（’１８）………………………… 103
－心理と社会から見る人間の学－

日本語学入門（’２０）………………………… 103

コミュニケーション学入門（’１９）…… 63, 103
人文地理学からみる世界（’２２）…………… 103
総合人類学としてのヒト学（’１８）…… 62, 104
博物館で学ぶ文化人類学の基礎（’２０）
　　　　　　…………………………… 63, 104
博物館概論（’２３）………………… 65, 104, 133
計算の科学と手引き（’１９）……………115, 132
表計算プログラミングの基礎（’２１）……… 115
－業務効率化をめざして－

情報理論とデジタル表現（’１９）…………… 115
Rで学ぶ確率統計（’２１）……………… 64, 115
日常生活のデジタルメディア（’２２）…… 65, 116
情報ネットワーク（’１８）…………………… 116
情報と法（’２３）………………………… 88, 116
初歩からの生物学（’１８）…………………… 129
生物環境の科学（’１６）……………………… 129
初歩からの物理（’２２）……………………… 129
初歩からの化学（’１８）……………………… 129
物理の世界（’１７）…………………………… 129
かたちの化学－化学の考え方入門（’２３）
　　　　　　…………………………… 51, 130
現代を生きるための化学（’２２）…………… 130
物理と化学のための数学（’２１）…………… 130
分子の変化からみた世界（’２３）……… 51, 130
初歩からの宇宙の科学（’１７）……………… 130
ダイナミックな地球（’２１）………………… 131
入門線型代数（’１９）………………………… 131
入門微分積分（’２２）……………………117, 131
演習微分積分（’１９）………………………… 131

外国語科目
ビートルズ de 英文法（’２１）……………… 43
英語で「道」を語る（’２１）… ……………… 43
グローバル時代の英語（’２２）……………… 43
英語で読む大統領演説（’２０）……………… 43
教養で読む英語（’１９）……………………… 43
看護・医療の英語（’１９）…………………… 43
ドイツ語Ⅰ（’２３）…………………………… 44
ドイツ語Ⅱ（’２３）…………………………… 44
フランス語Ⅰ（’１８）………………………… 44
フランス語Ⅱ（’１８）………………………… 44
中国語Ⅰ（’２３）……………………………… 44
－夏日漫歩東京－

中国語Ⅱ（’２３）……………………………… 45
－劉汀「舅爺」他－

韓国語Ⅰ（’２０）……………………………… 45
韓国語Ⅱ（’２０）……………………………… 45
初歩のロシア語（’２２）……………………… 45

保健体育科目
体育実技…………………………………… 46

注１）2016年度以降のカリキュラムにおける基盤科目のうち、外国語科目と保健体育科目は共通科目に、その他の基盤科目は基礎科目（外国
語科目ではない）に読み替えることとなります。

注２）2016年度以降のカリキュラムにおける導入科目は、一部を除き共通科目（一般科目、系の別なし）に読み替えることとなります。

2023年度第2学期教養学部授業科目講義概要目次
─ 2009 ～ 2015 年度のカリキュラムの方はこちらをご覧ください ─
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専門科目
生活と福祉コース
生活環境と情報認知（’２０）………………… 52
持続可能な社会と生活（’２３）……………… 52
ソーシャルシティ（’２３）… ……………… 52
食と健康（’１８）……………………………… 52
リスクコミュニケーションの探究（’２３）…… 52
コミュニティがつなぐ安全・安心（’２０）…… 53
リスク社会の家族変動（’２０）……………… 53
家族問題と家族支援（’２０）………………… 53
食の安全（’２１）……………………………… 53
公衆衛生（’１９）……………………………… 53
認知症と生きる（’２１）……………………… 54
リハビリテーション（’１９）………………… 54
今日のメンタルヘルス（’２３）……………… 54
－健康・医療心理学の実践的展開－

看護学概説（’２２）…………………………… 54
基礎看護学（’１６）…………………………… 54
地域・在宅看護論（’２３）…………………… 55
災害看護学・国際看護学（’２０）…………… 55
看護管理と医療安全（’１８）………………… 55
精神疾患とその治療（’２０）………………… 55
高齢期を支える（’２３）……………………… 55
－高齢者が社会を支える時代に向け－

地域福祉の課題と展望（’２２）……………… 56
社会福祉実践とは何か（’２２）……………… 56
社会政策の国際動向と日本の位置（’２３）…… 56
ライフステージと社会保障（’２０）………… 56
子どもの人権をどうまもるのか（’２１）…… 56
－福祉施策と実践を学ぶ－

生物の進化と多様化の科学（’１７）………… 57
※自然と環境コースと共用

環境を可視化する技術と応用（’２３）……… 57
※社会と産業コースと共用

ヒューマンインタフェース（’２３）………… 57
※情報コースと共用

感覚と応答の生物学（’２３）………………… 57
※自然と環境コースと共用

心理と教育コース
教育調査の基礎（’２０）……………………… 66
生涯学習を考える（’１７）…………………… 66
地域コミュニティと教育（’１８）…………… 66
現代の家庭教育（’１８）……………………… 66
新時代の生徒指導（’２３）…………………… 66
乳幼児の保育・教育（’２１）………………… 67
学校と法（’２０）……………………………… 67
教育の行政・政治・経営（’２３）…………… 67
日本の文化と教育（’２３）…………………… 67
カリキュラムと学習過程（’１６）…………… 67
道徳教育論（’２１）…………………………… 68
肢体不自由児の教育（’２０）………………… 68
特別支援教育基礎論（’２０）………………… 68
特別支援教育総論（’１９）…………………… 68
知的障害教育総論（’２０）…………………… 68
日本の教職論（’２２）………………………… 68
幼児教育の指導法（’２２）…………………… 69
教育課程の意義及び編成の方法（’１５）…… 69
幼児理解の理論及び方法（’１５）…………… 69
学校図書館サービス論（’２１）……………… 70
学校リスク論（’２２）………………………… 70

社会教育経営実践論（’２２）………………… 70
生涯学習支援の理論と実践（’２２）………… 70
SDGsと教育（’２２）………………………… 71
神経・生理心理学（’２２）…………………… 71
錯覚の科学（’２０）…………………………… 71
知覚・認知心理学（’２３）…………………… 71
進化心理学（’２３）…………………………… 71
心理学統計法（’２１）………………………… 72
心理学研究法（’２０）………………………… 72
社会・集団・家族心理学（’２０）…………… 72
産業・組織心理学（’２０）…………………… 72
学習・言語心理学（’２１）…………………… 72
心理臨床と身体の病（’１６）………………… 72
乳幼児・児童の心理臨床（’１７）…………… 73
思春期・青年期の心理臨床（’１９）………… 73
中高年の心理臨床（’２０）…………………… 73
認知行動療法（’２０）………………………… 73
臨床心理学概論（’２０）……………………… 73
心理職の専門性（’２０）……………………… 74
－公認心理師の職責－

心理的アセスメント（’２０）………………… 74
司法・犯罪心理学（’２０）…………………… 74
心理カウンセリング序説（’２１）…………… 74
－心理学的支援法－

感情・人格心理学（’２１）…………………… 74
心理臨床における法・倫理・制度（’２１）…… 75
－関係行政論－

福祉心理学（’２１）…………………………… 75
障害者・障害児心理学（’２１）……………… 75
精神分析とユング心理学（’２３）…………… 75
都市と地域の社会学（’１８）………………… 75
※社会と産業コースと共用

博物館情報・メディア論（’１８）…………… 75
※人間と文化コースと共用

情報社会のユニバーサルデザイン（’１９）…… 76
※情報コースと共用

Webのしくみと応用（’１９）……………… 76
※情報コースと共用

統計学（’１９）………………………………… 76
※自然と環境コースと共用

家族問題と家族支援（’２０）………………… 76
※生活と福祉コースと共用

精神疾患とその治療（’２０）………………… 76
※生活と福祉コースと共用

大学マネジメント論（’２０）………………… 77
※社会と産業コースと共用

データの分析と知識発見（’２０）…………… 77
※情報コースと共用

ユーザ調査法（’２０）………………………… 77
※情報コースと共用

情報化社会におけるメディア教育（’２０）…… 77
※情報コースと共用

認知症と生きる（’２１）……………………… 78
※生活と福祉コースと共用

子どもの人権をどうまもるのか（’２１）… … 78
－福祉施策と実践を学ぶ－
※生活と福祉コースと共用

マーケティング（’２１）……………………… 78
※社会と産業コースと共用

NPO・NGOの世界（’２１）… ……………… 78
※社会と産業コースと共用

小学校プログラミング教育概論（’２１）… … 79
※情報コースと共用

博物館教育論（’２２）………………………… 79
※人間と文化コースと共用

教育のためのICT活用（’２２）……………… 79
※情報コースと共用

メディア論（’２２）…………………………… 79
※情報コースと共用

ソーシャルシティ（’２３）… ……………… 80
※生活と福祉コースと共用

リスクコミュニケーションの探究（’２３）…… 80
※生活と福祉コースと共用

今日のメンタルヘルス（’２３）……………… 80
－健康・医療心理学の実践的展開－
※生活と福祉コースと共用

博物館経営論（’２３）………………………… 80
※人間と文化コースと共用

ヒューマンインタフェース（’２３）………… 80
※情報コースと共用

情報セキュリティの理論と基盤（’２３）…… 81
※情報コースと共用

情報セキュリティの現状と展望（’２３）…… 81
※情報コースと共用

高齢期を支える（’２３）……………………… 81
－高齢者が社会を支える時代に向け－
※生活と福祉コースと共用

現代に生きる現象学（’２３）………………… 81
－意味・身体・ケア－ 
※人間と文化コースと共用

持続可能な社会と生活（’２３）……………… 82
※生活と福祉コースと共用

サービスサイエンス（’２３）………………… 82
※社会と産業コースと共用

社会と産業コース
都市と地域の社会学（’１８）………………… 89
現代経済学（’１９）…………………………… 89
現代国際社会と有機農業（’２３）…………… 89
グローバル経済史（’１８）…………………… 89
財政と現代の経済社会（’１９）……………… 89
災害社会学（’２０）…………………………… 89
金融と社会（’２０）…………………………… 90
大学マネジメント論（’２０）………………… 90
椅子クラフツ文化の社会経済学（’２０）…… 90
市民生活と裁判（’２２）……………………… 90
刑法と生命（’２１）…………………………… 90
民法（’２２）…………………………………… 90
行政法（’２２）………………………………… 91
人生100年時代の家族と法（’２３）………… 91
日本政治思想史（’２１）……………………… 91
国際法（’１９）………………………………… 91
著作権法（’２２）……………………………… 91
雇用社会と法（’２１）………………………… 92
全体主義と新自由主義のあいだ（’２３）…… 92
日本政治外交史（’１９）……………………… 92
現代の国際政治（’２２）……………………… 92
中東の政治（’２０）…………………………… 92
ヨーロッパ政治史（’２０）…………………… 93
現代東アジアの政治と社会（’２０）………… 93
行政学概説（’２０）…………………………… 93
マーケティング（’２１）……………………… 93
国際経営（’１９）……………………………… 93
管理会計（’２２）……………………………… 93
簿記入門（’２２）……………………………… 94
ファイナンス入門（’２３）…………………… 94
経営情報学入門（’２３）……………………… 94
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現代の内部監査（’２２）……………………… 94
フードシステムと日本農業（’２２）………… 94
SDGs下のアジア産業論（’２３）… ………… 95
サプライチェーン・マネジメント（’２１）…… 95
NPO・NGOの世界（’２１）… ……………… 95
サービスサイエンス（’２３）… ……………… 95
イノベーション・マネジメント（’２３）… … 95
地球温暖化と社会イノベーション（’１８）…… 96
環境を可視化する技術と応用（’２３）……… 96
緑地環境の計画（’２１）……………………… 96
地域コミュニティと教育（’１８）…………… 96
※心理と教育コースと共用

コミュニティがつなぐ安全・安心（’２０）……… 97
※生活と福祉コースと共用

リスク社会の家族変動（’２０）……………… 97
※生活と福祉コースと共用

ライフステージと社会保障（’２０）………… 97
※生活と福祉コースと共用

社会・集団・家族心理学（’２０）…………… 97
※心理と教育コースと共用

産業・組織心理学（’２０）…………………… 97
※心理と教育コースと共用

日本の近世（’２０）…………………………… 97
※人間と文化コースと共用

データの分析と知識発見（’２０）…………… 98
※情報コースと共用

近現代ヨーロッパの歴史（’２２）…………… 98
ー人の移動から見るー
※人間と文化コースと共用

メディア論（’２２）…………………………… 98
※情報コースと共用

持続可能な社会と生活（’２３）……………… 98
※生活と福祉コースと共用

社会政策の国際動向と日本の位置（’２３）…… 98
※生活と福祉コースと共用

ソーシャルシティ（’２３）… ……………… 99
※生活と福祉コースと共用

人間と文化コース
文学・芸術・武道にみる日本文化（’１９）…… 105
日本仏教を捉え直す（’１８）………………… 105
原初から／への思索（’２２）………………… 105
ー西田幾多郎とハイデッガー

現代に生きる現象学（’２３）………………… 105
ー意味・身体・ケアー

英米哲学の挑戦（’２３）……………………… 105
ー文学と懐疑ー

西洋芸術の歴史と理論（’１６）……………… 106
アメリカの芸術と文化（’１９）……………… 106
日本美術史の近代とその外部（’１８）……… 106
西洋音楽史（’２１）…………………………… 106
舞台芸術の魅力（’１７）……………………… 106
古代中世の日本（’２３）……………………… 107
日本の近世（’２０）…………………………… 107
韓国朝鮮の歴史と文化（’２１）……………… 107
中国と東部ユーラシアの歴史（’２０）……… 107
東南アジアの歴史（’１８）…………………… 107
都市から見るヨーロッパ史（’２１）………… 107
近現代ヨーロッパの歴史（’２２）…………… 108
ー人の移動から見るー

考古学（’１８）………………………………… 108

樋口一葉の世界（’２３）……………………… 108
『方丈記』と『徒然草』（’１８）… …………… 108
文学批評への招待（’１８）…………………… 108
世界文学の古典を読む（’２０）……………… 109
ヨーロッパ文学の読み方－近代篇（’１９）…… 109
言語研究法（’１９）…………………………… 109
フィールドワークと民族誌（’１７）………… 109
「人新世」時代の文化人類学（’２０）………… 110
博物館教育論（’２２）………………………… 110
博物館資料論（’１８）………………………… 110
博物館資料保存論（’１９）…………………… 110
博物館展示論（’１６）………………………… 110
博物館情報・メディア論（’１８）…………… 110
博物館経営論（’２３）………………………… 111
生涯学習を考える（’１７）…………………… 111
※心理と教育コースと共用

学習・言語心理学（’２１）…………………… 111
※心理と教育コースと共用

日本の文化と教育（’２３）…………………… 111
※心理と教育コースと共用

全体主義と新自由主義のあいだ（’２３）… … 111
※社会と産業コースと共用

都市と地域の社会学（’１８）………………… 112
※社会と産業コースと共用

グローバル経済史（’１８）…………………… 112
※社会と産業コースと共用

日本政治思想史（’２１）……………………… 112
※社会と産業コースと共用

日本政治外交史（’１９）……………………… 112
※社会と産業コースと共用

現代東アジアの政治と社会（’２０）………… 112
※社会と産業コースと共用

中東の政治（’２０）…………………………… 112
※社会と産業コースと共用

ヨーロッパ政治史（’２０）…………………… 113
※社会と産業コースと共用

現代の国際政治（’２２）……………………… 113
※社会と産業コースと共用 

情報化社会におけるメディア教育（’２０）…… 113
※情報コースと共用

メディア論（’２２）…………………………… 113
※情報コースと共用

情報コース
データ構造とプログラミング（’１８）……… 118
コンピュータの動作と管理（’１７）………… 118
コンピュータとソフトウェア（’１８）……… 118
Javaプログラミングの基礎（’１６）… …… 118
C言語基礎演習（’２０）……………………… 118
続・C言語基礎演習（’２３）………………… 119
問題解決の数理（’２１）……………………… 119
データの分析と知識発見（’２０）…………… 119
記号論理学（’１４）…………………………… 119
数値の処理と数値解析（’２２）……………… 120
数理最適化法演習（’２０）…………………… 120
コンピュータグラフィックス（’２２）……… 120
映像コンテンツの制作技術（’２０）………… 120
デジタル情報の処理と認識（’２２）………… 121
自然言語処理（’２３）………………………… 121
情報デザイン（’２１）………………………… 121
コンピュータビジョン（’２２）……………… 121
－画像処理による情報抽出の技法－

教育のためのICT活用（’２２）……………… 122
ユーザ調査法（’２０）………………………… 122
情報社会のユニバーサルデザイン（’１９）… … 122
メディアと知的財産（’１６）………………… 122
メディア論（’２２）…………………………… 123
情報化社会におけるメディア教育（’２０）…… 123
小学校プログラミング教育概論（’２１）…… 123
ヒューマンインタフェース（’２３）………… 123
身近なネットワークサービス（’２０）……… 124
情報セキュリティ概論（’２２）……………… 124
Webのしくみと応用（’１９）……………… 124
データベース（’２３）………………………… 124
情報セキュリティの理論と基盤（’２３）…… 125
情報セキュリティの現状と展望（’２３）…… 125
アルゴリズムとプログラミング（’２０）…… 125
コンピュータ通信概論（’２０）……………… 125
博物館情報・メディア論（’１８）…………… 126
※人間と文化コースと共用

解析入門（’１８）……………………………… 126
※自然と環境コースと共用

統計学（’１９）………………………………… 126
※自然と環境コースと共用

教育調査の基礎（’２０）……………………… 126
※心理と教育コースと共用

心理学統計法（’２１）………………………… 126
※心理と教育コースと共用

マーケティング（’２１）……………………… 126
※社会と産業コースと共用

著作権法（’２２）……………………………… 127
※社会と産業コースと共用

経営情報学入門（’２３）……………………… 127
※社会と産業コースと共用

ソーシャルシティ（’２３）… ……………… 127
※生活と福祉コースと共用

環境を可視化する技術と応用（’２３）……… 127
※社会と産業コースと共用

自然と環境コース
生命分子と細胞の科学（’１９）……………… 133
生物の進化と多様化の科学（’１７）………… 133
植物の科学（’２１）…………………………… 133
感覚と応答の生物学（’２３）………………… 134
力と運動の物理（’１９）……………………… 134
場と時間空間の物理（’２０）………………… 134
量子物理学（’２１）…………………………… 134
量子化学（’１９）……………………………… 134
エントロピーからはじめる熱力学（’２０）……… 134
物理演習（’１６）……………………………… 135
力と運動の物理演習（’２１）………………… 135
宇宙の誕生と進化（’１９）…………………… 135
太陽と太陽系の科学（’１８）………………… 135
地球と環境の探究（’２０）…………………… 136
はじめての気象学（’２１）…………………… 136
正多面体と素数（’２１）……………………… 136
微分方程式（’２３）…………………………… 136
統計学（’１９）………………………………… 137
数学の歴史（’１９）…………………………… 137
線型代数学（’１７）…………………………… 137
解析入門（’１８）……………………………… 137
食と健康（’１８）……………………………… 137
※生活と福祉コースと共用
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地球温暖化と社会イノベーション（’１８）… … 138
※社会と産業コースと共用

データ構造とプログラミング（’１８）……… 138
※情報コースと共用

コンピュータとソフトウェア（’１８）……… 138
※情報コースと共用

錯覚の科学（’２０）…………………………… 138
※心理と教育コースと共用

数値の処理と数値解析（’２２）……………… 139
※情報コースと共用

環境を可視化する技術と応用（’２３）……… 139
※社会と産業コースと共用

データベース（’２３）………………………… 139
※情報コースと共用

総合科目
社会福祉と法（’２０）…………………… 58, 101
レジリエンスの諸相（’１８）………  58, 83, 114
－人類史的視点からの挑戦－

死生学のフィールド（’１８）……………  58, 83
地域包括ケアシステムと在宅医療（’１８）…… 58
色を探究する（’２３）……………… 83, 114, 140
海からみた産業と日本（’２２）……………… 100
エネルギーと社会（’１９）………………100, 140
新時代の組織経営と働き方（’２０）………… 100
開発経済学：アジアの農村から（’２０）
　　　　　　……………………………100, 114
世界の中の日本外交（’２１）………………… 100
環境と社会（’２１）…………………………… 101
空間と政治（’２２）…………………………… 101
住まいの環境論（’２３）………………… 59, 101
時間を究める（’２３）………… 84, 101, 114, 140
情報化社会と国際ボランティア（’１９）
　　　　　　…………………………… 83, 128
AIシステムと人・社会との関係（’２０）…… 128
情報技術が拓く人間理解（’２０）
　　　　　　……………………… 84, 128, 140
暮らしに役立つバイオサイエンス（’２１）… … 140

看護師資格取得に
資する科目
成人看護学（’１８）…………………………… 141
老年看護学（’１９）…………………………… 141
小児看護学（’２２）…………………………… 141
母性看護学（’２０）…………………………… 141
精神看護学（’１９）…………………………… 141

卒業研究
（全科履修生のみ）
生活と福祉コース………………………… 142
心理と教育コース………………………… 142
社会と産業コース………………………… 142
人間と文化コース………………………… 142
情報コース………………………………… 142
自然と環境コース………………………… 142
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授業科目講義概要
2023年度第2学期教養学部

基盤科目

放送大学の全てのコースにおける学習をするために必要となる基礎的な能力ある
いはリテラシーを身につけること。
あわせて放送大学で学習することの魅力を知り、学習への意欲を一層強めるため
に、今日の社会における教養の意義、放送大学における教育の体系、生涯学習等
についての理解を深めることを目標とした科目です。

コ
ー
ス
科
目
＊

導入科目
各コースで開設される科目を効率的に学習するために、コースを構成する各学問
領域の導入的知識およびそこで求められる基礎的な能力を身につけることを目標
とした科目です。

専門科目
導入における各学問領域の基礎的な知識、能力の修得を前提にして、それをさら
に深め、各コースの学問分野についての、専門的な知識、分析手法、思考方法を
身につけることを目標とした科目です。

総合科目
学際的な知識、分析手法を身につけ、複数の学問領域から異なる視点に立つ分析
を通じて、単一の学問領域内での学習を超えた、教養学部ならではの複眼的な視
点を養うことを目標とした科目です。

＊共用科目：�各コースが、他のコースで開設する科目（他コース開設科目）について、それぞれのコース
の体系的な学習にとって重要な科目であると判断した場合には、各コースでそれを「共用
科目」とします。共用科目は卒業要件上、自コース開設科目の単位として取り扱うもので
すので、卒業要件上の他コース開設科目の単位とすることはできません。

（注）�「メディア、放送時間」欄については巻頭を参照してください（BS放送、学習センター等での視聴に
ついてはp.2で説明しています）。

（注）�網掛けの科目はオンライン授業科目です。受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。
詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。印刷教材はありません。また、卒業要件上は「面接授業
またはオンライン授業の単位数」として取り扱います（p.10参照）。オンライン授業の概要や課題実
施スケジュールの確認方法はp.12を確認してください。

（注）�単位認定試験の平均点については2023年5月1日現在での過去2学期（2022年度第1学期、2022年
度第2学期）分を掲載しています。

（注）放送授業科目の放送期間はおおむね4年間です（放送期間は事情により変更することがあります）。
（注）〈字〉がついている科目には字幕が付与されています。
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基
盤
科
目

基盤科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 1 4 0 0 9 4
運動と健康（’２２）

〈１１０〉
関根　紀子

（放送大学教授）

※�この科目は「運動と健康（’18）」
の改訂科目です。

「運動と健康（'18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）6：00～6：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web 受験（択一式）

　健康の維持・増進や生活習慣病予防の観点から、運動やスポーツへの関心が
高まっている。本科目では、ヒトが運動やスポーツを行ったときの身体の応答や適応
について運動生理学的視点から解説し、健康づくりのための身体活動・運動の意
義に対する理解を深める。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（83.7点）
2022年度2学期（88.8点）

5 1 4 0 0 1 3
小学校外国語

教育教授基礎論（’１７）
－新学習指導要領に向けた外
国語活動･外国語への対応－

〈１１０〉
粕谷　恭子

〔 放送大学客員教授
東京学芸大学教職大学院教授〕

直山　木綿子

〔 放送大学客員教授
文部科学省初等中等教育局視学官

国立教育政策研究所教育課程調査官〕
2017年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

［第2学期］
2024年1月18日（木）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　小学校教員等、外国語活動・外国語の授業の指導力を付けたい方を対象に、
指導法の理論と実践を学ぶ科目である。より高度な英語力を身に付けるために、小
学校外国語教育が果たす役割や具体的な授業づくりについて解説する。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※本科目には印刷教材はありません。
※�本科目の授業は、インターネット上で提供される諸情報による学修をし、双方向性

を生かした設問解答等により行います。通信指導に合格し、単位認定試験に合
格した者には所定の単位が与えられます。

　�　なお、卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」としてではなく
「授業形態を問わない単位数」として取り扱いますので注意してください。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。※詳細はp.10参照

【平均点】
2022年度1学期（70.9点）
2022年度2学期（79.4点）

1 1 4 0 0 8 6
市民自治の知識と実践（’２１）

〈１１０〉
山岡　龍一

（放送大学教授）

岡﨑　晴輝

〔放送大学客員教授
九州大学教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（記述式）

　現代の市民社会において、自律的、活動的に生きることの意義を伝え、そのた
めに必要となる基礎的な知識や技術を紹介する。現実社会と大学での学びの関
係性を示すことで、社会科学一般を学ぶことへの動機づけを与え、さらには、社会
科学の実践的な活用の展望を示す。「市民自治」をキーワードに、学問的な思考
法、社会組織の運動の技法、知識の具体的な収集法や活用法の事例などを教え
る。

【平均点】
2022年度1学期（69.6点）
2022年度2学期（70.6点）

1 1 4 0 0 5 1
問題解決の進め方（’１９）

〈１１０〉
秋光　淳生

（放送大学准教授）

柴山　盛生
（放送大学客員准教授）

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）15：45～16：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　問題とは何か、どう発見し、どう解決するか、そのために必要な情報をどのように
収集・整理し分析するかといった一連の過程を通し解決策を見いだす科学的技
法を、様 な々分野からの問題発見と解決の具体的な事例とともに紹介する。この考
え方を応用し生涯に渡り主体的に学ぶことを、そして、多様な協働して学び活用す
るスキルを身につけることを目指す。

【平均点】
2022年度1学期（87.0点）
2022年度2学期（84.5点）

1 1 4 0 0 4 3
国際理解のために（’１９）

〈１１０〉
高橋　和夫

〔 放送大学名誉教授
国際政治学者 〕

※�この科目は「国際理解のた
めに（’13）」の改訂科目です。

「国際理解のために（’13）」
の単位修得者に対する履修
制限はありません。

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）23：15～24：00

［第2学期］
2024年1月18日（木）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（記述式）

　二部構成になっており、第一部で世界の宗教を論じる。ユダヤ教、キリスト教、イ
スラム教、ゾロアスター教の連続性に焦点を当てる。第二部では日本の領土問題を
論じる。意見を持つ前に必要な基礎知識を提供する。
※�国際理解の第一歩は相手の目から状況を見る想像力です。広い読書や実体

験で、想像力を養ってください。また、その方法のひとつは外国語の学習です。
さらに、この科目の後に、あるいは同時に国際政治関連の科目の勉強をお勧め
します。たとえば以下の科目です。「現代の国際政治」（テレビ）、「中東の政治

（’20）」（テレビ）、「世界の中の日本外交（’21）」（テレビ）。
※改訂回は第1 〜 11、15回です。

【平均点】
2022年度1学期（73.5点）
2022年度2学期（73.3点）

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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基盤科目
基
盤
科
目

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 1 4 0 1 0 8
自然科学はじめの一歩（’２２）

〈１１０〉
岸根　順一郎

（放送大学教授）

大森　聡一
（放送大学教授）

※�この科目は「自然科学はじ
めの一歩（’15）」の改訂科
目です。

「自然科学はじめの一歩（'15）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）15：45～16：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は、高等学校の「理科」および「数学」の教科と、自然と環境コースが提
供する導入科目をつなぐ役割を期待するものである。自然科学に対する専門的知
識を持たない方に、物質・エネルギー、生命・生態、宇宙・地球などの自然科学
の諸課題における科学的な考え方と、数理・情報学の方法を解説する。これにより
自然科学への興味関心を高め、より具体的な学習への動機付けとなることを期待
する。まず、現代の自然観の概要を述べたのち、各領域における学問的なアプロー
チの仕方を紹介し、最後に、それらと社会との関わりを展望したい。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（75.6点）
2022年度2学期（73.7点）

5 1 4 0 0 3 0
子育て支援

―法と政策を学ぶ（’２０）
〈１１０〉
大曽根　寛

（元放送大学特任教授）
2023年2月ご逝去

倉田　賀世

〔放送大学客員教授
熊本大学教授 〕

2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、毎回の
小テスト（70％）、
レポート（30％）の
評価により行う。

　保育士、幼稚園教諭、学校教諭、子育て支援に関係するボランティアなど子育
てにかかわる専門職等を対象に、子育て支援に関する法律や政策について学習
することのできる網羅的な授業を展開し、少子化の時代における人材の養成に資
することを目的とする。しかし、この科目は、すでに資格を有する者のキャリアの向
上を目指すだけでなく、今後、専門職やボランティアとなることを希望する方々の予
備的な学習機会となることも目標としている。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 1 4 0 0 7 8
社会と産業の倫理（’２１）

〈１１０〉
松原　隆一郎

（放送大学教授）

山岡　龍一
（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）21：45～22：30

［第2学期］
2024年1月24日（水）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　社会と産業をめぐる諸科学において、倫理の問題がどのように取り上げられてい
るかを検討する。「いかに生きるべきか」「善く生きるとは何か」といった問いをめぐ
るものである倫理は、あらゆる人間活動において、極めて重要な要素である。しか
しながら、科学的方法にとって、倫理の問題の扱いは、けっして容易なものではな
い。本講義では、倫理の問題がなぜ重要なのか、それを学問的に扱うにはどうした
らよいのか、そして、学問的な営みそのものにとって、どのような倫理的検討が必要
なのか、といった問いを、さまざまな領域の専門家が検討するさまを紹介する。

【平均点】
2022年度1学期（74.4点）
2022年度2学期（71.1点）

1 1 4 0 1 1 6
より良い思考の技法（’２３）

－クリティカル・シンキングへの招待－
〈１１０〉
菊池　聡

〔放送大学客員教授
信州大学教授 〕

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）16：30～17：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　情報を的確に評価し、合理的に考えてより良い判断を下すための実践的な思考
法が「クリティカル・シンキング（批判的思考）」である。これは相手を否定する「批
判」ではなく、自分の推論を意識的に吟味する内省的・熟考的思考であり、また
証拠にもとづく論理的で偏りのない思考法である。本講義では、さまざまな学問領
域、市民生活、職業実践に共通する汎用的思考スキルとしてクリティカル・シンキン
グの基本を学び、さらに「実践」として現代社会の具体的な問題場面への適用を
考えていく。
※�知的生活や活動を志す放送大学で学ぶすべての学生・市民に身につけてほし

い思考の技術であり、専攻にかかわらず受講できる。本講義の内容は入門的か
つ社会に即した実践的なものであり、それぞれの背景にある学問的内容を深く
学ぶ意欲を持つ学生には、認知心理学や教育心理学、社会学、哲学などの専
門科目と併せて履修することで、学術な面からもさらに理解を深めることができ
る。

1 1 5 0 0 3 0
日本語リテラシー（’２１）

〈１１０〉
滝浦　真人

（放送大学教授）

※�この科目は「日本語リテラシー
（’16）」の改訂科目です。

「日本語リテラシー（ʼ16）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）14：15～15：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　日本語の説明的な文章を読んで書くことの基本的実践能力を養う。その過程で
必要となる知識やスキルに対応して授業を構成する。具体的には、日本語の表記・
語彙・構文法等を踏まえた基本的な構え、目的に応じた違い、文章を読み取って
理解するスキル、考えを整理し組み立てるスキル、書いて自己添削するスキル、等
を取り上げる。
※�オンライン科目「日本語リテラシー演習（’18）」を履修したい場合は、本科目を先

に履修すること。
※�「日本語アカデミックライティング（’22）」と本科目を両方履修する場合は、本

科目を先に履修することを推奨する。
※改訂回は全15回です。

【平均点】
2022年度1学期（72.6点）
2022年度2学期（75.5点）

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。



40

基
盤
科
目

基盤科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 1 5 0 0 1 9
日本語リテラシー演習（’１８）

〈１１０〉
滝浦　真人

（放送大学教授）

2018年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、第7回ま
での提出課題（70％）、
第8回の提出レポート

（30％）の評価により
行う。

　姉妹科目「日本語リテラシー」で学んだ事柄について、実践練習の形で定着を
図り、自分で展開できるようにする。「日本語リテラシー」から、「読むスキル」「書く
スキル」「考えるスキル」「実践のスキル」の部分を中心に再構成して、８回（１単位）
の実践的授業として開設する。毎回書いて提出する必須の課題があり、提出後コ
メント付きでフィードバックされることを通して、日本語リテラシーの実践力を身につけ
る。
※�講義は「日本語リテラシー」を履修済みであることを前提に進行する。
※�Microsoft office Wordが使える環境にあること。（授業の中で、Wordの校閲

機能を使ってフィードバックを行います。推奨環境以外では、添削指導のフィード
バックが受けられない場合があります。）

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※�印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 1 5 0 0 4 9
日本語アカデミック
ライティング（’２２）

〈１１０〉
滝浦　真人

（放送大学教授）

2022年度開設科目

2 テレビ※ 〈字〉

テレビ・ラジオ等
による放送は行
わない。開講期
間中にインター
ネットで受講する
こと。

［第2学期］
2024年1月24日（水）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　日本語で学術的な文章を書くために何が必要か、それはどのようなプロセスであ
るかを具体的に説く。アカデミックな文章とは、たしかな根拠を支えとして読者を説得
してゆくプロセスであることを見て、プロセスの１つ１つを追いながら、論文などがど
のように構成されてゆくかを具体的に解説する。文章表現についても、いわゆる「名
文」との違いや、自分で自分の文章を添削する方法などに触れる。また、個々の学
問領域で特に重要視される点や、研究の倫理的側面にも目を向ける。
※�いくつかの回において、「日本語アカデミックライティング（’17）」と同趣旨の内容

がある。
※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定

で視聴する科目です。そのため、受講には、インターネットなどの受講環境が必
要です。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。

【平均点】
2022年度1学期（86.3点）
2022年度2学期（77.0点）

1 1 7 0 0 3 1
遠隔学習のための

パソコン活用（’２１）
〈１１０〉
秋光　淳生

（放送大学准教授）

三輪　眞木子
（放送大学客員教授）

※�この科目は「遠隔学習のた
めのパソコン活用（’17）」
の改訂科目です。

「遠隔学習のためのパソコン
活用（’13）」

「遠隔学習のためのパソコン
活用（’17）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）14：15～15：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　放送大学の学生が家や職場から学習するうえで役立つパソコンの活用方法を
基礎から学ぶ。パソコンの基本操作について学んだのち、放送大学が提供する学
内情報通信システムを活用するために必要な技法について学ぶ。その後、学生が
パソコンソフトを駆使して文献を検索し、表計算ソフトを用いて図表を作成し、文書
作成ソフトでレポートを作成し、最後にプレゼンテーションソフトを用いてプレゼンテー
ションをできるようになる。主体的な取り組みを行い、自分の学習について振り返りを
行うことで、遠隔学習者として必要な素養を身につけることを目指す。。
※�「遠隔学習のためのパソコン活用（’17）」の後継科目であり単位を修得した学

生は履修できない。面接授業・基盤科目「新・初歩からのパソコン」と併せて
受講することが望ましい。

※関連科目：
「問題解決の進め方（’19）」「日常生活のデジタルメディア（’22）」「情報ネットワー
ク（’18）」「情報セキュリティ概論（’22）」

※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（82.9点）
2022年度2学期（80.7点）

1 1 7 0 0 5 8
地理空間情報の

基礎と活用（’２２）
〈１１０〉
川原　靖弘

（放送大学准教授）

関本　義秀

〔放送大学客員教授
東京大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）14：15～15：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　誰もが自由に地理空間情報を利用できる時代になり、生活者にとって有益な地
理空間情報サービスシステムが至る所に存在するようになった。生活者の、安心・
安全、利便性を目的としたサービスや先端の技術を使った地理空間情報システム
の紹介を通して、生活における地理空間情報のニーズ、システム構築に必要な技
術、地理空間情報の表現・分析方法について解説し、現代における地理空間情
報システムの存在意義について考える。
※関連する科目として「生活環境情報の表現―GIS入門（’20）」がある。
※�いくつかの回において、「生活における地理空間情報の活用（’16）」と同内容の

部分がある。
【平均点】
2022年度1学期（79.3点）
2022年度2学期（84.3点）

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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基
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科
目

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 1 7 0 0 4 0
情報学へのとびら（’２２）

〈１１０〉
加藤　浩

（放送大学教授）

大西　仁
（放送大学教授）

※�この科目は「情報学へのと
びら（’16）」の改訂科目です。

「情報学へのとびら（'16）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目では、多様な側面を持つ情報に関して、情報の認識、加工、発信の主体
である人間および人間の共同体である社会と情報の関わり、情報社会を支えるコン
ピュータや情報・通信システムの理論的、技術的背景について解説し、それぞれ
の場面における情報の効果や処理のされ方に関する基本的な理解を図る。また、
講義で取り上げる情報に関わる問題がどのような学問とつながっているかについて
も触れて、情報の概念（ないしは情報学）の体系の一端を示す。
※改訂回は第1、2、7、8、9、10、11、13、14、15回です。

【平均点】
2022年度1学期（78.7点）
2022年度2学期（78.6点）

5 1 7 0 0 1 0
データサイエンス・
リテラシ導入（’２２）

〈１１０〉
中谷　多哉子

（放送大学教授）

2022年度第2学期開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（50％）、
レポート（50％）の
評価により行う。

　これからの社会における就労や生活の様 な々場面で、データに基づく判断が求
められるようになる。そこで必要となるのが、数理・データサイエンスの技術である。
データに基づく判断がなぜ必要なのか、それはどのように行われるべきなのか、社
会においてそれはどのように役立つのか。本科目は、これらの事項を学習する科目
として、高等学校卒業者が最低限備えているべき予備知識のみを前提として開設
する。これからの社会では、人工知能（AI）が判断を代行する機会が多くなると予
想されるが、このAIについても概説し、正しく理解し利用するための基礎的な事
項を学習する。
※�各回は3つまたは４つのパートに分かれている。パート毎に出題される練習問題

と解説を読んで、内容を理解すること。
　全8回の講義映像は全て、インターネット配信公開講座『【導入A】データサイエ
ンス基礎から応用』と同様です。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

5 1 7 0 0 2 8
データサイエンス・
リテラシ基礎（’２２）

〈１１０〉
加藤　浩

（放送大学教授）

2022年度第2学期開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（80％）、
レポート（20％）の
評価により行う。

　これからの社会における就労や生活の様 な々場面で、データに基づく判断が求
められるようになる。この科目では、デジタル社会の読み・書き・そろばんである『デー
タ思考』を育むデータリテラシｰの内容をスポーツや環境、生活、ビジネスなど身の回
りの社会の実例に沿って、分かり易く解説し、データを読み解き、社会に活かす力
を身に付けることを目指す。
　全8回の講義映像は全て、インターネット配信公開講座『【基礎A】デジタル社
会のデータリテラシー』と同様です。
　本科目の科目特性上、表計算ソフトウェアを使用しますが、その標準を有料版
Excelとしてコンテンツを制作しています（Windows版／ Mac版いずれでも可）。
そのため、演習パート等でWeb無料版 Excelや他の表計算ソフトウェア（Google
スプレッドシートや Numbersなど）を使用する場合、一部の操作が異なる・代替
機能がない等の事情により、講師の解説をそのまま再現できない場合があります。
　なお、有料版 Excel以外を使用する場合でも、評価に関わる活動には影響がな
いよう科目設計しておりますが、他の表計算ソフトに関する機能や操作等の質問は
お受けしかねますので、予めご了承ください。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

5 1 7 0 0 3 6
データサイエンス・
リテラシ心得（’２２）

〈１１０〉
辰己　丈夫

（放送大学教授）

2022年度第2学期開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（80％）、
レポート（20％）の
評価により行う。

　これからの社会における就労や生活の様 な々場面で、データに基づく判断が求
められるようになる。この科目では、データサイエンスを用いた現象の理解や、理解
した内容を利用して作られる情報システム、組込みシステムなどの利用に当たって
必要となる「心得」として、情報倫理・技術者倫理・情報セキュリティに当たる内
容を取り扱う。履修者の専攻は問わず、どの分野を学ぶ学生でもわかりやすい内
容とする。
　全8回の講義映像は全て、インターネット配信公開講座『【心得】数理・データ
サイエンス・AIリテラシー講座 心得』と同様です。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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基
盤
科
目

基盤科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 1 6 0 0 2 8
初歩からの数学（’１８）

〈１１０〉
隈部　正博

（放送大学教授）

「初歩からの数学（'12）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）15：45～16：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　これから大学で数学の勉強をするにあたって必要な事柄を解説する。講義の内
容は、高等学校までに学ぶ数学であるが、それをできるだけ体系立てて解説してい
く。数学の各分野におけるさまざまな基本概念を理解することに重点をおき、数学
的な見方、考え方、そして正確な議論の進め方を学ぶ科目として講義する。特に
初学者にとって分かりづらいとされる分野を丁寧に解説したい。
※�予備知識は仮定しない。今まで数学を（試験の直前以外）勉強したことがない

人、勉強した覚えはあるが忘れてしまった人、そして数学は苦手だがもう一度学
習してみたいという人も履修できるように配慮し、文字通り初歩から数学を解説
する。焦らずゆっくり読み進めながら学習することが必要である。

【平均点】
2022年度1学期（74.3点）
2022年度2学期（80.9点）

1 1 6 0 0 1 0
身近な統計（’１８）

〈１１０〉
石崎　克也

（放送大学教授）

渡辺　美智子

〔放送大学客員教授
立正大学教授 〕

「身近な統計（'12）」
「身近な統計（'07）」
の単位修得者は履修不可

DVD-ROM付
DVD-ROMドライブを搭載

したパソコンでのみ再生可能
p.23参照

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）15：45～16：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　高度情報化社会が謳われる中で、私たちの身の回りにはテレビや新聞・雑誌・
インターネット等を通して多種多様な統計情報が溢れています。本講義では、統計
の基本的な考え方、データの統計的活用の理論と方法を解説するだけではなく、
諸種の統計情報が企業や行政の意思決定および社会・経済・自然現象の解明
に具体的に活用されている事例を（VTR映像で）紹介します。また、更に具体的
な理解を深めるため、身近なデータの表計算ソフトを使った簡単な分析方法も説明
します。
※�この講義は「身近な統計（’12）」の改訂版です。したがって、同科目を既に履修

し単位を取得したものには単位は認められません。
※�システムWAKABA上に展開する「身近な統計」版では理解が深まるよう教材

が用意されていますのでご利用下さい。（キャンパスネットワークホームページは、
2018年4月からシステムWAKABAに統合されました。）

【平均点】
2022年度1学期（73.1点）
2022年度2学期（77.0点）

5 1 6 0 0 1 4
演習初歩からの数学（’２０）

〈１１０〉
隈部　正博

（放送大学教授）

2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、毎回の
小テスト（80％）、
レポート（20％）の
評価により行う。

　放送授業「初歩からの数学（’18）」が開講されているが、この科目に対応した
演習科目をオンライン授業にて行う。「初歩からの数学（’18）」は基盤科目であり、
所属するコースに関係なくすべての学生がとりうる科目として開設している。しかし
十分な演習の時間がとれないので、これを補う科目である。
※�初めて数学を学ぶ学生も困難を感じないよう、ゆっくりと練習問題を解きながら、

授業を進めていきます。
※�放送授業「初歩からの数学」に沿った演習を行う。従って、放送授業「初歩か

らの数学」を履修済みであるか、並行して履修していることが望ましい。	
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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基盤科目（外国語）

（
外

国

語
）

基
盤
科
目

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 4 2 0 1 3 5
ビートルズ de 英文法（’２１）

〈１１０〉
佐藤　良明

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕
2021 年度開設科目

2 ラジオ

〔第 2 学期〕
（木）6：45～7：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　思慕、歓喜、悲嘆、不満、嫉妬、回想、後悔、至福、誘惑……さまざまな感情と
思いが踊るビートルズの歌詞に即し、英語の抑揚とリズム、発音と発声込みで、英
語文の成り立ちを基礎から習得する。
※�ビートルズの口語的な英語を聞き取る、言ってみる、歌ってみる過程を重視する

ので、英語の中に飛びこむ気持を強くしてください。伝統的な英文法とは異なる
用語を用い、異なる説明をする場合があります。

【平均点】
2022年度1学期（67.3点）
2022年度2学期（68.9点）

1 4 2 0 1 2 7
英語で「道」を語る（’２１）

〈１２０〉
大橋　理枝

（放送大学教授）

斎藤　兆史

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕

CD付

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）6：00～6：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　「道」という概念を鍵として、日本で実践されている様 な々道の在り方や、その背
後にある思想や価値観を、英語でどのように表現できるのかを学ぶ。
※�中級レベルであるため、「ビートルズ de 英文法（’21）」や「看護・医療の英語
（’19）」を履修してからこの科目を履修することが望ましい。また、この科目の履
修を「グローバル時代の英語（’22）」や「教養で読む英語（’19）」並びに「英語
で読む大統領演説（’20）」の履修に繋げていって頂きたい。

【平均点】
2022年度1学期（70.4点）
2022年度2学期（68.0点）

1 4 2 0 1 4 3
グローバル時代の

英語（’２２）
〈１２０〉

宮本　陽一郎
（放送大学教授）

大橋　理枝
（放送大学教授）

クリスティ　コリンズ

〔 放送大学客員准教授
麗澤大学准教授 〕

2022 年度開設科目

2 ラジオ

〔第 2 学期〕
（土）6：45～7：30

［第2学期］
2024年1月20日（土）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　今や英語の使用人口は全世界で１０億人を超えると言われているが、そのうち
母語話者は3億８千万人に満たない（Ethnologue, 2019）。従って今日では英語
が使われる場面は非母語話者同士の間である可能性の方が高いといえる。非母
語話者間の共通語として英語を捉えると、それを使うために必要な力は規範的な
英語の範囲を超えていくはずだ。この科目では「グローバル・コミュニケーションの
ための英語」（English for Global Communication）をテーマに据えて英語を学
習していく。
※�この科目を履修する前に「ビートルズ de 英文法（’21）」を履修しておくことが望

ましい。また「看護・医療の英語（’19）」を先に履修しておくのも良いだろう。こ
の科目の履修を「英語で「道」を語る（’21）」「教養で読む英語（’19）」「英語で
読む大統領演説（’20）」などに繋げて頂きたい。

【平均点】
2022年度1学期（70.9点）
2022年度2学期（74.0点）

1 4 2 0 1 1 9
英語で読む

大統領演説（’２０）
〈１３０〉

宮本　陽一郎
（放送大学教授）

2020 年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第 2 学期〕
（土）6：00～6：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　この授業では、20世紀の合衆国大統領の演説を、映像資料を豊富に用いて切
迫した臨場感を再現しつつとりあげ、そこで用いられている英語表現をアメリカの
歴史と文化に対する理解と結びつけつつ学びます。それぞれの演説に関して、平
明な英語で書かれた解説・論評を速読し、パラグラフ・リーディングの訓練を行い、
さらに暗唱、エッセー執筆、ヴァキャブラリー・チェックなど多様な学習課題を用意し、
個々の履修者のニーズに合わせた学習をサポートします。
※大学初年時レベルの英語語学力を修得済みであることを前提とします。【平均点】

2022年度1学期（73.9点）
2022年度2学期（72.8点）

5 1 4 2 0 1 6
教養で読む英語（’１９）

〈１３０〉
大橋　理枝

（放送大学教授）

2019年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、毎回の
小テスト（15回分合計
で75％）、及びその他
に設ける課題（全体で
25％）の評価により行
う。

　自然科学、社会科学、人文学の幅広い分野からテキストを選び、それらを精読
していくと共に、毎回ゲストの先生をお迎えしてそのテキストの内容について解説し
ていただく。
※�英語で書かれた原文を読むため、一定の英語力があることが前提とされる。
「ビートルズde英文法（’21）」「英語で『道』を語る（’21）」「グローバル時代の
英語（’22）」などを履修した後の履修を勧める。

　また、本科目の履修を「英語で読む大統領演説（’20）」の履修へと繋げて頂きたい。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

5 1 4 2 0 2 4
看護・医療の英語（’１９）

〈１１０〉
三品　由紀子

〔 放送大学客員准教授
電気通信大学准教授 〕

大石　和欣

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授〕
2019年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、小テスト
（第８回の最終テスト
を含む）70％とレポー
ト（第４回履修後に提
出）30％とする評価に
より行う。

　看護・医療の現場で必要な英語の語彙や文法について、会話パターンを中心
に基礎的な知識を習得する。また類似した状況において、応用ができるように多く
の表現事例を学ぶ。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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（
外

国

語
）

基
盤
科
目

基盤科目（外国語）
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

 1 4 3 0 0 3 3
ドイツ語Ⅰ（’２３）

〈１１０〉
井出　万秀

〔 放送大学客員教授
立教大学教授 〕

CD付

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（水）6：00～6：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　ドイツ・フランクフルトの街とその史跡をめぐりながらドイツ語の基礎を学んでいきま
す。

1 4 3 0 0 4 1
ドイツ語Ⅱ（’２３）

〈１２０〉
井出　万秀

〔 放送大学客員教授
立教大学教授 〕

CD付

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）6：45～7：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　ダイアログと紹介テキストを通じて、フランクフルトの観光スポットを訪問しながらド
イツの歴史を通してドイツ語を学びます。

1 4 4 0 0 1 2
フランス語Ⅰ（’１８）

〈１１０〉
パトリック・ドゥヴォス

〔 放送大学客員教授
東京大学名誉教授 〕

桑田　光平

〔 放送大学客員教授
東京大学教授 〕

2018年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（木）6：00～6：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　ジュールとヴィクトールの二人の登場人物を中心に話が進む短いスケッチをもとに
フランス語の基礎を学ぶ。「フランス語Ⅱ」と併せて基礎的な文法事項の全体を習
得することになる。スケッチの解説、発音の反復練習、文法事項の説明、練習問
題を通じて、各回の習得目標を無理なく達成できるように工夫してある。またスケッ
チは自然なフランス語での会話を心がけたものとなっている。また、「Paroles de 
francophonie」のコーナーで、フランス語がとるさまざまな姿に触れ、フランスおよび
フランコフォニー（フランス語圏）の過去と現在について理解を深めてゆき、
「Rythmes et voix de la langue française」のコーナーでフランス語の音やリズ
ムを身につける。
※�外国語の学習の根幹は反復練習である。繰り返して放送を視聴することが望ま

しい。また、放送教材、印刷教材の学習に際しては、辞書を必ず手許に置くこと。
また、本科目を履修したのちには、ぜひとも「フランス語Ⅱ」に進んでもらいたい。

【平均点】
2022年度1学期（76.8点）
2022年度2学期（76.2点）

1 4 4 0 0 2 0
フランス語Ⅱ（’１８）

〈１２０〉
パトリック・ドゥヴォス

〔 放送大学客員教授
東京大学名誉教授 〕

森元　庸介

〔放送大学客員准教授
東京大学准教授 〕

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）6：45～7：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　さまざまな場所をテーマに、読み物とインタビューを織り交ぜつつ、フランスおよび
フランス語圏におけるひとびとの暮らしの具体的なありかた、またその向こうに透け
て見える歴史的・文化的な背景を紹介してゆきます。内容についての解説はもちろ
ん、音から学ぶ反復練習、理解を助ける基礎練習、応用力を養う表現練習などを
つうじて、フランス語の理解力を確実なものとすることを目指します。リクリエーション
として、言葉遊びや俳句、音楽なども用意しています。
※本科目履修前に、「フランス語Ⅰ（’18）」の履修が望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（62.1点）
2022年度2学期（69.6点）

1 4 6 0 0 3 0
中国語Ⅰ（’２３）

－夏日漫歩東京－
〈１１０〉
宮本　徹

（放送大学准教授）

CD付

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（月）6：00～6：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　平易な会話文を題材としながら、現代中国語の基礎を学習する。
　講義では発音・基礎的語彙・基本的文法事項をバランスよく学習できるよう心が
けるとともに、文法項目が単なる項目の羅列に終わらないよう、折に触れて復習を行
い、体系的に把握できるように努めたい。

※ ⑴�本講義の印刷教材は他の一般的な中国語教科書と異なり、スキット部分におけ
る中国語文の漢字とピンイン（アルファベット式発音表記）の表記を完全に分離
している。その意図の一つは、漢字を通して視覚的に中国語を理解するにとど
まらず、中国語に対しピンインを媒介として音声的にアプローチすることにある。
学習に際しては常に声を出し、放送番組や印刷教材付属CDを活用するなど、
常に中国語の音声を意識しながら学習を進めていただきたい。

　 ⑵�どの外国語学習においても同じであろうが、学習の際には可能な限り辞書を傍
らに置き、疑問点があればすぐに調べるよう習慣づけたい。以下、現在日本で
刊行されている主な中日辞典を挙げる。なお、本講義あるいは「中国語Ⅱ（’23）」
の学習には（小型ではなく）中型字典が適当である。

　　�伊地智善継編『中国語辞典』（白水社）、北京商務印書館・小学館編『中日
辞典（第３版）』（小学館）、

　　�相原茂編『中日辞典（第３版）』（講談社）、相原茂等編『東方中国語辞典』（東
方書店）、

　　�松岡栄志等編『クラウン中日辞典』（三省堂）、倉石武四郎著『岩波中国語辞典』
（岩波書店）

　 ⑶ �「中国語Ⅰ（’23）」「中国語Ⅱ（’23）」を通じての目標は、辞書を引きながら標準
的な現代中国語文を正確に読解することに置いている。本科目ではそのため
の基礎を学ぶことになるが、上記目標を達成するために引き続き「中国語Ⅱ

（’23）」を学習することを強く勧めたい。

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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基盤科目（外国語）

（
外

国

語
）

基
盤
科
目

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 4 6 0 0 4 8
中国語Ⅱ（’２３）

－劉汀「舅爺」他－
〈１２０〉
宮本　徹

（放送大学准教授）

CD付

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）6：45～7：30

［第2学期］
2024年1月20日（土）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　比較的平易な小説等を題材としながら、「中国語Ⅰ（’23）」に引き続いて現代中
国語の基礎を学習する。
　講義ではなぜそのように読めるのか、また読まねばらならないのかということを常
に念頭に置きつつ、現代中国語文の精読を試みる。「学習のポイント」は「中国語Ⅰ

（’23）」で取りあげられなかったものを中心とするが、折に触れて「中国語Ⅰ（’23）」
の復習を行い、現代中国語文法を体系的に把握できるように努めたい。

※ ⑴�本講義の印刷教材は他の一般的な中国語教科書と異なり、課文における中国
語文の漢字とピンイン（アルファベット式発音表記）の表記を完全に分離してい
る。その意図の一つは、漢字を通して視覚的に中国語を理解するにとどまら
ず、中国語に対しピンインを媒介として音声的にアプローチすることにある。学
習に際しては常に声を出し、放送番組や印刷教材付属CDを活用するなど、
常に中国語の音声を意識しながら学習を進めていただきたい。

　 ⑵�どの外国語学習においても同じであろうが、学習の際には可能な限り辞書を傍
らに置き、疑問点があればすぐに調べるよう習慣づけたい。以下、現在日本で
刊行されている主な中日辞典を挙げる。本講義の学習には（小型ではなく）中
型字典が適当である。

　　�伊地智善継編『中国語辞典』（白水社）、北京商務印書館・小学館編『中日
辞典（第３版）』（小学館）、

　　�相原茂編『中日辞典（第３版）』（講談社）、相原茂等編『東方中国語辞典』（東
方書店）、

　　�松岡栄志等編『クラウン中日辞典』（三省堂）、倉石武四郎著『岩波中国語辞典』
（岩波書店）

　 ⑶�本科目は「中国語Ⅰ（’23）」の履修、あるいはそれと同等の中国語能力があるこ
とを前提とする。

1 4 8 0 0 3 0
韓国語Ⅰ（’２０）

〈１１０〉
永原　歩

〔放送大学客員准教授
東京女子大学准教授〕

生越　直樹
（放送大学客員教授）

CD付

2020年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（火）6：00～6：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　韓国語の文字･発音を学習したのち、文末の表現、助詞など基本的な表現を
学んでいく。さらに尊敬の表現や過去の表現などを学習し、より複雑な表現もできる
ようにする。さらに、関連する単語をまとめて学習することにより、使用可能な語彙
数を増やしていく。学んだ表現や語彙を使って、簡単な会話の練習を行ったり、作
文の練習を行う。
※この科目を履修した後、「韓国語Ⅱ」に進んでいくことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（67.4点）
2022年度2学期（68.4点）

1 4 8 0 0 4 9
韓国語Ⅱ（’２０）

〈１２０〉
生越　直樹

（放送大学客員教授）

永原　歩

〔放送大学客員准教授
東京女子大学准教授〕

CD付

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）6：45～7：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　韓国語Ⅰの学習内容を確認した後、変則用言、連体形、接続語尾など、韓国語
の初級あるいは初中級レベルで必要な表現を学習していく。また、関連する単語を
まとめて学習することにより、使える語彙数を増やしていく。学習した表現や語彙を
使って簡単な会話を練習するほか、少し複雑な文も作文できるように練習する。
※ �「韓国語Ⅰ」を履修していること、あるいは同程度の韓国語学習経験を有してい

ること。

【平均点】
2022年度1学期（74.7点）
2022年度2学期（80.0点）

1 4 9 0 0 2 8
初歩のロシア語（’２２）

〈１１０〉
沼野　恭子

〔 放送大学客員教授
東京外国語大学名誉教授 〕

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）6：45～7：30

［第2学期］
2024年1月18日（木）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　ロシア語の初歩を文字と発音から学びましょう。なにげない自然な会話や手紙な
どの楽しいテクストを用いて、基礎的な文法をわかりやすく説明していきます。各回
に「ロシア文学万華鏡」のコーナーを設け、いろいろな文学作品をご紹介していく
予定です。
※�文法事項をかならず復習し、大事なフレーズを、繰り返し声に出して練習しましょ

う。
【平均点】
2022年度1学期（73.5点）
2022年度2学期（54.2点）

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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基盤科目（保健体育）

（
保
健
体
育
）

基
盤
科
目

　科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 4 2 0 1 0 0
体育実技

1 全科履修生のみが履修できる選択科目です（必修ではありません）。
　体育実技は、大学本部や学習センターで本学の教員が指導するものではなく、
学生が居住または勤務する地域で行われる社会体育事業※1に参加することで履
修とみなします。単位認定基準※2に適合していれば民間のスポーツジムや道場等
で履修することも可能です。
体育実技は面接授業の単位として認定します。
　ただし、体育実技科目履修に係る費用は、すべて本人の負担になりますのでご
承知ください。通信指導及び単位認定試験はありませんが、所定の単位認定申請
を行わないと単位は認定されません。
　なお、履修を開始する学期の科目登録を必ず行ってください。科目登録後、在
学期間中は有効であり、その期間内のいずれか都合のよい機会をとらえて適宜履
修することができます。科目登録がされていない場合は、単位の認定はできません。
詳細については、「体育実技履修の手引（以下、手引）」をご覧ください。手引は、
https://www.ouj.ac.jp/doc/kamoku/1420100.pdfからダウンロードもしくは最寄
の学習センターにおいても閲覧することができます。体育実技に関する質問及び手
引の入手方法については、大学本部学生課卒業判定係までお問い合わせくださ
い。
※１ �地方自治体、教育委員会などの公的機関・団体が行う各種のスポーツ教室

や大学等が行うスポーツの公開講座のこと。原則として種目は問いません。
※２ �次の（ア）～（ウ）を満たし、科目登録後在学期間中に合計30時間以上の

履修を行った者に対して1単位を与えます。複数種目を組み合わせて履修す
る場合は1種目につき計5時間以上となるよう履修してください。

　（ア） 教育上適切な内容であること
　（イ） 計画的・継続的に実施されていること
　（ウ） 専門的識見を備えた指導者の指導によって行われていること
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 1 0 1 5 0
生活経済学（’２０）

〈２１０〉
重川　純子

〔放送大学客員教授
埼玉大学教授 〕

※�この科目は「生活経済学
（'16）」の改訂科目です。

「生活経済学（’16）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　日々 の生活は、お金や時間、ネットワークなどさまざまな生活資源を利用しながら
営まれている。本講義では、お金をめぐる生活の実態を、お金以外の生活資源と
の関係や、経済社会の状況との関係から検討し、生活に関わる制度やしくみのあ
り方や自らのライフプランを考えることができる力を身につけることを目的としている。
※全15回を改訂しています。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（80.3点）
2022年度2学期（67.0点）

1 7 1 0 2 1 4
暮らしに活かす
不動産学（’２２）

〈２２０〉
齊藤　広子

〔放送大学客員教授
横浜市立大学教授 〕

中城　康彦

〔放送大学客員教授
明海大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）21：45～22：30
（231ch）

（月）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　わたしたちの暮らしは、土地や建物といった不動産を基盤にしている。暮らしに
身近な不動産であるにも関わらず、十分な知識をもっていないことが多く、不動産
に関するトラブルは多い。そして、正しい知識があればより豊かな暮らしにつなが
る。そこで、暮らしの中で出会う身近なテーマを取り上げて、不動産に関する基礎
的な知識を教授し、豊かな暮らしの実現を目指す。豊かな暮らしの実現には、国民
一人一人が不動産に関する知識を身につけることが必要であるという視点から、
生活者が一生のうちで、出会うことが多いテーマを取り上げる。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（88.7点）
2022年度2学期（79.9点）

5 7 1 0 0 4 9
生活環境情報の表現
－ＧＩＳ入門（’２０）

〈２２０〉
川原　靖弘

（放送大学准教授）

瀬戸　寿一※

〔放送大学客員准教授
駒澤大学准教授 〕

※は専門担当講師
2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（70％）、
レポート（30％）の
評価により行う。

　近年の生活空間における情報通信技術（ICT）の発展と、通信インフラの整備
により、生活者は、場所や時間を選ばず、日常的に情報を享受するだけでなく発信
が可能である。このような今日の生活環境で扱う情報の中で、地理空間情報およ
び地理情報システム（GIS）に焦点を当て、その扱い方、表現方法、解析方法の
基本的手法を解説する。
※�本講義では、実習の一部でGISソフトウェアを用いた分析等を行います。受講を

希望する学生は、QGIS（教材作成時のバージョンは3.4）をインストールして下さ
い。https://www.qgis.org/ja/site/forusers/download.html

※�本講義で主に利用するQGISに関する基本的な操作は、下記のサイトや資料等
で習得することができます。

　�GIS実習オープン教材：https://gis-oer.github.io/gitbook/book/
　�QGIS 3.4ユーザーガイド：https://docs.qgis.org/3.4/ja/docs/user_manual/ 

index.html
　�これらの方法について、オンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp）

の「生活環境情報の表現－ＧＩＳ入門」のページを参照してください。ソフトウェア
のインストールと操作方法については、個別にサポートできない場合があります。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コースの
開設科目ですが、社会と産業コース･情報コースで共用科目となっています。通信指導は行わない。

1 7 1 0 2 2 2
健康と社会（’２３）

〈２１０〉
戸ヶ里　泰典

（放送大学教授）

※�この科目は「健康と社会
（'17）」の改訂科目です。

「健康と社会（'17）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月23日（火）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　私たちが健康について考えるときには、多くの場合、身体的な問題や心の問題
に焦点を当てることが多い。しかし、健康は社会の問題やありようと大きく関わる。
健康とは単に身体や心に異常がないということだけではなく、よりよい生活や人生と
は切っても切れないものという健康観も生まれてきている。本講義では、健康と社会
に関わる行動科学や社会科学におけるさまざまな理論や知見についてわかりやす
く整理し、私たちが生活者として健康や医療に向き合ってより良い社会生活を送り、
健康に生きていくことのヒントとなる知識を教授する。
※「健康への力の探究（’19）」と併せて受講することが望ましい。
※全15回を改訂しています。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

生活と福祉コース　導入科目
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 1 0 1 2 5
健康への力の探究（’１９）

〈２１０〉
戸ヶ里　泰典

（放送大学教授）

中山　和弘

〔 放送大学客員教授
聖路加国際大学教授〕
2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月19日（金）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　健康になるためには、食事、運動をはじめとした生活習慣を整え、良いとされる
生活を送ることが重要と考えられてきた。しかし、わかっていてもできないこと、そも
そも何が良いのかわからないこと、一見同じような生活を送っていても健康の人もい
ればそうでない人もいることがある。こうしたことを左右する根源の一つには「健康
への力」がある。近年では少しずつ研究が広がってきており、様 な々角度から健康
への力に着眼されてきている。本講義では、基本的な健康の定義の見直しに始ま
り、個人が持つ力、関係性の中に見出される力、疾患や医療システムとうまく付き
合っていくことで培われる力など、様 な々側面から健康への力を整理し、わかりやす
く解説をしていく。【平均点】

2022年度1学期（74.1点）
2022年度2学期（74.9点）

1 7 1 0 1 7 6
疾病の成立と回復促進（’２１）
－人体の構造と機能及び疾病B－

〈２２０〉
岡田　忍

〔 放送大学客員教授
千葉大学大学院教授〕

佐伯　由香

〔 放送大学客員教授
愛媛大学大学院教授〕

※�この科目は「疾病の成立
と回復促進（'17）」の改
訂科目です。

「疾病の成立と回復促進（'17）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）3：00～3：45
（231ch）

（火）17：15～18：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　疾病によって引き起こされる様 な々身体内部の変化と生活への影響、疾病の回
復過程とそれを促進する要因についての知識は、疾病を予防し、疾病に対して適
切な医療、看護を提供するために不可欠なものである。本講義では、看護師が疾
病の成立と回復促進を理解することの必要性、疾病の原因とそれによって細胞や
組織に生じる変化、基本的な病変の成り立ち、疾病に対して提供される医療につ
いての講義を行ったうえで、生命活動や生活にどのような障害をもたらすのかという
視点から、様 な々疾病について解説する。
※�「人体の構造と機能（’22）」「疾病の回復を促進する薬（’21）」と合わせて履修

することが望ましい。
※改訂回は第1、5、6、7、8、11回です。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（93.8点）
2022年度2学期（96.3点）

1 7 1 0 1 6 8
疾病の回復を

促進する薬（’２１）
〈２２０〉
櫻井　隆

〔 放送大学客員教授
順天堂大学大学院教授〕

服部　信孝

〔 放送大学客員教授
順天堂大学大学院教授〕

※�この科目は「疾病の回復
を促進する薬（'17）」

　の改訂科目です。

「疾病の回復を促進する薬（'17）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）3：00～3：45
（231ch）

（水）17：15～18：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　多くの病気は身体の機能が正常範囲をはずれて亢進または低下した状態が関
連している。その治療の一つとして使用される薬物の多くは、生体の機能分子に
結合することで作用をあらわし、身体の機能を正常に近づけるように働く。しかしな
がら、場合によっては身体に有害な作用をもたらすこともある。この講義では、臨床
で用いられている代表的な薬の作用メカニズム、副作用（有害反応）、使用上の
注意点を学んでいく。特に各論においては、臨床に携わる医師が薬物治療の経験
をもとに講義を行うことを特徴としている。さらに、薬が医療の中でどのような役割を
担っているか、薬が有効かつ安全に使われるために、 医師・看護師・薬剤師など
がどのように協力していくべきかを理解する。この授業は、看護師学校養成所２年
課程（通信制）に対応可能な科目としても作成されている。
※�「人体の構造と機能」「疾病の成立と回復促進」などの科目とあわせて履修す

ることが望ましい。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（89.3点）
2022年度2学期（90.9点）

1 7 1 0 2 0 6
人体の構造と機能（’２２）

－人体の構造と機能及び疾病A－
〈２１０〉
坂井　建雄

〔 放送大学客員教授
順天堂大学特任教授〕

岡田　隆夫

〔 放送大学客員教授
順天堂大学名誉教授〕

※�この科目は「人体の構造
と機能（'18）」の

　改訂科目です。

「人体の構造と機能（'18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）0：45～1：30
（231ch）

（火）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　私たちの健康は正常な構造が正常に機能して初めて可能となる。看護師などの
医療職に就くためには私たちの身体の正常な構造を知り、それがどのように機能して
いるかを理解しておく必要がある。私たちの身体の中には胃や腸、心臓、筋肉等 さ々
まざまな器官・組織があるが、これらは互いに独立して働いているわけではなく、筋
運動をすると心拍が速くなることからもわかるように、相互に密接に関連しながら機能
している。このような機能の調節をも含めて、トータルとしての人体の構造と機能を理
解することを目標とする。
※�限られた時間内で全てを講義することは不可能であり、教科書による自己学習

が必須である。予習をしてあることを前提として授業を展開する。疑問の点、わ
からない点は積極的に質問するよう、心がけてほしい。

※�「生命分子と細胞の科学」（学部開設科目）を学んでおくと理解しやすい。また、
発展・応用科目としての「健康長寿のためのスポートロジー」の受講もお薦めす
る。

※改訂回は第1、14回です。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、心理と教育コース･自然と環境コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（88.5点）
2022年度2学期（88.8点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 1 0 1 8 4
睡眠と健康（’２１）

〈２２０〉
宮崎　総一郎

〔放送大学客員教授
中部大学特任教授〕

林　光緒

〔放送大学客員教授
広島大学教授 〕

※� この科目は「睡眠と健康
（'17）」の改訂科目です。

「睡眠と健康（'17）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　睡眠と覚醒によるリズムは生命現象の基盤にあり、睡眠は栄養や運動と並んで、
健康を支える重要な要素である。したがって、睡眠は健康の維持増進に関わるライ
フスタイルの改善に必須であるばかりでなく、労働環境の改善、疾病予防や事故
防止にとっても重要であると考えられる。新しい学問体系として、2002年に睡眠学
は日本学術会議から提唱され、認知されつつある。本科目では、健康に関わる睡
眠について、眠りのメカニズム等に関わる科学的アプローチ、睡眠に関連した疾病
等の医学的アプローチ、睡眠障害の社会に及ぼす課題等の社会学的アプローチ
により構成されている。
※�健康の維持増進を支える要素には、栄養、運動、休養（睡眠）がある。健康領

域の科目として、基盤科目の「運動と健康」を学んでいることが望ましい。また、
専門科目にある「食と健康」を履修することも望まれる。

※改訂回は第5、11、14回です。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（88.9点）
2022年度2学期（87.7点）

5 7 1 0 0 2 2
がんを知る（’１６）

〈２１０〉
田城　孝雄

（放送大学教授）

渡邊　清高

〔 放送大学客員教授
帝京大学医学部内科学

講座病院教授 〕

2016年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価と単位認定
は、小テスト、ディスカッ
ション、レポート（以上、
配点合計60%）、
および最終テスト

（40%）の評価により行
う。

※�ディスカッション
は実名で電子掲示
板へ投稿します。

　国民の２人に１人が一生のうちに何らかのがんにかかるという現代において、自
分が、家族が、あるいは身近な人が、がんにかかったときに、どうすればよいか。が
んという病気、原因、予防や治療の概要について、入り口になるような知識と対応
策を得ておくことは、自分だけでなく周りの大切な人を守ることにつながる。がん患
者とその家族は、精神的、身体的な不安や痛みに加え、社会とのつながりを失うこ
とに対する不安や仕事と治療の両立が難しいなど社会的苦痛も抱えている。
　「がん」の「病気の知識」を得たことでは、「がん」を知ったことにならない。講義
ではがんという病気の解説にとどまらず、この疾病がもたらす患者・家族への不安
や苦痛、社会学的、公衆衛生学的課題、創薬や医療技術開発、医学研究や医
療倫理、医療政策や社会福祉政策としてのアプローチをはじめとする多様な視点
から、「がん」について議論したい。医療や介護福祉に関心のある関係者はもちろ
ん、患者・家族の療養支援に関心がある受講生、人文社会学、法学、経済学、
経営学、地域政策、リスクコミュニケーション学などに関心のある受講生の学際的
なアプローチを期待する。
※�事例検討を交えつつ、がんを知るために必要な知識、適切な健康行動を行うた

めのヒント、情報の集め方について概観する。講義内容は、ホスト役とゲストによ
るプレゼンテーション、テーマに関するディスカッションからなる。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 7 1 0 1 1 7
感染症と生体防御（’１８）

〈２１０〉
田城　孝雄

（放送大学教授）

北村　聖

〔 放送大学客員教授
地域医療研究所シニアアドバイザー〕

「感染症と生体防御（'14）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月24日（水）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義は、人間の健康について広範に論ずる「健康科学」の中の講義の一つ
として実施される。健康科学は人間生活に密接に関わる学問であることから、感染
症関係では昨今の話題であるHIV、結核はもとよりSARS、新型インフルエンザな
どの新興・再興感染症と医療現場での感染症問題に特に焦点を当てた。また、
生態防御については、免疫システムの多様性と多型性、自然免疫と獲得免疫、自
己免疫と免疫が関与する疾患などを中心に免疫学の最近の動向についてわかり
やすく疾患との関係も踏まえながら講義を行う。
※「公衆衛生」も履修することが望ましい。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、自然と環境コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（92.3点）
2022年度2学期（94.0点）

生活と福祉コース　導入科目

生
活
と
福
祉
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ー
ス
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 7 1 0 0 3 0
がんとともに生きる（’１８）

〈２３０〉
田城　孝雄

（放送大学教授）

渡邊　清高

〔 放送大学客員教授
帝京大学医学部内科学

講座病院教授 〕

2018年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価と単位認定
は、小テストおよび
ディスカッション（以
上、配点合計40％）、
レポート（30％）、最
終テスト（30％）の評
価により行う。
インターネットによ
る受講環境があれば、
自宅などでも受講と
レポート提出、単位の
取得が可能である。
※�ディスカッションは

実名で電子掲示板へ
投稿します。

　人口の高齢化とともに、健康をおびやかす疾病の構成が大きく変化している。
1980年代から日本人の死因第１位となった、「がん」。国民の２人に１人が一生のう
ちに何らかのがんにかかるという現代において、自分が、家族が、地域や職場の身
近な誰かが、もしもがんにかかったときに、どうすればよいか。がん対策推進基本
計画（2012年策定）では、「がん患者を含めた国民が、がんを知り、 がんと向き合
い、がんに負けることのない社会」の実現を目指すことが明記されている。がん患
者とその家族は、精神的、身体的な不安や痛みに加え、社会とのつながりを失うこ
とに対する不安や仕事と治療の両立が難しいなど社会的苦痛も抱えている。
　オンライン科目「がんとともに生きる」では、「がんを知る（2016年度開設）」に引
き続いて、よりよい人生、生活を営む「サバイバーシップ」の観点から、研究や倫理、
医療政策や社会福祉、メディアをはじめとする多様な視点から、「がん」について
議論したい。がんのサバイバーシップの充実に向けた取り組みの意義と現状を共有
し、取り組むべき課題や将来の方向性を見据えながら、がんの療養に必要な知識
やヒントなどを、わかりやすく学ぶ。医療や介護福祉関係者はもちろん、患者・家
族の療養支援に関心がある受講生、人文社会学、法学、経済学、経営学、地域
政策、コミュニケーション学などに関心のある受講生の学際的なアプローチを期待
する。
※�生活と福祉コース「がんを知る」を受講していることが望ましい。各講義は、がん

に関する知識、適切な健康行動を行うためのヒント、情報の集め方について概
観する。講義内容は、ホスト役とゲストによるプレゼンテーション、テーマに関する
ディスカッションからなる。関連する講義や研修、より専門分化した分野への動機
づけとすることに加えて、事例検討を交えたものである。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※�印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 7 1 0 1 3 3
健康長寿のための

スポートロジー（’１９）
〈２１０〉
田城　孝雄

（放送大学教授）

内藤　久士

〔放送大学客員教授
順天堂大学教授 〕

※�この科目は「健康長寿のた
めのスポートロジー（'15）」
の改訂科目です。

「健康長寿のためのスポート
ロジー（'15）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）0：45～1：30
（231ch）

（木）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　スポートロジーは、スポーツと健康の関わりを科学的に解明する新しい学問分野
として新たに創設されたものである。科学的根拠に基づく習慣的な運動によって、
生活習慣病の予防や治療、要介護につながる高齢者の転倒・骨折予防、認知症
やうつ病の予防などを行おうという新しい学問である。医学とスポーツ健康科学と
連携して、個人個人の体質に応じた肥満予防のためのスポーツ療法など、スポー
ツと医学が手を結び合って、一般市民の健康増進のための様 な々対策を打ち出し
ていこうという体系立った学問の教育を目指す。
※「公衆衛生（’19）」も履修することを推奨する。
※改訂回は第1、2、4 〜 15回です。

【平均点】
2022年度1学期（92.3点）
2022年度2学期（92.6点）

5 7 1 0 0 5 7
循環器の健康科学（’２０）

〈２１０〉
田城　孝雄

（放送大学教授）

佐藤　真治※

〔 放送大学客員教授
帝京大学教授 〕

※は専門担当講師
2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（60％）、
レポート（40％）の
評価により行う。

　循環器疾患の病態、症状、治療法に関する講義を行う。また、運動習慣、食事、
禁煙などのあるべき生活習慣について講義を行い、生活習慣の改善点について、
自分自身を振り返り、行動変容のあり方を、自ら考える。（一般学生、健康・長寿に
関心のある学生、介護系の職種）
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 7 1 0 1 9 2
社会福祉

－新しい地平を拓く（’２２）
〈２２０〉
山田　知子

（放送大学教授）

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）3：00～3：45
（231ch）

（金）17：15～18：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　少子高齢社会の進行、情報化や国際化のなかでわれわれの生活は複雑化し、
生活問題の解決はますます困難になっている。すべての人の安定した生活を制度
や福祉実践を通して実現する、という社会福祉の役割はますます重要になってい
る。本講義では、社会福祉の概念や歴史的展開、社会福祉政策、子どもや障害
のある人々、生活保護など分野ごとの現状と課題を紹介する。我々は様々な生活
問題に生活主体としてどう立ち向かい切り開いていったらよいのだろうか。これから
の社会福祉のあり方について受講者とともに考えたい。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（58.6点）
2022年度2学期（74.5点）

生
活
と
福
祉
コ
ー
ス

生活と福祉コース　導入科目
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 1 0 2 3 0
貧困の諸相（’２３）

〈２２０〉
駒村　康平

〔 放送大学客員教授
慶應義塾大学教授 〕

渡辺　久里子

〔放送大学客員准教授
神奈川大学助教 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月23日（火）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　貧困や格差とその解決はいつの時代も大きな問題ですが、その原因、その弊害
は時代とともに変わります。貧困や格差の原因とその解決の歴史、現代社会にお
ける貧困の概念、定義、測定方法、新たな貧困・格差問題、貧困を解決する政
策などについて考えていきます。
※�所得階層間で、生活空間が共有されなくなると、社会の分裂がおき、貧困を身

近に感じる人と貧困を経験したことがない人の間の交流がなくなります。このよう
な分裂そのものにより、豊かな人にとっては、貧困を特別な人の問題とし、自分に
関係ない問題にしてしまいます。貧困が当事者のみならず社会にどのような弊害
をもたらすのか考えてほしいと思います。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、心理と教育コース・社会と産業コースで共用科目となっています。

1 7 3 0 0 6 1
社会統計学入門（’１８）

〈２２０〉
林　拓也

〔 放送大学客員教授
奈良女子大学教授 〕

※�この科目は「社会統計学入
門（'12）」の改訂科目です。

「社会統計学入門（'12）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月21日（日）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　現代社会において、それぞれの社会の実態や人々の行動・意識を明らかにす
ることを目的とした社会調査が数多く行われ、それに基づく分析結果がさまざまなメ
ディアを通して提示されている。本講義では、社会調査に基づく分析結果を読みと
るために必要となる統計学の基礎的な知識とともに、自分で分析を行おうと考えて
いる履修者に対する分析の実践的側面も考慮した基本的・応用的な分析手法を
扱う。具体的には、データの基礎集計、標本に基づく推測統計、2変数間の関連
分析、そして重回帰分析を中心として多変量解析の一部について解説していく。
講義の中では、実際のデータや分析例を紹介しつつ、必要に応じて統計量の計
算手順も紹介していく。
※�本講義は、社会調査により得られたデータの分析を扱うので、「社会調査の基

礎」を学んでおくことが望ましい。また、講義の中では、実際のデータに基づいて
計算を行うことも多いので、あらかじめ電卓（平方根√の計算ができるもの）を用
意しておくこと。

※改訂回は第4、5、12回です。

【平均点】
2022年度1学期（54.3点）
2022年度2学期（64.2点）

1 7 3 0 1 0 0
社会調査の基礎（’１９）

〈２１０〉
北川　由紀彦

（放送大学教授）

山口　恵子

〔 放送大学客員教授
東京学芸大学教授 〕

※�この科目は「社会調査の基
礎（'15）」の改訂科目です。

「社会調査の基礎（'15）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）3：45～4：30
（231ch）

※10/8（日）から放
送

（土）18：00～18：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　社会調査に関する基本的事項（社会調査の目的、歴史、方法論、各種調査方
法とその長所短所、調査倫理など）を学習する。卒業研究や修士課程での修士
論文作成のために、あるいは職務や市民活動などの中で社会調査を行おうとする
学生に対し、問題関心や目的に沿った的確な方法で適切に調査を実施し、分析
し、結果をまとめるための基本的な考え方を習得してもらうことを特に念頭に置いて
いる。
※�社会調査の基本的な考え方や、各種の調査方法の長所・短所、留意点（どの

ような場合にどのような方法で調査を行うのが適切で、どのような限界があるの
か）などについて、できるだけ幅広く解説します。量的調査の技法についてより深
く学びたい場合は、「社会統計学入門（’18）」やその他の統計学に関する科目
なども活用してください。

※改訂回は第1、6、7、8、13、14、15回です。
【平均点】
2022年度1学期（90.2点）
2022年度2学期（91.9点）

1 7 6 0 1 8 1
かたちの化学－

化学の考え方入門（’２３）
〈２３０〉
橋本　健朗

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）16：30～17：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［自然と環境コースと共用］

　分子やその集合体の構造がそれらの性質や機能と密接に関係することを、具
体例を通じて示す。多様な構造の背景にある電子の振る舞い、化学結合、分子
間相互作用のしくみを学習する。化学のしくみを巧みに利用して、材料や医薬など
物質創製につなげる考え方とその実践を紹介する。分子やその集合系の構造を
観察する測定法の原理と、得られる情報およびその解釈の具体例を示す。
※�大学化学の初歩的知識を定着させ、さらに踏み込んだ学びをすることで、物質

観、化学観を深める。前提にはしないが「初歩からの化学（ʼ18）」ないしその後
継科目を学んでいるとよい。「現代を生きるための化学（ʼ22）」とは互いの理解を
深めるのに役立つ。暗記ではなく、実験、測定と論理的思考に基づいて、化学
のしくみやそれを活用する基本的考え方を学ぶことを狙った科目。

1 7 6 0 1 7 3
分子の変化からみた

世界（’２３）
〈２３０〉
安池　智一

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）11：15～12：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［自然と環境コースと共用］

　我々の身のまわりで起こる様々な現象は、分子をはじめとする物質の変化によっ
て成立している。我々の存在自体も例外ではない。物質が示す多様な変化を熱力
学・速度論の観点から整理し理解する方法について学ぶ。その方法に基づいて、
物質の変化がどのように地球環境や生命、我々の生活に見られる広範な現象を支
えているかを議論する。
※�「初歩からの化学（ʼ18）」をすでに履修しているか、同時に履修するすることが
望ましい。「エントロピーからはじめる熱力学（ʼ20）」を履修済であれば、本科目の
理解は容易であろう。

生活と福祉コース　導入科目
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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活
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ー
ス

生活と福祉コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 2 1 2
生活環境と情報認知（’２０）

〈３２０〉
川原　靖弘

（放送大学准教授）

片桐　祥雅

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院上席研究員〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）21：45～22：30
（231ch）

（木）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　私たちは、生活の中でさまざまな情報を扱い、生活に役立てている。生活環境
の中で、私たちがどのような情報を認知し、私たちの発する情報は生活の中でどの
ように役立っているのか、情報収集の手法や情報の流れ、処理の方法を中心に説
明する。近年急速に普及したモバイル機器やユビキタス機器の運用について、消
費者の視点から論ずる。また、高齢化社会において、生活の大きな部分を占めてく
ると思われる医療・福祉分野における、最新の情報技術について解説し、日常生
活における利用や応用可能性について論ずる。
※�日常生活における情報の扱われ方について日頃から関心をもつことを勧めたい。

また、馴染みの薄い話題が提供されたら、是非、インターネットや関連図書を用
いて背景知識を積極的に調べ、知識の幅を拡げていただきたい。

【平均点】
2022年度1学期（87.2点）
2022年度2学期（81.2点）

1 5 1 9 3 9 5
持続可能な社会と生活（’２３）

〈３１０〉
関　正雄

〔 放送大学客員教授
社会構想大学院大学客員教授〕

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）21：45～22：30
（231ch）

（水）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　持続可能な社会の構築は、ＳＤＧｓ（国連持続可能な開発目標）でもうたわれて
いる世界の共通目標であり、重要な今日的課題である。この科目では、持続可能な
社会とは何か、それは私たちの生活とどのようにつながっているか、グローバルに、
そして地域においてこれをどう実現していくか、といった点について、重要な考え
方、具体的な手法と事例、今後の課題などを扱う。科目を貫く問題意識として、①
問題の本質は何か、②解決の担い手は誰か、③どんな視点での行動が求められ
るか、を常に念頭に置き、多角的に問題を掘り下げていく。
※�履修の前提としての予備知識は不要。学習者には、本科目の内容について、一

市民、企業や自治体など組織の一員、といったさまざまな立場で、自分ごととして
考え、行動することを試みていただきたい。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コース・社会と産
業コースで共用科目となっています。

1 5 1 9 4 1 7
ソーシャルシティ（’２３）

〈３２０〉
川原　靖弘

（放送大学准教授）

鈴木　淳一
放送大学客員准教授

株式会社電通グループ
電通イノベーションイニシア
ティブプロデューサー職

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）21：45～22：30
（231ch）

（火）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　人のコミュニケーションによるまちの活性化に重点を置き計画されるまちづくりが注
目されている。本講義では、まちの住民、来街者、運営者それぞれの視点からみ
た、持続的なまちづくりの社会的意義について論じる。また、まちづくりにおいて導
入が進められているICT（情報通信技術）について解説し、生活者の行動把握、
まち空間のソーシャルグラフの生成、サステナブルなまちづくりへの活用などについ
て、事例を交えながら紹介する。
※�関連する科目として、「生活環境と情報認知（’20）」「地理空間情報の基礎と活

用（’22）」がある。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コース・社会と産
業コース・情報コースで共用科目となっています。

1 5 1 9 1 5 8
食と健康（’１８）

〈３１０〉
吉村　悦郎

〔 放送大学客員教授
東京大学名誉教授 〕

佐藤　隆一郎

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院特任教授 〕

「食と健康（'12）」
「食と健康（'06）」
「食品の成分と機能（'03）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）0：45～1：30
（231ch）

※10/8（日）から放
送

（土）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　食品は様々な化学物質の混合物であり、その栄養機能、生体調節機能を通し
て、我々の生命維持に必須の役割を果たしている。一方、偏った食生活からは
種々の疾病を招いている。このような食品や食品成分による生化学過程を基礎か
ら学習することにより、現代における食と健康をとりまく重要な課題の理解を図る。
※�科学の一分野としての食品と健康について学習するが、その過程では記憶する

べき項目と理解するべき項目を意識することが重要である。論理的な思考を重ね
ることにより、より深い理解につながる。なお、高校程度の化学と生物学の知識
があることが望ましい。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、自然と環境コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（75.2点）
2022年度2学期（76.4点）

1 5 1 9 4 0 9
リスクコミュニケーション

の探究（’２３）
〈３２０〉

奈良　由美子
（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　度重なる自然災害、さらには新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミッ
クと、リスクコミュニケーションの必要性が指摘される事象は枚挙にいとまがない。こ
の科目では、リスクコミュニケーションの考え方、具体的手法、多様な主体の関わり
方等について、具体的な事例（自然災害、感染症、原発事故、食品問題、AIなど）
をとりあげながら講義を行う。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

生活と福祉コース　専門科目

生
活
と
福
祉
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 2 2 0
コミュニティがつなぐ

安全・安心（’２０）
〈３１０〉
林　春男

（放送大学客員教授）

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）21：45～22：30
（231ch）

（金）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　狩猟採集社会、農耕社会、工業社会、情報社会と、社会は不可逆的な変化を
遂げている。そのなかにあって災害は多様化し、またコミュニティや安全・安心のあ
り方も変容してきている。今後も人と人の助け合いは安全・安心の確保にとって不
可欠であり、本科目はそのためのコミュニティのあり方を総合的に検討するものであ
る。授業は「パート1：コミュニティレジリエンスを考える枠組み」、「パート2：災害レ
ジリエンスの向上」、「パート3：これからのコミュニティレジリエンス」の３つのパート
から構成されており、全体と通じて「人と人が助け合わなければ災害を乗り越えら
れない」という命題の本質と実際とを重層的に考えていく。
※�関連する科目として、「リスク社会の家族変動（’20）」「生活環境情報の表現―

GIS入門（’20）」「災害看護学・国際看護学（’20）」「リスクコミュニケーションの
探究（’23）」「ソーシャルシティ（’23）」「貧困の諸相（’23）」といった科目とあわ
せて学習することにより、本科目の内容についての理解と考察が一層進むと思わ
れる。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、社会と産業コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（72.4点）
2022年度2学期（78.0点）

1 5 1 9 2 3 9
リスク社会の家族変動（’２０）

〈３２０〉
田間　泰子

〔 放送大学客員教授
大阪府立大学名誉教授〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月21日（日）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　家族は、様 な々時代・社会において、リスクを減じ人々の生存を助ける機能を果
たしてきた。しかし、現代の日本では家族のあり方が大きく変動し、新たにこの変動
と将来の予測をふまえて、人々は社会の諸課題に立ち向かわなければならない。そ
こで、本科目はまず現代社会とリスク、およびそれらと家族との関係について基礎
的知識と理論的視座を講じる。そのうえで、家族の諸側面（労働と社会保障、ジェ
ンダー、結婚、単身世帯化、セクシュアリティと生殖、子育て、高齢化、家族の多様
化、社会的排除など）に関して、豊富なデータをもとに変動と諸課題を論じる。
※�  「家族問題と家族支援（’20）」をともに学習することが望ましい。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、社会と産業コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（70.7点）
2022年度2学期（71.4点）

1 5 1 9 2 4 7
家族問題と家族支援（’２０）

〈３２０〉
下夷　美幸

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　家族が抱える問題をどのように理解し、問題解決に向けていかに支援するか。
このことは問題の当事者であり、支援の受け手である個人や家族のみならず、現
代を生きる私たち共通の関心事である。本科目では、不登校や非行、ＤＶや児童
虐待、介護殺人といった福祉・司法に関わる問題、精神障がいや終末期など医
療に関わる問題に焦点をあて、問題の実態を重層的に捉え、求められる支援の論
理と方法について探求する。
※� 「リスク社会の家族変動（’20）」をともに学習することが望ましい。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（83.2点）
2022年度2学期（88.9点）

1 5 1 9 3 4 4
食の安全（’２１）

〈３２０〉
吉村　悦郎

〔 放送大学客員教授
東京大学名誉教授 〕

関崎　勉

〔 放送大学客員教授
東京大学名誉教授 〕
2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）0：45～1：30
（231ch）

（月）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　食の安全性への関心が高まっている。農薬、環境汚染物質、食品添加物、化
学工業で使われる物質などの化学的病因による健康障害、牛海綿状脳症、古典
的な食中毒、抗生物質耐性菌の発生などの生物学的病因、さらには各種健康食
品など新しい食品が持つ安全性の問題、温暖化や紛争による食料自給率の問題
などがあげられる。これらのリスクを評価し法律として政策を定める手続きや国際的
なルールの確立など社会的にもさまざまな問題が山積しており、これらの食に関す
る安全性に関する問題を系統的に講義する。
※�化学と生物学の基礎を学んでおくこと。さらに、栄養学、生化学関連の科目を履

修していることが望ましい。
【平均点】
2022年度1学期（79.4点）
2022年度2学期（70.7点）

1 5 1 9 1 6 6
公衆衛生（’１９）

〈３１０〉
田城　孝雄

（放送大学教授）

横山　和仁

〔 放送大学客員教授
国際医療福祉大学大学院教授

順天堂大学客員教授 〕
「公衆衛生（'15）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月23日（火）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　公衆衛生学は、人々が関わる社会状況、生活環境、保健医療制度ならびに事
業、社会保障および社会福祉など、医学・医療が社会と関わる領域の学問である。
病気の人ひとりひとりを対象とするのではなく、人々の集まりとして社会を見ていく。
在宅医療、地域保健、途上国などの現場で問題解決のために実際の活動を行う
のも特徴である。
※� 「感染症と生体防御」および「健康長寿のためのスポートロジー」も履修すること

が望ましい。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

【平均点】
2022年度1学期（91.0点）
2022年度2学期（94.6点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

生
活
と
福
祉
コ
ー
ス

生活と福祉コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 3 5 2
認知症と生きる（’２１）

〈３１０〉
井出　訓

（放送大学教授）

山川　みやえ

〔放送大学客員准教授
大阪大学准教授 〕

※�この科目は「認知症と生き
る（'15）」の改訂科目です。

「認知症と生きる（’15）」
の単位修得者に対する履修
制限はありません。

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）3：00～3：45
（231ch）

（木）17：15～18：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　近年の高齢者数の増加に伴い、健康な高齢者ばかりではなく、疾病や障害を持
ちながら生活を続ける高齢者の数も増加している。特に認知症高齢者の数は
2015年に345万人、2020年には410万人になるとの予測がなされている。さらに
高齢者だけでなく、若年性認知症による社会へのインパクトも大きい。まさに「社会
の病気」となっていることが認知症をとりまく現状であるが、認知症とは何か、という
本質的な問いにはまだ到達できていない。発症前の予防から看取りまでの個人の
ライフヒストリーやそこに影響を及ぼす支援者や社会の在り方を、時系列的に理解
し、歳をとるとなりやすくなる認知症になっても、認知症と共に生きるために必要なこ
とを、先駆的な取り組みをしている実践家の言葉を知ることによって学習する。
※�受講に先立つ予備的な専門知識は特に必要としないが、各々の関心に応じて広

く関連事項を学んでいくことを期待する。また、それぞれが暮らす地域での取り
組みなど身近な問題として視野をひろげつつ考察を深めてほしい。

※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。
※全15回を改訂しています。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（81.0点）
2022年度2学期（86.7点）

1 5 1 9 1 8 2
リハビリテーション（’１９）

〈３３０〉
金田　嘉清

〔放送大学客員教授
藤田医科大学教授〕

大塚　圭

〔放送大学客員准教授
藤田医科大学准教授〕

「リハビリテーション（'13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　疾病構造の変化や高齢化社会をもたらした現代において、医療・福祉・健康
の広い領域でリハビリテーション医療の必要性が高まっている。本講義では、医師、
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士にとどまらず、リハビリテーションチームとし
て関わる専門職種（看護師や義肢装具士、社会福祉士など）に向けてリハビリテー
ション医学・医療の知識や技術を分かりやすく解説していく。

【平均点】
2022年度1学期（88.1点）
2022年度2学期（88.0点）

1 5 1 9 4 3 3
今日のメンタルヘルス（’２３）

－健康・医療心理学の
実践的展開－
〈３２０〉
石丸　昌彦

（放送大学教授）

「今日のメンタルヘルス（'19）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）0：45～1：30
（231ch）

（水）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　メンタルヘルスすなわち人の心の健康を支える力は、ライフサイクルの中で養わ
れ、人と人とのネットワークの中で維持されるものである。この科目では、そのような
健康な力を育むメカニズムを学ぶとともに、メンタルヘルスの不調をもたらす精神疾
患のあらましを知り、生活の場において生じるさまざまな問題の現状と対策を考えて
いく。メンタルヘルスの危機が叫ばれている今日、すべての生活者にとって喫緊の
テーマを扱うものである。
※�概説的な科目であるので、特にあらかじめ履修しておくべき科目はないが、関心に

応じて精神医学や臨床心理学など関連分野について学習することを勧めたい。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

1 5 1 9 3 6 0
看護学概説（’２２）

〈３１０〉
山内　豊明

（放送大学教授）

「看護学概説（'16）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　学習者が、看護学の主たる概念や諸理論に関わる先進的知織を幅広く獲得し、
実践の科学である看護学に対する理解を深めることを意図している。
※�看護概説の範囲は広いので、学習に当たっては関連の参考書や副読本などを

参考にしながら学習することが必要である。

【平均点】
2022年度1学期（91.7点）
2022年度2学期（85.6点）

1 5 1 9 0 4 2
基礎看護学（’１６）

〈３１０〉
戸ヶ里　泰典

（放送大学教授）

井上　智子

〔放送大学客員教授
大阪大学教授 〕

「基礎看護学（'10）」
の単位修得者は履修不可

2016年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）3：00～3：45
（231ch）

※10/8（日）から放
送

（土）17：15～18：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　この10有余年来わが国における看護学領域における学問の深化・展開は日進
月歩であり、知識・技術の高度化が進み、高度専門知識・技術をもつ看護職の
養成も進みつつある。それは臨床看護師全体の知識・技術の底上げが急務であ
ることも意味しており、国家資格を持って看護専門職としての役割を果たすうえで
求められる学術的知識・技術もまた向上が求められている。
　基礎看護学は文字通り看護学の学問的基盤であり、導入部であり、看護専門
職者として活動する上で誰もが共通して身につけておかねばならない知識を体系
化した広範な学問領域となっている。そこで本授業では、こうした広範な領域の中
から、看護専門職者として活動する上で必要、かつ、看護ケアの質の向上を計る
うえで特に重要視されているevidence-based nursing（EBN：科学的根拠に基づ
く看護実践）を目指した理論および技術に関する項目を15回に分けて取り上げる。
各項目では最新の知見も取り入れつつも、看護師が活躍する保健・医療の現場に
おける看護実践に資する知見も織り交ぜる形で教授し、学習者の理解をはかる。
　なお、本授業は「看護学概説」とは相補的な内容となっており、両授業を受講す
ることにより、看護学における基礎の理解が深まるものと期待できる。
※「看護学概説」も受講されたい。

【平均点】
2022年度1学期（89.4点）
2022年度2学期（89.1点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

生活と福祉コース　専門科目

生
活
と
福
祉
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 4 2 5
地域・在宅看護論（’２３）

〈３２０〉
永田　智子

〔放送大学客員教授
慶應義塾大学教授〕

小野　若菜子

〔 放送大学客員准教授
聖路加国際大学准教授〕

「在宅看護論（'17）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）14：15～15：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　地域包括ケアシステムにおける看護の役割・機能について理解するとともに、健
康障害を持ちながら在宅で生活する人 と々その家族を理解し、対象者の生活の質
の向上を目指した看護を実践するために必要な基本的な考え方と基礎知識を理解
することを目的とする。
※�本科目は学部一般にも役立つ内容としていると同時に、看護師国家試験受験を

目指して通信制の看護師養成学校にて学ぶ准看護師等が習得するために必要
な内容としている。

1 5 1 9 3 1 0
災害看護学・

国際看護学（’２０）
〈３２０〉
神﨑　初美

〔放送大学客員教授
兵庫医科大学教授〕

西上　あゆみ

〔放送大学客員教授
藍野大学教授 〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）3：00～3：45
（231ch）

（月）17：15～18：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　災害看護を行うためには、災害に関する看護独自の知識や技術を用いることや
他の専門分野と協力して活動していくことが必要である。この活動を行うためにま
ず災害について理解し、さらに災害サイクルに応じた人への影響、災害時に特徴
的な看護課題や看護ニーズを学ぶ。国際看護活動としては、世界の人々の健康
や生活課題に対して看護職によって行われている活動に関する概要を学ぶ。
※�日頃から災害看護学や国際看護学に関するニュース記事などに興味を持つよう

にしておいてください。今、起こっている問題を理解し、看護の視点から考えるよ
うにしておいてください。災害看護学・国際看護学は様 な々世代の方を対象とし、
病院施設や地域が活動の場となります。看護学生、看護師免許をお持ちの方
は、これまでの知識を統合して理解をすすめてください。

【平均点】
2022年度1学期（86.8点）
2022年度2学期（86.3点）

1 5 1 9 1 2 3
看護管理と医療安全（’１８）

〈３２０〉
大島　弓子

（放送大学客員教授）

飯島　佐知子

〔放送大学客員教授
順天堂大学教授 〕

「看護管理と医療安全（'12）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月24日（水）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　臨床における看護管理とは、患者や家族に看護ケア、治療への助力、安楽を与
えるために看護職員が行う仕事の過程である。本科目ではマネジメントサイクル、組
織構造、看護提供システム、目標管理、キャリア開発、リーダーシップ理論、労務管
理、看護の質の評価と管理、情報管理等について講義する。医療安全では、医
療事故の定義、看護業務における医療事故の分類、看護事故防止の考え方、注
射、輸液、内服、経管栄養、チューブ管理、転倒・転落、入浴中の事故の防止な
ど看護関連事故の具体的方法について講義する。

【平均点】
2022年度1学期（75.5点）
2022年度2学期（83.5点）

1 5 1 9 2 7 1
精神疾患とその治療（’２０）

〈３３０〉
石丸　昌彦

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　精神医学の診断や治療の基本的な考え方を展望し、代表的な精神疾患の症
状・経過・治療などについて解説するとともに、関連法規や社会制度の概略を紹
介する。
※�医学一般について関心をもち、心身の健康について幅広く理解する姿勢が望ま

れる。
※� 「今日のメンタルヘルス」や「精神看護学」、心理学領域の関連科目などを履修

することを推奨する。この科目を履修した後に、大学院科目「精神医学特論」な
どに進んでいくことが望ましい。

※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（84.9点）
2022年度2学期（87.1点）

1 5 1 9 4 4 1
高齢期を支える（’２３）

－高齢者が社会を支える
時代に向け－
〈３１０〉

栃本　一三郎
（放送大学客員教授）

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（記述式）

　本講義の副題は「高齢者が社会を支える時代に向け」です。65歳以上人口は、
2023年に3割となったが、2025年に4割となり、一方人口減少もさらに進みます。高
齢者の実数は2042年に3千9百万弱で最大値となります。そのような社会に向け、
高齢者が逆に、社会を支える時代に向け、より積極的に、経済、社会、文化、心理、
政治の領域でエンパワメントされていくために何が必要なのかを高齢期にある当事
者として、研究者として社会の仕組みや地域のあり方、そして家族や当事者がおこ
なえる自らを支える取り組みについて皆さんと考えます。
※�印刷教材の注で出典として明記している資料や統計について最新のデータを調

べて見ること。自分の年齢というものを考えつつ、それぞれの章について学習す
ること。具体例などを新聞やテレビ等で自分で積極的に見ること。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

生
活
と
福
祉
コ
ー
ス

生活と福祉コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 3 8 7
地域福祉の課題と展望（’２２）

〈３２０〉
斉藤　弥生

〔 放送大学客員教授
大阪大学教授 〕
小松　理佐子

〔 放送大学客員教授
日本福祉大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）14：15～15：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　2000年以降、社会福祉の分野では介護保険制度、障害者総合福祉法等の新
たな法律や制度が導入され、福祉サービスも民間の多様な実施主体が担うように
なり、「地域福祉の主流化」と呼ばれる時代を迎えました。ライフスタイル、家族形
態の多様化や地域社会の変容に伴い、福祉課題の複合化、複雑化が進むなか、
2000年の社会福祉法成立、2017年の社会福祉法改正とそれに伴う諸政策は、
制度の縦割りを超えた共生社会の構築を目指しています。生活課題の解決に、地
域社会を構成する団体や人々の関わりが一層求められるようになってきました。同
時に東日本大震災を含む大きな自然災害からの復旧や復興の過程では、社会福
祉協議会やNPOなど、数多くの地域福祉関係団体の活躍がみられます。さらに
2020年春からの新型コロナウィルス感染症のパンデミックは私たちの日常生活に大
きな影響を与えました。このような社会情勢を踏まえ、本講義では「地域福祉」の
考え方、様 な々生活課題の解決における地域福祉の役割、その現状と課題、そし
てその可能性を議論します。

※�本講義の理解を深めるためにも、他の生活関連（福祉関連）科目も一緒に学ん
でください。また映像教材では全国各地からの地域福祉実践を紹介します。映
像教材を使って様 な々地域福祉実践を学習しながら、テキストの学習に取り組む
ことで、地域福祉についての理解を一層深めることができます。

【平均点】
2022年度1学期（88.9点）
2022年度2学期（85.7点）

1 5 1 9 3 7 9
社会福祉実践とは何か（’２２）

〈３１０〉
横山　登志子

〔 放送大学客員教授
札幌学院大学教授 〕
2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月23日（火）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義では、生活上の困難を抱える人やその家族への社会福祉実践の現状と
課題を理解する。特に、社会福祉専門職によって実践されるソーシャルワーク（社
会福祉の援助論）に焦点をあてて、個人や家族のみならず地域でのさまざまな活
動やサービス・制度の開発機能の実践を理解する。講義は３つの単元に分け、Ⅰ
部では社会福祉実践の概論、Ⅱ部では社会福祉実践の展開、Ⅲ部では最近のト
ピックスをとりあげる。社会福祉士や精神保健福祉士を目指す人や、地域で社会
福祉関係の活動に携わる方にも実践と理論の知識を提供することが可能である。
※�教養学部「生活と福祉コース」の社会福祉系の導入科目、専門科目を並行して

履修することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（80.3点）
2022年度2学期（87.9点）

1 5 1 9 4 5 0
社会政策の国際動向と

日本の位置（’２３）
〈３３０〉
居神　浩

〔 放送大学客員教授
神戸国際大学教授 〕
2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）14：15～15：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　20世紀に福祉国家を標榜した欧米諸国および日本をはじめ世界中の多くの国々
において21世紀の現在、人々の生活問題の予防・緩和・解決のための社会保
障や労働政策が導入され、多くの改革が進行している。グローバリゼーションと各
国固有の経済的社会的背景の中で、それぞれの国と地域の社会政策はどのよう
な対応を迫られているのか。社会保障政策や労働政策の制度・実践の動向を学
習することによって、世界における社会政策の動向を知り、日本の位置と課題を浮
き彫りにする。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、社会と産業コースで共用科目
となっています。

1 5 1 9 2 6 3
ライフステージと
社会保障（’２０）

〈３３０〉
丸谷　浩介

〔 放送大学客員教授
九州大学大学院教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　私たちの生活に不可欠な社会保障制度。社会保障制度は国の財政でも大きな
ウエイトを占めており、個人にとっても国にとっても大変重要な制度になっています。
ところが、私たちの暮らしに社会保障制度がどのようなかかわりを持っているか、正
確に理解することは大変難しいのが現状です。これは、制度が複雑であることが大
きな原因です。ただ、制度が複雑になっているのはそれなりの理由があります。こ
の講義では、社会保障制度がなぜあるのか、対象者ごとに考えてみたいと思いま
す。
※�社会福祉学関係科目を履修していることが望ましく、法律学をはじめとする社会

科学系科目を履修していると学習が容易になります。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、社会と産業コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（69.8点）
2022年度2学期（81.5点）

1 5 1 9 3 2 8
子どもの人権を

どうまもるのか（’２１）
－福祉施策と実践を学ぶ－

〈３１０〉
山縣　文治

〔 放送大学客員教授
関西大学教授 〕

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）0：45～1：30
（231ch）

（金）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　人口構造と家族構造の変化の中で、わが国の子どもを取り巻く環境も変化し、多
くの新たな問題が生じている。本講義では、子どもの人権をまもるための社会的方
策と具体的な実践について述べる。子どもの貧困、虐待、保育、障がいのある子
どもへの支援、ひとり親家庭や若者の問題など関連する分野にも視野をひろげ多
角的に子どもの問題を取り上げる。子ども家庭福祉関連施設や機関の現状、働く
人々が抱える問題、歴史的考察、国連の動向や先進諸国の取り組みなどを紹介し
ながら、われわれが取り組むべき課題と解決策について、受講者とともに考えたい。
※�本科目は、子どもに関する人権と福祉を取り扱う科目である。これらに関する理

解を深めるため、人権や福祉に関する関連科目を合わせて受講されることを期
待する。

※�この科目は、生活と福祉コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（82.4点）
2022年度2学期（76.1点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

生活と福祉コース　専門科目

生
活
と
福
祉
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 6 2 8 5 1
生物の進化と

多様化の科学（’１７）
〈３２０〉
二河　成男

（放送大学教授）

2017年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）13：30～14：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［自然と環境コースと共用］

　地球上で誕生した生物は、40億年近くかけて進化してきた。その結果、今日で
は大きな生物多様性が見られるようになった。この生物の変遷について、生物の誕
生から、細胞の進化、様 な々生物の繁栄と絶滅、植物や動物の多様化、そして人
類の誕生に至るまでを紹介する。また、このような生物の進化のしくみについて、
ダーウィンが明らかにした自然選択説、木村資生による分子進化の中立説といっ
た、基本的な理論についての説明や、最近の知見である、形態やゲノムの進化機
構、あるいは寄生や共生といった生物間の関係の進化と変遷についても合わせて
紹介する。このように本講義では、「進化学」の入門として、生物の進化とそれに
伴う生物の多様化について総合的にみていく。
※�本講義を履修するにあたっては、学部での導入科目の「初歩からの生物学」を

履修しておくこと、あるいは同水準の生物学を既習していることが望ましい。また、
「生物環境の科学（’16）」「生命分子と細胞の科学（’19）」「植物の科学（’21）」
も学習するとよい。

【平均点】
2022年度1学期（80.6点）
2022年度2学期（80.1点）

1 5 3 9 5 6 6
環境を可視化する
技術と応用（’２３）

〈３３０〉
中村　恭志

〔放送大学客員准教授
東京工業大学准教授〕

浅輪　貴史

〔放送大学客員准教授
東京工業大学准教授〕

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（木）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　我々の身近な環境から地球規模まで様 な々スケールの環境について、環境問題
を可視化する最先端の技術を紹介し、その可視化を利用した環境の保全や、より
良い環境を創り出すための科学を解説する。可視化技術としてはコンピュータシミュ
レーションやリモートセンシング、CAD/GIS、情報技術などを取り上げる。可視化画
像から環境の状態を正しく読み解くには、観測、解析、シミュレーションなど可視化
されている環境のデータがどのように取得されたかを知っておくことが必要であり、
可視化の技術に加え、データの取得方法についても丁寧に解説する。受講生は、
環境の問題に興味がある方や、最先端の技術を用いた可視化画像の作成法、及
びその活用法に関心のある方を対象とする。
※�環境を可視化し、可視化画像から環境を理解するには、環境で生じている物理

現象に関する知識に加え、可視化されているデータの物理的意味や取得方法
などを理解することも重要である。本講義では、必要な知識を平易に解説するよ
うに努めるが、数学と物理学の基礎的な知識があることが望ましい。

【関連科目】住まいの環境論（’23）

1 5 7 9 3 8 0
ヒューマンインタフェース（’２３）

〈３２０〉
増井　俊之

〔放送大学客員教授
慶應義塾大学教授〕

小池　英樹

〔放送大学客員教授
東京工業大学教授〕
2023年度開設科目

2 テレビ ※〈字〉

テレビ・ラジオ等
による放送は行
わない。開講期
間中にインター
ネットで受講する
こと。

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　コンピュータを人間が利用するための技術の歴史と現状を学び、何故そういう技
術が使われてきたのか／どういう技術や社会が理想なのか／理想に近づくために
はどのような考察が必要なのか／などを幅広く学ぶ
※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定

で視聴する科目です。そのため、受講には、インターネットなどの受講環境が必
要です。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。

1 5 6 9 3 9 2
感覚と応答の生物学（’２３）

〈３３０〉
二河　成男

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（金）16：30～17：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［自然と環境コースと共用］

　生物に共通に見られる特徴の一つに環境への応答がある。これは、刺激の受
容、その伝達、刺激に対する適切な応答の選択、実際の応答といった複数の段階
を経るものである。動物であれば、受容は感覚器で行われ、その情報は神経系な
どを介して脳などの中枢神経系に伝達され、適切な情報処理が行われ、最終的に
行動、生理的な変化、ホルモンの分泌などの応答となって現れる。異物に対する
免疫応答も免疫系への刺激と応答と見ることもできる。また、植物や他の生物でも、
刺激の受容と応答の仕組みを備えている。このような感覚と応答について、分子、
細胞、組織、器官、個体、集団のレベルで解説する。
※�関連する科目名：「自然科学はじめの一歩（’22）」「初歩からの生物学（’18）」、
「生物環境の科学（’16）」、「生命分子と細胞の科学（’19）」、「植物の科学
（’21）」、「生物の進化と多様化の科学（’17）、「人体の構造と機能（’22）」
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 9 1 0 0 4 3
社会福祉と法（’２０）

〈４１０〉
大曽根　寛

（元放送大学特任教授）
2023年2月ご逝去

原田　欣宏

〔 放送大学客員准教授
高崎健康福祉大学准教授〕

※�この科目は「社会福祉と法
（'16）」の改訂科目です。

「社会福祉と法（’16）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月24日（水）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は、2016年開講科目「社会福祉と法」の改訂版であるが、科目の趣旨に
変化はない。社会福祉の領域において市民としての人権がどのように尊重される
かという観点からだけでなく、社会福祉にかかわる事業者、行政機関、立法機関、
国際機関の役割と責任という観点からも論ずる。そのために、人権理念と社会福
祉の関係を再検討するとともに、現代的な権利と義務の問題に関する基本的な視
点をおさえ、かつ実践的な課題にも応えようとする。今後の制度改革と、国家・自
治体の政策責任、市民と事業者の関係についても検討する。この科目は、社会福
祉の利用者や従事者ばかりでなく、看護職、法律職などの関連職種、一般市民に
も役に立つものとなるだろう。
※�社会福祉の権利構造に関する記述が多いので、福祉領域に関する科目をあら

かじめ履修しておくことが望ましい。また、生活者として、市民としての権利と国
家・自治体の責任に関係することも多いので、法律関係の科目も受講しているこ
とが望ましい。

※改訂回は第4、5、6、7、10、11、14回です。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（87.2点）
2022年度2学期（72.3点）

1 9 1 0 0 3 5
レジリエンスの諸相（’１８）

－人類史的視点からの挑戦－
〈４２０〉

奈良　由美子
（放送大学教授）

稲村　哲也
（放送大学名誉教授）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　レジリエンスとは、一般に、環境の急激な変動や逆境の状況に対し、柔軟な対
応・適応によって安定性を維持、または取り戻す能力とされている。近年では、災
害からの復興の力としての社会のレジリエンスに注目が集まっている。災害に限ら
ず、現代社会が直面するさまざまな課題や危機にどのように向き合っていくべきか
を考えるために、レジリエンスは重要な概念である。しかしながら、その概念は多
様、かつあいまいである。たとえば、長期的には、危機を経ることによる変化の視点
も重要であろう。この科目では、レジリエンスの概念を多角的・超領域的な視点で
捉えなおすため、人類史的時間軸をたどり、また、遺伝子レベルからヒト、社会、地
球レベルまでを視野にいれたレジリエンスの諸相を検討する。
※�関連する科目として、「「人新世」時代の文化人類学（’20）」「フィールドワーク

と民族誌（’17）」（オンライン授業科目）「今日のメンタルヘルス（’23）」「家族問
題と家族支援（’20）」「感染症と生体防御（’18）」「生物環境の科学（’16）」「リ
スク社会における市民参加（’21）」（大学院科目）「博物館展示論（’16）」の
履修により、本科目の内容についての理解と考察が一層進むと思われる。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、心理と教育コース･ 人間と文化コースで共用科目となっていま
す。

【平均点】
2022年度1学期（93.9点）
2022年度2学期（81.4点）

1 9 1 0 0 2 7
死生学のフィールド（’１８）

〈４２０〉
石丸　昌彦

（放送大学教授）

山崎　浩司

〔 放送大学客員教授
静岡社会健康医学大学院

大学教授 〕
2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）0：00～0：45

※10/8（日）から放
送

［第2学期］
2024年1月24日（水）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代日本社会で死と向きあい、自らの生を生ききるうえで必須の教養である死生
学をテーマとする。6人の講師がそれぞれの専門性を踏まえ、出産・生殖、老い、
病い、看護・介護、看取り、自死、戦争、死別悲嘆、弔い、いのちの教育など、死
生にまつわる現場（フィールド）を幅広く取り上げて論じる。本科目は2014 ～ 2017
年度に開講された「死生学入門」と相互補完的な関係にある。
※�履修の条件や制約は特にないが、それぞれの関心に応じて、医療・看護・宗教・

哲学・倫理学・社会学など関連分野の科目を広く学習することが望ましい。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては生活と福祉コース開
設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（93.5点）
2022年度2学期（90.9点）

5 9 1 0 0 1 3
地域包括ケアシステムと

在宅医療（’１８）
〈４１０〉
田城　孝雄

（放送大学教授）

服部　真治

〔 放送大学客員教授
医療経済研究機構研究部主席研究員〕

2018年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、小テスト
（50％）、レポート（50％）
の評価により行う。

　2018年度から全ての基礎自治体は、在宅医療と介護の連携を、自治体の必須
事業とする。本科目は、自治体の職員及び、保健医療介護福祉の専門職種を、主
たる対象として、市町村の地域包括ケアシステムの構築の方法を学ぶ。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※�印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

生
活
と
福
祉
コ
ー
ス

生活と福祉コース　総合科目
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 9 3 0 1 1 7
住まいの環境論（’２３）

〈４２０〉
田中　稲子

〔放送大学客員教授
横浜国立大学教授〕

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（金）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　誰にとっても身近な場である「住まい」を題材として、持続可能な社会の構築と
いう目標のなかで重要となる住まいの環境に関する教養を培う機会としたい。具体
的には、居住者にとって健康的で快適な住まいの環境がどのように形成されるか
を、温熱・空気・光・音環境について科学的に捉えた上で、住まいの環境の調整
技術や計画方法を事例を交えながら学ぶ。また、住まいの環境は室内環境（ウチ）
と屋外環境（ソト）の両面から創造されるものであり、居住者の住まい方の影響を
大いに受けることから、縁側や庭などの外構や、住みこなす視点からも住まいの環
境の捉え方を知る。
※�一般居住者の視点に立ち本書はまとめられているが、住まいの環境の課題を理

解するための基本的な原理や原則の理解は必要不可欠となることから、熱や空
気、光、音の挙動について科学的な理解が求められる。

【関連する科目名】「環境を可視化する技術と応用（’23）」

生活と福祉コース　総合科目

生
活
と
福
祉
コ
ー
ス
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

心理と教育コース　導入科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 2 0 0 7 4
教育社会学概論（’１９）

〈２２０〉
岩永　雅也

（放送大学長）

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）12：45～13：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　人は生まれながらにして人間であるわけではない。家族という基礎的な小集団
の中に生まれ、親密な人間関係を通じて自我の基礎を形成し、やがて一般化され
た人間関係が縦横に展開する社会集団との接触を通してその社会の文化と規範
を内面化して身に付けることにより、一個の自律的な人間となるのである。その意味
で人間はすぐれて社会的な存在であるといえる。本講義は、人々が生まれ、育ち、
学び、働き、家庭を作り、さらに自らの子どもたちを育て、自己を実現していくという
プロセスを縦糸とし、人々がそのプロセスの各段階で関わっていくさまざまな教育の
在りようを横糸として、社会的な営みとしての教育の意味と本質を理解していくこと
を目的としている。あわせて最近の教育状況とそれを巡る環境の変化および今後
の課題や展望についても検討する。
※�本講義は、教育学に関わる基礎的な科目である。そのため、教育学関連の基

礎的な関連科目、例えば、「発達科学の先人たち（’16）」「生涯学習を考える
（’17）」「学校と社会を考える（’17）」といった諸科目を履修している、もしくは併
せて履修することが望ましい。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては心理と教育コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（91.0点）
2022年度2学期（91.6点）

1 7 2 0 0 4 0
戦後日本教育史（’１８）

〈２２０〉
貝塚　茂樹

〔 放送大学客員教授
武蔵野大学教授 〕

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）12：00～12：45

［第2学期］
2024年1月19日（金）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　1945年８月の敗戦を契機として、戦後の日本社会は大きな変動の中で様々な教
育改革が試みられてきた。それは、戦後社会の政治的、経済的な変化への対応
であるとともに、近代教育が抱えた本質的な教育課題への対応でもあった。本講
義では、戦後日本教育史を大きく「戦後教育改革の時期」「高度経済成長の時期」

「臨時教育審議会以降の時期」に区分し、それぞれの時期の教育改革が達成し
た成果と教育課題の特徴を分析・検討すると同時に、それらの意義と役割を歴史
的な観点から考察する。また本講義では、戦後社会の変化が国民の生活と意識を
どのように変え、学校と教師のあり方にいかなる変容をもたらしたのか。また、そこか
ら浮かび上がる教育課題に対して政治や教育行政、学校・教師はどのような改革
を模索したのかという点も視野に入れて考察する。本講義の目的は、教育の「いま
まで」を学び、教育の「これから」について歴史的な観点から学ぶことである。
※�本講義に関係する科目として、「教育の行政・政治・経営（’23）」「教育社会学

概論（’19）」「学校と社会を考える（’17）」「カリキュラムと学習過程（’16）」「日
本の文化と教育（’23）」「日本の教職論（’22）」などが開講されている。

【平均点】
2022年度1学期（84.3点）
2022年度2学期（81.3点）

1 7 2 0 0 1 5
発達科学の先人たち（’１６）

〈２１０〉
岩永　雅也

（放送大学長）

星　薫
（放送大学客員准教授）

2016年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）6：00～6：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　ともに発達科学に属する心理学と教育学には、専門的な学習へと進むにあたっ
て必要となる基礎的知識に関して共通する部分が極めて多い。そうしたいわば学
習の土台となる考え方や知識のエッセンスは、その多くがそれぞれの学の歴史に一
時代を画す“巨人たち”の業績の中に凝集されている。それらは現代でもなお輝き
を失わず、われわれに多くの重要な示唆を与えてくれる。そうした“巨人たち”の業
績について、2010年度には「教育と心理の巨人たち」を開講した。それを踏まえ、
この「先人たち」は、「巨人たち」の続編として、「巨人たち」で取り上げなかったア
リストテレスの心理学的側面やダーウィン、ヴント、貝原益軒、デュルケム、シュタイ
ナー、ピアジェなどといった心理学と教育学に関わる“先人たち”を、１回に１名ずつ
取り上げ、その代表作を精読した上で、学史上の意義とそれぞれの学問への貢
献、さらには今日的意味等を理解していくことをねらいとしている。心理と教育に関
心を持つすべての学習者の履修を期待したい。
※関連する科目名 : 「心理と教育へのいざない」

【平均点】
2022年度1学期（80.3点）
2022年度2学期（86.8点）

5 7 2 0 0 1 0
学校と社会を考える（’１７）

〈２２０〉
田中　統治

〔 放送大学名誉教授
東海大学特任教授 〕

2017年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
レポート（70％）、
小テスト（30％）の
評価により行う。

　教育学が研究対象としてきた学校はこれまで多様な理論的視点から考察されて
きており、その研究成果は教育学の初心者にとって自らの体験を相対化して考える
上で格好の題材である。この授業では戦後日本の学校と社会の関係を中心に教
育内容と方法の側面から具体的に検討して、専門科目への関心を広げていくこと
を目指す。オンライン授業の利点を生かせるよう実践家や専門家を招きゲストのコメ
ントを参考にして考察を深め、また受講者世代による学校経験の違いを交流するこ
とによって、学校が社会の在り様を反映すると同時に変化の方向を示していること
を明らかにする。
※�この科目を履修した後に「教育の行政・政治・経営（’23）」「カリキュラムと学習

過程（’16）」「学校と法（’20）」などに進んでいくことが望ましい。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　導入科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 7 2 0 0 2 8
キャリアコンサルティング

概説（’２０）
〈２２０〉
岩永　雅也

（放送大学長）

藤田　真也※

〔 放送大学客員教授
キャリアカウンセリング

協会理事長 〕
原田　順子※

（放送大学教授）

中井　智子※

〔 放送大学客員准教授
中町誠法律事務所弁護士〕

小杉　礼子※

〔 放送大学客員教授
労働政策研究・

研修機構研究顧問 〕
末廣　啓子※

〔放送大学客員教授
目白大学教授 〕
石丸　昌彦※

（放送大学教授）

岡崎　淳一※

〔 放送大学客員教授
産業雇用安定センター

理事長 〕
※は専門担当講師
2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（50％）、
最終レポート（50％）
の評価により行う。

　少子化・高齢化が進み、人口減少が著しい今日の日本社会にあって、一定の
経済成長を継続しつつ安定した生活水準を維持していく上で、「労働生産性の向
上」は不可欠の条件である。そのためには、十分な職務遂行能力を有する人材を
求める側（求人サイド）と、能力に見合った仕事を求める側（求職サイド）とのマッ
チングが何より重要なポイントとなる。一方、労働市場の変化により、企業による人
材育成（OJT）投資は減少の一途をたどっており、 労働者個人の主体的なキャリ
ア形成が求められている。しかし、個人としてできることには限度があり、キャリア形
成のために何をすべきか迷っている人々はどの年齢階層にも非常に多く存在する
のが現状である。2002年度に発足したキャリアコンサルタント資格制度は、そうした
キャリア形成支援の専門家を公的に認定する制度である。本講義では、キャリアコ
ンサルタントの職務内容を縦糸とし、それに関わる社会的背景やさまざまな環境を
横糸として、現代におけるキャリア形成支援の実際について体系的に論ずる。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。
※�本科目は、国家資格キャリアコンサルタントの5年ごとの更新に必要な「知識講

習」対象科目です。

通信指導は行わない。

1 7 2 0 0 9 0
現代教育入門（’２１）

〈２２０〉
岩永　雅也

（放送大学長）

岩崎　久美子
（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）20：15～21：00

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　日本における教育文化とその変容について、教育サービスの提供者（行政、教
員、教育情報産業）と受益者（保護者・学習者）の双方に立脚し、１９８０年代後
半以降の現代の教育に関わるテーマを取り挙げ検討する。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（83.3点）
2022年度2学期（78.5点）

1 7 2 0 0 5 8
心理と教育への
いざない（’１８）

〈２１０〉
田中　統治

〔 放送大学名誉教授
東海大学特任教授 〕

向田　久美子
（放送大学准教授）

佐藤　仁美
（放送大学准教授）

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）19：30～20：15

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　導入科目としての本科目では、教育学・心理学・臨床心理学に興味を持ち、主に、
心理と教育コースを志望する科目履修生や選科履修生、及び本コースに入学した
全科履修生を対象に、これらの学問全体のガイダンスと、基礎知識を学ぶ。三領
域の各特徴を学びながら、教育学・心理学・臨床心理学に関する導入的な思考
方法と視点を身につけること、そして学びを積み上げ、本コース内での自身の専門
領域と分野を見つけていくことを目的としている。
※�学部開設の導入科目であるので、心理と教育コースに興味を持ち、また、本コー

スを志望する科目履修生や選科履修生、及び本コースに入学した全科履修生
は履修することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（78.0点）
2022年度2学期（85.6点）

1 7 2 0 0 2 3
発達心理学概論（’１７）

〈２３０〉
向田　久美子

（放送大学准教授）

2017年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）19：30～20：15

［第2学期］
2024年1月21日（日）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　発達とは、人が生まれてから死ぬまでに経験するさまざまな変化のことをさす。こ
の授業では、乳児期から老年期までの発達段階を追いながら、各発達段階の心
理的発達について概説する。現実生活との関連を踏まえた上で、発達の基礎的
理論や研究方法、最新の研究成果を紹介する。

【平均点】
2022年度1学期（90.6点）
2022年度2学期（86.6点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

心理と教育コース　導入科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 2 0 0 6 6
心理学概論（’１８）

〈２２０〉
森　津太子

（放送大学教授）

向田　久美子
（放送大学准教授）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）12：45～13：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　心理学に興味を持つ者は多いが、そのほとんどが心理学という学問について漠
然とした印象しか持っておらず、また知識を持っていたとしても、特定の心理学領
域についてのものに偏っていることもある。心理学は、ひとの心という捉えどころのな
いものを研究対象としており、それゆえに扱うトピックの幅も広い。そこで本科目は、
心理学を学び始める者が、その第一歩として、心理学がどのような学問かを知り、
今後、心理学のどの領域の学習を中心に進めるとしても、その基盤となるような知
識を提供する。具体的には、心理学という学問の基本的な考え方や、研究方法、
学問成立の背景などを紹介するとともに、個別の心理学領域についても概説してい
く。
※�  「心理と教育へのいざない（’18）」「発達科学の先人たち（’16）」を履修している

ことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（81.6点）
2022年度2学期（79.5点）

1 7 2 0 0 8 2
教育･学校心理学（’２０）

〈２３０〉
進藤　聡彦

（放送大学教授）

谷口　明子

〔 放送大学客員教授
東洋大学教授 〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　この講義では、学校教育との関わりで子ども達の発達の実態や教育の実際を心
理学の視点から概観していく。学校教育は大きく学習指導の面と生徒指導の面に
分けられることがあるが、前半では主に学習指導の面を、また後半では教育相談、
特別支援教育など、児童生徒の支援に関わる面を取り上げる。併せて、学校教育
における心理学研究の知見を紹介する。
教育に直接的にたずさわる教師など、教育関係者や学校に通う子どもをもつ保護
者が受講の中心だと考えられるが、教育の問題は広く多くの人たちの関心事の１つ
でもあることから、特定の受講者層を想定しない。
１）�各回の講義内容を受講者自らが批評的な（クリティカルな）視点から考えて、自

分なりの考えをもっていただきたい。
２）�特定の科目の履修は前提としないが、関連科目として「心理学概論」や「発達

心理学概論」を学ぶことで学習の深まりが期待できる。

【平均点】
2022年度1学期（88.7点）
2022年度2学期（83.8点）

1 7 3 0 0 6 1
社会統計学入門（’１８）

〈２２０〉
林　拓也

〔 放送大学客員教授
奈良女子大学教授 〕

※�この科目は「社会統計学入
門（'12）」の改訂科目です。

「社会統計学入門（'12）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月21日（日）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　現代社会において、それぞれの社会の実態や人々の行動・意識を明らかにす
ることを目的とした社会調査が数多く行われ、それに基づく分析結果がさまざまなメ
ディアを通して提示されている。本講義では、社会調査に基づく分析結果を読みと
るために必要となる統計学の基礎的な知識とともに、自分で分析を行おうと考えて
いる履修者に対する分析の実践的側面も考慮した基本的・応用的な分析手法を
扱う。具体的には、データの基礎集計、標本に基づく推測統計、2変数間の関連
分析、そして重回帰分析を中心として多変量解析の一部について解説していく。
講義の中では、実際のデータや分析例を紹介しつつ、必要に応じて統計量の計算
手順も紹介していく。
※�本講義は、社会調査により得られたデータの分析を扱うので、「社会調査の基

礎」を学んでおくことが望ましい。また、講義の中では、実際のデータに基づいて
計算を行うことも多いので、あらかじめ電卓（平方根√の計算ができるもの）を用
意しておくこと。

※改訂回は第4、5、12回です。

【平均点】
2022年度1学期（54.3点）
2022年度2学期（64.2点）

1 7 4 0 0 8 3
総合人類学としての

ヒト学（’１８）
〈２１０〉
高倉　浩樹

〔放送大学客員教授
東北大学教授 〕

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）20：15～21：00

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　文化的存在であると同時に生物的存在である人類の特徴について基盤的理解
をすすめるための講義である。現在の地球のエネルギー収支や環境生態系におけ
る人間社会の位置づけに触れた上で、どのような過程をへて現在にいたるのか、
食料摂取を含む幅広い意味での資源利用と、近代国家のような高度化された政
治体制を含む社会組織の多様な特徴とそれらを支える普遍的な仕組みについて
解説する。自然人類学、文化人類学、霊長類学、人類生態学、先史考古学など
の知見を総合化することで見えてくる「ひと」の全体像を把握することを試みたい。
※この科目を履修した後に「「人新世」時代の文化人類学（’20）」などにすすんで
いくことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（78.1点）
2022年度2学期（80.6点）

1 7 3 0 1 0 0
社会調査の基礎（’１９）

〈２１０〉
北川　由紀彦

（放送大学教授）

山口　恵子

〔 放送大学客員教授
東京学芸大学教授 〕

※�この科目は「社会調査の基
礎（’15）」の改訂科目です。

「社会調査の基礎（’15）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）3：45～4：30
（231ch）

※10/8（日）から放
送

（土）18：00～18：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　社会調査に関する基本的事項（社会調査の目的、歴史、方法論、各種調査方
法とその長所短所、調査倫理など）を学習する。卒業研究や修士課程での修士
論文作成のために、あるいは職務や市民活動などの中で社会調査を行おうとする
学生に対し、問題関心や目的に沿った的確な方法で適切に調査を実施し、分析
し、結果をまとめるための基本的な考え方を習得してもらうことを特に念頭に置いて
いる。
※�社会調査の基本的な考え方や、各種の調査方法の長所・短所、留意点（どの

ような場合にどのような方法で調査を行うのが適切で、どのような限界があるの
か）などについて、できるだけ幅広く解説します。量的調査の技法についてより深
く学びたい場合は、「社会統計学入門（’18）」やその他の統計学に関する科目
なども活用してください。

※改訂回は第1、6、7、8、13、14、15回です。
【平均点】
2022年度1学期（90.2点）
2022年度2学期（91.9点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　導入科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 4 0 1 1 3
コミュニケーション学

入門 （’１９）
〈２１０〉
大橋　理枝

（放送大学教授）

根橋　玲子

〔放送大学客員教授
明治大学教授 〕

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　コミュニケーション学の入門科目として、コミュニケーション学に関する基礎を扱う
と共に、最近の研究の動向なども踏まえながら、コミュニケーションと文化の関係に
ついて様 な々角度から概観する。

【平均点】
2022年度1学期（85.0点）
2022年度2学期（76.8点）

5 5 5 0 0 4 1
博物館で学ぶ

文化人類学の基礎（’２０）
〈２１０〉
稲村　哲也

（放送大学名誉教授）

2020年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（75％）、
レポート（25％）の
評価により行う。

［人間と文化コースと共用］

　この講義は民族誌（フィールド調査の成果の記録）と文化人類学の基礎である
が、講義の素材や事例として博物館の展示を活用する。さらに、博物館の実際の
展示と解説だけでなく、近年、HPによる展示解説や資料のデータベース化が進ん
でおり、オンライン科目ではそれらのデータを有効に活用できる。また、受講生は、
講義にそって、少なくともその一部について、博物館を訪問することで、理解を深め
ることができる。フィールド調査をベースとする文化人類学にとって、多様な事例を
参照、実物資料や展示を実際に見ることは、フィールド調査の追体験にあたり、講
義内容の理解にとってたいへん有効である。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 7 1 0 1 7 6
疾病の成立と回復促進（’２１）
－人体の構造と機能及び疾病B－

〈２２０〉
岡田　忍

〔 放送大学客員教授
千葉大学大学院教授〕

佐伯　由香

〔 放送大学客員教授
愛媛大学大学院教授〕

※�この科目は「疾病の成立
と回復促進（'17）」の改
訂科目です。

「疾病の成立と回復促進（’17）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）3：00～3：45
（231ch）

（火）17：15～18：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　疾病によって引き起こされる様 な々身体内部の変化と生活への影響、疾病の回
復過程とそれを促進する要因についての知識は、疾病を予防し、疾病に対して適
切な医療、看護を提供するために不可欠なものである。本講義では、看護師が疾
病の成立と回復促進を理解することの必要性、疾病の原因とそれによって細胞や
組織に生じる変化、基本的な病変の成り立ち、疾病に対して提供される医療につ
いての講義を行ったうえで、生命活動や生活にどのような障害をもたらすのかという
視点から、様 な々疾病について解説する。
※�「人体の構造と機能（’22）」「疾病の回復を促進する薬（’21）」と合わせて履修

することが望ましい。
※改訂回は第1、5、6、7、8、11回です。

【平均点】
2022年度1学期（93.8点）
2022年度2学期（96.3点）

1 7 1 0 1 8 4
睡眠と健康（’２１）

〈２２０〉
宮崎　総一郎

〔 放送大学客員教授
中部大学特任教授 〕

林　光緒

〔 放送大学客員教授
広島大学教授 〕

※� この科目は「睡眠と健康
（'17）」の改訂科目です。

「睡眠と健康（'17）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　睡眠と覚醒によるリズムは生命現象の基盤にあり、睡眠は栄養や運動と並んで、
健康を支える重要な要素である。したがって、睡眠は健康の維持増進に関わるライ
フスタイルの改善に必須であるばかりでなく、労働環境の改善、疾病予防や事故
防止にとっても重要であると考えられる。新しい学問体系として、2002年に睡眠学
は日本学術会議から提唱され、認知されつつある。本科目では、健康に関わる睡
眠について、眠りのメカニズム等に関わる科学的アプローチ、睡眠に関連した疾病
等の医学的アプローチ、睡眠障害の社会に及ぼす課題等の社会学的アプローチ
により構成されている。
※�健康の維持増進を支える要素には、栄養、運動、休養（睡眠）がある。健康領

域の科目として、基盤科目の「運動と健康」を学んでいることが望ましい。また、
専門科目にある「食と健康」を履修することも望まれる。

※改訂回は第5、11、14回です。

【平均点】
2022年度1学期（88.9点）
2022年度2学期（87.7点）



64

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

心理と教育コース　導入科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 3 0 1 4 2
社会学概論（’２１）

〈２１０〉
北川　由紀彦

（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）3：45～4：30
（231ch）

（金）18：00～18：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　社会学の基本的な考え方と基礎的な概念について解説するとともに、いくつかの
テーマを取り上げ、社会学で試みられてきたアプローチや議論、知見などについて
概観する。
※�主たる受講者として社会学を初めて学ぶ方を想定していますので、難易度的に

は「社会学入門（ʼ10）」「社会学入門（ʼ16）」などと同程度と考えてください。【平均点】
2022年度1学期（87.7点）
2022年度2学期（92.4点）

5 7 5 0 0 2 4
Ｒで学ぶ確率統計（’２１）

〈２２０〉
秋光　淳生

（放送大学准教授）

2021年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（80％）、
レポート（20％）の
評価により行う。

［情報コースと共用］
　Rはオープンソースのソフトウェアである。様々なOSで動作し、無料で利用する
ことが可能である。Rには多くの統計の関数があり、複雑な計算を簡単に行うことも
できる。
　一方、確率の概念を理解するにあたっては、実際に経験しながら学ぶことは有
効であるが、そのためには数多くの試行を繰り返す必要がある。Rを用いると数値
計算であるために数値誤差もあるが、確率についてのイメージを持ちながら学習を
進めることにもつながる。
　そこで、確率統計について学びながら、Rの基本操作に習熟することを目指す。
※�RStudioというソフトウェアを利用します。学習センターのPCを使って履修するこ

とはできません。環境構築の方法は、オンライン授業体験版（https://online-
open.ouj.ac.jp/）の「Rで学ぶ確率統計（ʼ21）」を参照してください。命令をキー
ボードで打ち込むのでパソコンの基本操作や設定を自分ひとりでできることが履
修の条件になります。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 7 1 0 1 9 2
社会福祉

－新しい地平を拓く（’２２）
〈２２０〉
山田　知子

（放送大学教授）

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）3：00～3：45
（231ch）

（金）17：15～18：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］
　少子高齢社会の進行、情報化や国際化のなかでわれわれの生活は複雑化し、
生活問題の解決はますます困難になっている。すべての人の安定した生活を制度
や福祉実践を通して実現する、という社会福祉の役割はますます重要になってい
る。本講義では、社会福祉の概念や歴史的展開、社会福祉政策、子どもや障害
のある人々、生活保護など分野ごとの現状と課題を紹介する。我々は様々な生活
問題に生活主体としてどう立ち向かい切り開いていったらよいのだろうか。これから
の社会福祉のあり方について受講者とともに考えたい。

【平均点】
2022年度1学期（58.6点）
2022年度2学期（74.5点）

1 7 1 0 2 0 6
人体の構造と機能（’２２）

－人体の構造と機能及び疾病A－
〈２１０〉
坂井　建雄

〔 放送大学客員教授
順天堂大学特任教授 〕

岡田　隆夫

〔 放送大学客員教授
順天堂大学名誉教授 〕

※�この科目は「人体の構造と
機能（'18）」の改訂科目です。

「人体の構造と機能（'18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）0：45～1：30
（231ch）

（火）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　私たちの健康は正常な構造が正常に機能して初めて可能となる。看護師などの
医療職に就くためには私たちの身体の正常な構造を知り、それがどのように機能して
いるかを理解しておく必要がある。私たちの身体の中には胃や腸、心臓、筋肉等 さ々
まざまな器官・組織があるが、これらは互いに独立して働いているわけではなく、筋
運動をすると心拍が速くなることからもわかるように、相互に密接に関連しながら機能
している。このような機能の調節をも含めて、トータルとしての人体の構造と機能を理
解することを目標とする。
※�限られた時間内で全てを講義することは不可能であり、教科書による自己学習

が必須である。予習をしてあることを前提として授業を展開する。疑問の点、わ
からない点は積極的に質問するよう、心がけてほしい。

※�「生命分子と細胞の科学」（学部開設科目）を学んでおくと理解しやすい。また、
発展・応用科目としての「健康長寿のためのスポートロジー」の受講もお薦めす
る。

※改訂回は第1、14回です。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（88.5点）
2022年度2学期（88.8点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　導入科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 5 0 0 5 4
日常生活の

デジタルメディア（’２２）
〈２１０〉

青木　久美子
（放送大学教授）

高橋　秀明
（放送大学教授）

※�この科目は「日常生活のデ
ジタルメディア（'18）」の

　改訂科目です。

「日常生活のデジタルメディア
（'18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　人工知能（AI）やモノのインターネットの進化により、我々が日常的に活用してい
るデジタルメディアが進化している。デジタルメディアが我々の生活に不可欠のもの
になりつつある一方、それによって、我々の日常生活も知らず知らずのうちに変容し
ている。これからの社会、日常生活の中でデジタルメディアとどう向き合っていけばよ
いのか、我々は何を意識していくべきなのか、を考えるために様 な々仕組みや背景
を説明する。
※「日常生活のデジタルメディア（’18）」の既修者は単位としては認められない。
※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（63.7点）
2022年度2学期（75.9点）

1 7 4 0 2 1 0
博物館概論（’２３）

〈２１０〉
鶴見　英成

（放送大学准教授）

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　国内外の多様な博物館の具体的な事例を通して、学芸員の仕事、多様な博物
館とその歴史、博物館の展示、展示の資料とその保存、情報とメディア、博物館と
教育、博物館の経営、今後の課題等について概説的、包括的に学ぶ。学芸員資
格取得の希望者を対象とするが、同時に、博物館と関係する多様なジャンル（自然
史、生物、科学、考古・歴史、文化、美術など）とその研究・実践、ディスプレイ
等に関心のある学生、視聴者等、一般の受講者もターゲットとする。

1 7 1 0 2 3 0
貧困の諸相（’２３）

〈２２０〉
駒村　康平

〔放送大学客員教授
慶應義塾大学教授〕

渡辺　久里子

〔放送大学客員准教授
神奈川大学助教 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月23日（火）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　貧困や格差とその解決はいつの時代も大きな問題ですが、その原因、その弊害
は時代とともに変わります。貧困や格差の原因とその解決の歴史、現代社会にお
ける貧困の概念、定義、測定方法、新たな貧困・格差問題、貧困を解決する政
策などについて考えていきます。
※�所得階層間で、生活空間が共有されなくなると、社会の分裂がおき、貧困を身

近に感じる人と貧困を経験したことがない人の間の交流がなくなります。このよう
な分裂そのものにより、豊かな人にとっては、貧困を特別な人の問題とし、自分に
関係ない問題にしてしまいます。貧困が当事者のみならず社会にどのような弊害
をもたらすのか考えてほしいと思います。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

心理と教育コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 2 9 3 5 8
教育調査の基礎（’２０）

〈３２０〉
藤田　武志

〔放送大学客員教授
日本女子大学教授〕

西島　央

〔放送大学客員教授
青山学院大学教授〕
2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）12：45～13：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　問題の設定から調査手法の選定、調査を進める手順と分析方法など、教育調
査の考え方と技法について学ぶ。また、実際の分析事例に数多く接することによっ
て、教育の現状について理解するとともに、問題の立て方や分析方法について具
体的に学習する。実際に教育調査を行ってみたい現職教員などにも有益な内容と
する。
※統計学に関する科目をあわせて履修することが望ましい。

※�この科目は、心理と教育コース開設科目ですが、情報コースで共用科目となっ
ています。

【平均点】
2022年度1学期（71.0点）
2022年度2学期（70.4点）

5 5 2 0 0 1 0
生涯学習を考える（’１７）

〈３１０〉
岩永　雅也

（放送大学長）

岩崎　久美子
（放送大学教授）

2017年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、各回（15
回）の最後に実施す
るまとめのテストの
評点総計（60％）、計
４回出題される課題
に対するレポートの
評価（40％）の合算に
より行う。

　生涯学習は、知っているつもりでも本当はよく理解されていないという、現代にお
ける「知っているつもり」概念の一つである。その生涯学習について、その基本的
な意味がどんなのものであり、どのようにして、またどんな背景の元に形成されたの
か、その基本的な理念は時代とともにどう変化してきたのか、さらに、現在、具体的
場面でそれがどう実施されているのか、そこにどのような問題点があるのか、今後
生涯学習はどのように展開していくのか、といったさまざまな観点から、多角的に考
えていこうというのが本講義の趣旨である。オンライン科目であるため、非同期なが
ら双方向性は最大限に生かしたいと思う。
※�本科目は、社会教育主事資格および学芸員資格に関連する学部科目としての

認定を申請する科目である。本科目履修後に、「社会教育経営実践論（’22）」
「生涯学習支援の理論と実践（’22）」の履修を勧めたい。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

※�この科目は、心理と教育コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。通信指導は行わない。

1 5 2 9 2 4 2
地域コミュニティと

教育（’１８）
〈３２０〉
玉井　康之

〔 放送大学客員教授
北海道教育大学副学長〕

夏秋　英房

〔放送大学客員教授
國學院大學教授 〕

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は、人間の成長・発達といった、社会的な作用（教育）を中心的に担う
家庭と学校が、人間の共同生活の場としての「地域コミュニティ」と、どのように関
連しているかを「地域教育」および「コミュニティ教育」といった視点から明らかに
することにある。これまでも、学校・家庭・地域の「連携・融合」の必要性が叫ば
れてきたが、これは子どもだけではなく大人を含め、人間形成に果たす地域コミュ
ニティの教育力が極端に弱体化した、というよりも、地域社会そのものが成立しなく
なるなかで、日常生活の場としての地域コミュニティが、これまで保有してきた「教
育機能」を再生させることの必要性について考察する。
※�履修者が、身近な地域社会（出身地や現住地）での生活体験、とくに教育・学

習体験をふりかえり、普遍化して、その地域の課題や問題を認識し、その解決
の方策を探求するための、「基本的知識」と「実践力」をつけることを目指す。
そのために、以下の関連科目を学習することを勧める。

　� 「発達科学の先人たち（’16）」「新時代の生徒指導（’23）」「教育社会学概論
（’19）」（いずれも学部開設科目）

※�この科目は、心理と教育コース開設科目ですが、社会と産業コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（94.3点）
2022年度2学期（94.8点）

1 5 2 9 2 5 0
現代の家庭教育（’１８）

〈３１０〉
田中　理絵

〔放送大学客員教授
西南学院大学教授〕

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）23：15～24：00

［第2学期］
2024年1月21日（日）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　家族は子どもが生まれると同時に所属する集団であり、子どもの発達にとっても
最も基礎的かつ重要な集団である。子どもが家族集団のなかで習得した価値・規
範や思考・行動様式は、その後の子どもの発達を大きく規定し、方向づけていく。
家族は子どものベースを形成し、一定の方向に向けていくのである。
　この講義では、家庭教育を家族集団のなかでの子どもの発達に関わる事象とし
てとらえ、現代社会の子どもの発達過程およびその過程に関わる諸問題─親の問
題、家族集団の問題、社会の問題─を取り上げて、実証的に考えていく。
※�発達心理学や臨床家族社会学といった隣接科目を履修しつつ、あるいは履修し

た上で本講義を受講すれば理解しやすいだろう。また、新聞、テレビ等で報道さ
れる家族や子どもに関する今日的な諸問題あるいは投書欄等の人々の、家族や
子どもについての意見に関心を払いつつ講義を聞けば、より一層理解が深まる
だろう。

【平均点】
2022年度1学期（81.5点）
2022年度2学期（83.3点）

1 5 2 9 6 7 6
新時代の生徒指導（’２３）

〈３２０〉
東　宏行

〔放送大学客員教授
埼玉県立大学教授〕

伊東　毅

〔 放送大学客員教授
武蔵野美術大学教授〕
2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（水）12：45～13：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代の生徒指導は、その対象が広範囲に及ぶ。かつて不良、非行等の問題行
動への対応を中心とした生徒指導は、近年はいじめや不登校問題が中心的問題
となり、対象とする問題の範囲はひろがりつつある。そのため、生徒指導の意義や
方法も変化を迫られている。教育相談という領域を含み、専門職との連携において
も様 な々取り組みが展開している。ICTを活用した教育の展開、家族関係の変化、
多様化する子どもたちの状況等を背景とした現代の生徒指導上の諸問題を整理
し、コロナ禍の中で幕を開けた2020年代の生徒指導を展望するための視点を考え
る。
※�日常の学校教育の出来事や子どもたちの諸問題に関心を持っている方であれ

ば、特別な予備知識がなくても履修可能である。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　専門科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 2 9 5 4 4
乳幼児の保育・教育（’２１）

〈３１０〉
野口　隆子

〔放送大学客員教授
東京家政大学教授〕
2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）0：00～0：45

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義は、乳幼児期の子どもの発達を主軸としながら、子どもを取り巻く社会、
環境、制度、文化、歴史について解説する。保育・教育の場の実践事例を取り上
げることで、園の多様性を理解し、子どもの発達に適した環境について学ぶ。保育
をめぐる世界の動向について触れ、日本における乳幼児期の保育・教育の特徴に
ついて考察を深める。
※�テキストを読み理解するため、高校卒業程度の読解力を有していることが前提

である。【平均点】
2022年度1学期（93.1点）
2022年度2学期（93.8点）

1 5 2 9 3 4 0
学校と法（’２０）

〈３３０〉
坂田　仰

〔放送大学客員教授
日本女子大学教授〕

※�この科目は「学校と法（'16）」
の改訂科目です。

「学校と法（’16）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）12：00～12：45

［第2学期］
2024年1月18日（木）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（記述式）

　いじめ、体罰、学校事故等、学校を舞台とした様 な々トラブル、紛争がマスメディ
アを賑わしている。この科目では、全15回の講義を通じて、いわゆる学校教育紛争
を法学と教育学の学際的観点から分析する。その際、可能な限り現実に生じた学
校教育紛争を例示するとともに、学校運営の実務に依拠しつつ検討を行う。また、
日本に先駆けて教育訴訟が頻発するようになったアメリカ合衆国の裁判例、学校
運営において近年注目を集めている、「学校教育の法化現象」、「スクール･コンプ
ライアンス」等についても言及していく。なお、主たる受講者として、教員採用試験、
学校管理職試験の受験希望者を想定している。
※全15回を改訂しています。
※�本科目は幼稚園教諭免許状取得に係る特例科目に対応しています（保育士有

資格者対象）が、一般の学生も履修することができます。
【平均点】
2022年度1学期（71.2点）
2022年度2学期（70.7点）

1 5 2 9 6 9 2
教育の行政・政治・経営（’２３）

〈３２０〉
青木　栄一

〔放送大学客員教授
東北大学教授 〕
川上　泰彦

〔放送大学客員教授
兵庫教育大学教授〕

「教育の行政・政治・経営（’19）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）12：00～12：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代の教育を、法制度やその運用実態に着目して学ぶ授業科目である。近年
は様 な々教育改革が矢継ぎ早に実行に移されている。その背景としては、政治主
導や新しい公共管理の進展など教育をめぐる統治（ガバナンス）の変化や、それを
受けた教育行政・学校経営の変容が指摘できる。この授業では教育に関する法
制度やその運用の実態を基本から学ぶことで、現代の教育政策や教育改革への
理解を深めるとともに、その論点や今後の課題を考えていく。
※�本科目に関係する科目を自分の関心に沿って受講することが望ましい。教育分

野については「学校と社会を考える（’17）」「教育社会学概論（’19）」「日本の
教職論（’22）」「学校と法（’20）」「生涯学習を考える（’17）」等を、他分野につ
いては「政治学入門（’22）」「新時代の組織経営と働き方（’20）」「子育て支援
－法と政策を学ぶ（’20）」がある。

1 5 2 9 6 8 4
日本の文化と教育（’２３）

〈３２０〉
矢口　徹

〔放送大学客員教授
早稲田大学教授 〕

辻　智子

〔放送大学客員教授
北海道大学教授 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）6：00～6：45

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（記述式）

　子どもが大人になるとはどういうことなのか、社会教育の観点から、日本の文化と
教育を歴史的に考察することを目的とする。明治期以降の日本では、学校教育の
整備と拡充に力点がおかれ、地域における社会教育はそれを補足する存在として
捉えられてきた。しかし、学校教育の普及は画一化、序列化の問題をもたらし、子
ども、若者が生きていく力そのものが問われている。ここでは、社会の中で子ども、
若者が大人になることの意味を歴史的に理解するために、若者から青年への変
化、少年、少女像の登場、児童の生活と文化への注目、勤労青年の社会教育に
ついて具体的事例を取り上げながら講義を進めたい。
※�学部開設科目である。教育領域の中で、他の「社会教育系」、「生涯学習系」

の科目と比較して、「青年教育」、「文化史」、特に歴史的観点に力点を置いた
科目として開設する。関連科目として、「生涯学習を考える（’17）」、「地域コミュ
ニティと教育（’18）」がある。

※�この科目は、心理と教育コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。

1 5 2 9 0 7 2
カリキュラムと学習過程（’１６）

〈３３０〉
浅沼　茂

（放送大学客員教授）

奈須　正裕

〔放送大学客員教授
上智大学教授 〕

2016年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）12：00～12：45

［第2学期］
2024年1月19日（金）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　優れた学習とはなにか。それは、一時間の授業を細かく輪切りにして部分の単な
る積み重ねで成り立つものなのであろうか。優れた学習の成立には、優れたカリキュ
ラムが必要不可欠である。多くの授業研究は、カリキュラムの役割をないがしろにし
ていないだろうか。カリキュラムは、部分的知識の集合ではなく、個々人の学習過
程の根幹をなす哲学であり、有機的な組織体の生きた学習経験である。カリキュラ
ムは、学校が出来上がる以前からあった。優れた学習は、生きた人間の感情とそ
の感情を取り巻く知識や技能の道具立てによってその質の良し悪しが決まる。しか
し、それは決して部分の足し算ではない。カリキュラムは何よりも個々人の経験の中
において実現する。カリキュラムは、何よりも、子どもの主観性の中にどのような変化
が生じているのかを探ることによって明らかになる。優れた教師の優れた実践の理
想は、一人ひとりの学びの中において実現する。それを検証したい。

【平均点】
2022年度1学期（83.9点）
2022年度2学期（84.4点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

心理と教育コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 2 9 5 3 6
道徳教育論（’２１）

〈３３０〉
貝塚　茂樹

〔放送大学客員教授
武蔵野大学教授 〕

林　泰成

〔放送大学客員教授
上越教育大学学長〕
2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）0：00～0：45

［第2学期］
2024年1月20日（土）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　道徳教育の理論と歴史及び学校教育における道徳授業の目的と方法、評価に
関する基本的な内容を学ぶことを目的とする。具体的に本科目では、諸外国の道
徳教育の動向なども視野に入れながら、特に、2018年度（小学校）、2019年度（中
学校）から授業が開始された「特別の教科　道徳」設置の歴史的な経緯と構造
について十分な理解を得るとともに、今後の道徳教育の展望と課題などについても
考察する。
※�本科目に関係する学部開設科目として、「新時代の生徒指導（’23）」などが開

講されている。

【平均点】
2022年度1学期（89.1点）
2022年度2学期（81.2点）

1 5 2 9 3 3 1
肢体不自由児の教育（’２０）

〈３２０〉
川間　健之介

〔放送大学客員教授
筑波大学教授 〕
長沼　俊夫

〔放送大学客員教授
日本体育大学教授〕
2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉 

〔第2学期〕
（土）12：45～13：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　近年、肢体不自由特別支援学校等においては、在学者の障害の重度・重複化、
多様化の傾向が顕著になってきており、幼児児童生徒一人一人の実態に即した
指導上の創意工夫が、より一層求められている。ここでは肢体不自由児の教育に
必要な基礎的・基本的事項について、全15回にわたって講義する。肢体不自由
児の教育の実際を概観しながら、肢体不自由児の生理・病理と心理、教育課程、
指導法等について学習を進めていく。
※ � 「特別支援教育総論（’19）」及び「特別支援教育基礎論（’20）」を学んでおくこ

とが望ましい。特別支援教育の基礎を習得するのに役立つ。また、大学院科目
「障害児・障害者心理学特論（’19）」も、肢体不自由児の心理を理解する上で
参考になる。【平均点】

2022年度1学期（82.9点）
2022年度2学期（93.3点）

1 5 2 9 3 8 2
特別支援教育基礎論（’２０）

〈３２０〉
安藤　隆男

〔放送大学客員教授
筑波大学名誉教授〕
2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）19：30～20：15

［第2学期］
2024年1月21日（日）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目では、特別支援教育をはじめて学ぶ受講者に対して、特別支援教育の
理念と本質を理解するために、（１）特別支援教育の理念・歴史・制度（総論）、（２）
特別支援教育の現状と障害の特性に応じた指導・支援（各論）から内容を構成し
た。前者では、わが国における特別支援教育制度に至る歴史・制度等の系譜を
概観し、インクルーシブ教育システム構築における特別支援教育の役割を整理する
ほか、教育課程の編成と自立活動の展開を講述する。後者では、特別支援教育
の各形態の現状と課題を概観した上で、特別支援教育の対象となる各障害種に
着目し、各障害の理解と指導について詳述する。

【平均点】
2022年度1学期（72.9点）
2022年度2学期（87.3点）

1 5 2 9 3 2 3
特別支援教育総論（’１９）

〈３２０〉
加瀬　進

〔放送大学客員教授
東京学芸大学教授〕

髙橋　智

〔放送大学客員教授
日本大学教授 〕

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）6：00～6：45

［第2学期］
2024年1月20日（土）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　平成19年度の「特別支援教育」制度化以降、特別支援学校、特別支援学級
への入学児童生徒が急増している。それに加え、全国の幼稚園、小学校、中学
校及び高等学校等においても障害のある幼児児童生徒一人一人のニーズに応じ
た適切な指導と支援が求められるようになってきている。本科目は、わが国における
現代の特別支援教育について、その意義、対象となるそれぞれの障害の概要、そ
して教育内容・方法等の基本的事項について解説する総論として位置づけられ
る。特別支援学校教諭免許取得をめざす層にも、障害児の教育的支援を初めて
学ぶ学習者にもわかりやすく解説する。
※ � 「特別支援教育基礎論」「肢体不自由児の教育」「知的障害教育総論」も履修

することが望ましい。【平均点】
2022年度1学期（88.1点）
2022年度2学期（93.8点）

1 5 2 9 3 7 4
知的障害教育総論（’２０）

〈３２０〉
太田　俊己

（放送大学客員教授）

佐藤　愼二

〔 放送大学客員教授
植草学園短期大学特別教授〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）19：30～20：15

［第2学期］
2024年1月21日（日）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　特別支援学校教諭免許取得の関連科目である。知的障害のある幼児児童生
徒の教育課程・指導法を主に、心理面も扱っている。知的障害のある幼児児童
生徒が通う特別支援学校における教育課程や指導法をはじめ、心理的側面、周
辺の障害にも触れ、併せて今日的な関連内容である授業改善のあり方、知的障害
特別支援学級の教育、キャリア教育や高等部教育、さらに個別の諸計画、インク
ルーシブ教育システムの話題も含めた内容となっている。
※�特別支援学校教諭免許状の取得に関連する科目のため、学ぶべき事柄が盛り

込まれ、必要な専門用語も用いられます。そのため、ご自身でも関連の図書や
情報などで学習を補い、広げ、また深めるようにされて下さい。【平均点】

2022年度1学期（91.9点）
2022年度2学期（95.5点）

1 5 2 9 6 5 0
日本の教職論（’２２）

〈３２０〉
大野　裕己

〔放送大学客員教授
滋賀大学教授 〕
露口　健司

〔放送大学客員教授
愛媛大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ※〈字〉

テレビ・ラジオ等
による放送は行
わない。開講期
間中にインター
ネットで受講する
こと。

［第2学期］
2024年1月21日（日）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　日本における学校教育や教職の社会的意義を踏まえて、教職の実態と特性に
ついて理解を深めるとともに、教職に対する動機付けに寄与する。
　以上の目的に基づき、第Ⅰ部「教員の職能（どのような資質能力が必要か？）、第
Ⅱ部「教員の職務（どのような仕事を遂行しているのか？）」、第Ⅲ部「教員の職場（誰
と働いているのか？）」、第Ⅳ部「教員の職業（どのような職業なのか？）」の4部構
成によって講義する。
※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定で

視聴する科目です。そのため、受講には、インターネットなどの受講環境が必要で
す。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。

※�本科目は幼稚園教諭免許状取得に係る特例科目に対応しています（保育士有資
格者対象）が、一般の学生も履修することができます。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（92.6点）
2022年度2学期（80.5点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　専門科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 2 9 6 6 8
幼児教育の指導法（’２２）

〈３２０〉
師岡　章

〔放送大学客員教授
白梅学園大学教授〕

※�この科目は「幼児教育の指
導法（'15）」の改訂科目です。

「幼児教育の指導法（’15）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）23：15～24：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　保育内容の指導法、及び幼児期の発達特性を踏まえた教育の方法に関し、情
報機器の活用を含めて講述する。具体的には、まず「幼稚園教育要領」及び幼
児期の発達特性を踏まえた幼児期の教育の基本について検討する。次に、保育
現場の現状と課題を整理した上で、主たる保育内容の指導法を考察する。次に、
幼児期の教育において活用すべき情報機器と取り扱い方法を検討する。さらに幼
児期の教育と小学校教育の円滑な接続を図るための方法を考察する。最後に、ま
とめとして保育方法の改善に資する教師の協力体制のあり方を考える。
※�改訂回は1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、13、14、15回です。
※�本科目は幼稚園教諭免許状取得に係る特例科目に対応しています（保育士有資

格者対象）が、一般の学生も履修することができます。

【平均点】
2022年度1学期（91.6点）
2022年度2学期（90.5点）

1 5 2 9 1 4 5
教育課程の意義及び
編成の方法（’１５）

〈３２０〉
福元　真由美

〔放送大学客員教授
青山学院大学教授〕

2015年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

［第2学期］
2024年1月21日（日）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　幼稚園教育における教育課程の意義及び編成の方法に関して、基本的な事項
を取り上げて解説する。創意工夫を生かした特色ある教育活動を進めるために、
園や地域の実態等に即して教育課程を編成し、実施していくことは重要である。そ
こで、幼稚園を基盤とした教育課程開発を中心に、具体的な事例を紹介しながら
解説するとともに、保育の質の向上に向けた教育課程の評価と改善についても取
り上げる。なお本科目は、子ども・子育て支援新制度における保育教諭となるため
に、保育士資格を有し、幼稚園教諭免許状の取得を希望する者を受講対象として
いる。
※�本科目は幼稚園教諭免許状取得に係る特例科目に対応しています（保育士有資

格者対象）が、一般の学生も履修することができます。
※本科目には印刷教材はありません。
※�本科目の授業は、インターネット上で提供される諸情報による学修をし、双方向

性を生かした設問解答等により行います。通信指導に合格し、単位認定試験
に合格した者には所定の単位が与えられます。

　�　なお、卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」としてでは
なく「授業形態を問わない単位数」として取り扱いますので注意してください。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（94.0点）
2022年度2学期（90.7点）

1 5 2 9 1 5 3
幼児理解の理論及び

方法（’１５）
〈３２０〉
中澤　潤

〔 放送大学客員教授
 植草学園大学・
 植草学園短期大学学長
 千葉大学名誉教授 〕

砂上　史子

〔 放送大学客員教授
千葉大学教授 〕

2015年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

［第2学期］
2024年1月20日（土）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は、「幼稚園教諭の普通免許状に係る所有資格の期限付き特例」により
幼稚園教諭免許を取得しようとする保育士を対象とする。まず幼児理解の基盤と
なる発達心理学、臨床心理学等の理論を解説する。加えて、幼稚園教諭の専門
性としての幼児理解のあり方を幼児教育の特質と関連づけて解説し、検討する。
次に、幼児理解の具体的な技法である観察、面接を解説する。さらに、幼児理解
に関連する幼児教育の実践として、映像によるカンファレンス、幼稚園幼児指導要
録について解説する。さらに、特別支援教育、幼小接続における幼児理解のあり
方についても検討する。
※�本科目は幼稚園教諭免許状取得に係る特例科目に対応しています（保育士有資

格者対象）が、一般の学生も履修することができます。
※本科目には印刷教材はありません。
※�本科目の授業は、インターネット上で提供される諸情報による学修をし、双方向

性を生かした設問解答等により行います。通信指導に合格し、単位認定試験
に合格した者には所定の単位が与えられます。

　�　なお、卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」としてでは
なく「授業形態を問わない単位数」として取り扱いますので注意してください。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。【平均点】

2022年度1学期（93.6点）
2022年度2学期（92.4点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

心理と教育コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 2 9 6 4 1
学校図書館サービス論（’２１）

〈３２０〉
前田　稔

〔 放送大学客員教授
東京学芸大学教授 〕

堀川　照代
（放送大学客員教授）

2021年度開設科目

2 テレビ※ 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

［第2学期］
2024年1月18日（木）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（記述式）

　読書習慣の形成や探究的な学びの実現が、近年の学校教育においてあらゆる
学習活動の基盤をなすものとして重視されている。学校図書館が提供するサービ
スの水準次第で、教育全体の質が大きく左右されるという認識が定着してきた。本
科目では学校図書館についての基本的な知識をふまえつつ、児童生徒及び教職
員への直接的・間接的なサービス活動についての見方・考え方を通じて、子供を
とりまくひとりひとりが何をすべきか、何ができるかという点について講義を行ってい
く。
　平成２７年に学校図書館法が改正され、学校司書が正式に法制化された。「学
校司書の資質の向上を図るため、研修の実施その他の必要な措置を講ずる」（同
法第６条２項）と定められたことに対応する科目である。学校図書館サービスの中
核を担う学校司書の専門的な職務内容の紹介を通じて、社会に開かれた教育課
程における主体的・対話的で深い学びの実現への理解を深める。また、文部科
学省『学校図書館ガイドライン』や東京学芸大学『授業に役立つ学校図書館活用
データベース』と連動した発展的な学習を企図している。
※�本科目は学校司書の養成と資質能力の向上に向けて文部科学省が定める「学

校司書のモデルカリキュラム」10科目20単位のうちの「学校図書館サービス論」
の内容を踏まえた授業科目として開講している。本科目以外の9科目について
は、司書資格科目・教職課程科目・司書教諭資格科目からの読み替えが可能
であるが、「学校図書館サービス論」に関しては他からの読み替えが不可である
ため、放送大学において特に開設したものである。「学校司書のモデルカリキュ
ラム」は、学校司書採用の際の学校教育側での活用が想定されている。

※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定
で視聴する科目です。そのため、受講には、インターネットなどの受講環境が必
要です。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。

【平均点】
2022年度1学期（68.5点）
2022年度2学期（63.6点）

1 5 2 9 5 9 5
学校リスク論（’２２）

〈３２０〉
内田　良

〔 放送大学客員教授
名古屋大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）12：45～13：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　この講義の目的は、学校管理下のリスクを幅広く「見える化」し、そのリスク管理
のあり方を検討することです。講義は次の２つの観点から特徴づけられます。第一
に、自然科学と社会科学の両者の考え方を柔軟に取り入れていきます。教育学に
加えて、安全工学・スポーツ科学・法律学等の知見を活用して、学校の安全を追
求していきます。第二に、生徒だけではなく教師のリスクにも着目します。教師が健
全であってはじめて子どもを守ることができるという考え方です。このようにさまざま
な角度から学校管理下のリスクを直視し、課題の解決を模索します。
※�高校卒業程度の数学の知識を有していることに加えて、自然科学と社会科学に

幅広く関心があることを求めます。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（92.5点）
2022年度2学期（88.1点）

1 5 2 9 6 1 7
社会教育経営実践論（’２２）

〈３２０〉
佐藤　晴雄

〔 放送大学客員教授
帝京大学教授 〕
佐々木　英和

〔 放送大学客員教授
宇都宮大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ※ 〈字〉

テレビ・ラジオ等
による放送は行
わない。開講期
間中にインター
ネットで受講する
こと。

［第2学期］
2024年1月18日（木）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（併用式）

　本科目は、社会教育をめぐる諸課題を経営的視点から解説することによって、
様々な学びの場と機会の在り方について理論的かつ実践的な理解を深めることを
目的とする。
　講義では、社会教育関係職員や地域住民が社会教育施設を始めとする多様な
組織・企業等と連携・協働しながら、学習成果を地域づくりや地域学校協働活動
などに活かす知識・技能を習得するために必要な社会教育経営の基礎基本、社
会教育行政と地域づくり、学習事業の企画運営、広報戦略、地域人材の育成・
研修、学習成果の評価、地域ネットワークの形成、生涯学習関連施設の経営など
を取り上げていく。
※�社会教育に関する基本的事項を理解するに留めず、「経営」の視点から捉えよ

うとする新科目である。
※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定で

視聴する科目です。そのため、受講には、インターネットなどの受講環境が必要で
す。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。
※�本科目は、社会教育主事講習の対象科目ではありませんので、ご注意ください。
　�社会教育主事講習（一部科目指定講習）については、本学ウェブサイトにて詳
細をご確認ください。

【平均点】
2022年度1学期（67.7点）
2022年度2学期（66.9点）

1 5 2 9 6 2 5
生涯学習支援の理論と

実践（’２２）
〈３２０〉
赤尾　勝己

〔 放送大学客員教授
関西大学教授 〕
吉田　敦也

〔 放送大学客員教授
徳島大学名誉教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ※ 〈字〉

テレビ・ラジオ等
による放送は行
わない。開講期
間中にインター
ネットで受講する
こと。

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（記述式）

　本科目は、広く社会教育や生涯学習に関わる者に対し、子どもから大人に至る
学習者の多様な特性に応じた学習支援に関する知識及び技能の習得を図ること
を目的とする。そのため、生涯学習支援の基本的考え方、学習支援の理論、学習
プログラムの編成の仕方、参加型学習とファシリテーション技法などについて理論的
に扱うとともに、行政と市民によるまちづくりの実践の事例を用いて、米国の大学で
用いられるイノベーティブな学習支援技法について取り上げる。
※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定

で視聴する科目です。そのため、受講には、インターネットなどの受講環境が必
要です。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。
※�本科目は、社会教育主事講習の対象科目ではありませんので、ご注意ください。
　�社会教育主事講習（一部科目指定講習）については、本学ウェブサイトにて詳
細をご確認ください。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（66.0点）
2022年度2学期（57.4点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　専門科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 5 2 0 0 2 9
S D G sと教育（’２２）

〈３２０〉
及川　幸彦

〔 放送大学客員教授
奈良教育大学准教授 〕

鈴木　克徳※

〔 放送大学客員教授
特定非営利活動法人持続可能な開発
のための教育推進会議（ESD-J）理事

日本ESD学会副会長 〕
中澤　静男※

〔放送大学客員教授
奈良教育大学教授〕
※は専門担当講師
2022年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、小テスト
による評価（70％）、
第15回評価レポート
に基づく評価（30％）
により行う。
インターネットによ
る受講環境があれば、
自宅などでも受講と
レポート提出、単位の
取得が可能である。

　2015年の国連サミットにおいて、持続可能な社会の実現に向けて2030年まで
達成すべき世界共通の目標として「持続可能な開発目標（SDGs）」が掲げられた。
これは、17の目標と169のターゲットから構成され、「教育」は目標4「すべての人
に包摂的かつ公正な質の高い教育を保証し、生涯学習の機会を促進する」とされ
ている。しかし、教育は人材育成を通じてSDGsの17の目標すべての達成に貢献
するものと考えられる。したがって、SDGsにどう貢献するかという観点から教育をと
らえ直し、新たな価値付けを行うとともに、今後の教育の在り方や方向性を検討す
る。
※�全15回の講義をオンラインで受講し、講義ごとの小テストの受験と数回のレポート

を提出すること。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

【参考文献】
『理論と実践でわかる！SDGs/ESD―持続可能な社会を目指すユネスコス
クールの取組』（及川 幸彦【編著】/大牟田市SDGs・ESD推進委員会【著】
明治図書出版、2021年４月出版、2,156円（税込）ISBN：978-4-18-377117-9
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本

学ウェブサイトをご参照ください。

通信指導は行わない。

1 5 2 9 6 3 3
神経・生理心理学（’２２）

〈３２０〉
髙瀨　堅吉

〔放送大学客員教授
中央大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）1：30～2：15
（231ch）

（火）15：45～16：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　神経・生理心理学では、心の生物学的基礎についての学びを主題とします。講
義では、知覚、記憶、学習、感情、意識などの心の働きを担う脳の機能を中心に
学びます。また、睡眠、生体リズム、遺伝子と行動、心の発達、心の病気について
も、その生物学的基礎を紹介します。これらの知見に加えて、心の生物学的基礎
を明らかにするための研究手法についても触れ、神経・生理心理学の総合的理
解を目指します。講義内容は、公認心理師試験出題基準（ブループリント）の項目
を網羅し、臨床の現場に関連する話題も扱います。
※�心理学の概論的講義を履修済みであることが望ましいです。また、数学、物理

学、化学、生物学の知識が受講者に備わっていると、講義の理解は容易になりま
す。しかし、これらの予備知識については、放送授業や印刷教材で、そのつど説
明します。

【平均点】
2022年度1学期（91.5点）
2022年度2学期（91.1点）

1 5 2 9 4 0 4
錯覚の科学（’２０）

〈３２０〉
菊池　聡

〔 放送大学客員教授
信州大学教授 〕

※�この科目は「錯覚の科学
（’14）」の改訂科目です。

「錯覚の科学（’14）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）1：30～2：15
（231ch）

（水）15：45～16：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　私たちの脳が認識する世界と、客観的な世界の間にズレが生じること─それが
「錯覚」である。この錯覚の性質や特徴を知ることは、私たちがどのように世界を認
識しているのかを知ることにつながる。心理学の諸研究は、視覚や聴覚といった知
覚研究を中心に、記憶や思考など広汎な心的過程で生じる錯覚のメカニズムを明
らかにしてきた。これらの研究成果を概観することで、錯覚が私たちの日常生活や
社会、文化、芸術に与える影響を検討し、人の認知が持つ独特の仕組みについ
て理解を深めていく。
※全15回を改訂しています。

※�この科目は、心理と教育コース開設科目ですが、自然と環境コースで共用科目
となっています。【平均点】

2022年度1学期（82.1点）
2022年度2学期（87.8点）

1 5 2 9 7 0 6
知覚・認知心理学（’２３）

〈３２０〉
石口　彰

〔 放送大学客員教授
お茶の水女子大学名誉教授〕

※�この科目は「知覚・認知
心理学（’19）」の改訂科
目です。

「知覚・認知心理学（’19）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（日）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　人間は「考える」能力を持っています。考える能力には、大切な事柄を記憶する、
問題を解く、どちらが良いか判断する、旅行の計画を立てるなど、意識的に考える
能力のほか、見る、聞く、驚くなど、無意識的に考える能力があります。この「考え
る」ことが、広い意味での、知覚・認知機能なのです。知覚・認知心理学は、この
ような、「考える」ことを科学する学問領域です。この講義では、認知の低次過程と
いえる感覚・知覚や感情などの無意識的な機能から、問題解決や判断・意思決
定などのより高次で意識的な認知機能のしくみを、その発達過程や障害も含めて、
解説します。
※�履修にあたって、予備知識は特に必要としませんが、中学や高校の理系科目の

知識があると、理解がより深まると思います。ただし、実証科学の一員として、論理
的な思考は、不可欠です。レポートを書くうえでも、論理的なストーリー展開が、求
められます。また授業の予習復習に、印刷教材には学習課題を用意してあります
ので、それを活用してください。

※全15回を改訂しています。

 1 5 2 9 7 1 4
進化心理学（’２３）

〈３２０〉
大坪　庸介

〔 放送大学客員教授
東京大学教授 〕

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（土）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　この講義は進化心理学の概論である。ヒトの心のはたらきを生物進化という観点
からどのように理解できるかについて、進化のモデルと実証研究の知見を踏まえつ
つ概観する。
　生物学を学んだことがない学生を対象に、進化論の考え方から解説をはじめ、
その考え方がヒトの心のはたらき、社会行動の理解にどのように役立つかを論じる。
※�進化心理学の成り立ちは、部分的には既存の心理学の問題点（メタ理論を欠

いており、その知見を理論的に統合することができない）に対する反省と位置づ
けられる。そのような進化心理学の新規性を理解するためにも、心理学概論、
社会心理学などの科目を履修していることが望ましい。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

心理と教育コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 2 9 5 1 0
心理学統計法（’２１）

〈３２０〉
清水　裕士

〔放送大学客員教授
関西学院大学教授〕
2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）18：00～18：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　心理学で用いる統計的手法について、基礎的な理論から、実践的な分析手法
まで解説する。具体的には、心理学で用いるデータの種類とその要約方法、推測
統計学や統計的因果推論の理論的基礎、そして推測統計学による母集団の性質
の推定を実際に行うためのノウハウについて解説を行う。

※�この科目は、心理と教育コース開設科目ですが、情報コースで共用科目となっ
ています。【平均点】

2022年度1学期（76.9点）
2022年度2学期（76.7点）

1 5 2 9 3 9 0
心理学研究法（’２０）

〈３２０〉
三浦　麻子

〔 放送大学客員教授
大阪大学大学院教授〕
2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）18：00～18：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　心理学の諸領域で用いられている基礎的な研究法について講義する。学習者
が自らテーマを設定して研究を計画し、一連の科学的実証手続きを経てそれを遂
行できるようになることを目指して、心理学の研究者・実践家としての心構えを含め
て、スキルとテクニックを教授する。

【平均点】
2022年度1学期（84.0点）
2022年度2学期（83.7点）

1 5 2 9 4 1 2
社会・集団・家族心理学（’２０）

〈３２０〉
森　津太子

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　人間は社会的動物であり、常に他者との関係性のなかで生きている。本講義で
は、社会的動物である人間が、社会を構成する他者からどのように影響を受け、ま
たそうした社会をどのように認識しているのか。そして、集団としての行動は、個人
の行動とどのように異なるのかについて解説する。さらに、もっとも身近な社会であ
る家族の機能についても考えていく。
※本科目を履修する前に『心理学概論（’18）』を履修していることが望ましい｡

※�この科目は、心理と教育コース開設科目ですが、社会と産業コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（90.4点）
2022年度2学期（88.3点）

1 5 2 9 4 2 0
産業・組織心理学（’２０）

〈３２０〉
山口　裕幸

〔放送大学客員教授
九州大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）19：30～20：15

［第2学期］
2024年1月23日（火）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　産業･組織心理学は､ ①組織に所属する人々の行動の特性やその背後にある
心理､ あるいは人々が組織を形成し､ 組織としてまとまって行動するときの特性につ
いて研究する｢組織行動｣の領域､ ②組織経営の鍵を握る人事評価や人事処遇、
あるいは人材育成について研究する｢人的資源管理｣の領域､ ③働く人々の安全
と心身両面の健康を保全し、促進するための方略について研究する｢安全衛生｣
の領域､ そして､ ④よりすぐれたマーケティング戦略に生かすべく消費者心理や宣
伝･広告の効果を研究する｢消費者行動｣ の領域からなる｡ 本講義は、それらを
全体として統合しつつ､ 産業・組織心理学の理論と知見を体系的に解説する。
※�本科目を履修する前に「心理学概論（’18）」を履修することが望ましい｡また､
「社会・集団・家族心理学（’20）」と関連が深い。

※�この科目は、心理と教育コース開設科目ですが、社会と産業コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（95.9点）
2022年度2学期（85.8点）

1 5 2 9 5 8 7
学習・言語心理学（’２１）

〈３２０〉
高橋　秀明

（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は、人の行動が変化する過程を扱う学習心理学の領域と、言語の習得
における機序を扱う言語心理学の領域とを扱っている。言語を操ることは人間の特
質であると同時に、人間の行動とその変化とは人間心理を客観的に研究すること
のできる対象であり、心理学の中で基礎的な領域といえる。本科目は、このような観
点から人間の行動と言語、ならびに研究方法について概説するものである。本科
目のターゲットは、主に心理学を専攻し、心理学関連の資格（公認心理師、認定
心理士、ならびに本学認証制度「心理学基礎」）を目指すものであるが、心理学
に関心を持つ他コースの学生にとっても興味深い科目になると考えられる。
※�事前に、学部科目「心理学概論（’18）」「心理学研究法（’20）」を受講しておく

ことが望ましい。

※�この科目は、心理と教育コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（72.6点）
2022年度2学期（72.6点）

1 5 2 9 1 1 0
心理臨床と身体の病（’１６）

〈３３０〉
小林　真理子

〔放送大学客員教授
聖心女子大学教授〕
2016年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）18：00～18：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　めまぐるしい医療技術の進歩の中で、患者中心の医療が提唱されるようになり、
患者はその恩恵を受けると同時に、治療の選択や意思決定が求められ、病とどう
向き合っていくかという課題にも直面している。そのような医療現場において、心理
士の果たす役割は増えている。本科目では、医療における心理臨床について、が
ん、HIV/エイズ、周産期、生殖医療、遺伝医療、糖尿病、脳血管障害、更年期
障害といったさまざまな領域における患者・家族への支援の実際について学ぶ。
※「臨床心理学概論（’20）」を履修しておくことが望ましい。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

【平均点】
2022年度1学期（85.7点）
2022年度2学期（91.2点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　専門科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 2 9 2 1 8
乳幼児・児童の
心理臨床（’１７）

〈３２０〉
小林　真理子

〔放送大学客員教授
聖心女子大学教授〕

塩﨑　尚美

〔放送大学客員教授
日本女子大学教授〕
2017年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）18：00～18：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　子どもを取り巻く厳しい現状の中で、子どもを対象として援助活動をしている臨
床心理士は多く、その領域は拡大している。
　本科目では、前半に総論として、子どもの心の発達および子どもの心理療法の
理論と方法について概説する。後半に各論として、保健・保育、教育、医療、福
祉のさまざまな領域における子どもと家族への心理的支援の実際を紹介する。ま
た、児童虐待、発達障害、離婚・ひとり親家庭の子ども、震災後の心理支援等の
トピックスについても取り上げ、臨床心理士の果たす役割について論じる。
※「臨床心理学概論（’20）」を履修しておくことが望ましい。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

【平均点】
2022年度1学期（95.5点）
2022年度2学期（94.0点）

1 5 2 9 2 9 3
思春期・青年期の
心理臨床（’１９）

〈３２０〉
大山　泰宏

（放送大学教授）

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）0：00～0：45

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　思春期・青年期は、子どもから大人に変容する時期であり、この時期特有のさ
まざまな心理的問題が出現することがある。この科目では、心理臨床の実践の視
座からこの時期を捉え、この時期がはらむ問題について考究する。
※�思春期･青年期は、大人であれば誰でも通過してきたはずの時期である。その

時期にあった自分自身のことを思い出しながら履修することが望ましい。また、関
連科目として、「乳幼児・児童の心理臨床」「中高年の心理臨床」を併せて受
講すると、人間の一生における心理的テーマに関する理解が得ることが期待で
きる。

【平均点】
2022年度1学期（89.5点）
2022年度2学期（88.3点）

1 5 2 9 4 5 5
中高年の心理臨床（’２０）

〈３２０〉
宇都宮　博

〔放送大学客員教授
立命館大学教授 〕

大川　一郎

〔放送大学客員教授
埼玉学園大学教授〕
2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）23：15～24：00

［第2学期］
2024年1月21日（日）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　中年期から老年期にかけて位置する人々の心理について、彼らを取り巻く社会
的、時代的状況や、社会問題となっているライフイベントなどに焦点を当て、心理
臨床的課題を明らかにするとともに実際の支援のあり方について、関連の理論や
質的、量的な実証データなどを用いて講ずる。
※�臨床心理学領域では、ライフサイクルの視点から「乳幼児・児童の心理臨床」と
「思春期・青年期の心理臨床」も開講されている。それらの展開科目として位置
づけられているため、ライフサイクルの観点から上記の２科目についても学習し、
生涯発達的な視座から理解を深めていただきたい。

【平均点】
2022年度1学期（88.5点）
2022年度2学期（82.8点）

1 5 2 9 4 3 9
認知行動療法（’２０）

〈３２０〉
下山　晴彦

〔 放送大学客員教授
跡見学園女子大学教授〕

神村　栄一

〔 放送大学客員教授
新潟大学大学院教授〕

※�この科目は「認知行動療法
（’14）」の改訂科目です。

「認知行動療法（’14）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）18：00～18：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　認知行動療法の成立発展の歴史、理論、技法、実践手続きを具体的に解説し、
行動療法、認知療法、第３世代の技法群から構成される認知行動療法全体の概
要を解説する。視聴者が認知行動療法の理論背景を知るだけでなく、現場取材、
インタヴュー、ドラマ等を積極的に組み込んで臨床現場で行われる実践手続きを具
体的に知ることができるような構成とする。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（82.6点）
2022年度2学期（84.7点）

1 5 2 9 4 4 7
臨床心理学概論（’２０）

〈３２０〉
倉光　修

（放送大学特任教授）

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）18：00～18：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義では、臨床心理学という学問の成り立ちやそこに含まれる代表的な理論
と実践について解説する。まず、第１章では臨床心理学の定義に触れ、種々の心
理アセスメントならびに心理療法・心理カウンセリングの成り立ちについて略述し、
以下の章でそれらをより詳しく述べる。すなわち、第2章から第4章では種々の心
理アセスメントについて、第5章から第10章では諸派の心理療法・カウンセリング
の理論とアプローチについて、第11章から14章では、さまざまな臨床現場でどのよ
うな要請と理論に基づいてどのような実践が展開されているかを述べる。さらに、
第15章では、全体を振り返って、この学問の特徴について再度論じる。
　本講義は概論にとどまるので、公認心理師や臨床心理士など、いわゆる「心の
専門家」になることを志す方々は、臨床心理学の諸領域についてさらに深く学び、
資格取得後も研鑽と実践を積み重ねていただきたい。

【平均点】
2022年度1学期（77.9点）
2022年度2学期（81.1点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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コ
ー
ス

心理と教育コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 2 9 4 6 3
心理職の専門性（’２０）
－公認心理師の職責－

〈３２０〉
吉川　眞理

〔放送大学客員教授
学習院大学教授 〕

平野　直己

〔 放送大学客員教授
北海道教育大学教授 〕
2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）0：00～0：45

［第2学期］
2024年1月23日（火）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　心理専門職としての臨床心理士と公認心理師を対比しつつ、心理職における
専門性について理解を深め、保健医療、福祉、教育、司法、産業・労働分野に
おける心理専門職の実際のはたらきについて知るとともに、実践において求められ
る法制度の知識と、心理専門職としての倫理と基本的姿勢を学ぶ。

【平均点】
2022年度1学期（78.8点）
2022年度2学期（78.4点）

1 5 2 9 4 7 1
心理的アセスメント（’２０）

〈３２０〉
森田　美弥子

〔 放送大学客員教授
中部大学特任教授

名古屋大学名誉教授〕
永田　雅子

〔放送大学客員教授
名古屋大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）12：00～12：45

［第2学期］
2024年1月21日（日）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　心理的アセスメントとは何をすることなのか？　心理的支援実践においてアセスメ
ントは必須の行為である。クライエントがどういう人であるのか、どのような問題を抱
えているのか、といったことを把握しないことには支援の方針計画をたてようがない。
では、具体的にどのような方法があるのか、そこで何に留意するとよいのか概説す
る。

【平均点】
2022年度1学期（83.2点）
2022年度2学期（85.6点）

1 5 2 9 4 8 0
司法・犯罪心理学（’２０）

〈３２０〉
廣井　亮一

〔 放送大学客員教授
立命館大学特任教授〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）6：00～6：45

［第2学期］
2024年1月19日（金）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　公認心理師法における「司法・犯罪分野」の要点を踏まえて、少年事件、刑事
事件、家庭紛争事件の3部で構成する。
　第1部は、司法における犯罪心理学、非行臨床をもとに少年事件を取り上げる

（第1回～第4回）。第5回では犯罪者・非行少年の更生に関わる専門家の活動
を紹介する。
　第2部は、児童虐待、高齢者虐待、離婚と面会交流などの家庭紛争事件、さら
に体罰問題など学校に関わる問題への対応を解説する（第6回～第9回）。 　
第3部は、攻撃性をもとに犯罪の4類型を理解したうえで、ストーカー犯罪、凶悪事
件の精神鑑定例、犯罪被害者への贖罪を取り上げる。また、司法における心理臨
床家の活動も紹介する。最後に現在の司法の潮流である司法臨床、治療的司
法、加害者臨床をもとに、司法・犯罪心理学の展望と課題を解説する（第10回～
第15回）。
※�新聞等で少年や成人の事件、家庭での虐待事件等の報道を読み、現代の少

年非行、成人犯罪、家庭事件の特徴を考えておく。さらに、講義で関心をもった
テーマを各自でさらに深く学ぶこと。

【平均点】
2022年度1学期（93.1点）
2022年度2学期（94.9点）

1 5 2 9 5 0 1
心理カウンセリング

序説（’２１）
－心理学的支援法－

〈３２０〉
大山　泰宏

（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）1：30～2：15
（231ch）

（月）15：45～16：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　この授業では、臨床心理学におけるカウンセリング、心理療法を中心とした、心
理学的な相談･支援に関する基礎とその展開について講じる。対象者に対する心
理学的な支援の中核にはカウンセリングがありつつも、それは、支援の形や対象と
なる領域によって、さまざまな展開をみせている。そこでは、どのような専門性が求
められ、どのような学びをおこなっていけばいいのだろうか。こうしたテーマについて
包括的に論じる。
　なお本科目は、公認心理師学部カリキュラムのうち｢心理学的支援法｣に対応す
る。
※�この科目は、公認心理師の学部カリキュラム「心理学的支援法」に対応していま

す。他の関連科目も積極的に履修してください。

【平均点】
2022年度1学期（82.6点）
2022年度2学期（86.0点）

1 5 2 9 4 9 8
感情・人格心理学（’２１）

〈３２０〉
大山　泰宏

（放送大学教授）

佐々木　玲仁

〔 放送大学客員准教授
九州大学大学院准教授〕

2021年度第2学期開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）12：00～12：45

［第2学期］
2024年1月20日（土）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義では感情心理学および人格心理学について論ずる。ここで取り扱う感情
とは「そのときどきの気持ち」のことであり、人格とは「それぞれの人がら」のことで
ある。これらのことについて、どのような概念なのか、あるいはどのように測定するの
か、そしてどのように発達していくのかなどについてそれぞれの観点から述べる。ま
た、感情については、その種類や表し方、記憶との関連など、人格については、そ
れをどのように記述するのか、環境との関連、心理療法との関連など、様々なテー
マで論じていく。また、感情と人格の繋がりや日常生活との関連についても取り扱
う。
※人間に対する率直な知的好奇心があれば、予備知識等は特に必要としない。【平均点】

2022年度1学期（85.3点）
2022年度2学期（93.5点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　専門科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 2 9 5 2 8
心理臨床における

法・倫理・制度（’２１）
－関係行政論－

〈３２０〉
津川　律子

〔放送大学客員教授
日本大学教授 〕
元永　拓郎

〔放送大学客員教授
帝京大学教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）0：00～0：45

［第2学期］
2024年1月18日（木）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　この講義は、公認心理師（国家資格）受験に必要な「関係行政論」である。心
理臨床を行う上で知っておくことが必要な、法律・倫理・制度について概説する。
人の一生において年代を軸とした心理臨床に関する講義と、保健医療、福祉、教
育、司法・犯罪、産業・労働など各分野における心理臨床を軸とした講義を２つ
の柱として、心理臨床に役立つ内容を網羅する。
※�この講義は、臨床心理学の基本的知識を有した上で、心理臨床（特に面接と

査定）についての基本を身につけて受講することで、学びをより効果的に深める
ことができる。

【平均点】
2022年度1学期（87.1点）
2022年度2学期（88.8点）

1 5 2 9 5 6 0
福祉心理学（’２１）

〈３２０〉
村松　健司

〔放送大学客員教授
東京都立大学教授〕

坪井　裕子

〔 放送大学客員教授
名古屋市立大学教授 〕
2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）12：00～12：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　福祉心理学は社会福祉領域における実践的な応用心理学の一領域であり、社
会福祉の価値や理念、法・制度および理論・支援と心理学における理論・支援
を融合した学問でもある。ここでは、社会福祉の価値や理念、法制度を含めて、
福祉現場で生じる様々な問題とその背景および必要な支援について理解を深め
る。
ターゲット層：公認心理師・臨床心理士の資格を希望する者
※�テキストを事前に読んでおくこと。また、毎々取り上げる内容について、事前に学

習しておくことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（86.2点）
2022年度2学期（91.0点）

1 5 2 9 5 7 9
障害者・障害児心理学（’２１）

〈３２０〉
古賀　精治

〔放送大学客員教授
大分大学教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）6：00～6：45

［第2学期］
2024年1月20日（土）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　様 な々障害のある人の理解及び支援を行う上で、必要となる基礎的な内容を全
15回にわたり解説する。障害の基本的な捉え方に始まり、身体障害、知的障害、
精神障害、発達障害などの各種の障害の概要、心理社会的課題と支援に関する
内容を解説する。それらの観点を踏まえ、障害に対する早期支援や家族支援、地
域援助といった障害のある個人とその人を取り巻く周囲を含む、心理社会的観点
の基礎について概説する。

【平均点】
2022年度1学期（90.1点）
2022年度2学期（93.1点）

1 5 2 9 7 2 2
精神分析とユング心理学（’２３）

〈３２０〉
吉川　眞理

〔放送大学客員教授
学習院大学教授 〕

田中　健夫

〔放送大学客員教授
東京女子大学教授〕
2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）19：30～20：15

［第2学期］
2024年1月23日（火）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　フロイト（Freud, S.)に始まる精神分析と、ユング（Jung, C. G.）に始まる分析心
理学は､ 分析者と、症状をかかえる被分析者との定期的な面接において生じる治
療的な心的変化過程に関する知見をもとに構築された理論体系である。これらの
理論は、心理臨床実践の基礎となる知識であり、今日においてもその体系に新た
な知見が加えられ発展を続けている。本講義では､ 精神分析とユングの分析心理
学が持つ「人間の心の深層に関する知」の側面と「心理療法学」の側面の両者
を視野に入れながら､ その基本を理解することを試みたい。
※�心理と教育コース開講の「臨床心理学概論（’20）」「心理カウンセリング序説
（’21）」を既に履修していることが望ましい。

1 6 3 9 5 9 5
都市と地域の社会学（’１８）

〈３２０〉
森岡　淸志

〔 放送大学名誉教授
東京都立大学名誉教授〕

北川　由紀彦
（放送大学教授）

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月24日（水）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　都市社会学の基本的な概念と理論、その背景にある研究上の問題構成等につ
いて論じる。併せて、都市・地域社会に関する具体的なトピックをいくつか取り上
げて、そのトピックに関する社会学の研究成果の紹介などを行う。
※�本科目は「都市社会の社会学（’12）」の後継科目にあたりますので、内容的に

重複する部分を少なからず含んでいます。

【平均点】
2022年度1学期（85.5点）
2022年度2学期（87.9点）

1 5 5 5 0 1 4
博物館情報・メディア論（’１８）

〈３１０〉
稲村　哲也

（放送大学名誉教授）

近藤　智嗣
（放送大学副学長）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　博物館は、展示による情報の発信のために、さまざまなメディアを利用する。一
方で、博物館自体が、展示を通じて、さらには博物館全体として、社会に情報を発
信するメディアそのものだとも言える。そうした「メディアとしての博物館（展示）」の
観点から、この講義では、多様な博物館の具体的な事例を通して、博物館の展示
とは何か、情報とメディアとは何かを考えると共に、展示に関わる情報とメディアの
手法、技術、理論、利点、課題などを包括的に学ぶ。第一義的には学芸員資格
のための科目であるが、情報やコミュニケーションや文化に関心のある学生、一般
の受講者にとっても、幅広い教養を楽しく学べる内容である。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

【平均点】
2022年度1学期（87.8点）
2022年度2学期（89.6点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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心理と教育コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 7 0 3 4 0
情報社会の

ユニバーサルデザイン（’１９）
〈３１０〉
広瀬　洋子

（放送大学特任教授）

関根　千佳

〔放送大学客員教授
美作大学客員教授〕

「情報社会のユニバーサル
デザイン（’14）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　情報技術の進展により、情報は現代社会において大きな意味を持つ。情報は、
まちづくり、ものづくり、教育、交通など、生活のあらゆる場で不可欠なものである。
しかし、現代社会においては、多様なニーズを持つ人々が、情報、教育、放送メディ
ア、社会活動などに「アクセス」することの重要性に対する認識が高まっている。こ
の講義では、情報や教育のアクセシビリティを中心に、国内外の状況、支援技術や
ユニバーサルデザインの状況を理解し、高齢化、情報化の進む21世紀における
人間と情報の在り方について考える。
※インターネット接続が可能であること。

【平均点】
2022年度1学期（88.0点）
2022年度2学期（89.5点）

1 5 7 0 3 5 8
Webのしくみと応用（’１９）

〈３２０〉
森本　容介

（放送大学教授）

伊藤　一成

〔放送大学客員教授
青山学院大学教授〕

「Webのしくみと応用（’15）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）22：30～23：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　日常生活や仕事を進める上で、Webは重要な役割を果たしている。Webの仕
組みやWebシステムを実現するための技術を学び、普段意識せずに使っている
Webの裏側を理解する。さらに、Webの関連技術やWebを使った応用システム
について学ぶ。
※「情報ネットワーク（’18）」を履修しておくことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（85.8点）
2022年度2学期（85.9点）

1 5 6 2 9 5 9
統計学（’１９）
〈３２０〉
藤井　良宜

〔放送大学客員教授
宮崎大学教授 〕

「統計学（’13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）18：00～18：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［自然と環境コースと共用］

　データの特徴を表現する記述的な統計手法については、すでに学習しているこ
とを前提として、次のステップである確率的なバラツキを考慮した統計解析の基本
的な概念を深く理解したり、これから統計解析を実際に行ったりすることを目指す
人 を々ターゲットとする。内容としては、母集団と標本の関係をベースにして、信頼
区間による推定方法や統計的検定などの統計的推測の基本的な概念について詳
しく解説する。さらに、回帰分析や因子分析などの多変量解析の手法の基本的な
考えについて、その手法の特徴に焦点を当てて説明をする。
※あらかじめ「身近な統計」の内容を学習しておくことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（72.8点）
2022年度2学期（69.9点）

1 5 1 9 2 4 7
家族問題と家族支援（’２０）

〈３２０〉
下夷　美幸

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　家族が抱える問題をどのように理解し、問題解決に向けていかに支援するか。
このことは問題の当事者であり、支援の受け手である個人や家族のみならず、現
代を生きる私たち共通の関心事である。本科目では、不登校や非行、ＤＶや児童
虐待、介護殺人といった福祉・司法に関わる問題、精神障がいや終末期など医
療に関わる問題に焦点をあて、問題の実態を重層的に捉え、求められる支援の論
理と方法について探求する。
※� 「リスク社会の家族変動（’20）」をともに学習することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（83.2点）
2022年度2学期（88.9点）

1 5 1 9 2 7 1
精神疾患とその治療（’２０）

〈３３０〉
石丸　昌彦

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　精神医学の診断や治療の基本的な考え方を展望し、代表的な精神疾患の症
状・経過・治療などについて解説するとともに、関連法規や社会制度の概略を紹
介する。
※�医学一般について関心をもち、心身の健康について幅広く理解する姿勢が望ま

れる。
※� 「今日のメンタルヘルス」や「精神看護学」、心理学領域の関連科目などを履修

することを推奨する。この科目を履修した後に、大学院科目「精神医学特論」な
どに進んでいくことが望ましい。

※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

【平均点】
2022年度1学期（84.9点）
2022年度2学期（87.1点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　専門科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 4 8 5 8 1
大学マネジメント論（’２０）

〈３２０〉
小方　直幸

〔放送大学客員教授
香川大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　この授業は、大学に関心のある方に加えて、教職員あるいは管理者として大学
に関わっている方を対象に、大学のマネジメントに関わる基本的な知識を修得して
もらうことを狙いとしている。
※�この科目は、大学のマネジメントに関わる基本的な知識の修得を目的としている

が、大学の運営は企業等の運営とは異なる側面も有している。そのため、経済
や経営に関する科目だけでなく、教育に関する科目など、関連する科目の幅広い
履修を行うことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（74.9点）
2022年度2学期（68.5点）

1 5 7 0 3 6 6
データの分析と
知識発見（’２０）

〈３２０〉
秋光　淳生

（放送大学准教授）

※�この科目は「データの分析と知
識発見（’16）」の改訂科目です。

「データの分析と知識発見 
（’16）」「データからの知識発
見（’12）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）2：15～3：00
（231ch）

（金）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（併用式）

［情報コースと共用］

　現在、ICTの進歩に伴い、大量のデータが収集、蓄積され、それを元に大量の
計算がなされ多くの情報・知識を得ることができるようになった。現在氾濫するデー
タや情報にどう接し、それとどう付き合っていくべきなのか、また、そういった情報を
抽出するためにはどういった処理をすれば良いのか、といった事について、具体的
に演習を通して身につけることを目指す。
※�データ分析の手法を説明するとともに、Rを用いて実際の分析の手順についても

説明する。理解するには大学初年次程度の数学の知識や基本的なパソコン操
作が行えることを前提として講義を行う。

※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。【平均点】

2022年度1学期（68.8点）
2022年度2学期（68.1点）

1 5 7 0 3 9 0
ユーザ調査法（’２０）

〈３２０〉
高橋　秀明

（放送大学教授）

※�この科目は「ユーザ調査法
（’16）」の改訂科目です。

「ユーザ調査法（’16）」
「情報機器利用者の調査法 
（’12）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）2：15～3：00
（231ch）

※10/8（日）から放
送

（土）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　コンピュータやインターネットが普及するにつれて、私たちはさまざまなハードウェア
やソフトウェア、サービス、そしてシステムに取り巻かれて生活するようになった。こう
したものを私たちにとって便利で使いやすいものとするためには、まず、それらを利
用する情報機器利用者（ユーザ）についての的確な理解を得ることが大切であり、
そうした情報を得たうえでシステムの設計を行うことが必要である。本科目では、そ
のための調査法を多面的に取扱い、情報学のための研究方法の基礎として位置
づける。
※�この科目では、心理学的な概念や手法を利用することが多いので、受講者は、
「心理学研究法」「知覚・認知心理学」などを受講しておくことが望ましい。また、
統計的な手法を利用することもあるので「身近な統計」「心理学統計法（ʼ21）」
を受講しておくことも望ましい。なお、「情報機器利用者の調査法（ʼ12）」「ユー
ザ調査法（ʼ16）」の既修者は単位としては認められない。

※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（73.7点）
2022年度2学期（72.4点）

1 5 7 0 4 0 4
情報化社会における
メディア教育（’２０）

〈３２０〉
苑　復傑

（放送大学教授）

中川　一史
（放送大学教授）

※�この科目は「情報化社会と
教育（’14）」の改訂科目です。

「情報化社会と教育（’14）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　本科目は情報化社会におけるメディアと教育のあり方に関して、第１回から第９回
までは初等中等教育および高等教育において、メディアがどのように活用されてい
るかについて学び、第10回から第15回にかけては、さらにメディアを用いる教育
の意味、メディア・リテラシーの実際とその意味を学ぶ。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（88.2点）
2022年度2学期（93.5点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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心理と教育コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 3 5 2
認知症と生きる（’２１）

〈３１０〉
井出　訓

（放送大学教授）

山川　みやえ

〔放送大学客員准教授
大阪大学准教授 〕

※�この科目は「認知症と生き
る（'15）」の改訂科目です。

「認知症と生きる（’15）」
の単位修得者に対する履修
制限はありません。

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）3：00～3：45
（231ch）

（木）17：15～18：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　近年の高齢者数の増加に伴い、健康な高齢者ばかりではなく、疾病や障害を持
ちながら生活を続ける高齢者の数も増加している。特に認知症高齢者の数は
2015年に345万人、2020年には410万人になるとの予測がなされている。さらに
高齢者だけでなく、若年性認知症による社会へのインパクトも大きい。まさに「社会
の病気」となっていることが認知症をとりまく現状であるが、認知症とは何か、という
本質的な問いにはまだ到達できていない。発症前の予防から看取りまでの個人の
ライフヒストリーやそこに影響を及ぼす支援者や社会の在り方を、時系列的に理解
し、歳をとるとなりやすくなる認知症になっても、認知症と共に生きるために必要なこ
とを、先駆的な取り組みをしている実践家の言葉を知ることによって学習する。
※�受講に先立つ予備的な専門知識は特に必要としないが、各々の関心に応じて広

く関連事項を学んでいくことを期待する。また、それぞれが暮らす地域での取り
組みなど身近な問題として視野をひろげつつ考察を深めてほしい。

※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。
※全15回を改訂しています。【平均点】

2022年度1学期（81.0点）
2022年度2学期（86.7点）

1 5 1 9 3 2 8
子どもの人権を

どうまもるのか（’２１）
－福祉施策と実践を学ぶ－

〈３１０〉
山縣　文治

〔放送大学客員教授
関西大学教授 〕

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）0：45～1：30
（231ch）

（金）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　人口構造と家族構造の変化の中で、わが国の子どもを取り巻く環境も変化し、多
くの新たな問題が生じている。本講義では、子どもの人権をまもるための社会的方
策と具体的な実践について述べる。子どもの貧困、虐待、保育、障がいのある子
どもへの支援、ひとり親家庭や若者の問題など関連する分野にも視野をひろげ多
角的に子どもの問題を取り上げる。子ども家庭福祉関連施設や機関の現状、働く
人々が抱える問題、歴史的考察、国連の動向や先進諸国の取り組みなどを紹介し
ながら、われわれが取り組むべき課題と解決策について、受講者とともに考えたい。
※�本科目は、子どもに関する人権と福祉を取り扱う科目である。これらに関する理

解を深めるため、人権や福祉に関する関連科目を合わせて受講されることを期
待する。

【平均点】
2022年度1学期（82.4点）
2022年度2学期（76.1点）

1 5 3 9 3 8 8
マーケティング（’２１）

〈３１０〉
井上　淳子

〔放送大学客員教授
成蹊大学教授 〕
石田　大典

〔放送大学客員准教授
同志社大学准教授 〕
2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　マーケティングとは、人 と々社会のニーズを見つけ出し、それを満たす手段や仕
組みを創造していくことである。今日では、多くの市場が成熟を迎える一方で、技
術革新のスピードは一層加速し、競争がグローバルに展開されている。企業が存
続と成長を実現するために、マーケティングの重要性はますます高まっていると言え
る。本講義では、マーケティングの基本概念やフレームワークを具体的な事例を交
えながら解説する。また、戦略的マーケティング、リレーションシップ・マーケティング、
マーケティングと社会的責任といった発展的なテーマについても取り扱う。
※「経営学概論（’18）」を履修していることが望ましい。【平均点】

2022年度1学期（89.8点）
2022年度2学期（86.0点）

1 5 3 9 3 7 0
NPO・NGOの世界（’２１）

〈３１０〉
大橋　正明

〔 放送大学客員教授
恵泉女学園大学名誉教授〕

利根川　佳子

〔放送大学客員准教授
早稲田大学准教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月23日（火）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　多様な社会経済問題などで困窮する人たちに対して、伝統的には政府がセー
フティ・ネットを提供してきた。しかしその縮小が続くなか、最近では代わって民間
非営利セクターが、サービス提供を行うようになり、注目が集まっている。例えば、こ
れに関連した法制度では、98年のNPO法の成立、08年から実施の公益法人制
度改革、そして数次に渡って改善された税制優遇などが挙げられる。しかし福祉
を中心にサービスを提供するNPOの公的資金への依存が進み、行政の下請け化
あるいは市民社会組織としての自律性の喪失といった問題が指摘されている。ま
た新たに、ソーシャルビジネスと呼ばれる新たな解決手法も生まれてきている。こうし
た民間非営利の諸組織の実態とその重要性を理解し、国内外のそのあり方や動
向について、基本的な知識を深める。
※関連する新聞記事などに対し、自分で考えてみましょう。
※身近にどんなNPOやNGOがあるのか注意を払ってみましょう。
※�また良い機会があれば、それらのNPOやNGOの会員や寄付者あるいはボラン

ティアなどとして参加してください。それによって、この講義に対する理解が深まり
ます。

【平均点】
2022年度1学期（68.9点）
2022年度2学期（76.9点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　専門科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 5 7 0 0 7 7
小学校プログラミング

教育概論（’２１）
〈３１０〉
中川　一史

（放送大学教授）

小林　祐紀※

〔放送大学客員准教授
茨城大学准教授 〕

※は専門担当講師

2021年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（50％）、
レポート（50％）の
評価により行う。

［情報コースと共用］

　小学校プログラミング教育の学習指導要領の解説、位置づけや中学校、高等
学校におけるプログラミングなどの解説から知識を習得するとともに、各教科での授
業の実際や授業外の活動などの具体的な事例から理解を深めるようにする。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 5 5 9 2 9 0
博物館教育論（’２２）

〈３２０〉
大髙　幸

〔 放送大学客員准教授
慶應義塾大学大学院非常勤講師〕

寺島　洋子

〔放送大学客員准教授
埼玉大学非常勤講師〕
2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　20世紀における博物館は主に資料（モノ）のためにあったが、今日の博物館は
利用者（ヒト）のためにあると言われている。博物館は資料の収集、保管、調査研
究、展示を含む教育、広報を含む運営など、博物館機能のすべてにおいて、教育
的役割を重視する必要に迫られている。本講座では、博物館利用の教育的意義
と課題を学び、教育的役割を中心に据えた利用者のための博物館のあり方につい
て考察する。
※「博物館概論」を始めとする一連の博物館諸論や、教育学、社会学に関する

学際的領域を学ぶとともに、自己の研究領域における博物館の役割を常に意識
しながら本講座を学ぶことが望ましい。特に、受講者は様々な博物館を利用し、
講義内容を考察することが必要である。

【平均点】
2022年度1学期（70.9点）
2022年度2学期（70.7点）

1 5 7 9 3 3 9
教育のためのICT活用（’２２）

〈３１０〉
中川　一史

（放送大学教授）

苑　復傑
（放送大学教授）

※�この科目は「教育のための
ICT活用（’17）」

　の改訂科目です。

「教育のためのICT活用
（'17）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）22：30～23：15
（231ch）

（水）12：45～13：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　初等中等教育におけるICT、高等教育におけるICTを活用した授業、ICTを
活用した障害者のための教育、教育におけるeラーニングの活用など、ICTと学
校教育に関する基礎知識を具体的な事例にそくして扱う。
※「教育のためのICT活用（’17）」の単位修得者は受講できない。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（89.8点）
2022年度2学期（85.3点）

1 5 7 9 3 6 3
メディア論（’２２）

〈３２０〉
水越　伸

〔放送大学客員教授
関西大学教授 〕

※この科目は「メディア論
　（’18）」の改訂科目です。

「メディア論（'18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　2020年代、社会のあらゆる出来事はメディアに媒介されて生じ、世界のすべて
の国や地域はメディアを介して相互依存するようになった。コミュニケーションの「媒

（なかだち）」としてのものやシステムであるメディアのあり方が、私たち自身や世界
のあり方を大きく規定するようになった。そうしたなかで、私たちはメディアについて
の新たな思想・理論を必要としている。この講義では、メディアを時間と空間という
二軸のなかに位置づけ、新しいメディア論の相貌を描き出していく。
※�日常生活で当たり前のように思われていることがらを批判的にとらえなおすことが

できるセンスと、学問をたんなる「勉強」としてとらえるのではなく、歴史的、ある
いは空間的な想像力をめぐらして、現実社会に対して働きかけるための「批判
的実践知」としてとらえる度量を持つ学生の履修を期待している。

※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（75.7点）
2022年度2学期（82.0点）



80

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

心理と教育コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 4 1 7
ソーシャルシティ（’２３）

〈３２０〉
川原　靖弘

（放送大学准教授）

鈴木　淳一
放送大学客員准教授

株式会社電通グループ
電通イノベーションイニシア
ティブプロデューサー職

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）21：45～22：30
（231ch）

（火）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　人のコミュニケーションによるまちの活性化に重点を置き計画されるまちづくりが注
目されている。本講義では、まちの住民、来街者、運営者それぞれの視点からみ
た、持続的なまちづくりの社会的意義について論じる。また、まちづくりにおいて導
入が進められているICT（情報通信技術）について解説し、生活者の行動把握、
まち空間のソーシャルグラフの生成、サステナブルなまちづくりへの活用などについ
て、事例を交えながら紹介する。
※�関連する科目として、「生活環境と情報認知（’20）」「地理空間情報の基礎と活

用（’22）」がある。

1 5 1 9 4 0 9
リスクコミュニケーション

の探究（’２３）
〈３２０〉

奈良　由美子
（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　度重なる自然災害、さらには新型コロナウイルス感染症（COVID-19）のパンデミッ
クと、リスクコミュニケーションの必要性が指摘される事象は枚挙にいとまがない。こ
の科目では、リスクコミュニケーションの考え方、具体的手法、多様な主体の関わり
方等について、具体的な事例（自然災害、感染症、原発事故、食品問題、AIなど）
をとりあげながら講義を行う。

1 5 1 9 4 3 3
今日のメンタルヘルス（’２３）

－健康・医療心理学の
実践的展開－
〈３２０〉
石丸　昌彦

（放送大学教授）

「今日のメンタルヘルス（’19）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 テレビ〈字〉

〔第2学期〕
（木）0：45～1：30
（231ch）

（水）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　メンタルヘルスすなわち人の心の健康を支える力は、ライフサイクルの中で養わ
れ、人と人とのネットワークの中で維持されるものである。この科目では、そのような
健康な力を育むメカニズムを学ぶとともに、メンタルヘルスの不調をもたらす精神疾
患のあらましを知り、生活の場において生じるさまざまな問題の現状と対策を考えて
いく。メンタルヘルスの危機が叫ばれている今日、すべての生活者にとって喫緊の
テーマを扱うものである。
※�概説的な科目であるので、特にあらかじめ履修しておくべき科目はないが、関心に

応じて精神医学や臨床心理学など関連分野について学習することを勧めたい。

1 5 5 9 3 4 6
博物館経営論（’２３）

〈３２０〉
佐々木　亨

〔 放送大学客員教授
北海道大学大学院教授〕

今村　信隆

〔 放送大学客員准教授
北海道大学大学院准教授〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　博物館は、コレクションや建物、学芸員など職員が存在するだけでは成り立ちま
せん。来館者が展示などを体験し、満足して帰り、その後リピートしたり、家族に来
館を勧めたりする行動につながることが大切です。さらに、博物館に足を運ばない
地域住民に、その存在意義を知ってもらうことはもっと重要なことです。そのために、
博物館経営は必須の概念です。ここでは、博物館経営に欠かせない組織や人
材、経営手法・形態、連携などについて学びます。学芸員資格取得を目指す方は、
この科目が必須となります。
※�学芸員資格取得を目指す方は、「博物館経営論（’23）」を履修する前に「博物

館概論（’23）」を履修することが望ましいです。

1 5 7 9 3 8 0
ヒューマンインタフェース（’２３）

〈３２０〉
増井　俊之

〔放送大学客員教授
慶應義塾大学教授〕

小池　英樹

〔放送大学客員教授
東京工業大学教授〕
2023年度開設科目

2 テレビ ※〈字〉

テレビ・ラジオ等
による放送は行
わない。開講期
間中にインター
ネットで受講する
こと。

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　コンピュータを人間が利用するための技術の歴史と現状を学び、何故そういう技
術が使われてきたのか／どういう技術や社会が理想なのか／理想に近づくために
はどのような考察が必要なのか／などを幅広く学ぶ
※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定

で視聴する科目です。そのため、受講には、インターネットなどの受講環境が必
要です。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　専門科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 7 5 0 0 4 0
情報セキュリティの

理論と基盤（’２３）
〈３２０〉
菊池　浩明

〔放送大学客員教授
明治大学教授 〕

上原　哲太郎※

〔放送大学客員教授
立命館大学教授 〕

「情報ネットワークセキュリ
ティ（’19）」
の単位修得者は履修不可

※は専門担当講師
2023年度開設科目

1 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（60%）と
レポート（40％）に
基いて評価する。

［情報コースと共用］

　情報セキュリティの専門的な知識を学ぶための前提となる基礎と実践を学ぶ。表
層的な知識を薄く学ぶのではなく、何が問題の本質か深く洞察し、正しく理解し、
その上で効果的な対処方法を適用できる力を自力で身につけることができるように
するために、基本的な概念を中心に学ぶとともに、それを応用して考える実践例を
取り上げる。情報セキュリティに関する資格などを得ようとする際には、必須となる
知識・技能を身につけることができる。
※「情報セキュリティの現状と展望（’23）」との連続した受講が効果的である。

【参考文献】
『IT Textネットワークセキュリティ』（菊池浩明・上原哲太郎共著／オーム社（2017
年）、 単行本206頁、ISBN 978-4-274-21989-4）に沿って学習する。
本書には、電子書籍版および紙版があります。
電子書籍版には本科目受講者用に低価格とした閲覧期間限定版があり、購入方
法 等 は 出 版 社 の 特 設 ホームペ ージ（URL：https://www.ohmsha.co.jp/
information/ouj.htm）でご確認をお願いします。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

5 5 7 0 1 2 3
情報セキュリティの

現状と展望（’２３）
〈３２０〉

上原　哲太郎

〔放送大学客員教授
立命館大学教授 〕
菊池　浩明※

〔放送大学客員教授
明治大学教授 〕

「情報ネットワークセキュリ
ティ（’19）」
の単位修得者は履修不可

※は専門担当講師
2023年度開設科目

1 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（60%）と
レポート（40％）に
基づき評価する。

［情報コースと共用］

　情報セキュリティの専門的な知識を学ぶための前提となる基礎と実践を学ぶ。表
層的な知識を薄く学ぶのではなく、何が問題の本質か深く洞察し、正しく理解し、
その上で効果的な対処方法を適用できる力を自力で身につけることができるように
するために、基本的な概念を中心に学ぶとともに、それを応用して考える実践例を
取り上げる。情報セキュリティに関する資格などを得ようとする際には、必須となる
知識・技能を身につけることができる。
※「情報セキュリティの理論と基盤（’23）」との連続した受講が効果的である。

【参考文献】
『IT Textネットワークセキュリティ』（菊池浩明・上原哲太郎共著／オーム社（2017
年）、 単行本206頁、ISBN 978-4-274-21989-4）に沿って学習する。
本書には、電子書籍版および紙版があります。
電子書籍版には本科目受講者用に低価格とした閲覧期間限定版があり、購入方
法 等 は 出 版 社 の 特 設 ホームペ ージ（URL：https://www.ohmsha.co.jp/
information/ouj.htm）でご確認をお願いします。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 5 1 9 4 4 1
高齢期を支える（’２３）

－高齢者が社会を支える
時代に向け－
〈３１０〉

栃本　一三郎
（放送大学客員教授）

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）15：45～16：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（記述式）

［生活と福祉コースと共用］

　本講義の副題は「高齢者が社会を支える時代に向け」です。65歳以上人口は、
2023年に3割となったが、2025年に4割となり、一方人口減少もさらに進みます。高
齢者の実数は2042年に3千9百万弱で最大値となります。そのような社会に向け、
高齢者が逆に、社会を支える時代に向け、より積極的に、経済、社会、文化、心理、
政治の領域でエンパワメントされていくために何が必要なのかを高齢期にある当事
者として、研究者として社会の仕組みや地域のあり方、そして家族や当事者がおこ
なえる自らを支える取り組みについて皆さんと考えます。
※�印刷教材の注で出典として明記している資料や統計について最新のデータを調

べて見ること。自分の年齢というものを考えつつ、それぞれの章について学習す
ること。具体例などを新聞やテレビ等で自分で積極的に見ること。

1 5 5 9 3 0 3
現代に生きる現象学（’２３）

―意味・身体・ケア―
〈３２０〉
榊原　哲也

〔放送大学客員教授
東京女子大学教授〕

本郷　均

〔放送大学客員教授
東京電機大学教授〕
2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）18：45～19：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　現象学は20世紀初頭、フッサールによって創設された哲学だが、その後、時代
に要請された問いに応答しつつ、「現象学運動」と呼ばれる独自の多様な思想運
動として展開された。それはこの哲学が「事象そのものへ！」を標榜することで、む
しろさまざまな事象に導かれ、「事象そのものの方から」思考を育むからである。本
科目では現代に生きる現象学の可能性をさぐるため、フッサールとドイツでの現象学
の展開の概要を押さえ、フランスにおける現象学の独特の展開を辿り、最後に現代
における現場への展開として「ケアの現象学」を考察する。それにより受講生が自
らの現場で現象学的思索を育めるようになることを目指す。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

心理と教育コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 3 9 5
持続可能な社会と生活（’２３）

〈３１０〉
関　正雄

〔 放送大学客員教授
社会構想大学院大学客員教授〕

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）21：45～22：30
（231ch）

（水）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　持続可能な社会の構築は、ＳＤＧｓ（国連持続可能な開発目標）でもうたわれて
いる世界の共通目標であり、重要な今日的課題である。この科目では、持続可能な
社会とは何か、それは私たちの生活とどのようにつながっているか、グローバルに、
そして地域においてこれをどう実現していくか、といった点について、重要な考え
方、具体的な手法と事例、今後の課題などを扱う。科目を貫く問題意識として、①
問題の本質は何か、②解決の担い手は誰か、③どんな視点での行動が求められ
るか、を常に念頭に置き、多角的に問題を掘り下げていく。
※�履修の前提としての予備知識は不要。学習者には、本科目の内容について、一

市民、企業や自治体など組織の一員、といったさまざまな立場で、自分ごととして
考え、行動することを試みていただきたい。

1 5 3 9 5 2 3
サービスサイエンス（’２３）

〈３１０〉
岡田　幸彦

〔放送大学客員教授
筑波大学教授 〕

原　辰徳

〔放送大学客員准教授
東京大学准教授 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）14：15～15：00

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　社会経済のサービス化が進み、さらにデジタル化による革新が求められる時代と
なった。サービスサイエンスは2000年代にアメリカで提唱され、1970年代に登場し
たサービスのマーケティング、1990年代に発展したサービスのマネジメントや原価
計算、そして2000年代初頭に我が国で提唱されたサービス工学や2010年代に
我が国で醸成されたサービス学（サービソロジー）を含む、学際的な先端領域であ
る。本科目では、サービスサイエンスの入門的な内容と主要な議論を取り上げ、我
が国サービス産業の生産性向上に貢献するリテラシーを教授する。
※�関連科目は学部の「経営学概論（’18）」「経営情報学入門（’23）」「マーケティ

ング（’21）」であり、これらを履修していることが望ましい。また、日本サービス大
賞、サービス産業生産性協議会、経済産業省サービス政策課、サービス学会
のHPを事前に調べ、我が国サービスイノベーション実践の概要を理解しておくこ
とが望ましい。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　総合科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 9 2 0 0 2 2
色を探究する（’２３）

〈４１０〉
佐藤　仁美

（放送大学准教授）

二河　成男
（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（木）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　人は、視覚的生き物とも言われている。視覚要素の代表の一つとして「色」があ
る。私たちは、色を通して、様 な々表現をし、また、さまざまな影響を受けている。ヒ
トの言葉には、感情や状態を表す色を用いた言葉も少なくない。たとえば、「腹黒い」
「赤っ恥」「黄色い声」など、その代表的に使われているものである。
　本科目では、「色」というものに、文化的・物理的・生物的・精神的・芸術的・
心理的視点など多角度からアプローチし、色の持つ意味を解き明かしていき、最
終的に、私たちが住み心地・生き心地をよくする色の活用に結び付けていきたい。
※以下が関連する科目である。
「コミュニケーション学入門（’19）」「初歩からの生物学（’18）」「初歩からの物理
（’22）」「初歩からの化学（’18）」「住まいの環境論（’23）」「生命分子と細胞の
科学（’19）」「現代を生きるための化学（’22）」「初歩からの宇宙の科学（’17）」

「宇宙の誕生と進化（’19）」「太陽と太陽系の科学（’18）」「コンピュータグラフィッ
クス（’22）」「錯覚の科学（’20）」「神経・生理心理学（’22）」「知覚・認知心
理学（’23）」「社会・集団・家族心理学（’20）」「臨床心理学概論（’20）」

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては心理と教育コース開
設科目ですが、人間と文化コース、自然と環境コースで共用科目となっています。

1 9 1 0 0 2 7
死生学のフィールド（’１８）

〈４２０〉
石丸　昌彦

（放送大学教授）

山崎　浩司

〔 放送大学客員教授
静岡社会健康医学大学院

大学教授 〕　

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）0：00～0：45

※10/8（日）から放
送

［第2学期］
2024年1月24日（水）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　現代日本社会で死と向きあい、自らの生を生ききるうえで必須の教養である死生
学をテーマとする。６人の講師がそれぞれの専門性を踏まえ、出産・生殖、老い、
病い、看護・介護、看取り、自死、戦争、死別悲嘆、弔い、いのちの教育など、死
生にまつわる現場（フィールド）を幅広く取り上げて論じる。本科目は2014 ～ 2017
年度に開講された「死生学入門」と相互補完的な関係にある。
※�履修の条件や制約は特にないが、それぞれの関心に応じて、医療・看護・宗教・

哲学・倫理学・社会学など関連分野の科目を広く学習することが望ましい。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。【平均点】

2022年度1学期（93.5点）
2022年度2学期（90.9点）

1 9 1 0 0 3 5
レジリエンスの諸相（’１８）

－人類史的視点からの挑戦－
〈４２０〉

奈良　由美子
（放送大学教授）

稲村　哲也
（放送大学名誉教授）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　レジリエンスとは、一般に、環境の急激な変動や逆境の状況に対し、柔軟な対
応・適応によって安定性を維持、または取り戻す能力とされている。近年では、災
害からの復興の力としての社会のレジリエンスに注目が集まっている。災害に限ら
ず、現代社会が直面するさまざまな課題や危機にどのように向き合っていくべきか
を考えるために、レジリエンスは重要な概念である。しかしながら、その概念は多
様、かつあいまいである。たとえば、長期的には、危機を経ることによる変化の視点
も重要であろう。この科目では、レジリエンスの概念を多角的・超領域的な視点で
捉えなおすため、人類史的時間軸をたどり、また、遺伝子レベルからヒト、社会、地
球レベルまでを視野にいれたレジリエンスの諸相を検討する。
※�関連する科目として、「「人新世」時代の文化人類学（’20）」「フィールドワーク

と民族誌（’17）」（オンライン授業科目）「今日のメンタルヘルス（’23）」「家族問
題と家族支援（’20）」「感染症と生体防御（’18）」「生物環境の科学（’16）」「リ
スク社会における市民参加（’21）」（大学院科目）「博物館展示論（’16）」の
履修により、本科目の内容についての理解と考察が一層進むと思われる。

【平均点】
2022年度1学期（93.9点）
2022年度2学期（81.4点）

1 9 5 0 0 1 0
情報化社会と

国際ボランティア（’１９）
〈４１０〉
山田　恒夫

（放送大学教授）

2019年度開設科目

2 テレビ〈字〉

〔第2学期〕
（水）15：45～16：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　情報化と国際ボランティア活動は、グローバル化した21世紀の市民社会の形成
に大きな役割を果たすものと考えられている。国際ボランティア研究のトピックとその
実践における多様な側面を紹介することで、国際ボランティア活動に対する理解を
深めると同時に、国際ボランティアを自らのキャリアとの関わりの中で考えられるよう
にする。国際ボランティア活動は市民の参加する活動であり、市民が世界の課題
に目を向け、その課題解決に自らが関わることを目指すものである。情報化、特にイ
ンターネットの全世界的普及はこうした動きを促進しており、その関わりの中で新た
な国際ボランティアの形態も出現している。国際ボランティア学とその体系化には我
が国が大きな貢献を果たしており、その実践活動と学問内容を知ることには大きな
意味がある。国際ボランティアは、東日本大震災をはじめ、近年の巨大災害で社会
で注目を浴び、2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催や訪日外国人の増加
により広く社会的な関心を集めている分野でもある。
※�本科目については、国際ボランティア活動の内容や対象、利用される情報通信

技術（ICT）に応じ、さまざまな関連科目が存在する。また本科目は、これまで学
習した研究領域や科目を、国際ボランティアというキャリアパスの中で再考するた
めの手掛かりを与える場であり、そういう意味でも総合科目であるといえる。

【平均点】
2022年度1学期（78.5点）
2022年度2学期（78.5点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

心理と教育コース　総合科目

心
理
と
教
育
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 9 5 0 0 3 7
情報技術が拓く
人間理解（’２０）

〈４２０〉
仁科　エミ

（放送大学教授）

辰己　丈夫
（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 テレビ〈字〉

〔第2学期〕
（火）15：45～16：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　情報通信技術の進展は、私たちの社会生活を大きく変貌させ、そのなかで生き
る人々の思考・行動にも大きな影響を及ぼしている。IoT環境、ライフログ技術、ビッ
グデータ、人工知能など情報通信技術に関する新規性の高い技術とその可能性、
社会的有用性、そしてそれらが人間および社会に及ぼす影響についての知識を
深める。同時に、情報技術の活用によって画期的に前進しつつある遺伝子研究や
脳における情報処理についての知見を紹介し、人間と情報環境との関わりについ
て考察する。【平均点】

2022年度1学期（74.1点）
2022年度2学期（77.9点）

5 9 4 0 0 1 0
時間を究める（’２３）

〈４１０〉
大橋　理枝

（放送大学教授）

佐藤　仁美※
（放送大学准教授）

岸根　順一郎※
（放送大学教授）

※は専門担当講師
2023年度開設科目

1 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

毎 回の小テスト（ 計
40%）、最終回受講後
の最 終 試 験（48%）、
及び第1回～第3回受
講後に課す短いレポート

（計12%）に基づいて
評価する。

［人間と文化コースと共用］

　毎回ゲストを迎え、それぞれの専門分野の立場から時間について話して頂く。
時間について様 な々角度からアプローチすることを通して、複眼的な視点を提供す
る。「色を探究する（’13）」「音を追究する（’16）」「色と形を探究する（’17）」に連
なる、多分野横断的な総合科目として構想する。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 3 0 0 9 6
経済社会を考える（’１９）

〈２１０〉
坂井　素思

（放送大学客員教授）

間々田　孝夫

〔放送大学客員教授
立教大学名誉教授〕
2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月20日（土）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代の経済社会の変化について考える科目です。人間の経済社会には、生産
者の社会と、消費者の社会の二面性が存在します。生産者の社会では、ホモ・ファ
ベル（作る人）が真面目で勤勉さをみせ、労働に励み製品を作り出すことに邁進し
ています。他方消費者の社会では、余暇や快楽をモットーとして、消費するホモ･
ルーデンス（遊ぶ人）を生み出しています。さらに、生産者と消費者は相互に有機
的に結びつく社会を形成してきています。この科目では、これらの社会が近代から
現代にかけて、どのような変化を見せるのかについて、考えていきます。
※�履修には、印刷教材と放送教材のそれぞれの特色を学習して、総合的な視点

を獲得していただきたいと考えています。【平均点】
2022年度1学期（71.2点）
2022年度2学期（71.2点）

1 7 3 0 1 0 0
社会調査の基礎（’１９）

〈２１０〉
北川　由紀彦

（放送大学教授）

山口　恵子

〔放送大学客員教授
東京学芸大学教授〕

※�この科目は「社会調査の基
礎（’15）」の改訂科目です。

「社会調査の基礎（’15）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）3：45～4：30
（231ch）

※10/8（日）から放
送

（土）18：00～18：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　社会調査に関する基本的事項（社会調査の目的、歴史、方法論、各種調査方
法とその長所短所、調査倫理など）を学習する。卒業研究や修士課程での修士
論文作成のために、あるいは職務や市民活動などの中で社会調査を行おうとする
学生に対し、問題関心や目的に沿った的確な方法で適切に調査を実施し、分析
し、結果をまとめるための基本的な考え方を習得してもらうことを特に念頭に置いて
いる。
※�社会調査の基本的な考え方や、各種の調査方法の長所・短所、留意点（どの

ような場合にどのような方法で調査を行うのが適切で、どのような限界があるの
か）などについて、できるだけ幅広く解説します。量的調査の技法についてより深
く学びたい場合は、「社会統計学入門（ʼ18）」やその他の統計学に関する科目
なども活用してください。

※改訂回は第1、6、7、8、13、14、15回です。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては社会と産業コース開
設科目ですが、生活と福祉コース・心理と教育コースで共用科目となっています。【平均点】

2022年度1学期（90.2点）
2022年度2学期（91.9点）

1 7 3 0 0 6 1
社会統計学入門（’１８）

〈２２０〉
林　拓也

〔放送大学客員教授
奈良女子大学教授〕

※�この科目は「社会統計学
入門（'12）」の改訂科目で
す。

「社会統計学入門（'12）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月21日（日）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代社会において、それぞれの社会の実態や人々の行動・意識を明らかにす
ることを目的とした社会調査が数多く行われ、それに基づく分析結果がさまざまなメ
ディアを通して提示されている。本講義では、社会調査に基づく分析結果を読みと
るために必要となる統計学の基礎的な知識とともに、自分で分析を行おうと考えて
いる履修者に対する分析の実践的側面も考慮した基本的・応用的な分析手法を
扱う。具体的には、データの基礎集計、標本に基づく推測統計、2変数間の関連
分析、そして重回帰分析を中心として多変量解析の一部について解説していく。
講義の中では、実際のデータや分析例を紹介しつつ、必要に応じて統計量の計算
手順も紹介していく。
※�本講義は、社会調査により得られたデータの分析を扱うので、「社会調査の基

礎」を学んでおくことが望ましい。また、講義の中では、実際のデータに基づいて
計算を行うことも多いので、あらかじめ電卓（平方根√の計算ができるもの）を用
意しておくこと。

※改訂回は第4、5、12回です。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては社会と産業コース開
設科目ですが、生活と福祉コース･心理と教育コース･情報コース･自然と環境
コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（54.3点）
2022年度2学期（64.2点）

1 7 3 0 1 4 2
社会学概論（’２１）

〈２１０〉
北川　由紀彦

（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）3：45～4：30
（231ch）

（金）18：00～18：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　社会学の基本的な考え方と基礎的な概念について解説するとともに、いくつかの
テーマを取り上げ、社会学で試みられてきたアプローチや議論、知見などについて
概観する。
※�主たる受講者として社会学を初めて学ぶ方を想定していますので、難易度的に

は「社会学入門（ʼ10）」「社会学入門（ʼ16）」などと同程度と考えてください。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては社会と産業コース開
設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（87.7点）
2022年度2学期（92.4点）

1 7 3 0 1 6 9
一般市民のための
法学入門（’２３）

〈２１０〉
李　鳴

（放送大学教授）

2023年度設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）14：15～15：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　法律は敬遠されがちであるが、社会生活において法は不可欠といっても過言で
はない。本科目は、必ずしもこれから法学を志すわけではない一般市民を対象とす
る。講義においては、法の概念、日本の法文化の形成、法源から、法の分類、法
令用語・条文解釈の方法、日本の裁判制度、公法、私法、社会法の代表的な実
定法の概要まで、法学の全般にわたる基礎知識について、条文例、応用事例を
用いて解説する。講義中に法律学者・大学教授、実務家の弁護士をゲストとして
お招きし、お話を伺うこともある。
※�この科目を履修した後に、民法、国際法、行政法、現代訴訟法等の法律学関

係科目に進んでいくことが望まれる。

社会と産業コース　導入科目

社
会
と
産
業
コ
ー
ス
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 3 0 1 1 8
グローバル化時代の
日本国憲法（’１９）

〈２１０〉
山元　一

〔放送大学客員教授
慶應義塾大学教授〕
2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　国境を越えた人や物の移動がこれまでにないような規模やスピードで活性化して
いくグローバル化は、国のあり方に大きな影響を与えます。本講義は、憲法の基礎
的な知識を学んだ上で、このようなグローバル化の進展とともに、日本国憲法がどの
ような変容を蒙り、現在どのような課題に直面しているか、を考えるための講義で
す。
※�受講生のみなさんは、小学校・中学校、高校等での学習を通じて、憲法につい

てすでに一定の知識を持っていることと思います。この授業でもそれは大切な
ベースになりますので、再確認をしておいてください。また、憲法に関する問題
は、新聞・雑誌その他のメディアで積極的に取り上げられています。これらにつ
いて、なるべく目を通し、現代の憲法問題に親しむようにしてください。

【平均点】
2022年度1学期（86.6点）
2022年度2学期（83.5点）

1 7 3 0 1 5 0
政治学入門（’２２）

〈２１０〉
山岡　龍一

（放送大学教授）

待鳥　聡史

〔放送大学客員教授
京都大学教授 〕

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　この授業は、社会科学系の教養科目として、主に現代日本の政治行政を素材と
して取り上げつつ、政治学的思考や分析方法について知る機会になることを意図
している。
　現代政治行政、とりわけ日本の政治や行政に関しては、同時代に起こっているこ
とだけに、生活実感に基づく価値判断やマスメディアからの大量の情報の前に、冷
静な考察ができないことも多い。しかし、現代政治行政の場合であっても、適切な
理解と判断を行うためには安定した視座や基準が必要となるはずである。
※�政治学は、順番に必要な科目を履修していかなくても理解できる面もあり、入門

科目である本科目を単独で履修して差し支えないが、関連する他の政治学関連
の科目を併せて履修すれば、さらに理解が深まるものと思われる。また、日頃から
新聞や雑誌などで政治に関するニュースに親しむことも有益である。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては社会と産業コース開
設科目ですが、人間と文化コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（58.8点）
2022年度2学期（64.9点）

1 7 3 0 0 8 8
経営学概論（’１８）

〈２１０〉
山田　幸三

〔放送大学客員教授
大妻女子大学教授〕
2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月24日（水）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　経営戦略と経営組織を中心にして、経営学の概念や理論に関する基本的な論
点を説明する。
※�この科目は「経営システムⅠ（’02）」「経営システムⅠ（’06）」と重複する部分があ

ることを了解のうえ履修してください。

【平均点】
2022年度1学期（87.4点）
2022年度2学期（92.0点）

1 7 3 0 1 2 6
現代の会計（’２０）

〈２２０〉
齋藤　真哉

〔 放送大学客員教授
横浜国立大学大学院教授〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）15：00～15：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　様 な々活動を行う個人や組織等（経済主体）の経済活動を記録し、情報として
その利害関係者に伝達する役割を会計は担っている。そのため、経済主体の経
済活動を写像している会計情報を理解することにより、その経済主体に関わる様々
な意思決定を行うことができる。そして会計情報を理解するには、会計学は不可欠
な知識である。本講義では、一般教養として習得することが望まれる「会計学」の
基礎を幅広く解説する。営利目的の組織である企業のみならず政府、非営利法人
等といった様 な々経済主体の会計について、投資家や債権者、消費者、住民、寄
付者等の外部の会計情報利用者の立場から、体系的に検討する。
※�教科書を読み、映像教材を見たうえで、各自が積極的に実際の会計情報に触

れ、参考文献等を渉猟することが期待される。

【平均点】
2022年度1学期（62.3点）
2022年度2学期（62.1点）

1 2 3 4 2 7 7
新しい時代の

技術者倫理（’１５）
〈２１０〉
札野　順

〔放送大学客員教授
早稲田大学教授 〕

2015年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（金）15：00～15：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（記述式）

　科学技術は、新しい「価値」を生み、社会と環境に大きな影響を与えます。特に、
2011年3月に発生した東日本大震災を契機に、我々は科学技術が持つ正負両面
の力を再認識することになりました。技術を実践する「行為者」である技術者は社
会に対して特別の責任を負っています。本科目では、技術者がその職務を遂行す
る上で、必要な新しい「倫理」について考察します。技術者が直面する可能性の
ある種々の倫理的問題を、具体的な事例を通して紹介します。また、それらの問題
を分析し、倫理的に推論する方法について学びます。特に、技術者が重視すべき
「価値」（安全など）を検討します。これらの学習を踏まえ、21世紀の技術者に求め
られる倫理的な資質・能力について考察します。
※�科学技術と社会との関係について、広い視野で考えるようにしてください。メディ

アで報道される事例だけではなく、歴史上の出来事も含めて、科学技術と人間
社会の関係について、関心を持ってください。本科目で扱う事例については、当
事者になったつもりで、真剣に解決策を考えてください。また、技術者倫理の第
一原則である「公衆の安全・健康・福利を最優先する」ことの意味、特に、「福
利＝幸せ」とは何かについて考えるようにしてください。

【平均点】
2022年度1学期（76.7点）
2022年度2学期（81.0点）

1 7 3 0 0 4 5
環境問題のとらえ方と

解決方法（’１７）
〈２１０〉
岡田　光正

（放送大学名誉教授）

藤江　幸一

〔放送大学客員教授
千葉大学理事 〕

2017年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　地域から地球に至るまでの環境問題の諸側面を様々な視点からとらえるととも
に、その解決方法に関して基礎的かつ広範な視点を学習する。このため、人の健
康、人の利用、さらには生態系保全といった環境問題の諸側面、都市、地域、国
際、地球といった地域の広がりを対象とした環境問題のとらえ方について学ぶ。ま
た、原因の同定から解決のための技術の概要について解説する。さらに、大気汚
染、水質汚濁、都市環境といった身近な環境問題から、安全・安心、循環型社会、
自然共生社会、低炭素社会という現代の環境問題のとらえ方についても解説する。
※�本講義を履修した後に、「環境と社会」「エネルギーと社会」、さらに大学院では
「環境工学」等を必要に応じて履修してほしい。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては社会と産業コース開
設科目ですが、自然と環境コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（76.2点）
2022年度2学期（77.4点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 2 0 0 7 4
教育社会学概論（’１９）

〈２２０〉
岩永　雅也

（放送大学長）

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）12：45～13：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　人は生まれながらにして人間であるわけではない。家族という基礎的な小集団
の中に生まれ、親密な人間関係を通じて自我の基礎を形成し、やがて一般化され
た人間関係が縦横に展開する社会集団との接触を通してその社会の文化と規範
を内面化して身に付けることにより、一個の自律的な人間となるのである。その意味
で人間はすぐれて社会的な存在であるといえる。本講義は、人々が生まれ、育ち、
学び、働き、家庭を作り、さらに自らの子どもたちを育て、自己を実現していくという
プロセスを縦糸とし、人々がそのプロセスの各段階で関わっていくさまざまな教育の
在りようを横糸として、社会的な営みとしての教育の意味と本質を理解していくこと
を目的としている。あわせて最近の教育状況とそれを巡る環境の変化および今後
の課題や展望についても検討する。
※�本講義は、教育学に関わる基礎的な科目である。そのため、教育学関連の基礎

的な関連科目、例えば、「発達科学の先人たち（’16）」「生涯学習を考える（’17）」
「学校と社会を考える（’17）」といった諸科目を履修している、もしくは併せて履修
することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（91.0点）
2022年度2学期（91.6点）

1 7 1 0 1 5 0
生活経済学（’２０）

〈２１０〉
重川　純子

〔放送大学客員教授
埼玉大学教授 〕

※�この科目は「生活経済学
（'16）」の改訂科目です。

「生活経済学（’16）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　日々 の生活は、お金や時間、ネットワークなどさまざまな生活資源を利用しながら
営まれている。本講義では、お金をめぐる生活の実態を、お金以外の生活資源と
の関係や、経済社会の状況との関係から検討し、生活に関わる制度やしくみのあ
り方や自らのライフプランを考えることができる力を身につけることを目的としている。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（80.3点）
2022年度2学期（67.0点）

5 7 1 0 0 4 9
生活環境情報の表現
－ＧＩＳ入門（’２０）

〈２２０〉
川原　靖弘

（放送大学准教授）

瀬戸　寿一※

〔放送大学客員准教授
駒澤大学准教授 〕

※は専門担当講師
2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受 
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（70％）、
レポート（30％）の
評価により行う。

［生活と福祉コースと共用］

　近年の生活空間における情報通信技術（ICT）の発展と、通信インフラの整備
により、生活者は、場所や時間を選ばず、日常的に情報を享受するだけでなく発信
が可能である。このような今日の生活環境で扱う情報の中で、地理空間情報およ
び地理情報システム（GIS）に焦点を当て、その扱い方、表現方法、解析方法の
基本的手法を解説する。
※�本講義では、実習の一部でGISソフトウェアを用いた分析等を行います。受講を

希望する学生は、QGIS（教材作成時のバージョンは3.4）をインストールして下さ
い。https://www.qgis.org/ja/site/forusers/download.html

※�本講義で主に利用するQGISに関する基本的な操作は、下記のサイトや資料等
で習得することができます。

　�GIS実習オープン教材：https://gis-oer.github.io/gitbook/book/
　QGIS 3.4ユーザーガイド：
　https://docs.qgis.org/3.4/ja/docs/user_manual/index.html
※ �これらの方法について、オンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp）

の「生活環境情報の表現－ＧＩＳ入門」のページを参照してください。ソフトウェア
のインストールと操作方法については、個別にサポートできない場合があります。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 7 4 0 1 4 8
日本近現代史（’２１）

〈２２０〉
季武　嘉也

〔放送大学客員教授
創価大学教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月18日（木）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　周知のように、現在は「ポピュリズム」と呼ばれる現象が進行し、議会制民主主
義の意義が問われているが、日本では1890年以来、議会制・政党制という政治
慣行が定着してきた。それを可能とした要因としては、「自由」「民主主義」という
政治思想への共感はもちろんであるが、同時に議会制・政党制というものが現実
の国民生活と深いつながりを持っていたことも重要である。この授業では、「社会の
中の政党」「民意と政党」という観点から、日本の議会制・政党制が、変化し続け
る時代状況の中で、現実社会とどのように関係しながら現在に至ったのかを説明
し、同時に日本的な特色も明らかにする。

【平均点】
2022年度1学期（65.7点）
2022年度2学期（67.1点）

社会と産業コース　導入科目
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 1 0 2 1 4
暮らしに活かす不動産学（’２２）

〈２２０〉
齊藤　広子

〔放送大学客員教授
横浜市立大学教授〕

中城　康彦

〔放送大学客員教授
明海大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）21：45～22：30
（231ch）

（月）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　わたしたちの暮らしは、土地や建物といった不動産を基盤にしている。暮らしに
身近な不動産であるにも関わらず、十分な知識をもっていないことが多く、不動産
に関するトラブルは多い。そして、正しい知識があればより豊かな暮らしにつなが
る。そこで、暮らしの中で出会う身近なテーマを取り上げて、不動産に関する基礎
的な知識を教授し、豊かな暮らしの実現を目指す。豊かな暮らしの実現には、国民
一人一人が不動産に関する知識を身につけることが必要であるという視点から、
生活者が一生のうちで、出会うことが多いテーマを取り上げる。

【平均点】
2022年度1学期（88.7点）
2022年度2学期（79.9点）

1 7 4 0 1 7 2
西洋哲学の根源（’２２）

〈２２０〉
納富　信留

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授〕
2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）20：15～21：00

［第2学期］
2024年1月18日（木）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（併用式）

［人間と文化コースと共用］

　古代ギリシア哲学は西洋哲学の原点として「哲学（フィロソフィー）」のあり方を
示し、今日まで大きな影響を与えてきた。その歴史と哲学者たちの考えを学びなが
ら、哲学の基本的な考え方を整理していく。まず、1100年にわたるギリシア哲学史
を概観した上で、10の問題系（筋）をめぐる多様な見方とそれらの関係を検討す
る。また、その後、現代に至る社会と文化に古代ギリシア哲学がどう関わってきたか
を考察することで、ギリシア哲学の現代における意義を学んでいく。
※予備知識は特に必要としない。

【平均点】
2022年度1学期（60.0点）
2022年度2学期（55.1点）

1 7 1 0 2 2 2
健康と社会（’２３）

〈２１０〉
戸ヶ里　泰典

（放送大学教授）

※�この科目は「健康と社会
（'17）」の改訂科目です。

「健康と社会（'17）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月23日（火）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　私たちが健康について考えるときには、多くの場合、身体的な問題や心の問題
に焦点を当てることが多い。しかし、健康は社会の問題やありようと大きく関わる。
健康とは単に身体や心に異常がないということだけではなく、よりよい生活や人生と
は切っても切れないものという健康観も生まれてきている。本講義では、健康と社会
に関わる行動科学や社会科学におけるさまざまな理論や知見についてわかりやす
く整理し、私たちが生活者として健康や医療に向き合ってより良い社会生活を送り、
健康に生きていくことのヒントとなる知識を教授する。
※「健康への力の探究（’19）」と併せて受講することが望ましい。
※全15回を改訂しています。

1 7 1 0 2 3 0
貧困の諸相（’２３）

〈２２０〉
駒村　康平

〔放送大学客員教授
慶應義塾大学教授〕

渡辺　久里子

〔放送大学客員准教授
神奈川大学助教 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月23日（火）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　貧困や格差とその解決はいつの時代も大きな問題ですが、その原因、その弊害
は時代とともに変わります。貧困や格差の原因とその解決の歴史、現代社会にお
ける貧困の概念、定義、測定方法、新たな貧困・格差問題、貧困を解決する政
策などについて考えていきます。
※�所得階層間で、生活空間が共有されなくなると、社会の分裂がおき、貧困を身

近に感じる人と貧困を経験したことがない人の間の交流がなくなります。このよう
な分裂そのものにより、豊かな人にとっては、貧困を特別な人の問題とし、自分に
関係ない問題にしてしまいます。貧困が当事者のみならず社会にどのような弊害
をもたらすのか考えてほしいと思います。

1 7 4 0 2 0 2
哲学・思想を今考える（’２３）

－歴史の中で－
〈２２０〉
魚住　孝至

（放送大学特任教授）

※�この科目は「哲学・思想を今
考える（'18）」の改訂科目です。

「哲学・思想を今考える（'18）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）19：30～20：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（併用式）

［人間と文化コースと共用］

　「何ゆえに、われわれは、今、ここに、このように生きているのか？」を根本の問い
として、主な「根源思想」を振り返った後、西洋哲学を考える。近代文明を問い直
すアメリカ先住民の思想、そして日本の思想を考える。19世紀末からニヒリズムが
問題になり、実存を問題にする現代哲学が成立した。日本では別の思想も展開し
た。現代になると産業が科学技術と結びついて自然の大改変をする中で地球環境
問題が生じている。医療技術の進歩により人間の生と死について人為的な操作も
可能になった。こうした今、改めて哲学・思想を、広い視野から根本的に考え直す
必要がある。（内容をかなり改訂しています。）
※�哲学・思想を大きく概観するとともに、現代的な問題も提示して、各自が今、改

めて今、それぞれに考え直すべきことを示唆したい。哲学・思想・宗教の領域
のさまざまな専門科目への導入となればと思っている。

※改訂回は第1、2、3、6、7、8、11、12、13、15回です。

1 5 7 9 3 9 8
情報と法（’２３）

〈２３０〉
児玉　晴男

（放送大学特任教授）

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　本科目は、著作権制度・知的財産制度および情報制度をそれぞれの基本法と
の関連から解説する。著作権制度は、「コンテンツの創造、保護及び活用の促進
に関する法律」（コンテンツ基本法）と著作権法および著作権等管理事業法との三
つの法律の関係から説明する。知的財産制度は、コンテンツ基本法が準拠する知
的財産基本法から知的財産法を説明する。情報制度は、デジタル社会形成基本
法と官民データ活用推進基本法およびサイバーセキュリティ基本法の三つの基本
法から情報法を説明する。
※�「情報学へのとびら（’22）」とともに履修し、この科目を履修した後に「著作権法
（’22）」「メディアと知的財産（’16）」などに進んでいくことが望ましい。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 6 3 9 5 9 5
都市と地域の社会学（’１８）

〈３２０〉
森岡　淸志

〔 放送大学名誉教授
東京都立大学名誉教授〕

北川　由紀彦
（放送大学教授）

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月24日（水）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　都市社会学の基本的な概念と理論、その背景にある研究上の問題構成等につ
いて論じる。併せて、都市・地域社会に関する具体的なトピックをいくつか取り上げ
て、そのトピックに関する社会学の研究成果の紹介などを行う。
※�本科目は「都市社会の社会学（’12）」の後継科目にあたりますので、内容的に

重複する部分を少なからず含んでいます。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、心理と教育コース･人間と文
化コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（85.5点）
2022年度2学期（87.9点）

1 5 4 8 4 7 6
現代経済学（’１９）

〈３１０〉
依田　高典

〔 放送大学客員教授
京都大学大学院教授〕
2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代の経済学の内容と歴史をアルフレッド・ノーベル記念経済学スウェーデン国
立銀行賞（いわゆるノーベル経済学賞）の歴史を振り返る形で概観していく。ノー
ベル経済学賞は、1968年にスウェーデン国立銀行が設立300周年祝賀の一環と
して、ノーベル財団に働きかけ、設立された賞である。スウェーデン王立科学アカデ
ミーにより選考され、ノーベル財団によって認定される。ノーベル経済学を振り返れ
ば、現代の経済学の色 な々顔が見えてくるはずである。

【平均点】
2022年度1学期（88.3点）
2022年度2学期（87.9点）

1 5 3 9 4 9 3
現代国際社会と
有機農業（’２３）

〈３２０〉
中西　徹

〔放送大学客員教授
東京大学教授 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）14：15～15：00

［第2学期］
2024年1月19日（金）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　ユヴァル・ハラリは，21世紀の半ばには，情報通信技術と遺伝子工学，そしてビッ
グ・データ分析の発達によって，情報や富がごく少数の「超富裕層」に集積し，彼ら
とその他の「無用者階層」の間に深刻な格差社会が実現する可能性があると指
摘した。
　このような将来予測があるなかで，我々はどのような対応をすべきであろうか。本
講義では，そのヒントを有機農業に求め，国際比較をつうじて，有機農業に関わる
人々の営為から現代を生き抜くための智慧を学びとりたい。

1 6 3 9 6 0 9
グローバル経済史（’１８）

〈３２０〉
水島　司

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕

島田　竜登

〔放送大学客員准教授
東京大学准教授 〕

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　20世紀後半からの東アジアから東南アジア、南アジアにまたがるアジア地域の急
速な経済成長は、経済発展の歴史的展開に関する従来の議論に重大な疑問を突
きつけ、その結果として地域発展の地域的特性やヨーロッパとアジアとの関係の見
直しの動きが本格的になってきている。このような状況を背景として、本講義では、
近年盛んに行われているグローバル経済史をめぐる議論の論点を紹介すると共に、
それらの論点と関わる重要な題材を取り上げ、15世紀から現在に至る大きな経済
の流れを学ぶ。
※�特別な予備知識は必要としないが、近年盛んに翻訳出版されているグローバル

経済史関係の本を可能な限り多く読んでおくことを勧める。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（85.3点）
2022年度2学期（84.7点）

1 5 4 8 4 8 4
財政と現代の経済社会（’１９）

〈３１０〉
諸富　徹

〔 放送大学客員教授
京都大学大学院教授〕

「財政と現代の経済社会（’15）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義は、教科書に沿って、どの学部出身であろうと初学者にも分かる形で体
系的に経済学の観点から財政学の講義を行うことで、基礎知識を獲得してもらうこ
とを目的とする。その内容は財政学の主要トピックスをほぼ網羅するものとなってい
る。他方で、「グローバル化」をキーワードとして、日本財政が直面する最先端の課
題と、それを解決していくための最新の知見を紹介する。

【平均点】
2022年度1学期（79.9点）
2022年度2学期（78.4点）

1 5 4 8 5 6 5
災害社会学（’２０）

〈３２０〉
金菱　清

〔放送大学客員教授
関西学院大学教授〕
2020年度開設科目

2 テレビ〈字〉

〔第2学期〕
（木）3：45～4：30
（231ch）

（水）18：00～18：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目では、東日本大震災を中心にした千年規模の大災害を社会学的視角か
ら学ぶ。都市文明が進めば進むほど、複雑さが増し、大規模な災害に対して復旧
や復興にも時間がかかる。災害と地域社会および個体の脆弱性の克服という視点
から「現場」で取り組んでいる創造的仕掛けや創意工夫について人びとの生活の
視点および死生観に立って学ぶ。
※�この科目と合わせて、「社会学概論（’21）」「都市と地域の社会学」「環境と社会」

などの関連科目を履修することが望ましい。【平均点】
2022年度1学期（67.2点）
2022年度2学期（73.9点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 4 8 5 7 3
金融と社会（’２０）

〈３１０〉
野間　敏克

〔放送大学客員教授
同志社大学教授 〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）15：00～15：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　1980年代後半のバブル経済から1990年代にかけて、銀行を中心とした日本の
金融システムは大混乱に陥った。不良債権問題、銀行倒産、金融危機、そして情
報技術の急速な進歩により、金融の仕組みに大変革が求められた。また、それら
に対応するため、当局による規制監督にも大幅な見直しが求められた。バブル後
の混乱から日本経済が立ち直りかけたとき、2008年にはリーマンショックが起きた。
サブプライムローン問題という、新しい金融技術を駆使した仕組みが、金融市場に
とどまらず、経済社会全体の危機につながっていったのである。この講義では、重
要性を増している金融の仕組みを学び、それが私たちの経済社会に与える影響を
幅広い観点から考える。
※�� 「経済社会を考える」「現代経済学」「財政と現代の経済社会」を履修済み、ま

たは同時に履修することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（73.5点）
2022年度2学期（63.5点）

1 5 4 8 5 8 1
大学マネジメント論（’２０）

〈３２０〉
小方　直幸

〔放送大学客員教授
香川大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　この授業は、大学に関心のある方に加えて、教職員あるいは管理者として大学
に関わっている方を対象に、大学のマネジメントに関わる基本的な知識を修得して
もらうことを狙いとしている。
※�この科目は、大学のマネジメントに関わる基本的な知識の修得を目的としている

が、大学の運営は企業等の運営とは異なる側面も有している。そのため、経済
や経営に関する科目だけでなく、教育に関する科目など、関連する科目の幅広い
履修を行うことが望ましい。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（74.9点）
2022年度2学期（68.5点）

5 5 3 0 0 1 6
椅子クラフツ文化の
社会経済学（’２０）

〈３２０〉
坂井　素思

（放送大学客員教授）

2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（50％）、
レポート（50％）の
評価により行う。

　椅子をはじめとする「クラフツ生産」が現代に示す社会文化には、どのような特
徴があるのかをこの講義では捉えます。具体的には、椅子クラフツ（家具工藝）を
中心にして、生産、消費、流通、労働などのプロセスを追うことによって浮かび上
がってくる、現代経済社会の特徴を具体的に考察します。なぜ椅子をつくるのか、
椅子に何を求めるのかなどについて明らかにしていきます。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 5 3 9 4 3 4
市民生活と裁判（’２２）

〈３１０〉
川島　清嘉

〔 放送大学客員教授
川島法律事務所弁護士〕

川島　志保

〔 放送大学客員教授
川島法律事務所弁護士〕

※ �この科目は「市民生活と裁判
（'18）」の改訂科目です。

「市民生活と裁判（'18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）3：45～4：30
（231ch）

（火）18：00～18：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義は、（法曹を志すのではない）一般市民を対象として、一般市民が広く遭
遇する可能性のある代表的な紛争を取り上げて、紛争の発生からその解決に至る
までのプロセスを具体的に説明し、裁判の機能、裁判の基本構造、手続の特徴等
についてわかりやすく解説する。
※予備知識や他の科目の事前履修は不要である。
※改訂回は第1、4、5、7、10、12、13、15回です。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（87.4点）
2022年度2学期（86.7点）

1 5 3 9 3 2 9
刑法と生命（’２１）

〈３２０〉
和田　俊憲

〔放送大学客員教授
東京大学教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）6：00～6：45

［第2学期］
2024年1月19日（金）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　犯罪と刑罰に関する法である刑法について講義します。「生命」を題材にして、
刑法における生命保護の基本、生命に対する保護の加重、正当化される生命侵
害の3部構成で進めます。
※特に予備知識は必要とされません。

【平均点】
2022年度1学期（62.4点）
2022年度2学期（74.4点）

1 5 3 9 4 7 7
民法（’２２）
〈３２０〉
武川　幸嗣

〔 放送大学客員教授
慶應義塾大学教授 〕
2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月21日（日）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　民法全体をバランスよく概観し、基本原則および主要な諸制度について簡潔か
つ明快に解説する。
※�印刷教材および放送授業に加えて、六法全書により条文を参照されたい。また、

この授業の内容は、2017年債権法改正および、2018年相続法改正を反映させ
たものとする。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（69.1点）
2022年度2学期（68.1点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 3 9 4 1 8
行政法（’２２）
〈３２０〉
高橋　信行

〔 放送大学客員教授
國學院大學教授 〕

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　行政法は人々の身近な生活にも深く関わっていることから、公務員だけでなく、
一般市民にとっても重要な法体系である。本科目では、幾つかの重要な個別法を
説明した上で、それらに共通する一般的な行政法の仕組みについて説明する。具
体的には、建築基準法や食品衛生法といった市民生活に密接にかかわる個別法
を扱った上で、行政立法や行政処分などの行政過程論を説明し、さらには、行政
事件訴訟や国家賠償訴訟など、裁判的統制のしくみを解説する。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（89.5点）
2022年度2学期（84.3点）

1 5 3 9 5 0 7
人生100年時代の
家族と法（’２３）

〈３２０〉
本山　敦

〔放送大学客員教授
立命館大学教授 〕

岩井　勝弘

〔 放送大学客員准教授
岩井法律事務所弁護士〕

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（金）3：45～4：30
（231ch）

（木）18：00～18：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　家族は、人が生まれ育ち、生まれ育った人によって再生産される、社会の基本
単位である。それゆえ、家族を形成・解消・維持・保護・支援するために多数の
社会制度が用意されている。そして、それらの制度のほとんどは、法律に根拠を置
く法制度である。人生100年時代といわれる現在のわが国では、高齢化と少子化
が法制度に多大なインパクトを与え続けている。また、グローバル化の進展は、法
制度についても国際標準・国際協調を要求している。これらの潮流を受け、近時、
わが国の家族に関わる法制度＝〈家族と法〉は、不断の更新を迫られている状況
にある。この講義では、〈家族と法〉の中でも、最も基本的な法制度である民法の
第４編親族と第５編相続を中心に、労働、社会保障、税、司法（裁判）など、家族
や家族の生活を取り巻く多種多様な法制度の基礎について学ぶ。
※予備知識や他の科目の事前履修は不要である。

1 5 3 9 3 6 1
日本政治思想史（’２１）

〈３２０〉
原　武史

（放送大学教授）

※�この科目は「日本政治思想
史（’17）」の改訂科目です。

「日本政治思想史（’17）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（記述式）

　主に幕末から戦後にかけての近現代の日本の政治思想史を講義します。西洋と
も、中国や朝鮮など東洋とも異なる日本の政治思想とは何かに注意を払いつつ、従
来のように有名思想家のテキストを読むだけでは見えてこない日本の政治思想の
特徴について探ってゆきたいと思います。こうした学習を通して、現在の日本政治
の背景にある歴史的、思想的前提を正しく理解することが、本講座の目的になりま
す。受講者としては、天皇制という日本独自のシステムに関心があり、計量的な政
治学だけでは飽き足らないと思っている学生を対象に考えています。
※１）高校卒業程度の日本史の知識を有していることを前提とする。
　２）�この科目を履修した後に「空間と政治（’22）」や「日本政治外交史（’19）」な

どに進んでいくことが望ましい。
※全15回を改訂しています。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（68.0点）
2022年度2学期（70.3点）

1 5 4 8 4 9 2
国際法（’１９）
〈３３０〉
柳原　正治

（放送大学特任教授）

※�この科目は「国際法（’14）」
の改訂科目です。

「国際法（’14）」
の単位修得者に対する履修
制限はありません。

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月19日（金）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　主権国家間を規律する法としての国際法は、近代ヨーロッパに生まれた。その
規律内容は、とくに第２次世界大戦以降急激に変化している。また、国家が国際
法の主体の中心であることには変化はないとしても、非国家主体（国際組織、個人
など）が果たす役割は飛躍的に増大してきている。さらには、近代国際法概念その
ものの歴史的制約性もいろいろな形で指摘されてきている。本講は、こうした国際
法の歴史的変遷を踏まえたうえで、現段階における国際法についての基礎的な知
識を提供するものである。
※�法律学、とくに民法に関する科目を事前に、あるいは同時に履修していることが

望ましい。ただし、本講履修の条件ではない。
※改訂回は第7、9、11、12、14回です。

【平均点】
2022年度1学期（73.5点）
2022年度2学期（76.4点）

1 5 3 9 4 5 0
著作権法（’２２）

〈３２０〉
作花　文雄

（放送大学客員教授）

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月20日（土）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　豊かな社会の基盤を形成する創造活動を振興していく上で、知的財産権に関
する法制度が重要な役割を果たしており、その中にあって、小説や論文、美術、デ
ザイン、音楽、映画、写真、アニメ、プログラムなどの創作的表現物の保護と公正
な利用の促進を目的とする著作権法は、幅広く人々の職業及び日常の生活に関
わっている。この講義では、比較的短期間で法制度の全体像が把握できるよう、
具体的事例を踏まえつつ、著作権制度の基本的事項及び今日の実際的な課題に
ついて解説する。
※�著作物の利用に関わる契約問題、著作権侵害に伴う損害賠償責任及び刑事

責任について学習する上で、民法の契約法や不法行為法、刑法総論などを事
前に又は並行して学習しておくことが望ましい。また、印刷教材の巻末に掲げて
いる参考図書を活用して幅広く学習をすることが期待される。新聞やテレビなど
で報道される著作権事件は実際的な学習教材となる。

　�なお、本科目は、一般社団法人日本音楽著作権協会（JASRAC）から支援を
受けています。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、情報コースで共用科目となっ
ています。

【平均点】
2022年度1学期（61.7点）
2022年度2学期（64.9点）

社
会
と
産
業
コ
ー
ス
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 3 9 3 4 5
雇用社会と法（’２１）

〈３１０〉
國武　英生

〔放送大学客員教授
小樽商科大学教授〕

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）3：45～4：30
（231ch）

（月）18：00～18：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義は、雇用社会の特徴を理解し、労働法の基本的知識を習得することを目
的とする。わが国の雇用慣行の特徴は、長期雇用を重視し、会社が人材育成の
機能を果たしているところにあった。しかし、グローバル化、人工知能やAIなどの
技術の進展、少子高齢化、非正規雇用の増加といった諸要因により、雇用社会は
時代の変化に直面している。このような時代に、法はどのような役割を担うべきか。
　そうした問題意識の下で、本講義は、労働法の歴史と世界的な動向をふまえな
がら、雇用社会と法をめぐる諸問題について検討する。
※�労働法は、憲法や民法、社会保障法などとも関連し、連動する法分野である。

他の法律関連科目とともに履修すれば、さらに理解が深まるものと思われる。
【平均点】
2022年度1学期（86.6点）
2022年度2学期（80.3点）

5 5 3 0 0 3 2
全体主義と新自由主義の

あいだ（’２３）
〈３２０〉
山岡　龍一

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
第 1 回～第 15 回まで
の確認レポート（60％）、
最終レポート（40％）の
評価により行う。

　20世紀の政治理論を検討する。現代の政治を、文明的な視点から、哲学的に
反省するうえで有効な方法として、前世紀の政治理論の再検討をおこなう。経済
恐慌、二つの世界大戦、冷戦等といった、20世紀の大事件を背景として、自由社
会を追求する理論的営みがいかにして行われていたのかを、全体主義と新自由主
義をキーワードにすることで理解する。
※履修のために必要な知識は特にない。
※�レポート課題が計16本（各回1本×15回、最終レポート1本）あるため、開講後

は速やかに科目ページトップに記載する課題提出期限をよく確認し、計画的に学
習を進めること。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。通信指導は行わない。

1 5 4 8 5 0 6
日本政治外交史（’１９）

〈３２０〉
五百旗頭　薫

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授〕

奈良岡　聰智

〔 放送大学客員教授
京都大学大学院教授〕

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（記述式）

　すでに明治維新から150年が経過した。しかも、戦前史と戦後史がおのおの半
ばを占める。全体像を視野に入れるのがきわめて難しい一方で、大胆な再構成が
許され、不可避であるという意味で、チャンスでもある。そこで、戦前、戦後それぞ
れを形成期と展開期とに明確に分け、四つの時代それぞれの個性に合わせた大
胆な構成を採用した。戦前の形成期では通史を一回に限りつつテーマごとの回を
置き、展開期では時系列順に通史を紡いだ。戦後の形成期では同じく時系列の進
行を基本としながら、経済成長を軸としたテーマ群を扱う一回を加え、展開期では
不確定な未来を展望するために、戦前の形成期と同様、一回の通史と並んで重要
なテーマを掘り下げた回を並べた。
※�１ �高校卒業程度の日本史、世界史、政経の知識があることが望ましい。
※２ �この科目を履修した後に、「現代東アジアの政治と社会（’20）」「世界の中の

日本外交（’21）」「日本政治思想史（’21）」などに進んでいくことが望ましい。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（80.0点）
2022年度2学期（71.7点）

1 5 3 9 4 2 6
現代の国際政治（’２２）

〈３２０〉
白鳥　潤一郎

（放送大学准教授）

高橋　和夫

〔放送大学名誉教授
国際政治学者 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　冷戦の終結から四半世紀以上が経過した現在、世界は再び激動の時代を迎え
ている。本科目では、まず国際政治の歴史的な変遷を押さえた上で、現代を「異質
な国家間の相互依存状態が常態化した時代」と捉えて、安全保障や経済、環境
や宗教といった諸課題に目配りしながら現代の国際政治を検討していく。
※�国際政治を理解するためには政治学の基本や国内政治、国際法を押さえること

が欠かせない。その意味で「日本政治外交史（’19）」「国際法（’19）」「ヨーロッ
パ政治史（’20）」「中東の政治（’20）」「世界の中の日本外交（’21）」「政治学
入門（’22）」などの関連する分野の科目の履修が望ましい。また、日頃から新聞
や雑誌などで政治に関するニュースに親しむことも有益である。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（71.5点）
2022年度2学期（85.0点）

1 5 4 8 5 9 0
中東の政治（’２０）

〈３２０〉
高橋　和夫

〔放送大学名誉教授
国際政治学者 〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（記述式）

　アメリカの一極覇権が終わり、中東地域は新しい時代に入った。地域政治のプ
レーヤーとしてロシアが復活し、新たに中国や北朝鮮が参加している。さらにはイラ
ンやトルコなどの地域大国が影響力を行使している。こうした域外と地域の列強が
重層的に影響力を競いあう新しい風景を描き出す。
※� 「現代の国際政治」「国際理解のために（’19）」などの関連科目にも目配りしつ

つ勉強していただきたい。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（74.1点）
2022年度2学期（73.0点）

社
会
と
産
業
コ
ー
ス
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 4 8 6 0 3
ヨーロッパ政治史（’２０）

〈３２０〉
中山　洋平

〔放送大学客員教授
東京大学教授 〕
水島　治郎

〔放送大学客員教授
千葉大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　19世紀以降の西ヨーロッパ諸国の政治発展を比較政治の分析枠組を用いて概
観する。他の地域と比較すれば、確かに西ヨーロッパ諸国の政治には共通の基本
的な特徴があるが、反面、少しでも細かく見ていけば、各国毎に無視できない多様
性が見られることに気付く。この講義では、西ヨーロッパ諸国の政治がもつ、この共
通性と多様性が、いかにして生じ、発展してきたのかを、近世以降の歴史的展開
をマクロの視点からたどることで明らかにしていきたい。
※�高校で世界史を履修していない受講者は、市販の高校教科書で毎回の講義に

対応する部分を予習しておけば、大いに理解の助けになるだろう。高校で履修
したが基礎知識に自信がない場合も、使用した教科書に再度目を通しておくこと
を勧める。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（57.9点）
2022年度2学期（70.9点）

1 5 4 8 6 1 1
現代東アジアの

政治と社会（’２０）
〈３２０〉
家近　亮子

〔放送大学客員教授
敬愛大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　東アジア（ここでは主に日本、中国、台湾、韓国をとりあげる）は、所属する人口
の多さと経済発展のため、国際的な影響力が大きい地域である。本地域は歴史的
にも、現在性でもその相互関係が密接であるといえるが、特に19世紀半ばから国
内的および国際的に大きな政治変動を経験しつつ現在に至っている。この東アジ
アの政治世界とその政治が作りかえてきた社会の変容を理解するためには、歴史
過程をふまえた視角が必要となる。本講義では、本地域がどのような政治変動を経
て、また如何なる国際環境の中で現在の政治と社会を作り上げてきたかを解明し、
今後の展望をおこなう。
※�政治学、国際関係論、および日本を含む東アジア諸国と地域に関する講義を履

修することを期待する。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、人間と文化コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（74.4点）
2022年度2学期（64.6点）

1 5 4 8 6 2 0
行政学概説（’２０）

〈３２０〉
金井　利之

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授〕
2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（併用式）

　現代日本の行政を念頭に、行政が人々に見せる様々な特性を、多角的に概説
する。受講者として想定しているのは、行政によって支配を受ける被治者である一
般の人々である。行政に携わる為政者でもなければ、行政を使う立場の為政者で
もない。こうした為政者も、ある面では被治者である一般の人々であることもあるし、
被治者である人 も々ときには行政に携わり、行政を使う立場になることもある。また、
被治者も、民主制のもとでは、行政を究極的には統制する側の統治者でもある。
※�義務教育程度の知識があることで充分である。それよりも、行政に対して、違和

感でも親近感でも構わないので、一定の関心を持ち、行政の実態に対して理解
しようとする意欲と態度があればよい。

【平均点】
2022年度1学期（67.8点）
2022年度2学期（70.2点）

1 5 3 9 3 8 8
マーケティング（’２１）

〈３１０〉
井上　淳子

〔放送大学客員教授
成蹊大学教授 〕
石田　大典

〔放送大学客員准教授
同志社大学准教授 〕
2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　マーケティングとは、人 と々社会のニーズを見つけ出し、それを満たす手段や仕
組みを創造していくことである。今日では、多くの市場が成熟を迎える一方で、技
術革新のスピードは一層加速し、競争がグローバルに展開されている。企業が存
続と成長を実現するために、マーケティングの重要性はますます高まっていると言え
る。本講義では、マーケティングの基本概念やフレームワークを具体的な事例を交
えながら解説する。また、戦略的マーケティング、リレーションシップ・マーケティング、
マーケティングと社会的責任といった発展的なテーマについても取り扱う。
※「経営学概論（’18）」を履修していることが望ましい。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、心理と教育コース・情報コー
スで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（89.8点）
2022年度2学期（86.0点）

1 5 4 8 5 3 0
国際経営（’１９）

〈３２０〉
原田　順子

（放送大学教授）

洞口　治夫

〔放送大学客員教授
法政大学教授 〕

「国際経営（'13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月21日（日）
2時限（10：25～11：15）  

（注1）
Web受験（択一式）

　企業活動のグローバル化は中国、インド、ロシア、ブラジルの新興工業国の台頭
を迎え、ますます急速に地理的範囲を増大しつつある。本田宗一郎が喝破した
「世界一にならなければ、日本一になれない」と言う言葉が今日ほど実感される時
代はかつてなかった。この科目は、こうした状況に対応するために、日本企業がい
かにグローバル戦略と管理方法を策定し、実践していくべきかを実務的かつ学問
的視点から理解することを目的として設計される。

【平均点】
2022年度1学期（70.9点）
2022年度2学期（78.8点）

1 5 3 9 4 0 0
管理会計（’２２）

〈３２０〉
齋藤　正章

（放送大学准教授）

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）6：00～6：45

［第2学期］
2024年1月23日（火）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　管理会計の目的は、企業で行われる様 な々経営意思決定と業績管理に有効な
会計情報を提供することにある。本講義では管理会計の役割を意思決定を支援
する役割と業績を測定・評価して企業価値を高める行動を動機づけるコントロール
の役割に分けて、それぞれの理論を解説する。
※�理解を深めるために、電卓等を脇に置き、実際に手を動かして体で覚えるように

努めてほしい。印刷教材各章の例題、巻末の練習問題を自分で解くなど積極的
な姿勢が望まれる。【平均点】

2022年度1学期（59.6点）
2022年度2学期（72.1点）

社
会
と
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点
1 5 3 9 4 4 2

簿記入門（’２２）
〈３１０〉
齋藤　正章

（放送大学准教授）

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月23日（火）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　簿記はおよそ500年前から存在し、「ビジネスの言語」ともいわれ、今日の企業
社会においても欠かせないものとなっています。本講義では、商業簿記に関する基
礎的な知識・技術の網羅的な習得を目標としています。
※�意識するとファイナンスに関する情報は日々 あふれています。そうした日頃読み飛

ばしている新聞や雑誌、インターネット等の経済記事に関心をもつとより身近な問
題としてとらえることができるでしょう。また、計算式が出てくるので、読むだけでは
なく、自分でも実際に解いて確認してみてください。【平均点】

2022年度1学期（69.0点）
2022年度2学期（64.6点）

1 5 3 9 5 5 8
ファイナンス入門（’２３）

〈３２０〉
齋藤　正章

（放送大学准教授）

阿部　圭司

〔放送大学客員教授
高崎経済大学教授〕
2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（木）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　好むと好まざるに関わらず、ファイナンスは私たちの暮らしと密接に関連している。
それは職業の有無や年齢とは関係なくである。しかし、中には「お金の話はちょっ
と・・・」と敬遠する人が多いのも事実である。本科目は、より多くの人にファイナン
スをより身近に感じ、理解してもらうことを目的としている。そのために、①ファイナン
スと市場（第２～８回）、②ファイナンスと企業（第９～ 13回）、③ファイナンスと情報・
今日的課題（第14回～ 15回）という３つのテーマで講義を構成し、内容の充実と
理解の促進を図っている。
※�意識するとファイナンスに関する情報は日々 あふれている。そうした日頃読み飛ば

している新聞や雑誌、インターネット等の経済記事に関心をもつとより身近な問題
としてとらえることができるだろう。また、計算式が出てくるので、読むだけではな
く、自分でも実際に解いて確認してみてほしい。

1 5 3 9 5 4 0
経営情報学入門（’２３）

〈３２０〉
岸　眞理子

〔放送大学客員教授
法政大学教授 〕

佐藤　亮

〔 放送大学客員教授
東京理科大学嘱託教授〕

※�この科目は「経営情報学入
門（’19）」の改訂科目です。

「経営情報学入門（’19）」の単
位修得者に対する履修制限は
ありません。

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（水）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　ICT（情報通信技術）の劇的な進展は、ICTやそれがもたらす情報の取扱いそ
のものが経営（マネジメント）であるという現象をもたらしている。経営情報学は、
ICTや情報によっていかに経営するかという基本的な問題意識に加え、ICTや情
報をいかに経営するかという新たな視角も取り込んで、日々 進化している。組織の
価値創造の礎となるのは、人間の知性とICTの分析的な能力の統合であり、人と
ICTをシームレスに協働させる、組織の情報処理活動の研究、すなわち経営情報
学が求められている。
　経営情報学の基礎となる理論や概念とともに、優れた経営情報システムの実践
事例と企業組織の有効な情報利活用について学習する。
※改訂回は第1、2、3、4、5、6、9、10、11、12、15回です。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、情報コースで共用科目となっ
ています。

1 5 3 9 3 3 7
現代の内部監査（’２２）

〈３１０〉
齋藤　正章

（放送大学准教授）

蟹江　章

〔 放送大学客員教授
青山学院大学大学院教授 〕

※�この科目は「現代の内部監
査（’17）」の改訂科目です。

「現代の内部監査（'17）」
「組織運営と内部監査（'13）」
「組織運営と内部監査（'09）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）15：00～15：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　営利・非営利を問わず、組織運営の成否を決めるのは内部監査の成否である
と言っても過言ではない。本講義では、組織の外にいてはなかなか実感する機会
がない内部監査について、その目的や原則を理解し、実際の手続きを検討するこ
とによって、内部監査の重要性を理解することを目的とする。また、すでに内部監査
に携わっている人には、内部監査についての再整理と新たなる知見を与えるものと
期待される。
※�本講義は経営や法律、会計、技術といった多面的な要素を含んでいるため、関

連科目についても広く学ぶことが重要である。よって、「社会と産業の倫理（’21）」、
「NPO・NGOの世界（’21）」、「現代の会計（’20）」といった科目の履修が望ま
れる。

※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（85.6点）
2022年度2学期（68.8点）

1 5 3 9 4 6 9
フードシステムと
日本農業（’２２）

〈３２０〉
新山　陽子

〔 放送大学客員教授
京都大学名誉教授 〕

※�この科目は「フードシステム
と日本農業（’18）」

　の改訂科目です。

「フードシステムと日本農業（’18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　農業生産から始まり、食品製造、食品流通（卸売、小売）、外食、そして家庭での
消費に至るフードシステムの姿と、そこにおける各産業主体間の価格や品質をめぐる
調整関係を示すとともに、各産業の構造と行動、消費者の意識や行動について解説
する。
　なかでも、食料の素材を生産する農業段階については、手厚く解説する。あわせ
て、将来世代のために関係主体が共存でき、望ましいフードシステムが存続できるよう
に、フードシステムが抱える課題とその改善の方向を論じられるように材料を提供す
る。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（59.9点）
2022年度2学期（64.7点）

社
会
と
産
業
コ
ー
ス



95

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点
1 5 3 9 5 1 5

SDGs下のアジア産業論（’２３）
〈３１０〉
古橋　元

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）14：15～15：00

［第2学期］
2024年1月24日（水）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　「新型コロナウイルス」の世界的拡大による経済への打撃や世界において「第4
次産業革命」ともいわれる歴史的な変革が起きつつある。アジアもその変化の渦中
にあり、「国連のSDGs（持続的な開発目標）2030」を考慮した産業構造の転換を
迫られている。本科目は、アジアの産業を次の3点から理解する。第1に、経済に
おける国内総生産 （GDP）の考え方や国民経済循環を明らかにし、企業活動の
産業連関の考え方を説明する。第2に、アジア主要国の自動車産業、情報通信技
術産業、そして農業・食品産業のクラスター政策等の成長戦略を紹介する。第3
に、グローバル化とは異なるアジアにおける地域統合に向けた現状と課題を説明す
る。本科目は、企業の方のみならず貿易・投資に関心を持つ人、またアジア、そし
て世界を舞台に飛躍を期待される方の履修が望まれる。
※�関連する科目名は、「開発経済学：アジアの農村から（’20）」、「グローバル経済

史（’18」）、「国際経営（’19）」、「現代経済学（’19）」。
1 5 3 9 3 5 3

サプライチェーン・
マネジメント（’２１）

〈３１０〉
松井　美樹

（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）15：00～15：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代の循環型サプライチェーンの構築と運用に関する基礎原理とそれらの実際
の応用について概観する。グローバル化が進む環境のもとで経営戦略上ますます
重要性を高めつつあるサプライチェーンの設計・構築に関する現代的課題を取り
上げ、その理論的背景、分析方法、先進的取り組み事例の検討を通じて、その原
理を解明していく。持続可能な循環型サプライチェーン、グローバル・サプライチェー
ン、サプライチェーンの統合問題、在庫管理を含めたロジスティクス活動の役割な
どの課題に対して理論的な分析を行うとともに、それらの応用事例を検討していく。
※高校卒業程度の数学の知識を前提とする。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（71.6点）
2022年度2学期（60.9点）

1 5 3 9 3 7 0
NPO・NGOの世界（’２１）

〈３１０〉
大橋　正明

〔 放送大学客員教授
恵泉女学園大学名誉教授〕

利根川　佳子

〔放送大学客員准教授
早稲田大学准教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月23日（火）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　多様な社会経済問題などで困窮する人たちに対して、伝統的には政府がセー
フティ・ネットを提供してきた。しかしその縮小が続くなか、最近では代わって民間
非営利セクターが、サービス提供を行うようになり、注目が集まっている。例えば、こ
れに関連した法制度では、98年のNPO法の成立、08年から実施の公益法人制
度改革、そして数次に渡って改善された税制優遇などが挙げられる。しかし福祉
を中心にサービスを提供するNPOの公的資金への依存が進み、行政の下請け化
あるいは市民社会組織としての自律性の喪失といった問題が指摘されている。ま
た新たに、ソーシャルビジネスと呼ばれる新たな解決手法も生まれてきている。こうし
た民間非営利の諸組織の実態とその重要性を理解し、国内外のそのあり方や動
向について、基本的な知識を深める。
※関連する新聞記事などに対し、自分で考えてみましょう。
※身近にどんなNPOやNGOがあるのか注意を払ってみましょう。
※�また良い機会があれば、それらのNPOやNGOの会員や寄付者あるいはボラン

ティアなどとして参加してください。それによって、この講義に対する理解が深まり
ます。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（68.9点）
2022年度2学期（76.9点）

1 5 3 9 5 2 3
サービスサイエンス（’２３）

〈３１０〉
岡田　幸彦

〔放送大学客員教授
筑波大学教授 〕

原　辰徳

〔放送大学客員准教授
東京大学准教授 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）14：15～15：00

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　社会経済のサービス化が進み、さらにデジタル化による革新が求められる時代と
なった。サービスサイエンスは2000年代にアメリカで提唱され、1970年代に登場し
たサービスのマーケティング、1990年代に発展したサービスのマネジメントや原価
計算、そして2000年代初頭に我が国で提唱されたサービス工学や2010年代に
我が国で醸成されたサービス学（サービソロジー）を含む、学際的な先端領域であ
る。本科目では、サービスサイエンスの入門的な内容と主要な議論を取り上げ、我
が国サービス産業の生産性向上に貢献するリテラシーを教授する。
※�関連科目は学部の「経営学概論（’18）」「経営情報学入門（’23）」「マーケティ

ング（’21）」であり、これらを履修していることが望ましい。また、日本サービス大
賞、サービス産業生産性協議会、経済産業省サービス政策課、サービス学会
のHPを事前に調べ、我が国サービスイノベーション実践の概要を理解しておくこ
とが望ましい。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

1 5 3 9 5 3 1
イノベーション・

マネジメント（’２３）
〈３１０〉
伊藤　宗彦

〔放送大学客員教授
大手前大学教授 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）14：15～15：00

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義では、初めて学ぶ受講生を対象に、イノベーションの本質を理解するとと
もに、その基礎的な用語や考え方を習得することを達成目標とする。本講義では、
大きく、二つの側面よりイノベーション・マネジメントを考えていく。まず、今まで世の
中に存在していなかった新しいアイデアを生みだすというイノベーションの「創造性」
について理解する。次に、引き出された抽象的なアイデアを、具体的な製品やサー
ビスという形で実現する組織やそのマネジメントについて学ぶ。本講義では、基本
理論を網羅し、事例を基にわかりやすく解説する。
※�本講義では、イノベーションについて、「革新的な技術」という意味では扱わない。

イノベーションという用語は、技術だけを指すのではなく、広く、社会において、新
しいものを創造するという概念であり、モノだけではなくサービスなどにも広く適用
される経済用語として考えていく。つまり、イノベーションという用語は広義・狭義
を含めて、さまざまな解釈があるが、本広義では、経済効果をもたらす革新とい
う概念として捉える。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点
1 6 3 9 6 8 4

地球温暖化と
社会イノベーション（’１８）

〈３２０〉
六川　修一

〔 放送大学客員教授
防災科学技術研究所

主幹研究員 〕
向井　人史

〔 放送大学客員教授
国立環境研究所

気候変動適応センター長〕
2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）15：00～15：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　温暖化に代表される地球環境問題は人類ならびに地球全体の問題である。こ
れまで、温暖化の原因研究や将来の影響予測等とともに、緩和策・適応策に関す
る研究や議論がIPCCやCOPの場で長く行われてきた。そして、2015年COP 21
「パリ協定」が締結され、ようやく途上国、先進国が一丸となって、温度上昇の目
標設定、緩和量の各国目標設定、資金提供、これらに対する観測、報告、評価な
どに向けて初めての一貫した方針が出された。本講座では、これまでの地球温暖
化問題の研究の歴史とともに研究成果を整理した後、政府、企業、研究機関、市
民それぞれの現在の取り組み内容を俯瞰し、この問題解決のために人類が取り得
る行動とその可能性について考える。
※�本講座だけでは、進化する産業や対策、改善、適応などに貢献できる技術など

をリアルタイムにすべて解説することは、極めて難しい。そこで補足手段として、
Webの設置などにより、可能な限りニュース性のある情報や研究の取り込みを行
う予定である。また、各地域に存在する環境系コミュニティとの連携や全国にあ
る学習センターの活用を通して、受講者のコミュニティ作りなども検討することで、
受講者自らによる地球環境改善等の活動を促したい。

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、自然と環境コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（65.5点）
2022年度2学期（71.7点）

1 5 3 9 5 6 6
環境を可視化する
技術と応用（’２３）

〈３３０〉
中村　恭志

〔放送大学客員准教授
東京工業大学准教授〕

浅輪　貴史

〔放送大学客員准教授
東京工業大学准教授〕

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（木）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　我々の身近な環境から地球規模まで様 な々スケールの環境について、環境問題
を可視化する最先端の技術を紹介し、その可視化を利用した環境の保全や、より
良い環境を創り出すための科学を解説する。可視化技術としてはコンピュータシミュ
レーションやリモートセンシング、CAD/GIS、情報技術などを取り上げる。可視化画
像から環境の状態を正しく読み解くには、観測、解析、シミュレーションなど可視化
されている環境のデータがどのように取得されたかを知っておくことが必要であり、
可視化の技術に加え、データの取得方法についても丁寧に解説する。受講生は、
環境の問題に興味がある方や、最先端の技術を用いた可視化画像の作成法、及
びその活用法に関心のある方を対象とする。
※�環境を可視化し、可視化画像から環境を理解するには、環境で生じている物理

現象に関する知識に加え、可視化されているデータの物理的意味や取得方法
などを理解することも重要である。本講義では、必要な知識を平易に解説するよ
うに努めるが、数学と物理学の基礎的な知識があることが望ましい。

【関連科目】住まいの環境論（’23）

※�この科目は、社会と産業コース開設科目ですが、生活と福祉コース・情報コース・
自然と環境コースで共用科目となっています。

5 5 3 0 0 2 4
緑地環境の計画（’２１）

〈３２０〉
宮城　俊作

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授〕

2021年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（45％）、
レポート（55％）の
評価により行う。

　グローバルスケールにおける環境問題から、都市におけるソフトな環境基盤の形
成、自然環境の保全やレクリエーション空間の確保、地域コミュニティのコア形成、
さらには日常生活の中で身近にふれることのできる緑の空間に至るまで、緑地環境
に期待されている役割は様々である。この科目では、その中から特に都市と居住地
の環境を形成する「緑地」を対象として、計画・設計・運営管理に関わる理論と
実践的な手法について講述する。
※�関連する科目として「住まいの環境論（’23）」を並行して履修することが望ましい。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要となる。詳細は本学ウェ

ブサイトを参照のこと。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 5 2 9 2 4 2
地域コミュニティと

教育（’１８）
〈３２０〉
玉井　康之

〔 放送大学客員教授
北海道教育大学副学長 〕

夏秋　英房

〔放送大学客員教授
國學院大學教授 〕

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　本科目は、人間の成長・発達といった、社会的な作用（教育）を中心的に担う
家庭と学校が、人間の共同生活の場としての「地域コミュニティ」と、どのように関
連しているかを「地域教育」および「コミュニティ教育」といった視点から明らかに
することにある。これまでも、学校・家庭・地域の「連携・融合」の必要性が叫ば
れてきたが、これは子どもだけではなく大人を含め、人間形成に果たす地域コミュ
ニティの教育力が極端に弱体化した、というよりも、地域社会そのものが成立しなく
なるなかで、日常生活の場としての地域コミュニティが、これまで保有してきた「教
育機能」を再生させることの必要性について考察する。
※�履修者が、身近な地域社会（出身地や現住地）での生活体験、とくに教育・学

習体験をふりかえり、普遍化して、その地域の課題や問題を認識し、その解決
の方策を探求するための、「基本的知識」と「実践力」をつけることを目指す。
そのために、以下の関連科目を学習することを勧める。

　� 「発達科学の先人たち（’16）」「新時代の生徒指導（’23）」「教育社会学概論
（’19）」（いずれも学部開設科目）

【平均点】
2022年度1学期（94.3点）
2022年度2学期（94.8点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 2 2 0
コミュニティがつなぐ

安全・安心（’２０）
〈３１０〉
林　春男

（放送大学客員教授）

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）21：45～22：30
（231ch）

（金）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　狩猟採集社会、農耕社会、工業社会、情報社会と、社会は不可逆的な変化を
遂げている。そのなかにあって災害は多様化し、またコミュニティや安全・安心のあ
り方も変容してきている。今後も人と人の助け合いは安全・安心の確保にとって不
可欠であり、本科目はそのためのコミュニティのあり方を総合的に検討するものであ
る。授業は「パート1：コミュニティレジリエンスを考える枠組み」、「パート2：災害レ
ジリエンスの向上」、「パート3：これからのコミュニティレジリエンス」の３つのパート
から構成されており、全体と通じて「人と人が助け合わなければ災害を乗り越えら
れない」という命題の本質と実際とを重層的に考えていく。
※�関連する科目として、「リスク社会の家族変動（’20）」「生活環境情報の表現―

GIS入門（’20）」「災害看護学・国際看護学（’20）」「リスクコミュニケーションの
探究（’23）」「ソーシャルシティ（’23）」「貧困の諸相（’23）」といった科目とあわ
せて学習することにより、本科目の内容についての理解と考察が一層進むと思わ
れる。

【平均点】
2022年度1学期（72.4点）
2022年度2学期（78.0点）

1 5 1 9 2 3 9
リスク社会の家族変動（’２０）

〈３２０〉
田間　泰子

〔 放送大学客員教授
大阪府立大学名誉教授〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月21日（日）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　家族は、様 な々時代・社会において、リスクを減じ人々の生存を助ける機能を果
たしてきた。しかし、現代の日本では家族のあり方が大きく変動し、新たにこの変動
と将来の予測をふまえて、人々は社会の諸課題に立ち向かわなければならない。そ
こで、本科目はまず現代社会とリスク、およびそれらと家族との関係について基礎
的知識と理論的視座を講じる。そのうえで、家族の諸側面（労働と社会保障、ジェ
ンダー、結婚、単身世帯化、セクシュアリティと生殖、子育て、高齢化、家族の多様
化、社会的排除など）に関して、豊富なデータをもとに変動と諸課題を論じる。
※� 「家族問題と家族支援（’20）」をともに学習することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（70.7点）
2022年度2学期（71.4点）

1 5 1 9 2 6 3
ライフステージと
社会保障（’２０）

〈３３０〉
丸谷　浩介

〔 放送大学客員教授
九州大学大学院教授〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　私たちの生活に不可欠な社会保障制度。社会保障制度は国の財政でも大きな
ウエイトを占めており、個人にとっても国にとっても大変重要な制度になっています。
ところが、私たちの暮らしに社会保障制度がどのようなかかわりを持っているか、正
確に理解することは大変難しいのが現状です。これは、制度が複雑であることが大
きな原因です。ただ、制度が複雑になっているのはそれなりの理由があります。こ
の講義では、社会保障制度がなぜあるのか、対象者ごとに考えてみたいと思いま
す。
※�社会福祉学関係科目を履修していることが望ましく、法律学をはじめとする社会

科学系科目を履修していると学習が容易になります。

【平均点】
2022年度1学期（69.8点）
2022年度2学期（81.5点）

1 5 2 9 4 1 2
社会・集団・家族心理学（’２０）

〈３２０〉
森　津太子

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　人間は社会的動物であり、常に他者との関係性のなかで生きている。本講義で
は、社会的動物である人間が、社会を構成する他者からどのように影響を受け、ま
たそうした社会をどのように認識しているのか。そして、集団としての行動は、個人
の行動とどのように異なるのかについて解説する。さらに、もっとも身近な社会であ
る家族の機能についても考えていく。
※本科目を履修する前に『心理学概論（’18）』を履修していることが望ましい｡

【平均点】
2022年度1学期（90.4点）
2022年度2学期（88.3点）

1 5 2 9 4 2 0
産業・組織心理学（’２０）

〈３２０〉
山口　裕幸

〔放送大学客員教授
九州大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）19：30～20：15

［第2学期］
2024年1月23日（火）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　産業･組織心理学は､ ①組織に所属する人々の行動の特性やその背後にある
心理､ あるいは人々が組織を形成し､ 組織としてまとまって行動するときの特性につ
いて研究する｢組織行動｣の領域､ ②組織経営の鍵を握る人事評価や人事処遇、
あるいは人材育成について研究する｢人的資源管理｣の領域､ ③働く人々の安全
と心身両面の健康を保全し、促進するための方略について研究する｢安全衛生｣
の領域､ そして､ ④よりすぐれたマーケティング戦略に生かすべく消費者心理や宣
伝･広告の効果を研究する｢消費者行動｣ の領域からなる｡ 本講義は、それらを
全体として統合しつつ､ 産業・組織心理学の理論と知見を体系的に解説する。
※�本科目を履修する前に「心理学概論（’18）」を履修することが望ましい｡また､
「社会・集団・家族心理学（’20）」と関連が深い。

【平均点】
2022年度1学期（95.9点）
2022年度2学期（85.8点）

1 5 5 5 1 0 3
日本の近世（’２０）

〈３２０〉
杉森　哲也

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　本科目は、日本の歴史の中で、近世（16世紀半～ 19世紀半）という時代を対象
として取り上げ、講義をするものである。近世という時代について、主として社会と
文化の関係に着目し、具体的な素材に深く分け入りながら、その特質について考え
る。各回の講義では、名所・出版・園芸・医療・芸能などのさまざまな文化、それ
らが展開した場としての三都（江戸・京都・大坂）や長崎などの諸都市、その他さ
まざまな事象について、取り上げる。
※�本科目とあわせて、「日本近現代史（ʼ21）」「歴史のなかの人間（ʼ22）」「古代中

世の日本（ʼ23）」などの日本史関連科目を履修することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（86.1点）
2022年度2学期（82.3点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 7 0 3 6 6
データの分析と
知識発見（’２０）

〈３２０〉
秋光　淳生

（放送大学准教授）

※�この科目は「データの分析
と知識発見（’16）」の改訂
科目です。

「データの分析と知識発見（’16）」
「データからの知識発見（’12）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）2：15～3：00
（231ch）

（金）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（併用式）

［情報コースと共用］

　現在、ICTの進歩に伴い、大量のデータが収集、蓄積され、それを元に大量の
計算がなされ多くの情報・知識を得ることができるようになった。現在氾濫するデー
タや情報にどう接し、それとどう付き合っていくべきなのか、また、そういった情報を
抽出するためにはどういった処理をすれば良いのか、といった事について、具体的
に演習を通して身につけることを目指す。
※�データ分析の手法を説明するとともに、Rを用いて実際の分析の手順についても

説明する。理解するには大学初年次程度の数学の知識や基本的なパソコン操
作が行えることを前提として講義を行う。

※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。【平均点】

2022年度1学期（68.8点）
2022年度2学期（68.1点）

1 5 5 9 2 7 3
近現代ヨーロッパの

歴史（’２２）
－人の移動から見る－

〈３２０〉
北村　暁夫

〔 放送大学客員教授
日本女子大学教授 〕

中嶋　毅

〔 放送大学客員教授
東京都立大学教授 〕
2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）13：30～14：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（併用式）

［人間と文化コースと共用］

　近現代ヨーロッパ世界の歴史的諸相を人の移動に着目して概観し、ヨーロッパの
社会と文化の特質を考察する。戦争による兵士の移動や移住など、人は古くから
様 な々移動を経験してきたが、ヨーロッパ世界では近代化・工業化を通じて新たな
移動形態が登場し、それが世界史の展開に大きな影響を及ぼした。本講義では、
人の移動の新しい様相を具体的に紹介しながら、近現代ヨーロッパの歴史的展開
の特徴について考える。
※「歴史のなかの人間（’22）」、「ヨーロッパ政治史（’20）」、「都市から見るヨーロッ

パ史（’21）」、「日本近現代史（’21）」等が関連科目である。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（78.3点）
2022年度2学期（70.8点）

1 5 7 9 3 6 3
メディア論（’２２）

〈３２０〉
水越　伸

〔 放送大学客員教授
関西大学教授 〕

※この科目は「メディア論
　（’18）」の改訂科目です。

「メディア論（’18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　2020年代、社会のあらゆる出来事はメディアに媒介されて生じ、世界のすべて
の国や地域はメディアを介して相互依存するようになった。コミュニケーションの「媒

（なかだち）」としてのものやシステムであるメディアのあり方が、私たち自身や世界
のあり方を大きく規定するようになった。そうしたなかで、私たちはメディアについて
の新たな思想・理論を必要としている。この講義では、メディアを時間と空間という
二軸のなかに位置づけ、新しいメディア論の相貌を描き出していく。
※�日常生活で当たり前のように思われていることがらを批判的にとらえなおすことが

できるセンスと、学問をたんなる「勉強」としてとらえるのではなく、歴史的、ある
いは空間的な想像力をめぐらして、現実社会に対して働きかけるための「批判
的実践知」としてとらえる度量を持つ学生の履修を期待している。

※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（75.7点）
2022年度2学期（82.0点）

1 5 1 9 3 9 5
持続可能な社会と生活（’２３）

〈３１０〉
関　正雄

〔 放送大学客員教授
社会構想大学院大学客員教授〕

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）21：45～22：30
（231ch）

（水）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　持続可能な社会の構築は、ＳＤＧｓ（国連持続可能な開発目標）でもうたわれて
いる世界の共通目標であり、重要な今日的課題である。この科目では、持続可能な
社会とは何か、それは私たちの生活とどのようにつながっているか、グローバルに、
そして地域においてこれをどう実現していくか、といった点について、重要な考え
方、具体的な手法と事例、今後の課題などを扱う。科目を貫く問題意識として、①
問題の本質は何か、②解決の担い手は誰か、③どんな視点での行動が求められ
るか、を常に念頭に置き、多角的に問題を掘り下げていく。
※�履修の前提としての予備知識は不要。学習者には、本科目の内容について、一

市民、企業や自治体など組織の一員、といったさまざまな立場で、自分ごととして
考え、行動することを試みていただきたい。

1 5 1 9 4 5 0
社会政策の国際動向と

日本の位置（’２３）
〈３３０〉
居神　浩

〔 放送大学客員教授
神戸国際大学教授 〕
2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）14：15～15：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　20世紀に福祉国家を標榜した欧米諸国および日本をはじめ世界中の多くの国々
において21世紀の現在、人々の生活問題の予防・緩和・解決のための社会保
障や労働政策が導入され、多くの改革が進行している。グローバリゼーションと各
国固有の経済的社会的背景の中で、それぞれの国と地域の社会政策はどのよう
な対応を迫られているのか。社会保障政策や労働政策の制度・実践の動向を学
習することによって、世界における社会政策の動向を知り、日本の位置と課題を浮
き彫りにする。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

社会と産業コース　専門科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 1 9 4 1 7
ソーシャルシティ（’２３）

〈３２０〉
川原　靖弘

（放送大学准教授）

鈴木　淳一
放送大学客員准教授

株式会社電通グループ
電通イノベーションイニシア
ティブプロデューサー職

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）21：45～22：30
（231ch）

（火）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　人のコミュニケーションによるまちの活性化に重点を置き計画されるまちづくりが注
目されている。本講義では、まちの住民、来街者、運営者それぞれの視点からみ
た、持続的なまちづくりの社会的意義について論じる。また、まちづくりにおいて導
入が進められているICT（情報通信技術）について解説し、生活者の行動把握、
まち空間のソーシャルグラフの生成、サステナブルなまちづくりへの活用などについ
て、事例を交えながら紹介する。
※�関連する科目として、「生活環境と情報認知（’20）」「地理空間情報の基礎と活

用（’22）」がある。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 9 3 0 0 8 7
海からみた産業と日本（’２２）

〈４１０〉
原田　順子

（放送大学教授）

篠原 正治

〔 放送大学客員教授
国際港湾協会（IAPH）副会長〕

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）12：45～13：30

［第2学期］
2024年1月21日（日）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　島国であるわが国において海運は輸送生命線であり、国内外の安定した海上
物流は経済の安定と繁栄の基盤である。近年では、日本企業の海外展開に伴い、
グローバルなサプライチェーンマネジメントが発達してきた。そのなかで大量の荷物
の結節点である港湾は重要で、経済規模にみあった戦略的整備の必要性は極め
て高い。また国際物流の知識を近年の変化を含めて解説するとともに、国際海事
管理についてはIoTといった技術革新や地球環境の影響を含めて学習していく。
※�新たな講師を迎えて「海からみた産業と日本（’16）」を再構築した。「海からみ

た産業と日本（’16）」の既修者に対して履修を制限しないが、いくつかの章/回
において「海からみた産業と日本（’16）」と同内容の部分があることに留意され
たい。

【平均点】
2022年度1学期（83.4点）
2022年度2学期（77.7点）

1 9 3 0 0 3 6
エネルギーと社会（’１９）

〈４１０〉
迫田　章義

（放送大学教授）

堤　敦司

〔 放送大学客員教授
東京大学名誉教授 〕
2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　エネルギー問題・地球温暖化問題の解決を図るには、エネルギー技術開発だけ
でなく、エネルギーと社会について、その関連性を本質的によく理解することが求め
られる。この講義では、エネルギーと社会・経済との関係を様 な々視点から考察し
理解を深めるとともに、エネルギー技術について、その基礎から応用、社会的な側
面も含めて俯瞰的、系統的に学習する。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては社会と産業コース開
設科目ですが、自然と環境コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（70.1点）
2022年度2学期（77.3点）

1 9 3 0 1 0 9
新時代の組織経営と

働き方（’２０）
〈４２０〉
原田　順子

（放送大学教授）

若林　直樹

〔 放送大学客員教授
京都大学大学院教授〕

※�この科目は「多様なキャリアを
考える（'15）」の改訂科目です。

「多様なキャリアを考える（’15）」
の単位修得者に対する履修
制限はありません。

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　わが国の経営組織について理解を深めるとともに、働く人々のキャリアと関連する
トピックについても学習する。講義の前半では代表的経営組織である株式会社の
形態、組織行動（意思決定、モチベーション、リーダーシップ）等について解説する。
次に、経営組織が有効性保持のために行う環境適応について、主に労働市場の
変化から考える。後半では、キャリアという視点を意識して、ライフコース論、女性、
高齢者等のテーマを紹介する。最後に、国際化の経営管理への影響、経営学の
フロンティアである非営利組織について説明する。
※�この講義には『多様なキャリアを考える（’15）』と重複する章/回があります。『多

様なキャリアを考える（’15）』の既修者に対して履修を制限しませんが、この点を
理解したうえで受講を決めてください。

※改訂回は第1 ～ 9、12 ～ 15回です。
　�なお第10、11回については「多様なキャリアを考える（’15）」の第12、13回です。

【平均点】
2022年度1学期（83.8点）
2022年度2学期（88.5点）

1 9 3 0 0 4 4
開発経済学：

アジアの農村から（’２０）
〈４２０〉
大野　昭彦

〔 放送大学客員教授
青山学院大学名誉教授〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　この講義は、アジアの農村を対象として、（1）人口と農業、（2）むら共同体の機能、
（3）市場を形成する商人（財市場）、そして（4）農村金融市場の４つの柱で構成
される。「人口と農業」以外では、初めの講義で議論の枠組みを説明して、そのあ
とで「開発の現場」を念頭に置いた講義がなされる。アジアは多様であり、すべて
の地域に妥当する結論の提示はできない。ひとつの地域でえられた知識を普遍化
することは、危険性をはらむものである。そこで、時間の許す限り、いくつかの地域
を比較した議論をする。
※�多様なアジアの農村そして開発の課題を、印刷教材なり講義なりで網羅的に語

ることはできない。比較的容易に入手できる参考資料を各章で掲げておくので、
興味のある題材については、それらを読んで理解を深めてほしい。また、本講義
は経済学を基盤にしているが、すべての受講者が経済理論を学んでいるとは限
らないことから、できる限り経済理論を使わない、ないしは平易な理論のみを利
用する。その時でも、簡単ではあれ理論の説明を心掛ける。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては社会と産業コース開
設科目ですが、人間と文化コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（72.2点）
2022年度2学期（73.0点）

1 9 3 0 0 6 0
世界の中の日本外交（’２１）

〈４１０〉
白鳥　潤一郎

（放送大学准教授）

高橋　和夫

〔放送大学名誉教授
国際政治学者 〕

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　日本は世界の中にあり、また世界第三位の経済大国である日本の対外的な行動
は世界の行方にも大きな影響を与える。本科目では、世界と日本の繋がりに重点を
置きつつ、歴史的な経緯を押さえることで、「現在」の日本が置かれている状況を
空間的・時間的な広がりの中で描き出す。
　導入として日本外交の歴史を概観した上で、アメリカ、北東アジア、ヨーロッパ、
中東及びアフリカといった各地域、また核兵器やドローンやサイバー空間といった新
しい安全保障について、それぞれの問題と日本の対応を取り上げる。
　対象にするのは第一義的には本学の学生であるが、この問題を理解する必要
のある全ての人 を々潜在的な視聴者と考えている。
※�この科目は学部における学習の総仕上げを目指す総合科目である。社会学、国

際政治、環境、メディアなど、幅広い領域の基礎知識をもって学んでいただきた
い。「現代の国際政治」「日本政治外交史（’19）」「ヨーロッパ政治史（’20）」「中
東の政治（’20）」などの関連する分野の科目の履修が望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（69.9点）
2022年度2学期（75.3点）

社会と産業コース　総合科目

社
会
と
産
業
コ
ー
ス
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 9 3 0 0 5 2
環境と社会（’２１）

〈４２０〉
大塚　直

〔 放送大学客員教授
早稲田大学教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）15：00～15：45

［第2学期］
2024年1月23日（火）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　環境を巡る社会のあり方について、生態学、経済学、法学の３つの学問分野か
ら取り上げ、環境問題に関する総合的な学習をする。

【平均点】
2022年度1学期（73.9点）
2022年度2学期（62.9点）

1 9 3 0 0 9 5
空間と政治（’２２）

〈４１０〉
原　武史

（放送大学教授）

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（記述式）

　政治というのは抽象的なものではなく、具体的な空間のなかで行われるもので
す。本講義は同じ主任講師が担当した「日本政治思想史（’21）」の応用編であり、
イデオロギーではなくアーキテクチャに注目することで、日本における政治と思想の
関係に新しい角度から迫ろうとするものです。日本政治史を建築の観点からとらえ
直した御厨貴編『権力の館を考える』（放送大学教育振興会、2016年）の方法を、
日本政治思想史にも導入しようとしたものともいえます。
※�高校卒業程度の日本史の知識を有していることを前提とします。この科目を履修

する前に「日本政治思想史（’21）」を履修していることが望ましい。
【平均点】
2022年度1学期（76.7点）
2022年度2学期（75.0点）

1 9 3 0 1 1 7
住まいの環境論（’２３）

〈４２０〉
田中　稲子

〔放送大学客員教授
横浜国立大学教授〕

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（金）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　誰にとっても身近な場である「住まい」を題材として、持続可能な社会の構築と
いう目標のなかで重要となる住まいの環境に関する教養を培う機会としたい。具体
的には、居住者にとって健康的で快適な住まいの環境がどのように形成されるか
を、温熱・空気・光・音環境について科学的に捉えた上で、住まいの環境の調整
技術や計画方法を事例を交えながら学ぶ。また、住まいの環境は室内環境（ウチ）
と屋外環境（ソト）の両面から創造されるものであり、居住者の住まい方の影響を
大いに受けることから、縁側や庭などの外構や、住みこなす視点からも住まいの環
境の捉え方を知る。
※�一般居住者の視点に立ち本書はまとめられているが、住まいの環境の課題を理

解するための基本的な原理や原則の理解は必要不可欠となることから、熱や空
気、光、音の挙動について科学的な理解が求められる。

【関連する科目名】「環境を可視化する技術と応用（’23）」

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては社会と産業コース開
設科目ですが、生活と福祉コースで共用科目となっています。

5 9 4 0 0 1 0
時間を究める（’２３）

〈４１０〉
大橋　理枝

（放送大学教授）

佐藤　仁美※
（放送大学准教授）

岸根　順一郎※
（放送大学教授）

※は専門担当講師
2023年度開設科目

1 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

毎 回の小テスト（ 計
40%）、最終回受講後
の最 終 試 験（48%）、
及び第1回～第3回受
講後に課す短いレポート

（計12%）に基づいて
評価する。

［人間と文化コースと共用］

　毎回ゲストを迎え、それぞれの専門分野の立場から時間について話して頂く。
時間について様 な々角度からアプローチすることを通して、複眼的な視点を提供す
る。「色を探究する（’13）」「音を追究する（’16）」「色と形を探究する（’17）」に連
なる、多分野横断的な総合科目として構想する。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 9 1 0 0 4 3
社会福祉と法（’２０）

〈４１０〉
大曽根　寛

（元放送大学特任教授）
2023年2月ご逝去

原田　欣宏

〔 放送大学客員准教授
高崎健康福祉大学准教授〕

※�この科目は「社会福祉と法
（'16）」の改訂科目です。

「社会福祉と法（’16）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月24日（水）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　本科目は、2016年開講科目「社会福祉と法」の改訂版であるが、科目の趣旨に
変化はない。社会福祉の領域において市民としての人権がどのように尊重される
かという観点からだけでなく、社会福祉にかかわる事業者、行政機関、立法機関、
国際機関の役割と責任という観点からも論ずる。そのために、人権理念と社会福
祉の関係を再検討するとともに、現代的な権利と義務の問題に関する基本的な視
点をおさえ、かつ実践的な課題にも応えようとする。今後の制度改革と、国家・自
治体の政策責任、市民と事業者の関係についても検討する。この科目は、社会福
祉の利用者や従事者ばかりでなく、看護職、法律職などの関連職種、一般市民に
も役に立つものとなるだろう。
※�社会福祉の権利構造に関する記述が多いので、福祉領域に関する科目をあら

かじめ履修しておくことが望ましい。また、生活者として、市民としての権利と国
家・自治体の責任に関係することも多いので、法律関係の科目も受講しているこ
とが望ましい。

※改訂回は第4、5、6、7、10、11、14回です。

【平均点】
2022年度1学期（87.2点）
2022年度2学期（72.3点）

社会と産業コース　総合科目

社
会
と
産
業
コ
ー
ス
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

人間と文化コース　導入科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 4 0 2 0 2
哲学・思想を今考える（’２３）

－歴史の中で－
〈２２０〉
魚住　孝至

（放送大学特任教授）

※�この科目は「哲学・思想を今
考える（'18）」の改訂科目です。

「哲学・思想を今考える（'18）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）19：30～20：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（併用式）

　「何ゆえに、われわれは、今、ここに、このように生きているのか？」を根本の問い
として、主な「根源思想」を振り返った後、西洋哲学を考える。近代文明を問い直
すアメリカ先住民の思想、そして日本の思想を考える。19世紀末からニヒリズムが
問題になり、実存を問題にする現代哲学が成立した。日本では別の思想も展開し
た。現代になると産業が科学技術と結びついて自然の大改変をする中で地球環境
問題が生じている。医療技術の進歩により人間の生と死について人為的な操作も
可能になった。こうした今、改めて哲学・思想を、広い視野から根本的に考え直す
必要がある。（内容をかなり改訂しています。）
※�哲学・思想を大きく概観するとともに、現代的な問題も提示して、各自が今、改

めて今、それぞれに考え直すべきことを示唆したい。哲学・思想・宗教の領域
のさまざまな専門科目への導入となればと思っている。

※改訂回は第1、2、3、6、7、8、11、12、13、15回です。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては人間と文化コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

1 7 4 0 1 7 2
西洋哲学の根源（’２２）

〈２２０〉
納富　信留

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授 〕

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）20：15～21：00

［第2学期］
2024年1月18日（木）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（併用式）

　古代ギリシア哲学は西洋哲学の原点として「哲学（フィロソフィー）」のあり方を
示し、今日まで大きな影響を与えてきた。その歴史と哲学者たちの考えを学びなが
ら、哲学の基本的な考え方を整理していく。まず、1100年にわたるギリシア哲学史
を概観した上で、10の問題系（筋）をめぐる多様な見方とそれらの関係を検討す
る。また、その後、現代に至る社会と文化に古代ギリシア哲学がどう関わってきたか
を考察することで、ギリシア哲学の現代における意義を学んでいく。
※予備知識は特に必要としない。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては人間と文化コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（60.0点）
2022年度2学期（55.1点）

1 7 4 0 1 9 9
歴史のなかの人間（’２２）

〈２２０〉
近藤　成一

（放送大学教授）

杉森　哲也
（放送大学教授）

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）13：30～14：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は、歴史のなかの人間に焦点を絞り、人物を通してその人物がいきた時
代と社会についての理解を深めることを目的とする。取り上げることのできる人物の
数には限りがあるが、古今東西を通じてできるだけ多様な人物を取り上げ、歴史の
多様性を示すように心がける。人物とその背景となる歴史を調べるための史料や
方法について考え、その人物の生きた社会や時代像について講義する。
※�本科目は、歴史学分野の基礎的科目である。日本史・アジア史・西洋史という

地域の枠組み、古代から近代までという時代の枠組みに捉われず、幅広い視点
から歴史について考えることを目的としている。歴史学分野の専門科目を履修す
る際には、本科目を併せて履修していただきたい。

【平均点】
2022年度1学期（68.5点）
2022年度2学期（70.0点）

1 7 4 0 1 4 8
日本近現代史（’２１）

〈２２０〉
季武　嘉也

〔 放送大学客員教授
創価大学教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月18日（木）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　周知のように、現在は「ポピュリズム」と呼ばれる現象が進行し、議会制民主主
義の意義が問われているが、日本では1890年以来、議会制・政党制という政治
慣行が定着してきた。それを可能とした要因としては、「自由」「民主主義」という
政治思想への共感はもちろんであるが、同時に議会制・政党制というものが現実
の国民生活と深いつながりを持っていたことも重要である。この授業では、「社会の
中の政党」「民意と政党」という観点から、日本の議会制・政党制が、変化し続け
る時代状況の中で、現実社会とどのように関係しながら現在に至ったのかを説明
し、同時に日本的な特色も明らかにする。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては人間と文化コース開
設科目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（65.7点）
2022年度2学期（67.1点）

1 7 4 0 0 7 5
日本文学における
古典と近代（’１８）

〈２１０〉
島内　裕子

（放送大学教授）

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）18：45～19：30

［第2学期］
2024年1月20日（土）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　「古典と近代」という巨視的な視点を導入することで、日本文学の全体像を提示
し、文学ジャンルや時代性、東西文学との交流や相互影響などを、トータルに把握
することに力点を置く。このことによって、日本文学の生成と展開性を同時に把握す
る視点を持つことが、可能となる。日本文学の場合、いつの時代にも「古典と近代」
が融合して、文学の創造が継続的に行われてきた。この点に着目することは、日本
文学のみならず日本文化の本質への洞察を養うことにもなる。
※�これまで、放送大学における国文学関連科目は、さまざまな作品を深く読み込む

ことを基盤として、時代別やジャンル別など、多様性のある科目の配置を心がけ
てきた。中世の時代に関する「『方丈記』と『徒然草』（'18）」、近代文学を扱う

「樋口一葉の世界（'23）」、和歌文学を中心とする「日本文学と和歌（'21）」が
ある。それらの科目との相互補完性を保ちつつ、日本文学の全貌を一望のもとに
把握することを、本科目は目指している。また、広い視野からは、日本語科目や日
本史科目、外国文学科目とも関連する。

【平均点】
2022年度1学期（93.4点）
2022年度2学期（89.6点）

1 7 4 0 1 5 6
日本文学と和歌（’２１）

〈２２０〉
渡部　泰明

〔 放送大学客員教授
国文学研究資料館館長〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）18：45～19：30

［第2学期］
2024年1月20日（土）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　古代から現代までの、和歌史上の著名な歌人を取り上げ、和歌の歴史がどのよ
うなものであったかとともに、彼等が日本文学史の上でどういう意味をもったかを解
説する。

【平均点】
2022年度1学期（73.3点）
2022年度2学期（76.1点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　導入科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 4 0 1 8 0
世界文学への招待（’２２）

〈２２０〉
野崎　歓

（放送大学教授）

阿部　公彦

〔放送大学客員教授
東京大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　いま世界の文学ではどのような試みがなされ、いかなる刺激的な作品が生まれて
いるのか。グローバリズム以降の社会の変化のただなかにあって、文学が切り拓く
新しい地平を探索し、多様な作家たちとの出会いへと導く講義。作品成立の背景
をわかりやすく解説しながら、個々の作品の魅力を紹介し、同時代と切り結ぶ世界
文学のダイナミズムを分析する。

【平均点】
2022年度1学期（89.3点）
2022年度2学期（85.1点）

1 7 4 0 1 0 5
漢文の読み方（’１９）

〈２２０〉
宮本　徹

（放送大学准教授）

松江　崇

〔 放送大学客員教授
京都大学大学院教授〕
2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）18：45～19：30

［第2学期］
2024年1月18日（木）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　古典中国語は東アジアを中心とする広大な地域で共有された古典語であり、近
代に至るまで諸民族の精神構造のあり方を強く規定し続けたと同時に、その影響
は現代にまで及んでいる。
　本科目は、我が国で伝統的に用いられた訓読という手段を用いながら、このよう
な古典中国語の読解法を提示する。

【平均点】
2022年度1学期（66.6点）
2022年度2学期（63.3点）

1 7 4 0 0 4 0
新しい言語学（’１８）

　－心理と社会から
　　　　見る人間の学－

〈２１０〉
滝浦　真人

（放送大学教授）

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）20：15～21：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　言語学の中でも比較的最近発展してきた領域と方法論を取り上げて講義する。
なかでも、言語に対して心理や社会の観点からアプローチする認知言語学、言語
習得論、談話分析、社会言語学に着目する。それらは、心理や社会という観点を
通して人間にとって言語がどのような位置にあるのかを明らかにしてくれるだろう。

【平均点】
2022年度1学期（81.4点）
2022年度2学期（79.1点）

1 7 4 0 1 3 0
日本語学入門（’２０）

〈２１０〉
滝浦　真人

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）0：00～0：45
（231ch）

（金）14：15～15：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　日本語の特質を学問的に解明する「日本語学」を概観し、日本語という言語を
客観的に捉えるための枠組みと素材を提供する。
※�基盤科目の「日本語科目」とは水準が異なる言語学系科目の一つとして開設さ

れる。「日本語概説（’15）」を履修済でも履修可である。

【平均点】
2022年度1学期（75.1点）
2022年度2学期（70.5点）

1 7 4 0 1 1 3
コミュニケーション学

入門（’１９）
〈２１０〉
大橋　理枝

（放送大学教授）

根橋　玲子

〔放送大学客員教授
明治大学教授 〕

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　コミュニケーション学の入門科目として、コミュニケーション学に関する基礎を扱う
と共に、最近の研究の動向なども踏まえながら、コミュニケーションと文化の関係に
ついて様 な々角度から概観する。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては人間と文化コース開
設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（85.0点）
2022年度2学期（76.8点）

1 7 4 0 1 6 4
人文地理学からみる

世界（’２２）
〈２３０〉
佐藤　廉也

〔放送大学客員教授
大阪大学教授 〕

宮澤　仁

〔 放送大学客員教授
お茶の水女子大学教授 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）17：15～18：00
（231ch）
 

［第2学期］
2024年1月19日（金）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　大学レベルの人文地理学初学者のための入門として、人文地理学に特有の見
方・考え方を身につけることを目標に、世界や日本の多彩な事例をとりあげながら、
わかりやすく解説する。導入部分につづいて、まず環境と人間の関係をとらえるた
めのいくつかの研究視角を紹介し、さらに都市と空間へのアプローチへと進む。そ
の際、環境問題や災害・防災、都市化、グローバル化、少子高齢化といった現代
的課題に言及する。また、近年急速に発展してきたＧＩＳ（地理情報システム）の考
え方や応用例を紹介し、現代社会の分析における可能性を示す。
※� 「「人新世」時代の文化人類学（’20）」「総合人類学としてのヒト学（’18）」「環

境と社会（’21）」「社会調査の基礎（’19）」「地理空間情報の基礎と活用（’22）」
「社会学概論（’21）」も受講することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（85.1点）
2022年度2学期（71.3点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

人間と文化コース　導入科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 4 0 0 8 3
総合人類学としての

ヒト学（’１８）
〈２１０〉
高倉　浩樹

〔放送大学客員教授
東北大学教授 〕

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）20：15～21：00

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　文化的存在であると同時に生物的存在である人類の特徴について基盤的理解
をすすめるための講義である。現在の地球のエネルギー収支や環境生態系におけ
る人間社会の位置づけに触れた上で、どのような過程をへて現在にいたるのか、
食料摂取を含む幅広い意味での資源利用と、近代国家のような高度化された政
治体制を含む社会組織の多様な特徴とそれらを支える普遍的な仕組みについて
解説する。自然人類学、文化人類学、霊長類学、人類生態学、先史考古学など
の知見を総合化することで見えてくる「ひと」の全体像を把握することを試みたい。
※�この科目を履修した後に「「人新世」時代の文化人類学（’20）」などにすすんで

いくことが望ましい。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては人間と文化コース開
設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（78.1点）
2022年度2学期（80.6点）

5 5 5 0 0 4 1
博物館で学ぶ

文化人類学の基礎（’２０）
〈２１０〉
稲村　哲也

（放送大学名誉教授）

2020年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（75％）、
レポート（25％）の
評価により行う。

　この講義は民族誌（フィールド調査の成果の記録）と文化人類学の基礎である
が、講義の素材や事例として博物館の展示を活用する。さらに、博物館の実際の
展示と解説だけでなく、近年、HPによる展示解説や資料のデータベース化が進ん
でおり、オンライン科目ではそれらのデータを有効に活用できる。また、受講生は、
講義にそって、少なくともその一部について、博物館を訪問することで、理解を深め
ることができる。フィールド調査をベースとする文化人類学にとって、多様な事例を
参照、実物資料や展示を実際に見ることは、フィールド調査の追体験にあたり、講
義内容の理解にとってたいへん有効である。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては人間と文化コース開
設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。通信指導は行わない。

1 7 4 0 2 1 0
博物館概論（’２３）

〈２１０〉
鶴見　英成

（放送大学准教授）

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　国内外の多様な博物館の具体的な事例を通して、学芸員の仕事、多様な博物
館とその歴史、博物館の展示、展示の資料とその保存、情報とメディア、博物館と
教育、博物館の経営、今後の課題等について概説的、包括的に学ぶ。学芸員資
格取得の希望者を対象とするが、同時に、博物館と関係する多様なジャンル（自然
史、生物、科学、考古・歴史、文化、美術など）とその研究・実践、ディスプレイ
等に関心のある学生、視聴者等、一般の受講者もターゲットとする。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては人間と文化コース開
設科目ですが、心理と教育コース、自然と環境コースで共用科目となっています。

1 7 3 0 1 5 0
政治学入門（’２２）

〈２１０〉
山岡　龍一

（放送大学教授）

待鳥　聡史

〔放送大学客員教授
京都大学教授 〕

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　この授業は、社会科学系の教養科目として、主に現代日本の政治行政を素材と
して取り上げつつ、政治学的思考や分析方法について知る機会になることを意図
している。
　現代政治行政、とりわけ日本の政治や行政に関しては、同時代に起こっているこ
とだけに、生活実感に基づく価値判断やマスメディアからの大量の情報の前に、冷
静な考察ができないことも多い。しかし、現代政治行政の場合であっても、適切な
理解と判断を行うためには安定した視座や基準が必要となるはずである。
※�政治学は、順番に必要な科目を履修していかなくても理解できる面もあり、入門

科目である本科目を単独で履修して差し支えないが、関連する他の政治学関連
の科目を併せて履修すれば、さらに理解が深まるものと思われる。また、日頃から
新聞や雑誌などで政治に関するニュースに親しむことも有益である。

【平均点】
2022年度1学期（58.8点）
2022年度2学期（64.9点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　専門科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 5 5 0 3 0
文学・芸術・武道にみる

日本文化（’１９）
〈３２０〉
魚住　孝至

（放送大学特任教授）

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）0：00～0：45
（231ch）

（木）14：15～15：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（併用式）

　文学・芸術・武道を中心として、原始から現代まで続く日本文化の独自性と今日
的な意味を考えてみたい。日本列島の自然の中で縄文時代から狩猟・漁撈・採
集生活が長く続く内に、自然に神的なものを見て崇拝し、祖霊を尊重する精神が
培われ、それは稲作文化が伝わって国家が形成されても底流に流れている。古代
に大陸から漢字、仏教、律令制度などを取り入れるが日本的に変容させ、日本古
来の神話や歌の古典も成立した。平安期に漢字の崩し字を基にして仮名が作ら
れ、仮名を使った王朝文学が開花した。中世には貴族と武士の文化が融合する中
で、能楽や茶の湯などが展開した。近世には武芸の道や庶民が楽しむ俳諧、浄
瑠璃、歌舞伎、浮世絵なども生まれた。明治維新、戦後と、伝統文化は2 度否定
されたが、再編成されて今日に至る。縄文にまで遡って日本文化を見直して、近代
文明を超える新たな可能性を探ってみたい。
※�放送教材には、尖石縄文考古館（長野県）、平等院（京都市）、冷泉家（京都

市）などのロケ映像のほか、能楽、浄瑠璃の演技映像、武道の演武映像、ゲス
ト出演、写真多数がありますので、ご覧ください。印刷教材もよく読んでください。

【平均点】
2022年度1学期（66.2点）
2022年度2学期（64.6点）

1 5 5 4 9 7 2
日本仏教を捉え直す（’１８）

〈３２０〉
末木　文美士

〔 放送大学客員教授
国際日本文化研究センター

名誉教授 〕
頼住　光子

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授〕
2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）18：45～19：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　今日、仏教研究は次第に新しい進展を見せ、従来の常識は大きく書き換えられ
つつあるが、それらの研究成果が必ずしも広く共有されているわけではない。本講
義では、3人の講師によって、日本仏教に関する最新の成果を披露し、常識的な
理解を見直すことを目指す。頼住講師は、主要な日本の仏教者の思想を取り上げ、
現代の場からこれらの思想の読み直しを迫る。大谷講師は、近年大きく進展した
近代仏教研究の成果を披露し、現代につながる問題を考える。末木講師は日本仏
教の深層の発想を捉え直して、それが今日どのような意味を持つか考える。3人の
講師により異なる視点から照射することで、日本仏教の豊かな内容が立体的な視
点から明らかにされるであろう。
※�高校卒業程度の日本史・倫理の知識を有していることを前提とする。

【平均点】
2022年度1学期（76.4点）
2022年度2学期（71.2点）

1 5 5 9 2 8 1
原初から／への思索（’２２）

　―西田幾多郎と
　　　　　ハイデッガー―

〈３２０〉
秋富　克哉

〔 放送大学客員教授
京都工芸繊維大学教授 〕

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（併用式）

　西田幾多郎とハイデッガーは、激動の20世紀を代表する世界的哲学者である。
彼らはそれぞれ、東洋と西洋の精神的伝統に深く根差す一方、現実世界の動きを
受け止めて独自な思索を展開した。両者が生前直接に交わることはなかったが、
それぞれが独立に、かつ同時代的に展開した思索には、様 な々興味深い重なりが
認められる。本講義では、双方の哲学を突き合わせ、各思想の独自な内実とその
継承的発展の立場を考察し、それら全体の現代的意義と可能性を検討したい。
※�基本的なところから進めるつもりであるが、狭義の哲学のみならず、東西世界の

精神的伝統、芸術や宗教等にも関心を持っていることが望ましい。【平均点】
2022年度1学期（49.1点）
2022年度2学期（58.3点）

1 5 5 9 3 0 3
現代に生きる現象学（’２３）

―意味・身体・ケア―
〈３２０〉
榊原　哲也

〔放送大学客員教授
東京女子大学教授〕

本郷　均

〔放送大学客員教授
東京電機大学教授〕
2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）18：45～19：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　現象学は20世紀初頭、フッサールによって創設された哲学だが、その後、時代
に要請された問いに応答しつつ、「現象学運動」と呼ばれる独自の多様な思想運
動として展開された。それはこの哲学が「事象そのものへ！」を標榜することで、む
しろさまざまな事象に導かれ、「事象そのものの方から」思考を育むからである。本
科目では現代に生きる現象学の可能性をさぐるため、フッサールとドイツでの現象学
の展開の概要を押さえ、フランスにおける現象学の独特の展開を辿り、最後に現代
における現場への展開として「ケアの現象学」を考察する。それにより受講生が自
らの現場で現象学的思索を育めるようになることを目指す。

※�この科目は、人間と文化コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

1 5 5 9 3 1 1
英米哲学の挑戦（’２３）

―文学と懐疑―
〈３３０〉
勢力　尚雅

〔放送大学客員教授
日本大学教授 〕
古田　徹也

〔放送大学客員准教授
東京大学准教授 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）20：15～21：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目では、各回で、英米哲学のテーマとキーテキストを設定し、そのテーマとテ
キストをめぐって、時代や地域などの背景が異なる哲学者や文学者の思考との比
較考察を展開する。この構成により、英米圏の哲学的思考を時代や地域といった
枠に過剰に縛ることなく、そのテキストとの対話を誘発してやまない新鮮な視点・文
脈を明示する。懐疑をめぐる多彩な思索を重ねつつも、多様な論者が触発し合っ
て展開してきた英米哲学の挑戦の足跡をたどり、その思考の現場へと、読者（聴
講者）を招待する。
※�印刷教材を読み、放送教材を聴講したうえで、各自よく考え、紹介される参考文

献などと対話することが求められる。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　専門科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 5 4 8 6 7
西洋芸術の歴史と理論（’１６）

〈３３０〉
青山　昌文

（放送大学特任教授）

「芸術の理論と歴史（'02）」
「芸術の理論と歴史（'06）」
「芸術史と芸術理論（'10）」
の単位修得者は履修不可

2016年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）0：00～0：45
（231ch）

（火）14：15～15：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　芸術は、単に好き嫌いで話が済むような趣味の世界のものではありません。芸術
は、世界の様々な素晴らしいものが沢山詰まったものであり、世界の奥深いものが
凝集しているものなのです。この講義は、芸術のこのような本質を、古代ギリシアか
ら現代までの多くの傑作を現地に訪ねて現場で語りながら、分かりやすく語ります。
文学や演劇についても言及しますが、テレビの長所を生かして、講義の主軸は建
築を含む美術とし、芸術のもっている深い意味を明らかにしてゆきます。
※�大学院講義の「美学・芸術学研究（ʼ19）」が、美本質論・芸術本質論・美術論・

音楽演劇論・文学論・映画論・建築論などの体系的美学・芸術学の講義であ
るのに対して、この「西洋芸術の歴史と理論（ʼ16）」は、原始美術から21世紀
の現代芸術までを総覧する歴史的視点に立った講義です。尚、この講義は、以
前の「芸術の理論と歴史（ʼ02）」「芸術の理論と歴史（ʼ06）」「芸術史と芸術理
論（ʼ10）」においてお見せした貴重な海外ロケ映像の大部分を再利用している
ためもあって、これらの以前の3つの講義と内容が重複しています。そのために、
これらの以前の3つの講義の何れかを単位取得された方は、再履修不可となっ
ていますので、ご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（70.0点）
2022年度2学期（74.3点）

1 5 5 5 0 4 9
アメリカの芸術と文化（’１９）

〈３３０〉
宮本　陽一郎

（放送大学教授）

佐藤　良明

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕
2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）0：00～0：45
（231ch）

※10/8（日）から放
送

（土）14：15～15：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　大衆を巻き込んでポピュラーな展開を見せた20世紀アメリカの文芸､ 美術､ 音
楽､ 映像の諸例に幅広くふれながら、現代という時代がいかにして立ち上がり、ど
のような方向性をもって進展してきたのかを考察する。

【平均点】
2022年度1学期（76.0点）
2022年度2学期（73.8点）

1 5 5 5 0 2 2
日本美術史の近代と

その外部（’１８）
〈３３０〉
稲賀　繁美

〔 放送大学客員教授
京都精華大学特任教授〕

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）0：00～0：45
（231ch）

（水）14：15～15：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
郵送受験（記述式）

　おおよそ鎖国期以降の時代に限定し、「日本美術」とその外部との関係を問い
直す。
　従来、歴史といえば国民国家の枠組みを自明視した各国史が支配的であり、美
術史の記述もそれに準じたものが支配的だった。だがこの枠組みを近代国民国家
意識が未成立だった時代にまで遡って無批判に当て嵌めるのは不適切であるとの
認識が広がっている。また近代の国民文化論には、かえって文化交流の実態を覆
い隠すという欠点も見逃せない。本科目では、情報の流通や授受からいかに造形
が生まれ、いかに美術と呼ばれる営みが活性化されたかに注目したい。そもそも

「美術」という枠組みも、「美術館」「美術学校」「展覧会」など、明治以降の欧米
化のなかで制度的に確立された枠組みだった。その社会的な確立に孕む葛藤の
裡にこそ、美術の生態、造形の現場があったはずである。

【平均点】
2022年度1学期（85.6点）
2022年度2学期（81.3点）

1 5 5 9 2 5 7
西洋音楽史（’２１）

〈３２０〉
津上　英輔

〔放送大学客員教授
成城大学教授 〕
赤塚　健太郎

〔放送大学客員准教授
成城大学准教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月23日（火）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　西洋芸術音楽の歴史を、作品ばかりでなく、その前提となる考え方や社会状況、
あるいは作品を実現する楽器や演奏法にも力点を置きながら辿る。
※�授業で取り上げることのできる作品は限られているので、履修者各自が積極的

に広く深い音楽体験をすることが、授業内容の理解を助けるであろう。なお講義
に際しては、義務教育で学ぶ程度の読譜能力を前提とする。

【平均点】
2022年度1学期（83.4点）
2022年度2学期（81.1点）

1 5 5 4 8 9 1
舞台芸術の魅力（’１７）

〈３２０〉
青山　昌文

（放送大学特任教授）

「舞台芸術への招待（'11）」
の単位修得者は履修不可

2017年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）0：00～0：45
（231ch）

（月）14：15～15：00
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　舞台芸術には、オペラ・バレエ・ダンス・ミュージカル・演劇などがありますが、こ
の講義では、近年日本において大いに成熟してきたオペラ・バレエに一つの力点を
置いて、その魅力の根源を探り、更にオペラ・バレエと深い関わりをもつダンス・ミュー
ジカルについても考察します。また、演劇についても、日本や諸外国の古典演劇や
現代演劇について、その魅力の根源を探ります。講義では、現代日本において代
表的な演出家だった方への詳しいインタヴューもお見せして、芸術創造の奥義の
一端を具体的に明らかにして行きます。
※�演劇芸術と音楽芸術は、言うまでもなく、極めて重要な芸術です。この「舞台芸

術の魅力（’17）」は、演劇芸術と音楽芸術の双方に亘る講義ですので、これら
の芸術に関心をお持ちの方は、是非履修してください。また、「西洋芸術の歴史
と理論（’16）」は、芸術そのものについての様々な解明を行っていますから、こ
の科目も、是非お採りになってみて下さい。なお、この「舞台芸術の魅力（’17）」
は、以前の「舞台芸術への招待（’11）」の改訂版ですので、講義内容・テーマ
は、相当程度重複しており、「舞台芸術への招待（’11）」の単位を既に取得され
た方は、この「舞台芸術の魅力（’17）」は履修出来ませんので、ご注意下さい。

【平均点】
2022年度1学期（70.7点）
2022年度2学期（68.9点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　専門科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 5 9 3 2 0
古代中世の日本（’２３）

〈３２０〉
近藤　成一

（放送大学教授）

坂上　康俊

〔放送大学客員教授
九州大学名誉教授〕
2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（火）13：30～14：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　古代中世の日本に関する歴史を、最新の研究に基づいて考察する。基本となる
史料や史跡の検討を踏まえ、発掘調査や新発見史料による知見を加える。世界史
のなかで日本史を考える視角を重視し、歴史を構造的に把握することを目指す。受
講者が自ら研究を進めるための手引を提供する。
※�歴史を研究するためには、史料を読むこと、先行研究を踏まえること、可能な限

り史跡に足を運ぶことが大切である。印刷教材と放送教材の両方を通して歴史
を研究する方法の手がかりをつかんでほしい。

1 5 5 5 1 0 3
日本の近世（’２０）

〈３２０〉
杉森　哲也

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は、日本の歴史の中で、近世（16世紀半～ 19世紀半）という時代を対象
として取り上げ、講義をするものである。近世という時代について、主として社会と
文化の関係に着目し、具体的な素材に深く分け入りながら、その特質について考え
る。各回の講義では、名所・出版・園芸・医療・芸能などのさまざまな文化、それ
らが展開した場としての三都（江戸・京都・大坂）や長崎などの諸都市、その他さ
まざまな事象について、取り上げる。
※�本科目とあわせて、「日本近現代史（ʼ21）」「歴史のなかの人間（ʼ22）」「古代中

世の日本（ʼ23）」などの日本史関連科目を履修することが望ましい。

※�この科目は、人間と文化コース開設科目ですが、社会と産業コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（86.1点）
2022年度2学期（82.3点）

1 5 5 9 2 4 9
韓国朝鮮の歴史と文化（’２１）

〈３２０〉
須川　英徳

（元放送大学教授）
2023年3月ご逝去

三ツ井　崇

〔 放送大学客員教授
東京大学教授 〕

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月18日（木）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　韓国朝鮮の歴史と文化について、ほぼ通史的に講義する。ただし、限られた回
数で現代の韓国朝鮮を理解するための基礎知識を身につけることに力点を置くの
で、古代については現代文化を理解するために必要なことがらに限定し、中世以
後についても現代との関わりで知っておくべきことをピックアップするので、必ずしも
網羅的に扱うものではない。
　前半では日露戦争までの時期を扱い、後半では日露戦争から現代までを扱う。
※�地名や人名について、現地音で発音、ルビ表記することがある。韓国語の履修

は不可欠ではないが、ＴＶ報道でも現地音を用いるのが一般的なので、慣れて
ほしい。

※�学部の専門科目であるので、予備知識として高校での日本史と世界史、あるい
はいずれか一方を学んでいることが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（57.8点）
2022年度2学期（49.1点）

1 5 5 5 0 8 1
中国と東部ユーラシア

の歴史（’２０）
〈３２０〉
佐川　英治

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授〕

杉山　清彦

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授〕
2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）13：30～14：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　古代から現代にいたる中国の歴史を東部ユーラシア世界とのかかわりのなかで
みていく。10億をこえる「漢民族」はどのようにして生まれたのか、多民族国家であ
る中国は諸民族をどのようにして統合してきたのか、中国はアジアにどのような影響
を与え、またアジアからどのような影響を被ってきたのか。中国が大国としての道を
歩もうとしているいま、アジアのなかの中国の歩みをふりかえり、中国とアジアの関係
を歴史的に把握する方法を示す。
※�印刷教材や放送教材をよく学習し、自ら参考文献や歴史資料にアクセスして学

ぶことが大切である。インターネットは大いに活用すべきであるが、参考文献には
本講義の理解を深めるために必須のものを挙げているので、極力読んで学習す
ること。

【平均点】
2022年度1学期（68.7点）
2022年度2学期（62.3点）

1 5 5 4 9 8 0
東南アジアの歴史（’１８）

〈３２０〉
古田　元夫

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授

日越大学学長 〕
2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月19日（金）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　東南アジアの歴史の見方は、第二次世界大戦後、大きく変化してきた。植民地
時代には、外部の文明の影響を受動的に受容してきた地域として描かれていたが、
各国が独立を達成した時代には、それぞれの国家の歴史の自律性が強調され、
外文明の影響は副次的に見られるようになった。しかし、この四半世紀、ASEAN

（東南アジア諸国連合）という形でのこの地域の統合が進展すると、諸地域を結ぶ
交易など広域的なネットワークが注目されるようになり、その中に自らを位置づけ、外
文明の受容をきわめて主体的・選択的に行ってきた歴史として、東南アジア史が描
かれるようになってきている。この講義では、東南アジアを一つの歴史世界としてと
らえ、その歴史の展開を、近現代史に力点をおきながら、古代から現代までたどっ
てみたい。

【平均点】
2022年度1学期（70.1点）
2022年度2学期（68.8点）

1 5 5 9 2 6 5
都市から見る

ヨーロッパ史（’２１）
〈３２０〉
河原　温

（放送大学教授）

池上　俊一

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕
2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）13：30～14：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（記述式）

　2020年度で閉講となる「ヨーロッパの歴史Ⅱ（’15）」の後継となる。都市文化史
の視点から、中近世ヨーロッパ史を見直す試み。中世ヨーロッパにおける都市の成
立から近世の絶対王政下の都市までを対象とし、都市の歴史を通して中近世ヨー
ロッパの歴史を再考する。
※「歴史のなかの人間（’22）」「古代中世の日本（’23）」が関連する科目となる。

【平均点】
2022年度1学期（67.1点）
2022年度2学期（67.4点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　専門科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 5 9 2 7 3
近現代ヨーロッパの

歴史（’２２）
－人の移動から見る－

〈３２０〉
北村　暁夫

〔放送大学客員教授
日本女子大学教授〕

中嶋　毅

〔放送大学客員教授
東京都立大学教授〕
2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）13：30～14：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（併用式）

　近現代ヨーロッパ世界の歴史的諸相を人の移動に着目して概観し、ヨーロッパの
社会と文化の特質を考察する。戦争による兵士の移動や移住など、人は古くから
様 な々移動を経験してきたが、ヨーロッパ世界では近代化・工業化を通じて新たな
移動形態が登場し、それが世界史の展開に大きな影響を及ぼした。本講義では、
人の移動の新しい様相を具体的に紹介しながら、近現代ヨーロッパの歴史的展開
の特徴について考える。
※「歴史のなかの人間（’22）」、「ヨーロッパ政治史（’20）」、「都市から見るヨーロッ

パ史（’21）」、「日本近現代史（’21）」等が関連科目である。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

※�この科目は、人間と文化コース開設科目ですが、社会と産業コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（78.3点）
2022年度2学期（70.8点）

1 5 5 4 9 2 1
考古学（’１８）
〈３２０〉

早乙女　雅博
（放送大学客員教授）

設楽　博己

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕
2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　モノである考古資料は、そのままでは何も語ってくれない。考古学は、モノからさ
まざまな方法で情報を読み取り、過去の社会や文化を復元し歴史を構築していく
学問である。そこで、発掘調査や型式学・年代論・機能論・分布論などの方法論、
隣接科学の考古学への応用、それをもとにした具体的な歴史の復元など、考古学
の基礎を体系的に講義する。初めて学ぶ者から専門的な学習を目指す者まで幅
広い学生を対象としている。
※�講義では現地取材（遺跡や博物館）も多くあるので、あらかじめテキストを熟読

して各章の内容を把握した上で、講義を受けることが望ましい。
【平均点】
2022年度1学期（74.3点）
2022年度2学期（75.6点）

1 5 5 9 3 3 8
樋口一葉の世界（’２３）

〈３２０〉
島内　裕子

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）20：15～21：00

［第2学期］
2024年1月23日（火）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目では、専門科目にふさわしい内容構成を構築し、樋口一葉の「人と文学」
の両面から、その全体像の把握を目指している。古典と近代の過渡期を体験した
一葉は、短い人生の中で、日本文学史の大きな節目を提示している。一葉がどのよ
うな文学的な意欲を、どのような文体で実現したのかは、完成作品としての一葉の
短編小説の中に実現されているが、この科目では、一葉の残した和歌・日記・雑記・
書簡などにも焦点を当てて、一葉文学の深層を読み解き、わかりやすく解説する。
文学ジャンルや時代性、同時代の文学者との交流や相互の影響など、多角的な
視点から、一葉文学の魅力と達成に触れてみたい。
※�関連する科目としては、「日本文学における古典と近代（’18）」、「『方丈記』と『徒

然草』（’18）」、「日本文学と和歌（’21）」、「日本文学の研究史（’21）」、「世界
文学の古典を読む（’20）」などがある。

1 5 5 4 9 9 9
『方丈記』と『徒然草』（’１８）

〈３２０〉
島内　裕子

（放送大学教授）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）13：30～14：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　『方丈記』と『徒然草』は、日本の古典文学の中でも、とりわけよく知られている
だけでなく、後世の文学や美術に及ぼした影響力が大きかった作品である。両作
品とも、明晰な論理性と気韻に富む文体で、人間認識と社会認識などの多様な思
索を展開しており、圧倒的な写実力と説得力を特徴としている。本科目では、両作
品の本文を味読することに加えて、その先蹤としての『枕草子』も取り上げる。テレ
ビの長所を利用し、美術化された作品や、数々の注釈書の挿絵や、ゆかりの場所
を映像として提供する。これによって、この二つの名作は現代社会に身近で切実な
作品となり、「よりよく生きる」意味を受講者が考える契機となることが期待される。
※�放送大学の国文学関連のラジオ科目としては、「日本文学における古典と近

代（’18）」「日本文学と和歌（’21）」「樋口一葉の世界（’23）」などがあるが、
本科目は唯一のテレビ科目である。古典文学の学習に際しては、写本や板
本の実物に触れることや、作品にゆかりの場所を実際に訪れることが、重要
である。さらには、原文を見ながら、文法や語句の意味を学ぶことで、作品
のメッセージを直接的に摑み取ることが可能になる。本科目は、テレビの特長
を最大限に活かした内容であるので、ラジオ科目で学んだことを、視覚を通
して確認してもらいたい。

【平均点】
2022年度1学期（88.4点）
2022年度2学期（89.6点）

1 5 5 5 0 0 6
文学批評への招待（’１８）

〈３２０〉
丹治　愛

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕

山田　広昭

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）20：15〜21：00

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（記述式）

　文学批評とは何か、何をするものなのかについて、３つの観点から学習してもら
いたい。そして文学批評を実践するための理念と方法論を身につけてもらいたい。
３つの観点とは以下のとおりである。
1�文学作品を批評するとはどのような行為なのかということを、たとえば読書感想

文が文学批評になっていくためには何が必要なのかといった問いをとおして学習
する。

2�文学作品を解釈するときにどのような要素に注目すべきなのかを、小説と詩、散
文と韻文とに分けて学習する。

3�現代の主要な批評理論を選び、その理論の解説および具体的な作品解釈をと
おしてそれぞれの批評理論の理念と方法論とを学習する。

※�この講義の性格上、数冊の文学作品がとりあげられ、そのなかには原文が外国
語である作品もふくまれる。原文が外国語であっても、かならず翻訳のある作品
が選ばれているので、講義でとりあげられる作品については、かならず（翻訳で
もいいので）読んでいただきたい。そのうえで、それぞれの作品について自分なり
の解釈をもって講義に臨んでいただければ、それだけ理解が深まるはずである。

【平均点】
2022年度1学期（70.7点）
2022年度2学期（67.8点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　専門科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 5 5 1 1 1
世界文学の古典を読む（’２０）

〈３３０〉
村松　真理子

〔 放送大学客員教授
東京大学教授 〕
横山　安由美

〔 放送大学客員教授
立教大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）18：45〜19：30

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（記述式）

　古代から中世にかけて広く知られた世界中の名作に触れ、旅・冒険・非日常と
いう共通の観点から読み解いてゆく。
※�各国文学に初めて触れる初学者を対象とし、特定の言語の知識は必要条件で

はない。ただし講義のほかにも各自で関心のある作品を通読してゆくことを勧め
たい。放送教材では朗読など、音によって古典的作品の魅力にふれ、印刷教材
では挿絵の魅力を伝える図版を通して、人々がどのように物語をつたえてきたの
か、その息吹を想像することにつとめる。

【平均点】
2022年度1学期（73.1点）
2022年度2学期（72.0点）

1 5 5 5 0 5 7
ヨーロッパ文学の読み方

－近代篇（’１９）
〈３３０〉
沼野　充義

〔 放送大学客員教授
名古屋外国語大学副学長 〕

野崎　歓
（放送大学教授）

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）18：45〜19：30

［第2学期］
2024年1月19日（金）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（記述式）

　世界文学の根幹部分を形作った、ヨーロッパ近代の文学作品について、それぞ
れの作品の鍵となる部分を取り出して「読み方」を具体的に解説する試み。時代と
しては、16世紀のセルバンテスやシェイクスピアから、20世紀はじめ（第2次世界
大戦前）までを扱う。アメリカ文学をも含む広義のヨーロッパ文学について、横断的
に読解していく内容となる。

【平均点】
2022年度1学期（73.0点）
2022年度2学期（66.6点）

5 5 5 0 0 3 3
言語研究法（’１９）

〈３１０〉
滝浦　真人

（放送大学教授）

2019年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（70％）、
レポート（30％）の
評価により行う。

　20世紀に確立した近代言語学の基本的な概念と方法を理解し、音声・音韻、
文字、形態、文、意味等の領域について、アプローチの基本を学ぶとともに言語
データの取扱い方を演習的に学習する。おおむね、「新しい言語学（’18）」（ラジオ）
で取り上げた方法論以前の言語学を概観する科目。
※�受講にあたっては、別途指定教材（図書）での自己学習を必須とする。
『言語学入門　これから始める人のための入門書』（佐久間淳一・加藤重広・
町田健／研究社、2004年／ ¥1,980（税込）／単行本 172頁／ ISBN 978-4-
327-40138-2）
また、言語の音声について学ぶ回では、音声モジュールによるヒアリング練習など
も含まれる。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

5 5 5 0 0 1 7
フィールドワークと

民族誌（’１７）
〈３２０〉
稲村　哲也

（放送大学名誉教授）

池谷　和信

〔 放送大学客員教授
国立民族学博物館教授〕

2017年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（70％）、
レポート（30％）の
評価により行う。

　文化人類学の研究の基礎となる、特定の社会での「フィールドワーク」と、その
成果を包括的な視点でまとめた「民族誌」を、講師自身の経験を基に具体的に論
じる。この講義では、人間社会の最も基本的な営みとしての伝統的生業（狩猟採
集、漁労、牧畜、農耕）を軸とするが、とくに、ふたりの主任講師が得意とする狩猟
採集と牧畜を中心に据える。狩猟民、牧畜民などと呼ばれる人々は、熱帯林、乾
燥地、寒冷地、高地など、農耕に不向きな環境のなかで、自然と対峙し、適応し、
また自然を巧妙に利用して伝統的生業を維持してきた。一方で、それらの社会は、
現在、急激な変化にさらされている。すでに大きく変化し、もはや狩猟社会や牧畜
社会とは言えない社会もある。また、近代化した社会においても、狩猟採集や牧畜
の要素が残されている場合もある。この講義では、そうした社会も取り上げる。民
族誌の記述においては、生活や文化の多様な構成要素の間の相互関連性が重
要であるから、生業とともに、環境との関わり、日常の暮らし、社会の仕組み、外部
世界との関係、また、回によっては祭りや儀礼などの非日常の暮らし、歴史や通時
的変化などについても、できるだけ包括的に論じる。この講義で扱う社会は、その
多くが「周縁的社会」と言えるものだが、それは世界の動きと大きくかかわっており、

「周縁からの視点」によって、世界の動きがより鮮明に見えてくる。なお、講義にあ
たっては、講師自身が撮影した現地の写真や映像などを多用しながら、フィールド
での経験も紹介していく。一部の回では、自然科学（自然地理学、遺伝学、医学、
栄養学など）との共同研究の成果も扱う。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　専門科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 5 5 1 2 0
「人新世」時代の
文化人類学（’２０）

〈３２０〉
大村　敬一

（放送大学教授）

湖中　真哉

〔 放送大学客員教授
静岡県立大学教授 〕
2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　人類がもつ文化に焦点をあてながら、専門科目としての文化人類学の基本的知
識を講義する。社会に閉塞感や生きづらさが漂う今日の世界は様 な々限界に直面
しており、様 な々領域で根源的な転換を構想することが求められている。この講義
では、グローバル化とともに、人類と地球をはじめとする様々な二元論が地球規模
で揺らぎつつある時代を「人新世」時代としてとらえ、自然と文化、自文化と他文化、
心と身体、人間と非人間、真実と虚構等の様 な々二元論が融解しつつある地球社
会の現状に応じたトピックを取り上げる。とりわけ人類が直面する地球規模の現代
的課題に対して人類学の視点から考察することの意義を解き明かすことに重点を
置く。
※�導入科目としての「総合人類学としてのヒト学」が2018年度よりラジオ科目として

開設され、またオンライン科目では「フィールドワークと民族誌（’17）」があるので、
併せて履修することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（73.3点）
2022年度2学期（62.5点）

1 5 5 9 2 9 0
博物館教育論（’２２）

〈３２０〉
大髙　幸

〔 放送大学客員准教授
慶應義塾大学大学院非常勤講師〕

寺島　洋子

〔放送大学客員准教授
埼玉大学非常勤講師〕
2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　20世紀における博物館は主に資料（モノ）のためにあったが、今日の博物館は
利用者（ヒト）のためにあると言われている。博物館は資料の収集、保管、調査研
究、展示を含む教育、広報を含む運営など、博物館機能のすべてにおいて、教育
的役割を重視する必要に迫られている。本講座では、博物館利用の教育的意義
と課題を学び、教育的役割を中心に据えた利用者のための博物館のあり方につい
て考察する。
※「博物館概論」を始めとする一連の博物館諸論や、教育学、社会学に関する

学際的領域を学ぶとともに、自己の研究領域における博物館の役割を常に意識
しながら本講座を学ぶことが望ましい。特に、受講者は様々な博物館を利用し、
講義内容を考察することが必要である。

※�この科目は、人間と文化コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（70.9点）
2022年度2学期（70.7点）

5 5 5 0 0 2 5
博物館資料論（’１８）

〈３１０〉
稲村　哲也

（放送大学名誉教授）

近藤　智嗣
（放送大学副学長）

2018年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（75％）、
レポート（25％）の
評価により行う。

　博物館の資料は、生き物資料を含め、極めて多様である。そのすべてを扱うこと
は不可能であるが、この講義では、多様な博物館の事例を取り上げ、さまざまな資
料の特徴を把握し、資料の収集、研究、保管、飼育・管理、展示等に関する考え
方、知識、技術等について学ぶ。第一義的には学芸員資格取得の希望者を対象
とするが、同時に、幅広い教養として学習することができる。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※�印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 5 5 5 0 6 5
博物館資料保存論（’１９）

〈３１０〉
稲村　哲也

（放送大学名誉教授）

本田　光子

〔 放送大学客員教授
九州国立博物館名誉館員〕

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　博物館資料である「もの」の保存について、その考え方を理解し、知識を学び、
技術に触れる。そして、「もの」の保存は、材質や製作技法など資料の特徴を捉え、
伝えてきた人や時代の判断を知り、「もの」に適した環境を整え、必要に応じて繕う
ことにより成り立つことを理解する。また、多様な博物館の多様な資料保存に関す
る具体的事例を参照し、その意義や方法について包括的に学ぶ。さらに、防災、
危機管理、被災後の対応、伝統の保全、環境の保全などのような、地域との連携
による資料保存についても、事例を通して理解し、これからの資料保存のあり方に
ついて考える。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。【平均点】

2022年度1学期（90.1点）
2022年度2学期（92.5点）

1 5 5 4 8 7 5
博物館展示論（’１６）

〈３１０〉
稲村　哲也

（放送大学名誉教授）

2016年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　この講義では、人類の遺産、歴史、文化、自然や科学が、いかにして博物館の
展示として表現されるのかを、事例を通じて理解するとともに、展示のもつメッセー
ジ性について学ぶ。まず、博物館の種類、展示の種類、展示の構造などの概要を
学んだあと、日本と世界の博物館の事例を通して、まず博物館展示の多様な特徴
を理解する。さらに、博物館の設立や特別展、リニューアルなどの過程やその背景
を知り、多様な展示を比較しながら、展示のコンセプトやメッセージがどのように表
現されるのかを理解する。また、博物館展示と社会との相互作用や、展示にこめら
れたメッセージ性や政治性について考える。
※単位認定試験には、映像教材からも比較的多く出題する。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

【平均点】
2022年度1学期（84.6点）
2022年度2学期（87.5点）

1 5 5 5 0 1 4
博物館情報・メディア論（’１８）

〈３１０〉
稲村　哲也

（放送大学名誉教授）

近藤　智嗣
（放送大学副学長）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　博物館は、展示による情報の発信のために、さまざまなメディアを利用する。一
方で、博物館自体が、展示を通じて、さらには博物館全体として、社会に情報を発
信するメディアそのものだとも言える。そうした「メディアとしての博物館（展示）」の
観点から、この講義では、多様な博物館の具体的な事例を通して、博物館の展示
とは何か、情報とメディアとは何かを考えると共に、展示に関わる情報とメディアの
手法、技術、理論、利点、課題などを包括的に学ぶ。第一義的には学芸員資格
のための科目であるが、情報やコミュニケーションや文化に関心のある学生、一般
の受講者にとっても、幅広い教養を楽しく学べる内容である。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

※�この科目は、人間と文化コース開設科目ですが、心理と教育コース･情報コー
スで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（87.8点）
2022年度2学期（89.6点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　専門科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 5 9 3 4 6
博物館経営論（’２３）

〈３２０〉
佐々木　亨

〔 放送大学客員教授
北海道大学大学院教授〕

今村　信隆

〔 放送大学客員准教授
北海道大学大学院准教授〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）9：00～9：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　博物館は、コレクションや建物、学芸員など職員が存在するだけでは成り立ちま
せん。来館者が展示などを体験し、満足して帰り、その後リピートしたり、家族に来
館を勧めたりする行動につながることが大切です。さらに、博物館に足を運ばない
地域住民に、その存在意義を知ってもらうことはもっと重要なことです。そのために、
博物館経営は必須の概念です。ここでは、博物館経営に欠かせない組織や人
材、経営手法・形態、連携などについて学びます。学芸員資格取得を目指す方は、
この科目が必須となります。
※�学芸員資格取得を目指す方は、「博物館経営論（’23）」を履修する前に「博物

館概論（’23）」を履修することが望ましいです。

※�この科目は、人間と文化コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目
となっています。

5 5 2 0 0 1 0
生涯学習を考える（’１７）

〈３１０〉
岩永　雅也

（放送大学長）

岩崎　久美子
（放送大学教授）

2017年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、各回（15
回）の最後に実施す
るまとめのテストの
評点総計（60％）、計
４回出題される課題
に対するレポートの
評価（40％）の合算に
より行う。

［心理と教育コースと共用］

　生涯学習は、知っているつもりでも本当はよく理解されていないという、現代にお
ける「知っているつもり」概念の一つである。その生涯学習について、その基本的
な意味がどんなのものであり、どのようにして、またどんな背景の元に形成されたの
か、その基本的な理念は時代とともにどう変化してきたのか、さらに、現在、具体的
場面でそれがどう実施されているのか、そこにどのような問題点があるのか、今後
生涯学習はどのように展開していくのか、といったさまざまな観点から、多角的に考
えていこうというのが本講義の趣旨である。オンライン科目であるため、非同期なが
ら双方向性は最大限に生かしたいと思う。
※�本科目は、社会教育主事資格および学芸員資格に関連する学部科目としての

認定を申請する科目である。本科目履修後に、「社会教育経営実践論（’22）」
「生涯学習支援の理論と実践（’22）」の履修を勧めたい。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 5 2 9 5 8 7
学習・言語心理学（’２１）

〈３２０〉
高橋　秀明

（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）7：30～8：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　本科目は、人の行動が変化する過程を扱う学習心理学の領域と、言語の習得
における機序を扱う言語心理学の領域とを扱っている。言語を操ることは人間の特
質であると同時に、人間の行動とその変化とは人間心理を客観的に研究すること
のできる対象であり、心理学の中で基礎的な領域といえる。本科目は、このような観
点から人間の行動と言語、ならびに研究方法について概説するものである。本科
目のターゲットは、主に心理学を専攻し、心理学関連の資格（公認心理師、認定
心理士、ならびに本学認証制度「心理学基礎」）を目指すものであるが、心理学
に関心を持つ他コースの学生にとっても興味深い科目になると考えられる。
※�事前に、学部科目「心理学概論（’18）」「心理学研究法（’20）」を受講しておく

ことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（72.6点）
2022年度2学期（72.6点）

1 5 2 9 6 8 4
日本の文化と教育（’２３）

〈３２０〉
矢口　徹

〔放送大学客員教授
早稲田大学教授 〕

辻　智子

〔放送大学客員教授
北海道大学教授 〕

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）6：00～6：45

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（記述式）

［心理と教育コースと共用］

　子どもが大人になるとはどういうことなのか、社会教育の観点から、日本の文化と
教育を歴史的に考察することを目的とする。明治期以降の日本では、学校教育の
整備と拡充に力点がおかれ、地域における社会教育はそれを補足する存在として
捉えられてきた。しかし、学校教育の普及は画一化、序列化の問題をもたらし、子
ども、若者が生きていく力そのものが問われている。ここでは、社会の中で子ども、
若者が大人になることの意味を歴史的に理解するために、若者から青年への変
化、少年、少女像の登場、児童の生活と文化への注目、勤労青年の社会教育に
ついて具体的事例を取り上げながら講義を進めたい。
※�学部開設科目である。教育領域の中で、他の「社会教育系」、「生涯学習系」

の科目と比較して、「青年教育」、「文化史」、特に歴史的観点に力点を置いた
科目として開設する。関連科目として、「生涯学習を考える（’17）」、「地域コミュ
ニティと教育（’18）」がある。

5 5 3 0 0 3 2
全体主義と新自由主義の

あいだ（’２３）
〈３２０〉
山岡　龍一

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
第 1 回～第 15 回まで
の確認レポート（60％）、
最終レポート（40％）の
評価により行う。

［社会と産業コースと共用］

　20世紀の政治理論を検討する。現代の政治を、文明的な視点から、哲学的に
反省するうえで有効な方法として、前世紀の政治理論の再検討をおこなう。経済
恐慌、二つの世界大戦、冷戦等といった、20世紀の大事件を背景として、自由社
会を追求する理論的営みがいかにして行われていたのかを、全体主義と新自由主
義をキーワードにすることで理解する。
※履修のために必要な知識は特にない。
※�レポート課題が計16本（各回1本×15回、最終レポート1本）あるため、開講後

は速やかに科目ページトップに記載する課題提出期限をよく確認し、計画的に学
習を進めること。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　専門科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 6 3 9 5 9 5
都市と地域の社会学（’１８）

〈３２０〉
森岡　淸志

〔 放送大学名誉教授
東京都立大学名誉教授〕

北川　由紀彦
（放送大学教授）

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）22：30～23：15

［第2学期］
2024年1月24日（水）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　都市社会学の基本的な概念と理論、その背景にある研究上の問題構成等につ
いて論じる。併せて、都市・地域社会に関する具体的なトピックをいくつか取り上げ
て、そのトピックに関する社会学の研究成果の紹介などを行う。
※�本科目は「都市社会の社会学（’12）」の後継科目にあたりますので、内容的に

重複する部分を少なからず含んでいます。

【平均点】
2022年度1学期（85.5点）
2022年度2学期（87.9点）

1 6 3 9 6 0 9
グローバル経済史（’１８）

〈３２０〉
水島　司

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕

島田　竜登

〔放送大学客員准教授
東京大学准教授 〕

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　20世紀後半からの東アジアから東南アジア、南アジアにまたがるアジア地域の急
速な経済成長は、経済発展の歴史的展開に関する従来の議論に重大な疑問を突
きつけ、その結果として地域発展の地域的特性やヨーロッパとアジアとの関係の見
直しの動きが本格的になってきている。このような状況を背景として、本講義では、
近年盛んに行われているグローバル経済史をめぐる議論の論点を紹介すると共に、
それらの論点と関わる重要な題材を取り上げ、15世紀から現在に至る大きな経済
の流れを学ぶ。
※�特別な予備知識は必要としないが、近年盛んに翻訳出版されているグローバル

経済史関係の本を可能な限り多く読んでおくことを勧める。
【平均点】
2022年度1学期（85.3点）
2022年度2学期（84.7点）

1 5 3 9 3 6 1
日本政治思想史（’２１）

〈３２０〉
原　武史

（放送大学教授）

※�この科目は「日本政治思想
史（’17）」の改訂科目です。

「日本政治思想史（’17）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（記述式）

［社会と産業コースと共用］

　主に幕末から戦後にかけての近現代の日本の政治思想史を講義します。西洋と
も、中国や朝鮮など東洋とも異なる日本の政治思想とは何かに注意を払いつつ、従
来のように有名思想家のテキストを読むだけでは見えてこない日本の政治思想の
特徴について探ってゆきたいと思います。こうした学習を通して、現在の日本政治
の背景にある歴史的、思想的前提を正しく理解することが、本講座の目的になりま
す。受講者としては、天皇制という日本独自のシステムに関心があり、計量的な政
治学だけでは飽き足らないと思っている学生を対象に考えています。
※１）高校卒業程度の日本史の知識を有していることを前提とする。
　２）�この科目を履修した後に「空間と政治（’22）」や「日本政治外交史（’19）」な

どに進んでいくことが望ましい。
※改訂回は第15回です。

【平均点】
2022年度1学期（68.0点）
2022年度2学期（70.3点）

1 5 4 8 5 0 6
日本政治外交史（’１９）

〈３２０〉
五百旗頭　薫

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院教授〕

奈良岡　聰智

〔 放送大学客員教授
京都大学大学院教授〕

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（記述式）

［社会と産業コースと共用］

　すでに明治維新から150年が経過した。しかも、戦前史と戦後史がおのおの半
ばを占める。全体像を視野に入れるのがきわめて難しい一方で、大胆な再構成が
許され、不可避であるという意味で、チャンスでもある。そこで、戦前、戦後それ
ぞれを形成期と展開期とに明確に分け、四つの時代それぞれの個性に合わせた
大胆な構成を採用した。戦前の形成期では通史を一回に限りつつテーマごとの回
を置き、展開期では時系列順に通史を紡いだ。戦後の形成期では同じく時系列
の進行を基本としながら、経済成長を軸としたテーマ群を扱う一回を加え、展開
期では不確定な未来を展望するために、戦前の形成期と同様、一回の通史と並
んで重要なテーマを掘り下げた回を並べた。
※1 �高校卒業程度の日本史、世界史、政経の知識があることが望ましい。
※2 �この科目を履修した後に、「現代東アジアの政治と社会（’20）」「世界の中の日

本外交（’21）」「日本政治思想史（’21）」などに進んでいくことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（80.0点）
2022年度2学期（71.7点）

1 5 4 8 6 1 1
現代東アジアの

政治と社会（’２０）
〈３２０〉
家近　亮子

〔放送大学客員教授
敬愛大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　東アジア（ここでは主に日本、中国、台湾、韓国をとりあげる）は、所属する人口
の多さと経済発展のため、国際的な影響力が大きい地域である。本地域は歴史的
にも、現在性でもその相互関係が密接であるといえるが、特に19世紀半ばから国
内的および国際的に大きな政治変動を経験しつつ現在に至っている。この東アジ
アの政治世界とその政治が作りかえてきた社会の変容を理解するためには、歴史
過程をふまえた視角が必要となる。本講義では、本地域がどのような政治変動を経
て、また如何なる国際環境の中で現在の政治と社会を作り上げてきたかを解明し、
今後の展望をおこなう。
※�政治学、国際関係論、および日本を含む東アジア諸国と地域に関する講義を履

修することを期待する。

【平均点】
2022年度1学期（74.4点）
2022年度2学期（64.6点）

1 5 4 8 5 9 0
中東の政治（’２０）

〈３２０〉
高橋　和夫

〔 放送大学名誉教授
国際政治学者 〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（記述式）

［社会と産業コースと共用］

　アメリカの一極覇権が終わり、中東地域は新しい時代に入った。地域政治のプ
レーヤーとしてロシアが復活し、新たに中国や北朝鮮が参加している。さらにはイラ
ンやトルコなどの地域大国が影響力を行使している。こうした域外と地域の列強が
重層的に影響力を競いあう新しい風景を描き出す。
※� 「現代の国際政治」「国際理解のために（’19）」などの関連科目にも目配りしつ

つ勉強していただきたい。
【平均点】
2022年度1学期（74.1点）
2022年度2学期（73.0点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　専門科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 4 8 6 0 3
ヨーロッパ政治史（’２０）

〈３２０〉
中山　洋平

〔 放送大学客員教授
東京大学教授 〕
水島　治郎

〔 放送大学客員教授
千葉大学教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　19世紀以降の西ヨーロッパ諸国の政治発展を比較政治の分析枠組を用いて概
観する。他の地域と比較すれば、確かに西ヨーロッパ諸国の政治には共通の基本
的な特徴があるが、反面、少しでも細かく見ていけば、各国毎に無視できない多様
性が見られることに気付く。この講義では、西ヨーロッパ諸国の政治がもつ、この共
通性と多様性が、いかにして生じ、発展してきたのかを、近世以降の歴史的展開
をマクロの視点からたどることで明らかにしていきたい。
※�高校で世界史を履修していない受講者は、市販の高校教科書で毎回の講義に

対応する部分を予習しておけば、大いに理解の助けになるだろう。高校で履修
したが基礎知識に自信がない場合も、使用した教科書に再度目を通しておくこと
を勧める。

【平均点】
2022年度1学期（57.9点）
2022年度2学期（70.9点）

1 5 3 9 4 2 6
現代の国際政治（’２２）

〈３２０〉
白鳥　潤一郎

（放送大学准教授）

高橋　和夫

〔 放送大学名誉教授
国際政治学者 〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　冷戦の終結から四半世紀以上が経過した現在、世界は再び激動の時代を迎え
ている。本科目では、まず国際政治の歴史的な変遷を押さえた上で、現代を「異質
な国家間の相互依存状態が常態化した時代」と捉えて、安全保障や経済、環境
や宗教といった諸課題に目配りしながら現代の国際政治を検討していく。
※�国際政治を理解するためには政治学の基本や国内政治、国際法を押さえること

が欠かせない。その意味で「日本政治外交史（’19）」「国際法（’19）」「ヨーロッ
パ政治史（’20）」「中東の政治（’20）」「世界の中の日本外交（’21）」「政治学
入門（’22）」などの関連する分野の科目の履修が望ましい。また、日頃から新聞
や雑誌などで政治に関するニュースに親しむことも有益である。

【平均点】
2022年度1学期（71.5点）
2022年度2学期（85.0点）

1 5 7 0 4 0 4
情報化社会における
メディア教育（’２０）

〈３２０〉
苑　復傑

（放送大学教授）

中川　一史
（放送大学教授）

※�この科目は「情報化社会と
教育（’14）」の改訂科目です。

「情報化社会と教育（’14）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　本科目は情報化社会におけるメディアと教育のあり方に関して、第１回から第９回
までは初等中等教育および高等教育において、メディアがどのように活用されてい
るかについて学び、第10回から第15回にかけては、さらにメディアを用いる教育
の意味、メディア・リテラシーの実際とその意味を学ぶ。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（88.2点）
2022年度2学期（93.5点）

1 5 7 9 3 6 3
メディア論（’２２）

〈３２０〉
水越　伸

〔 放送大学客員教授
関西大学教授 〕

※この科目は「メディア論
　（’18）」の改訂科目です。

「メディア論（’18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　2020年代、社会のあらゆる出来事はメディアに媒介されて生じ、世界のすべて
の国や地域はメディアを介して相互依存するようになった。コミュニケーションの「媒

（なかだち）」としてのものやシステムであるメディアのあり方が、私たち自身や世界
のあり方を大きく規定するようになった。そうしたなかで、私たちはメディアについて
の新たな思想・理論を必要としている。この講義では、メディアを時間と空間という
二軸のなかに位置づけ、新しいメディア論の相貌を描き出していく。
※�日常生活で当たり前のように思われていることがらを批判的にとらえなおすことが

できるセンスと、学問をたんなる「勉強」としてとらえるのではなく、歴史的、ある
いは空間的な想像力をめぐらして、現実社会に対して働きかけるための「批判
的実践知」としてとらえる度量を持つ学生の履修を期待している。

※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（75.7点）
2022年度2学期（82.0点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

人間と文化コース　総合科目

人
間
と
文
化
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 9 4 0 0 1 0
時間を究める（’２３）

〈４１０〉
大橋　理枝

（放送大学教授）

佐藤　仁美※
（放送大学准教授）

岸根　順一郎※
（放送大学教授）

※は専門担当講師
2023年度開設科目

1 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

毎 回の小テスト（ 計
40%）、最終回受講後
の最 終 試 験（48%）、
及び第1回～第3回受
講後に課す短いレポート

（計12%）に基づいて
評価する。

　毎回ゲストを迎え、それぞれの専門分野の立場から時間について話して頂く。
時間について様 な々角度からアプローチすることを通して、複眼的な視点を提供す
る。「色を探究する（’13）」「音を追究する（’16）」「色と形を探究する（’17）」に連
なる、多分野横断的な総合科目として構想する。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては人間と文化コース開
設科目ですが、心理と教育コース、社会と産業コース、自然と環境コースで共
用科目となっています。

通信指導は行わない。

1 9 2 0 0 2 2
色を探究する（’２３）

〈４１０〉
佐藤　仁美

（放送大学准教授）

二河　成男
（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（木）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　人は、視覚的生き物とも言われている。視覚要素の代表の一つとして「色」があ
る。私たちは、色を通して、様 な々表現をし、また、さまざまな影響を受けている。ヒ
トの言葉には、感情や状態を表す色を用いた言葉も少なくない。たとえば、「腹黒い」
「赤っ恥」「黄色い声」など、その代表的に使われているものである。
　本科目では、「色」というものに、文化的・物理的・生物的・精神的・芸術的・
心理的視点など多角度からアプローチし、色の持つ意味を解き明かしていき、最
終的に、私たちが住み心地・生き心地をよくする色の活用に結び付けていきたい。
※以下が関連する科目である。
「コミュニケーション学入門（’19）」「初歩からの生物学（’18）」「初歩からの物理
（’22）」「初歩からの化学（’18）」「住まいの環境論（’23）」「生命分子と細胞の
科学（’19）」「現代を生きるための化学（’22）」「初歩からの宇宙の科学（’17）」

「宇宙の誕生と進化（’19）」「太陽と太陽系の科学（’18）」「コンピュータグラフィッ
クス（’22）」「錯覚の科学（’20）」「神経・生理心理学（’22）」「知覚・認知心
理学（’23）」「社会・集団・家族心理学（’20）」「臨床心理学概論（’20）」

1 9 1 0 0 3 5
レジリエンスの諸相（’１８）

－人類史的視点からの挑戦－
〈４２０〉

奈良　由美子
（放送大学教授）

稲村　哲也
（放送大学名誉教授）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　レジリエンスとは、一般に、環境の急激な変動や逆境の状況に対し、柔軟な対
応・適応によって安定性を維持、または取り戻す能力とされている。近年では、災
害からの復興の力としての社会のレジリエンスに注目が集まっている。災害に限ら
ず、現代社会が直面するさまざまな課題や危機にどのように向き合っていくべきか
を考えるために、レジリエンスは重要な概念である。しかしながら、その概念は多
様、かつあいまいである。たとえば、長期的には、危機を経ることによる変化の視点
も重要であろう。この科目では、レジリエンスの概念を多角的・超領域的な視点で
捉えなおすため、人類史的時間軸をたどり、また、遺伝子レベルからヒト、社会、地
球レベルまでを視野にいれたレジリエンスの諸相を検討する。
※�関連する科目として、「「人新世」時代の文化人類学（’20）」「フィールドワーク

と民族誌（’17）」（オンライン授業科目）「今日のメンタルヘルス（’23）」「家族問
題と家族支援（’20）」「感染症と生体防御（’18）」「生物環境の科学（’16）」「リ
スク社会における市民参加（’21）」（大学院科目）「博物館展示論（’16）」の
履修により、本科目の内容についての理解と考察が一層進むと思われる。

【平均点】
2022年度1学期（93.9点）
2022年度2学期（81.4点）

1 9 3 0 0 4 4
開発経済学：

アジアの農村から（’２０）
〈４２０〉
大野　昭彦

〔 放送大学客員教授
青山学院大学名誉教授〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　この講義は、アジアの農村を対象として、（1）人口と農業、（2）むら共同体の機能、
（3）市場を形成する商人（財市場）、そして（4）農村金融市場の４つの柱で構成
される。「人口と農業」以外では、初めの講義で議論の枠組みを説明して、そのあ
とで「開発の現場」を念頭に置いた講義がなされる。アジアは多様であり、すべて
の地域に妥当する結論の提示はできない。ひとつの地域でえられた知識を普遍化
することは、危険性をはらむものである。そこで、時間の許す限り、いくつかの地域
を比較した議論をする。
※�多様なアジアの農村そして開発の課題を、印刷教材なり講義なりで網羅的に語

ることはできない。比較的容易に入手できる参考資料を各章で掲げておくので、
興味のある題材については、それらを読んで理解を深めてほしい。また、本講義
は経済学を基盤にしているが、すべての受講者が経済理論を学んでいるとは限
らないことから、できる限り経済理論を使わない、ないしは平易な理論のみを利
用する。その時でも、簡単ではあれ理論の説明を心掛ける。

【平均点】
2022年度1学期（72.2点）
2022年度2学期（73.0点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情報コース　導入科目

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 5 0 0 3 8
計算の科学と手引き（’１９）

〈２２０〉
辰己　丈夫

（放送大学教授）

高岡　詠子

〔放送大学客員教授
上智大学教授 〕

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）2：15～3：00
（231ch）

（木）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　情報の処理の基本は、抽象的な概念である情報の表現と、その表現に対する
系統立った変換のやり方及びその性質の把握である。本科目では「計算」という
キーワードでこれら全体をカバーする統一的な視点を学ぶことを目的とする。具体
的な内容としては、数の概念、性質、扱い方、それに現実世界との対応などを学
んだあと、様 な々種類の計算について、その表し方や計算方法について調べる。と
くに、情報概念についての人間の発達段階に応じた認識の様子や、計算手順の
自然言語表現などについて詳しく学習する。人間の情報処理の基本原理に関す
る内容なので、特定のターゲットはなく、社会人が共通にもつべき素養を学習する。
※� 「情報学へのとびら」が関連する科目である。また、「初歩からの数学（’18）」で

の数学的知識と、「遠隔学習のためのパソコン活用（’21）」程度のスキルがある
ことが望ましいが、必須ではない。情報科学と数学の基礎知識の復習（定着）と
なることも目指し、初学者向きに解説をする。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては情報コース開設科
目ですが、自然と環境コースで共用科目となっています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（60.1点）
2022年度2学期（65.4点）

5 7 5 0 0 3 2
表計算プログラミングの

基礎（’２１）
－業務効率化をめざして－

〈２２０〉
辻󠄀　靖彦

（放送大学准教授）

2021年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（60％）、
レポート（40％）の
評価により行う。

　研究や仕事における集計作業等で表計算ソフトを使う機会が増えている。しか
し、表計算ソフトを扱う際には似たようなグラフを何度も複製するといった冗長と思
われる作業を伴うことが少なくない。本科目では、表計算ソフトのプログラミングの基
礎をMicrosoft Excel VBAを用いて学び、最終的に自身の業務における効率化
を目指す。
※�本授業では、表計算プログラミング環境としてWindows版 におけるMicrosoft 

Excel 2013又はExcel 2016（Excel for Macは除く）のVBAを用います。従っ
て、基本的なパソコンのスキルが必要であると共に、自分でMicrosoft Excel 
VBAの開発環境を構築できることが履修の条件となります。学習センターのPC
を用いて履修することはできません。VBAの開発環境の構築方法については、
オンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp）の「表計算プログラミン
グの基礎（’21）」のページを参照してください。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※�印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 7 5 0 0 4 6
情報理論と

デジタル表現（’１９）
〈２３０〉
加藤　浩

（放送大学教授）

浅井　紀久夫
（放送大学教授）

「デジタル情報と符号の理論（’13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）22：30～23：15
（231ch）

（木）12：45～13：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　情報科学の基礎として、情報を数理的に取り扱う理論とデジタル表現に変換す
る方法を学ぶ。まず、情報を量的に取り扱うことのできるシャノンの情報理論に基づ
き、情報量やエントロピーなど情報の数理的扱いに触れる。次に、デジタル情報一
般について、圧縮したり、誤りが生じたときにそれを検出・訂正したり、情報を暗号
化したりする方法について述べる。そして、数値・文字・音声・画像・動画などの
さまざまな形態の情報が、その特性に応じてどのような方式でデジタル情報として
処理されているかを解説する。

【平均点】
2022年度1学期（69.7点）
2022年度2学期（69.3点）

5 7 5 0 0 2 4
Ｒで学ぶ確率統計（’２１）

〈２２０〉
秋光　淳生

（放送大学准教授）

2021年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（80％）、
レポート（20％）の
評価により行う。

　Rはオープンソースのソフトウェアである。様々なOSで動作し、無料で利用する
ことが可能である。Rには多くの統計の関数があり、複雑な計算を簡単に行うことも
できる。
　一方、確率の概念を理解するにあたっては、実際に経験しながら学ぶことは有
効であるが、そのためには数多くの試行を繰り返す必要がある。Rを用いると数値
計算であるために数値誤差もあるが、確率についてのイメージを持ちながら学習を
進めることにもつながる。
　そこで、確率統計について学びながら、Rの基本操作に習熟することを目指す。
※�RStudioというソフトウェアを利用します。学習センターのPCを使って履修するこ

とはできません。環境構築の方法は、オンライン授業体験版（https://online-
open.ouj.ac.jp/）の「Rで学ぶ確率統計（ʼ21）」を参照してください。命令をキー
ボードで打ち込むのでパソコンの基本操作や設定を自分ひとりでできることが履
修の条件になります。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては情報コース開設科
目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。通信指導は行わない。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

情報コース　導入科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 5 0 0 5 4
日常生活の

デジタルメディア（’２２）
〈２１０〉

青木　久美子
（放送大学教授）

高橋　秀明
（放送大学教授）

※�この科目は「日常生活のデ
ジタルメディア（'18）」の

　改訂科目です。

「日常生活のデジタルメディア
（'18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　人工知能（AI）やモノのインターネットの進化により、我々が日常的に活用してい
るデジタルメディアが進化している。デジタルメディアが我々の生活に不可欠のもの
になりつつある一方、それによって、我々の日常生活も知らず知らずのうちに変容し
ている。これからの社会、日常生活の中でデジタルメディアとどう向き合っていけばよ
いのか、我々は何を意識していくべきなのか、を考えるために様 な々仕組みや背景
を説明する。
※「日常生活のデジタルメディア（’18）」の既修者は単位としては認められない。
※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては情報コース開設科
目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（63.7点）
2022年度2学期（75.9点）

5 7 5 0 0 1 6
情報ネットワーク（’１８）

〈２２０〉
芝﨑　順司

（放送大学教授）

「情報ネットワーク（'14）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（75％）、
レポート（25％）の
評価により行う。

　情報通信技術の進展によって、情報ネットワークは社会的にも情報文化の面でも
大きなインパクトを与えている。本科目では情報通信ネットワークを支えている基本
技術や機器、インターネットの仕組み等について学習する。また社会の様 な々分野
で行われている情報ネットワークを利用したサービスについて学習する。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※�印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 5 7 9 3 9 8
情報と法（’２３）

〈２３０〉
児玉　晴男

（放送大学特任教授）

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は、著作権制度・知的財産制度および情報制度をそれぞれの基本法と
の関連から解説する。著作権制度は、「コンテンツの創造、保護及び活用の促進
に関する法律」（コンテンツ基本法）と著作権法および著作権等管理事業法との三
つの法律の関係から説明する。知的財産制度は、コンテンツ基本法が準拠する知
的財産基本法から知的財産法を説明する。情報制度は、デジタル社会形成基本
法と官民データ活用推進基本法およびサイバーセキュリティ基本法の三つの基本
法から情報法を説明する。
※�「情報学へのとびら（’22）」とともに履修し、この科目を履修した後に「著作権法
（’22）」「メディアと知的財産（’16）」などに進んでいくことが望ましい。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては情報コース開設科
目ですが、社会と産業コースで共用科目となっています。

1 7 3 0 0 6 1
社会統計学入門（’１８）

〈２２０〉
林　拓也

〔放送大学客員教授
奈良女子大学教授〕

※�この科目は「社会統計学入
門（'12）」の改訂科目です。

「社会統計学入門（'12）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月21日（日）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　現代社会において、それぞれの社会の実態や人々の行動・意識を明らかにす
ることを目的とした社会調査が数多く行われ、それに基づく分析結果がさまざまなメ
ディアを通して提示されている。本講義では、社会調査に基づく分析結果を読みと
るために必要となる統計学の基礎的な知識とともに、自分で分析を行おうと考えて
いる履修者に対する分析の実践的側面も考慮した基本的・応用的な分析手法を
扱う。具体的には、データの基礎集計、標本に基づく推測統計、2変数間の関連
分析、そして重回帰分析を中心として多変量解析の一部について解説していく。
講義の中では、実際のデータや分析例を紹介しつつ、必要に応じて統計量の計算
手順も紹介していく。
※�本講義は、社会調査により得られたデータの分析を扱うので、「社会調査の基

礎」を学んでおくことが望ましい。また、講義の中では、実際のデータに基づいて
計算を行うことも多いので、あらかじめ電卓（平方根√の計算ができるもの）を用
意しておくこと。

※改訂回は第4、5、12回です。
【平均点】
2022年度1学期（54.3点）
2022年度2学期（64.2点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情報コース　導入科目

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 7 1 0 0 4 9
生活環境情報の表現
－ＧＩＳ入門（’２０）

〈２２０〉
川原　靖弘

（放送大学准教授）

瀬戸　寿一※

〔放送大学客員准教授
駒澤大学准教授 〕

※は専門担当講師
2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（70％）、
レポート（30％）の
評価により行う。

［生活と福祉コースと共用］

　近年の生活空間における情報通信技術（ICT）の発展と、通信インフラの整備
により、生活者は、場所や時間を選ばず、日常的に情報を享受するだけでなく発信
が可能である。このような今日の生活環境で扱う情報の中で、地理空間情報およ
び地理情報システム（GIS）に焦点を当て、その扱い方、表現方法、解析方法の
基本的手法を解説する。
※�本講義では、実習の一部でGISソフトウェアを用いた分析等を行います。受講を

希望する学生は、QGIS（教材作成時のバージョンは3.4）をインストールして下さ
い。https://www.qgis.org/ja/site/forusers/download.html

※�本講義で主に利用するQGISに関する基本的な操作は、下記のサイトや資料等
で習得することができます。

　�GIS実習オープン教材：https://gis-oer.github.io/gitbook/book/
　QGIS 3.4ユーザーガイド：
　https://docs.qgis.org/3.4/ja/docs/user_manual/index.html
※�これらの方法について、オンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp）

の「生活環境情報の表現－ＧＩＳ入門」のページを参照してください。ソフトウェア
のインストールと操作方法については、個別にサポートできない場合があります。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 7 6 0 1 6 5
入門微分積分（’２２）

〈２２０〉
石崎　克也

（放送大学教授）

※�この科目は「入門微分積分
（'16）」の改訂科目です。

「入門微分積分（’16）」
「微分と積分（’10）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）11：15～12：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［自然と環境コースと共用］

　微分積分学が自然科学・工学の発展において中心的な役割を果たしていること
は言うまでも無い。２つの変量の間に関数の関係があれば、それらの変化量の割
合を記述するものとして、導関数を考える。一般に導関数を求めることを微分する
という。その逆演算として積分がある。積分法を理解するということは、面積・体積
などへの応用手段を獲得するというだけでなく、関数方程式を取り扱う領域への入
場券を手にすることなる。この授業科目では、微分積分についての知識を前提とせ
ず、大学レベルの微分積分を展開する。
※�本科目は実１変数関数の微分積分に限っている。実多変数関数や複素変数関

数へ勉強を進めたい学生へは学部開設科目「解析入門（ʼ18）」を履修すること
を推奨する。また、積分法の先にある微分方程式論については、学部開設科目
「微分方程式（ʼ23）」を履修することをお勧めする。当該科目と学部開設科目「演
習微分積分（ʼ19）」をセットで履修することが効果的であるが、同時でなくとも差
し障りはない。履修の順も問わない。実際には、印刷教材・放送教材を参照し
ながらノートを作成し、演習問題などを自ら解答することが望ましい。

※改訂回は全15回です。

【平均点】
2022年度1学期（61.7点）
2022年度2学期（57.9点）
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情報コース　専門科目

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 7 0 2 7 7
データ構造と

プログラミング（’１８）
〈３２０〉
鈴木　一史

（放送大学教授）

「データ構造とプログラミ
ング（'13）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）2：15～3：00
（231ch）

（水）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　計算機科学において重要な“データ構造”と“プログラミング”について学習す
る。基本的なデータ構造の例として、配列、スタック、キュー、連結リスト、双方向連
結リスト、環状連結リスト、バイナリサーチツリー、平衡木、ハッシュテーブル、ヒープ、
グラフ等について学習する。また、これらのデータ構造を利用したデータの基礎的
な操作（探索、挿入、削除、整列）等について学び、各データ構造の特性や計算
量の関係を知ることによって、ソフトウェアの設計やプログラミングに応用できるように
する。
※�計算機科学の入門的科目を履修しており、初歩的なプログラミング（変数、デー

タ型、演算、条件分岐、繰り返し処理、関数、ファイル等）について知っているこ
とが望ましい。

※�自分でコンパイラのインストールやプログラミング開発環境の設定をPCにできるこ
とが望ましい。

※「データ構造とプログラミング（’13）」の単位修得者は履修不可。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、自然と環境コースで共用科目となって
います。

【平均点】
2022年度1学期（85.9点）
2022年度2学期（82.2点）

1 5 7 0 2 3 4
コンピュータの

動作と管理（’１７）
〈３２０〉
葉田　善章

（放送大学准教授）

2017年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）22：30～23：15
（231ch）

（月）12：45～13：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　コンピュータはハードウエアとソフトウエアが組み合わさって初めて動作が実現さ
れる装置である。コンピュータの利用やソフトウエアの開発では、ハードウエアを管
理し、アプリケーションソフトウエアの動作に必要となる機能を提供するオペレーティ
ングシステム（OS、基本ソフトウエア）と呼ばれるソフトウエアが用いられることが一
般的である。本科目では、パソコンや家電に組み込まれるマイコンなどを例にしなが
ら、コンピュータの基本的な動作、オペレーティングシステムが持つ機能、コンピュー
タの利用について学ぶ。
※�履修は必須ではないが、関連する科目は、「情報学へのとびら」「コンピュータとソフト

ウェア（’18）」である。
本科目は「コンピュータの動作と管理（’13）」を改訂した科目であり、重複する内容
がある。

【平均点】
2022年度1学期（70.9点）
2022年度2学期（71.2点）

1 5 7 0 2 8 5
コンピュータと

ソフトウェア（’１８）
〈３１０〉
辰己　丈夫

（放送大学教授）

中谷　多哉子
（放送大学教授）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）22：30～23：15
（231ch）

（火）12：45～13：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　コンピュータのハードウェアと、その上で動くソフトウェアが、どのようなしくみで動
作するのか、その基本的な考え方と、その考え方に基づいた構築の実際について
学ぶ。具体的には、デジタルデータの取り扱い、アルゴリズム、プログラミング、ソフト
ウェア工学、データベース、ユーザインタフェース、ネットワーク、コンピュータのハー
ドウェアである。情報学に関連する主要な資格試験で問われている領域のうち、コ
ンピュータの構造と、ソフトウェアの原理に関する部分をカバーする。
※�以下の科目は関連が強い科目である。この科目の履修後に履修すると理解が

進みやすくなると思われる。「計算の科学と手引き（’19）」「データ構造とプログ
ラミング（’18）」「コンピュータの動作と管理（’17）」「Webのしくみと応用（’19）」
「ヒューマンインタフェース（’23）」

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、自然と環境コースで共用科目となって
います。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（70.5点）
2022年度2学期（72.9点）

5 5 7 0 0 1 8
Javaプログラミング

の基礎（’１６）
〈３１０〉
柳沼　良知

（放送大学教授）

2016年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（60%）、
レポート（40％）の
評価により行う。

　Java言語を題材にプログラミングの基礎を学びます。変数・型・演算などの概
念や、制御構造・クラスなどについて解説します。この授業では、プログラミングを
正確に網羅的に学ぶというよりも、プログラミングを実際に体験してみることを第一の
目標とします。
※�コンピュータを使って実習を行いますので、ファイル操作など基本的なパソコンの

スキルが必要です。また、Javaの開発環境を自分で用意できることが履修の条
件になります。Javaの開発環境の構築方法については、オンライン授業体験版

（https://online-open.ouj.ac.jp）の「Javaプログラミングの基礎」のページを参
照してください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

5 5 7 0 0 5 0
Ｃ言語基礎演習（’２０）

〈３１０〉
森本　容介

（放送大学教授）

2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（80%）、
レポート（20％）の
評価により行う。

　実際にプログラムを作りながら、C言語の文法を学ぶ。変数・型・演算などの概
念、制御構造、関数を扱う。
※�C言語の開発環境を自分で用意できることが履修の条件になります。学習セン

ターのPCを使って履修することはできません。環境構築の方法は、オンライン授
業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp/）の「C言語基礎演習（’20）」を参
照してください。一般的なソフトウェアのインストール等と比較して、C言語の開
発環境の構築は難しいため、用意できることを確認してから履修登録を行ってく
ださい。

※�本科目の学習は、テキストを読んでプログラムを作ることを繰り返します。映像によ
る説明が中心の通常の科目とは異なりますので、オンライン授業体験版でご確認
ください。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。
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情報コース　専門科目

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 5 7 0 1 1 5
続・Ｃ言語基礎演習（’２３）

〈３２０〉
森本　容介

（放送大学教授）

2023年度開設科目

1 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（80%）、
レポート（20％）の
評価により行う。

　「C言語基礎演習（’20）」では取り扱わなかった、ビットを対象とする演算、配列、
ポインタ、文字列操作、構造体などについて解説する。テキストによる解説の後で
実際にプログラムを作成する演習型の科目である。
※�講義は、「C言語基礎演習（’20）」を履修済みであることを前提に進行します。

C言語の開発環境を自分で用意できることが履修の条件になります。ソースコー
ドのコンパイルと実行ファイルの実行ができることを確認してから科目登録申請を
行ってください。環境構築の方法は、オンライン授業体験版（https://online-
open.ouj.ac.jp/）の「C言語基礎演習（’20）」（「続・C言語基礎演習（’23）」
ではありません。）を参照してください。本科目の学習は、テキストを読んでプログ
ラムを作ることを繰り返します。映像による説明が中心の通常の科目とは異なりま
すので、オンライン授業体験版でご確認ください。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 5 7 9 3 2 0
問題解決の数理（’２１）

〈３３０〉
大西　仁

（放送大学教授）

※�この科目は「問題解決の数
理（’17）」の改訂科目です。

「問題解決の数理（’17）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ※ 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

［第2学期］
2024年1月21日（日）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義では、主に決定問題を数理モデルを用いて解く方法を解説する。問題の
目的や制約条件を数理モデルで定式化することにより、計算機に問題を解かせるこ
とが可能になり、手計算では解けない複雑な問題でも解けるようになる。決定問題
は、工学のみならず、日常生活、経営、行政等のあらゆる場面に現れる。実用レベ
ルの問題は計算機で解く必要があり、そのためのソフトウエアも普及していることか
ら、解法の数学的詳細より、具体的な問題を簡単な数式により定式化することに重
点をおく。
※�大学初年次程度の数学の知識を前提とする。「問題解決の数理（’13）」の単

位取得者も受講可能であるが、重複する内容が多いことを承知の上で受講する
こと。

※放送教材の改訂はありません。
※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定

で視聴する科目です。そのため、受講にはインターネットなどの受講環境が必要
です。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。

【平均点】
2022年度1学期（66.1点）
2022年度2学期（72.3点）

1 5 7 0 3 6 6
データの分析と
知識発見（’２０）

〈３２０〉
秋光　淳生

（放送大学准教授）

※�この科目は「データの分析
と知識発見（’16）」の

　改訂科目です。

「データの分析と知識発見（’16）」
「データからの知識発見（’12）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）2：15～3：00
（231ch）

（金）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（併用式）

　現在、ICTの進歩に伴い、大量のデータが収集、蓄積され、それを元に大量の
計算がなされ多くの情報・知識を得ることができるようになった。現在氾濫するデー
タや情報にどう接し、それとどう付き合っていくべきなのか、また、そういった情報を
抽出するためにはどういった処理をすれば良いのか、といった事について、具体的
に演習を通して身につけることを目指す。
※�データ分析の手法を説明するとともに、Rを用いて実際の分析の手順についても

説明する。理解するには大学初年次程度の数学の知識や基本的なパソコン操
作が行えることを前提として講義を行う。

※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コース、社会と産業コー
スで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（68.8点）
2022年度2学期（68.1点）

1 5 7 0 0 6 4
記号論理学（’１４）

〈３１０〉
加藤　浩

（放送大学教授）

土屋　俊

〔放送大学客員教授
千葉大学名誉教授〕
2014年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（火）2：15～3：00
（231ch）

（月）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　記号論理学とは、論理を論理式という数式のような記号で表して、厳密なやりか
たで処理する方法の体系です。推論、すなわち、ある事態が成り立っている（真で
ある）とき、そこから別の確実に成り立っている事態を導き出したり、また、その推論
の正しさを証明したりするのが記号論理学の役割です。記号論理学は、数学をは
じめとして、哲学、計算機科学などの基礎となるほか、論文執筆や議論やプレゼン
テーションなどのコミュニケーションの基礎として重要です。本科目では、命題論理、
一階述語論理などの意味を理解して自然言語と対応付けられるようにし、さらに論
理式の計算方法を学びます。

【平均点】
2022年度1学期（69.7点）
2022年度2学期（69.5点）
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情報コース　専門科目

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 7 9 3 5 5
数値の処理と数値解析（’２２）

〈３３０〉
櫻井　鉄也

〔放送大学客員教授
筑波大学教授 〕

※�この科目は「数値の処理と
数値解析（’14）」の

　改訂科目です。

「数値の処理と数値解析（’14）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月23日（火）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　数値解析は、データの分析や機械学習、自然現象のシミュレーション、製品の設
計や開発、信号処理や画像解析など、幅広い分野で利用されている。本講では、
コンピュータを用いて数値計算を行うときに必要となる数値の表現や処理について
理解する。また、各種の問題に応じたアルゴリズムについて基本的な手法を修得す
る。計算方法を記述するためのアルゴリズムやそれをコンピュータに指示するため
のプログラムについても概説する。
※�計算法の説明では線形代数や微積分が現れるため、これらの基礎知識があるこ

とが望ましい。講義中で扱う例は線形代数や微積分の応用例にもなっており、これ
らの理解にも役立つ。数値計算は実際にコンピュータ上で実行して結果を確認す
ることがより深い理解につながるため、実際に数値計算を経験してみることを勧め
る。

※改訂回は第1、2、9、10回です。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、自然と環境コースで共用科目となって
います。

【平均点】
2022年度1学期（73.5点）
2022年度2学期（71.1点）

5 5 7 0 0 6 9
数理最適化法演習（’２０）

〈３２０〉
大西　仁

（放送大学教授）

2020年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（40%）、
レポート（30％）、
最終テスト（30％）の
評価により行う。

　本科目では、決定問題を数理モデルとして定式化して、計算機で最適解を求め
る数理最適化法の講義と演習を行う。決定問題は、工学のみならず、日常生活、
経営、行政等に遍く存在するため、数理最適化法は多様な領域に応用されてい
る。数理最適化法の習得には、具体的な決定問題を実際に定式化して、最適解
を計算してみることが有効であることから、計算機ソフトウェアを使用した演習を行
う。
※�表計算ソフトウェアExcelを使用する。Excelの代わりにLibreOffice Calc、R、

Pythonのいずれかでも受講可能であるが、履修登録に先立ち、オンライン授業
体験版（https://online-open.ouj.ac.jp）の「数理最適化演習（’20）」の指示に
従い、インストールをしておくこと。

※�放送授業「問題解決の数理（’21）」と関わりが深いが、この科目単独でも受講
可能。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

5 5 7 0 0 8 5
コンピュータ

グラフィックス（’２２）
〈３２０〉

浅井　紀久夫
（放送大学教授）

※�この科目は「CGと画像合
成の基礎（’16）」の改訂科
目です。

「CGと画像合成の基礎（’16）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（75%）、
演習課題（25％）の
評価により行う。

　3次元コンピュータグラフィックス（3DCG）の基本を解説し、簡単な描画を実践す
る。3DCGの描画の仕組みに重点を置き、その技術の基本原理を、描画例や応用
例を示しながら平易に説明する。3DCGの発展の歴史や応用から始まり、描画手
順、座標変換、3次元形状の作成、画像の生成、質感表現など、3DCGの原理と
各種手法、そして、イメージベースの手法や照明環境の復元等の応用へと展開す
る。3DCGの作成と構成、描画について理解を深めるため、3DCGソフトウェアを
使って簡単な3DCGを作成・描画する実習を含む。
※�3DCGソフトウェアをご自身のパソコンにインストールできていること、パソコンの操

作や設定をご自身でできることが履修の条件となります。学習センターのパソコン
を使って履修することはできません。扱う3DCGソフトウェアの種類やバージョン、
インストールの仕方は、オンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp）
の「コンピュータグラフィックス」を参照して下さい。パソコンにGPUが搭載され
ていると、快適に作業できます。

※�関連科目として「コンピュータビジョン」、「映像コンテンツの制作技術」、「デジタ
ル情報の処理と認識」があります。これらの科目は本科目履修の条件ではありま
せんが、参考にできます。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。
※全15回を改訂しています。通信指導は行わない。

1 5 7 0 3 7 4
映像コンテンツの
制作技術（’２０）

〈３１０〉
近藤　智嗣

（放送大学副学長）

※�この科目は「映像コンテンツ
の制作技術（’16）」の改訂
科目です。

「映像コンテンツの制作技術（’16）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　情報コースのマルチメディア領域の科目として、映像コンテンツの制作技術を体
系的に学ぶ科目である。映像コンテンツの制作工程としては、プリプロダクション、プ
ロダクション、ポストプロダクションの３つに大きく分けることができ、映像制作に必要
な技能としては、技術面と表現面がある。商用の映像制作では、これらの各分野
で細かく分業化されているが、本科目は各専門職を養成することが目的ではないた
め、映像制作について体系的に扱う。また、一般的な映像制作講座ではなく、高
等教育の学問分野として映像コンテンツの制作を位置づけている。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（88.6点）
2022年度2学期（87.5点）
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情報コース　専門科目

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 5 7 0 0 9 3
デジタル情報の

処理と認識（’２２）
〈３１０〉
柳沼　良知

（放送大学教授）

※�この科目は「デジタル情報
の処理と認識（’18）」の改
訂科目です。

「デジタル情報の処理と認識
（’18）」、「デジタル情報の処理
と認識（’12）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（60％）、
レポート（40％）の
評価により行う。

　コンピュータは、計算する機械である一方で、文字、音声、画像、映像といった
多様な情報も扱うことができる。しかし、これらの情報がどのように扱われているか
は、外からは見えにくいのが現状である。このため、本講義では、文字、音声、画
像、映像といった情報の処理や認識がコンピュータ上でどのように行われているか
について概説する。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。
※全15回を改訂しています。

通信指導は行わない。

1 5 7 9 3 7 1
自然言語処理（’２３）

〈３２０〉
黒橋　禎夫

〔 放送大学客員教授
国立情報学研究所長〕

「自然言語処理（’19）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（日）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　日本語や英語などの自然言語は人間の知的活動の根幹をささえるメディアであ
る。自然言語のコンピュータ処理に関する研究・技術分野を自然言語処理と呼ぶ。
近年のコンピュータおよびニューラルネットワークの進展とともに自然言語処理技術
は劇的に進展し、ウェブサーチ、対話システム、機械翻訳などの応用システムが
我々の日常に浸透しはじめている。本講では、その背後にある自然言語処理の仕
組み、難しさ、今後の展開などを解説する。
※計算機科学および確率統計の入門的科目を履修していることが望ましい。

1 5 7 9 3 1 2
情報デザイン（’２１）

〈３１０〉
伏見　清香

（放送大学教授）

茂登山　清文
（元名古屋芸術大学特任教授）

2022年8月ご逝去

2021年度第2学期開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　電子ネットワーク社会では、だれもが簡単に発信者になることができる。その際
に、様 な々情報を収集・選択・編集し、それに形を与えるのだが、その行為をデザ
インと呼ぼう。設計とも言い換えることのできるこのプロセスは、社会で仕事をする際
にも、研究を進めていくのにも不可欠である。この授業は、導入の後、情報デザイ
ンの基礎を学び、続いて各論を説く。さらにその展開を講義した後、最終回ではま
とめと今後についても考える。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。【平均点】

2022年度1学期（87.3点）
2022年度2学期（90.1点）

5 5 7 0 1 0 7
コンピュータビジョン（’２２）
　ー画像処理による
　　　　情報抽出の技法ー

〈３３０〉
浅井　紀久夫

（放送大学教授）

2022年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（75%）、
演習課題（25％）の
評価によって行う。

　コンピュータビジョンの応用を紹介し、その中で使われる基本的技術を解説する。
コンピュータに視覚を持たせるという究極の目標に対して、⑴ 自己位置推定と地図
構築、⑵ 機械学習による画像認識という問題に焦点を絞り、これらを実現するた
めの技法を説明する。画像からの３次元構造の復元および画像に写る物体の認
識、これらを実現するためのコンピュータビジョンにおける基本的手法を扱う。その
手法の一部を画像処理ライブラリを使ったプログラムで実行し、その動作を確認す
ることでその手法の理解につなげる。
※�本授業ではPythonによる演習が含まれ、Python実行環境をご自身で構築でき

ていること、パソコンの基本的操作および設定をご自身でできることが履修の条
件となります。学習センターのパソコンを使って履修することはできません。
Python実行環境の作り方は、オンライン授業体験版（https://online-open.ouj.
ac.jp）の「コンピュータビジョン」を参照して下さい。

※�プログラミングおよびPythonの文法についての基礎知識も必要です。プログラミ
ング経験の無い方はオンライン授業「C言語基礎演習」、「Javaプログラミングの
基礎」、放送科目「データ構造とプログラミング」「アルゴリズムとプログラミング」を
先に受講して下さい。また、Pythonの基本的文法を学ぶためのWebサイトを用
意しましたので、そちらを先に習得して下さい。アクセス情報は上記のオンライン
授業体験版「コンピュータビジョン」にあります。

※�数学的知識として線形代数および微分積分の基礎を要します。数学的知識が
不足している方は、導入科目「入門線型代数」、「入門微分積分」を先に受講
して下さい。また、関連科目として「デジタル情報の処理と認識」「コンピュータグ
ラフィックス」「情報理論とデジタル表現」「問題解決の数理」「データの分析と
知識発見」があります。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。
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情報コース　専門科目

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 7 9 3 3 9
教育のためのICT活用（’２２）

〈３１０〉
中川　一史

（放送大学教授）

苑　復傑
（放送大学教授）

※�この科目は「教育のための
ICT活用（’17）」の

　改訂科目です。

「教育のためのICT活用（'17）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）22：30～23：15
（231ch）

（水）12：45～13：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　初等中等教育におけるICT、高等教育におけるICTを活用した授業、ICTを
活用した障害者のための教育、教育におけるeラーニングの活用など、ICTと学
校教育に関する基礎知識を具体的な事例にそくして扱う。
※「教育のためのICT活用（’17）」の単位修得者は受講できない。
※全15回を改訂しています。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっ
ています。

【平均点】
2022年度1学期（89.8点）
2022年度2学期（85.3点）

1 5 7 0 3 9 0
ユーザ調査法（’２０）

〈３２０〉
高橋　秀明

（放送大学教授）

※�この科目は「ユーザ調査法
（’16）」の改訂科目です。

「ユーザ調査法（’16）」
「情報機器利用者の調査法
（'12）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）2：15～3：00
（231ch）

※10/8（日）から放
送

（土）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　コンピュータやインターネットが普及するにつれて、私たちはさまざまなハードウェア
やソフトウェア、サービス、そしてシステムに取り巻かれて生活するようになった。こう
したものを私たちにとって便利で使いやすいものとするためには、まず、それらを利
用する情報機器利用者（ユーザ）についての的確な理解を得ることが大切であり、
そうした情報を得たうえでシステムの設計を行うことが必要である。本科目では、そ
のための調査法を多面的に取扱い、情報学のための研究方法の基礎として位置
づける。
※�この科目では、心理学的な概念や手法を利用することが多いので、受講者は、
「心理学研究法」「知覚・認知心理学」などを受講しておくことが望ましい。また、
統計的な手法を利用することもあるので「身近な統計」「心理学統計法（’21）」
を受講しておくことも望ましい。なお、「情報機器利用者の調査法（ʼ12）」「ユー
ザ調査法（ʼ16）」の既修者は単位としては認められない。

※全15回を改訂しています。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっ
ています。

【平均点】
2022年度1学期（73.7点）
2022年度2学期（72.4点）

1 5 7 0 3 4 0
情報社会の

ユニバーサルデザイン（’１９）
〈３１０〉
広瀬　洋子

（放送大学特任教授）

関根　千佳

〔放送大学客員教授
美作大学客員教授〕

「情報社会のユニバーサル
デザイン（’14）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　情報技術の進展により、情報は現代社会において大きな意味を持つ。情報は、
まちづくり、ものづくり、教育、交通など、生活のあらゆる場で不可欠なものである。
しかし、現代社会においては、多様なニーズを持つ人々が、情報、教育、放送メディ
ア、社会活動などに「アクセス」することの重要性に対する認識が高まっている。こ
の講義では、情報や教育のアクセシビリティを中心に、国内外の状況、支援技術や
ユニバーサルデザインの状況を理解し、高齢化、情報化の進む21世紀における
人間と情報の在り方について考える。
※インターネット接続が可能であること。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっ
ています。

【平均点】
2022年度1学期（88.0点）
2022年度2学期（89.5点）

5 5 7 0 0 3 4
メディアと知的財産（’１６）

〈３２０〉
児玉　晴男

（放送大学特任教授）

2016年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（50%）、
レポート（50%）の
評価により行う。

　本科目は、ウェブ環境でグローバルに提供される知的財産を三つのかたち（コン
テンツ、知的財産、財産的情報）に分類し、それらがどのように創造され、保護され、
活用されているかを、知財権法の基礎的な知識と身近な例による権利の関係を明
らかにしながら、解説します。
※�  「情報と法（’23）」と「著作権法」は、履修しておくとよいでしょう。大学院科目「知

財制度論」は、適宜、参照されるとよいでしょう。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。
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情報コース　専門科目

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 7 9 3 6 3
メディア論（’２２）

〈３２０〉
水越　伸

〔 放送大学客員教授
関西大学教授 〕

※この科目は「メディア論
　（’18）」の改訂科目です。

「メディア論（’18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　2020年代、社会のあらゆる出来事はメディアに媒介されて生じ、世界のすべて
の国や地域はメディアを介して相互依存するようになった。コミュニケーションの「媒

（なかだち）」としてのものやシステムであるメディアのあり方が、私たち自身や世界
のあり方を大きく規定するようになった。そうしたなかで、私たちはメディアについて
の新たな思想・理論を必要としている。この講義では、メディアを時間と空間という
二軸のなかに位置づけ、新しいメディア論の相貌を描き出していく。
※�日常生活で当たり前のように思われていることがらを批判的にとらえなおすことが

できるセンスと、学問をたんなる「勉強」としてとらえるのではなく、歴史的、ある
いは空間的な想像力をめぐらして、現実社会に対して働きかけるための「批判
的実践知」としてとらえる度量を持つ学生の履修を期待している。

※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コース・社会と産業コー
ス･人間と文化コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（75.7点）
2022年度2学期（82.0点）

1 5 7 0 4 0 4
情報化社会における
メディア教育（’２０）

〈３２０〉
苑　復傑

（放送大学教授）

中川　一史
（放送大学教授）

※�この科目は「情報化社会と
教育（’14）」の改訂科目です。

「情報化社会と教育（’14）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は情報化社会におけるメディアと教育のあり方に関して、第１回から第９回
までは初等中等教育および高等教育において、メディアがどのように活用されてい
るかについて学び、第10回から第15回にかけては、さらにメディアを用いる教育
の意味、メディア・リテラシーの実際とその意味を学ぶ。
※全15回を改訂しています。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コース・人間と文化コー
スで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（88.2点）
2022年度2学期（93.5点）

5 5 7 0 0 7 7
小学校プログラミング

教育概論（’２１）
〈３１０〉
中川　一史

（放送大学教授）

小林　祐紀※

〔放送大学客員准教授
茨城大学准教授 〕

※は専門担当講師
2021年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（50％）、
レポート（50％）の
評価により行う。

　小学校プログラミング教育の学習指導要領の解説、位置づけや中学校、高等
学校におけるプログラミングなどの解説から知識を習得するとともに、各教科での授
業の実際や授業外の活動などの具体的な事例から理解を深めるようにする。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっ
ています。

通信指導は行わない。

1 5 7 9 3 8 0
ヒューマンインタフェース（’２３）

〈３２０〉
増井　俊之

〔放送大学客員教授
慶應義塾大学教授〕

小池　英樹

〔放送大学客員教授
東京工業大学教授〕
2023年度開設科目

2 テレビ ※〈字〉

テレビ・ラジオ等
による放送は行
わない。開講期
間中にインター
ネットで受講する
こと。

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　コンピュータを人間が利用するための技術の歴史と現状を学び、何故そういう技
術が使われてきたのか／どういう技術や社会が理想なのか／理想に近づくために
はどのような考察が必要なのか／などを幅広く学ぶ
※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定

で視聴する科目です。そのため、受講には、インターネットなどの受講環境が必
要です。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、生活と福祉コース、心理と教育コー
スで共用科目となっています。
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情報コース　専門科目

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 7 0 4 1 2
身近なネットワーク

サービス（’２０）
〈３２０〉
葉田　善章

（放送大学准教授）

※�この科目は「身近なネットワー
クサービス（’16）」の改訂科目
です。

「身近なネットワークサービス（’16）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）22：30～23：15
（231ch）

（土）12：45～13：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代の社会において、モノとも呼ばれるコンピューターどうしを接続するネットワー
クはさまざまな場所で用いられるようになった。ネットワークのとらえ方や通信のしくみ
といった理解する上で基礎となる知識、ネットワークを中心としたコンピューターの利
用形態、私たちの身近で実現されるようになったネットワークを使ったサービスにつ
いて解説する。ネットワークによるサービスを実現するために不可欠となったコン
ピューター技術についても学ぶ。
※�必須ではないが、「情報学へのとびら」「情報理論とデジタル表現（ʼ19）」「コン

ピュータの動作と管理（ʼ17）」「コンピュータとソフトウェア（ʼ18）」「情報ネットワーク
（ʼ18）」「コンピュータ通信概論（ʼ20）」「Webのしくみと応用（ʼ19）」といった、コ
ンピューターやネットワークに関連する科目を受講していることが望ましい。

※�本科目は「身近なネットワークサービス（ʼ16）」を改訂した科目であり、重複する
内容がある。

※全15回を改訂しています。【平均点】
2022年度1学期（70.1点）
2022年度2学期（70.2点）

1 5 7 9 3 4 7
情報セキュリティ概論（’２２）

〈３１０〉
山田　恒夫

（放送大学教授）

辰己　丈夫
（放送大学教授）

※�この科目は「情報セキュリティ
と情報倫理（’18）」の

　改訂科目です。

「情報のセキュリティと倫理（’14）」
「情報セキュリティと情報倫理（’18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）8：15～9：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　情報化社会の進展に伴い、情報セキュリティに関わる問題に直面することも多く
なった。情報リテラシーとして情報セキュリティの基本を身につけることは必須である
が、さらに、情報セキュリティ領域が持つ「構造」を知ること、より高度な情報セキュ
リティ技術や「なぜ」を考える態度を身につけることも望まれる。本科目は広く、情報
セキュリティに利用者・運営者として関わる予定の方、情報セキュリティをまとめて
学んだことがない方を対象とし、どのように情報システムを開発運用し、利用者教育
を行うかという観点から解説する。
※全15回を改訂しています。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（76.7点）
2022年度2学期（75.2点）

1 5 7 0 3 5 8
Webのしくみと応用（’１９）

〈３２０〉
森本　容介

（放送大学教授）

伊藤　一成

〔放送大学客員教授
青山学院大学教授〕

「Webのしくみと応用（’15）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）22：30～23：15
（231ch）

（金）12：45～13：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　日常生活や仕事を進める上で、Webは重要な役割を果たしている。Webの仕
組みやWebシステムを実現するための技術を学び、普段意識せずに使っている
Webの裏側を理解する。さらに、Webの関連技術やWebを使った応用システム
について学ぶ。
※「情報ネットワーク（ʼ18）」を履修しておくことが望ましい。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっ
ています。

【平均点】
2022年度1学期（85.8点）
2022年度2学期（85.9点）

1 5 7 9 4 0 1
データベース（’２３）

〈３２０〉
辻　靖彦

（放送大学准教授）

芝﨑　順司
（放送大学教授）

「データベース（’17）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（水）2：15～3：00
（231ch）

（火）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　日常生活や仕事を進める上で重要なシステムではほとんど利用されているデータ
ベースについて、その概念、歴史、仕組みと応用を、例を交えて基本から解説す
る。身近なデータベースの活用例から始まり、データベースを使うとどのような所が
便利なのか、データベースの意義や役割を明らかにし、もっとも利用頻度の高い
データベースであるリレーショナルデータベースの設計・管理方法を解説する。さら
に、データベース技術の応用として、大規模データに対して整合性よりも迅速な処
理が必要となるNoSQLなど新しい技術についても扱う。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、自然と環境コースで共用科目となって
います。
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情報コース　専門科目

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 7 5 0 0 4 0
情報セキュリティの

理論と基盤（’２３）
〈３２０〉
菊池　浩明

〔放送大学客員教授
明治大学教授 〕

上原　哲太郎※

〔放送大学客員教授
立命館大学教授 〕

「情報ネットワークセキュリ
ティ（’19）」
の単位修得者は履修不可

※は専門担当講師
2023年度開設科目

1 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（60%）と
レポート（40％）に
基いて評価する。

　情報セキュリティの専門的な知識を学ぶための前提となる基礎と実践を学ぶ。表
層的な知識を薄く学ぶのではなく、何が問題の本質か深く洞察し、正しく理解し、
その上で効果的な対処方法を適用できる力を自力で身につけることができるように
するために、基本的な概念を中心に学ぶとともに、それを応用して考える実践例を
取り上げる。情報セキュリティに関する資格などを得ようとする際には、必須となる
知識・技能を身につけることができる。
※「情報セキュリティの現状と展望（’23）」との連続した受講が効果的である。

【参考文献】
『IT Textネットワークセキュリティ』（菊池浩明・上原哲太郎共著／オーム社（2017
年）、 単行本206頁、ISBN 978-4-274-21989-4）に沿って学習する。
本書には、電子書籍版および紙版があります。
電子書籍版には本科目受講者用に低価格とした閲覧期間限定版があり、購入方
法 等 は 出 版 社 の 特 設 ホームペ ージ（URL：https://www.ohmsha.co.jp/
information/ouj.htm）でご確認をお願いします。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっ
ています。通信指導は行わない。

5 5 7 0 1 2 3
情報セキュリティの

現状と展望（’２３）
〈３２０〉

上原　哲太郎

〔放送大学客員教授
立命館大学教授 〕
菊池　浩明※

〔放送大学客員教授
明治大学教授 〕

「情報ネットワークセキュリ
ティ（’19）」
の単位修得者は履修不可

※は専門担当講師
2023年度開設科目

1 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（60%）と
レポート（40％）に
基づき評価する。

　情報セキュリティの専門的な知識を学ぶための前提となる基礎と実践を学ぶ。表
層的な知識を薄く学ぶのではなく、何が問題の本質か深く洞察し、正しく理解し、
その上で効果的な対処方法を適用できる力を自力で身につけることができるように
するために、基本的な概念を中心に学ぶとともに、それを応用して考える実践例を
取り上げる。情報セキュリティに関する資格などを得ようとする際には、必須となる
知識・技能を身につけることができる。
※「情報セキュリティの理論と基盤（’23）」との連続した受講が効果的である。

【参考文献】
『IT Textネットワークセキュリティ』（菊池浩明・上原哲太郎共著／オーム社（2017
年）、 単行本206頁、ISBN 978-4-274-21989-4）に沿って学習する。
本書には、電子書籍版および紙版があります。
電子書籍版には本科目受講者用に低価格とした閲覧期間限定版があり、購入方
法 等 は 出 版 社 の 特 設 ホームペ ージ（URL：https://www.ohmsha.co.jp/
information/ouj.htm）でご確認をお願いします。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

※�この科目は、情報コース開設科目ですが、心理と教育コースで共用科目となっ
ています。通信指導は行わない。

1 5 7 0 4 2 0
アルゴリズムと

プログラミング（’２０）
〈３１０〉
鈴木　一史

（放送大学教授）

※�この科目は「アルゴリズムと
プログラミング（'16）」の

　改訂科目です。

「アルゴリズムとプログラミング（’16）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月23日（火）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　計算機科学における基礎的なアルゴリズムやプログラミングについて学習する。
データ型、変数、条件文、分岐、繰り返し、関数、配列、構造体、ファイル、メモリ
等の基本的な知識について学ぶ。データの探索やソーティングなどを例として、アル
ゴリズムの効率や計算量について考える。また、リスト構造を用いたスタックやキュー
といったデータ構造の実装について学習する。なお、プログラミングの学習にはＣ言
語の例を用いる。
※�オペレーティングシステムやコンパイラのインストールができるコンピュータ知識や

初歩的なC言語のプログラミング経験があることが望ましい。印刷教材の一部の
応用的な演習課題解答例（C言語のコード等）は、Web補助教材に掲載する
のでWebを閲覧できる環境があることが望ましい。

※ � 「情報」に関連した基盤科目や導入科目、プログラミングを扱った面接授業等を
先に受講することを勧める。

※第15回を改訂しています。【平均点】
2022年度1学期（93.6点）
2022年度2学期（90.4点）

1 5 7 0 4 3 9
コンピュータ通信概論（’２０）

〈３２０〉
葉田　善章

（放送大学准教授）

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月20日（土）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　通信は現代のヒトとヒトのコミュニケーションを支えるとともに、高度なコンピュータ
社会を支える重要な基盤技術となった。本科目では、有線・無線を問わず、データ
を信号で表現し、遠くまで伝送する通信の基本的なしくみを学ぶとともに、無線
LANや携帯電話などの移動体通信、衛星通信や海底ケーブルを例にしながら現
代の通信について学ぶ。そして、モノのインターネットも呼ばれるIoT （Internet of 
Things）に代表される高度化する将来のコンピュータ通信について概観する。
※�特に信号の取り扱いのような文章よりも理解しやすいと思われる部分では数式に

よる説明を用いているため、数学の基本的な知識があることが望ましい。
※�本科目は「コンピュータの動作と管理（’17）」「コンピュータとソフトウェア（’18）」「情

報ネットワーク（’18）」「身近なネットワークサービス（’20）」といった、コンピューター
やネットワークに関連する科目の基本となる科目であり、必須ではないが、「情報
学へのとびら」「情報理論とデジタル表現（’19）」といった、符号の取り扱いに関
する科目を受講していることが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（70.3点）
2022年度2学期（70.3点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 5 5 0 1 4
博物館情報・メディア論（’１８）

〈３１０〉
稲村　哲也

（放送大学名誉教授）

近藤　智嗣
（放送大学副学長）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　博物館は、展示による情報の発信のために、さまざまなメディアを利用する。一
方で、博物館自体が、展示を通じて、さらには博物館全体として、社会に情報を発
信するメディアそのものだとも言える。そうした「メディアとしての博物館（展示）」の
観点から、この講義では、多様な博物館の具体的な事例を通して、博物館の展示
とは何か、情報とメディアとは何かを考えると共に、展示に関わる情報とメディアの
手法、技術、理論、利点、課題などを包括的に学ぶ。第一義的には学芸員資格
のための科目であるが、情報やコミュニケーションや文化に関心のある学生、一般
の受講者にとっても、幅広い教養を楽しく学べる内容である。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

【平均点】
2022年度1学期（87.8点）
2022年度2学期（89.6点）

1 5 6 2 8 8 6
解析入門（’１８）

〈３２０〉
河添　健

〔 放送大学客員教授
慶應義塾大学名誉教授〕

「解析入門（'14）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）18：00～18：45

［第2学期］
2024年1月23日（火）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

［自然と環境コースと共用］

　１変数の実関数の微分・積分を学んだ次のステップとして、多変数の実関数の
微分・積分および複素関数について学習します。多変数の実関数としては主とし
て２変数関数を扱い、その可視化、連続性、微分と計算、多項式近似、極値問題、
積分、面積・体積の求め方などを講義します。次にその発展として複素関数の微
分・積分を扱います。実変数を複素変数に変えるだけですが、複素関数は実関
数にない多くの不思議な性質をもっています。それらの性質を調べるとともに、応用
として留数の原理にもとづく実関数の定積分の計算方法を紹介します。
　講義は１変数の実関数の微分・積分を復習しつつ進め、例題、応用例、計算
方法、歴史的な背景などを交えて分かり易く解説します。
※�１変数の実関数の微分・積分を、多変数の実関数や複素関数に拡張すること

が講義の目標です。しかし基本的な計算は１変数のときと変わりません。したがっ
て「入門微分積分」で学んだ１変数の実関数についての基礎は必要です。でも
完璧に覚えている必要はありません。講義ではそれらを復習しつつ進めます。

【平均点】
2022年度1学期（65.1点）
2022年度2学期（69.9点）

1 5 6 2 9 5 9
統計学（’１９）
〈３２０〉
藤井　良宜

〔放送大学客員教授
宮崎大学教授 〕

「統計学（’13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）18：00～18：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［自然と環境コースと共用］

　データの特徴を表現する記述的な統計手法については、すでに学習しているこ
とを前提として、次のステップである確率的なバラツキを考慮した統計解析の基本
的な概念を深く理解したり、これから統計解析を実際に行ったりすることを目指す
人 を々ターゲットとする。内容としては、母集団と標本の関係をベースにして、信頼
区間による推定方法や統計的検定などの統計的推測の基本的な概念について詳
しく解説する。さらに、回帰分析や因子分析などの多変量解析の手法の基本的な
考えについて、その手法の特徴に焦点を当てて説明をする。
※あらかじめ「身近な統計」の内容を学習しておくことが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（72.8点）
2022年度2学期（69.9点）

1 5 2 9 3 5 8
教育調査の基礎（’２０）

〈３２０〉
藤田　武志

〔放送大学客員教授
日本女子大学教授〕

西島　央

〔放送大学客員教授
青山学院大学教授〕
2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）12：45～13：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　問題の設定から調査手法の選定、調査を進める手順と分析方法など、教育調
査の考え方と技法について学ぶ。また、実際の分析事例に数多く接することによっ
て、教育の現状について理解するとともに、問題の立て方や分析方法について具
体的に学習する。実際に教育調査を行ってみたい現職教員などにも有益な内容と
する。
※統計学に関する科目をあわせて履修することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（71.0点）
2022年度2学期（70.4点）

1 5 2 9 5 1 0
心理学統計法（’２１）

〈３２０〉
清水　裕士

〔放送大学客員教授
関西学院大学教授〕
2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）18：00～18：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　心理学で用いる統計的手法について、基礎的な理論から、実践的な分析手法
まで解説する。具体的には、心理学で用いるデータの種類とその要約方法、推測
統計学や統計的因果推論の理論的基礎、そして推測統計学による母集団の性質
の推定を実際に行うためのノウハウについて解説を行う。

【平均点】
2022年度1学期（76.9点）
2022年度2学期（76.7点）

1 5 3 9 3 8 8
マーケティング（’２１）

〈３１０〉
井上　淳子

〔 放送大学客員教授
成蹊大学教授 〕
石田　大典

〔 放送大学客員准教授
同志社大学准教授 〕
2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　マーケティングとは、人 と々社会のニーズを見つけ出し、それを満たす手段や仕
組みを創造していくことである。今日では、多くの市場が成熟を迎える一方で、技
術革新のスピードは一層加速し、競争がグローバルに展開されている。企業が存
続と成長を実現するために、マーケティングの重要性はますます高まっていると言え
る。本講義では、マーケティングの基本概念やフレームワークを具体的な事例を交
えながら解説する。また、戦略的マーケティング、リレーションシップ・マーケティング、
マーケティングと社会的責任といった発展的なテーマについても取り扱う。
※「経営学概論（’18）」を履修していることが望ましい。【平均点】

2022年度1学期（89.8点）
2022年度2学期（86.0点）
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情報コース　専門科目

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 3 9 4 5 0
著作権法（’２２）

〈３２０〉
作花　文雄

（放送大学客員教授）

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（土）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月20日（土）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　豊かな社会の基盤を形成する創造活動を振興していく上で、知的財産権に関
する法制度が重要な役割を果たしており、その中にあって、小説や論文、美術、デ
ザイン、音楽、映画、写真、アニメ、プログラムなどの創作的表現物の保護と公正
な利用の促進を目的とする著作権法は、幅広く人々の職業及び日常の生活に関
わっている。この講義では、比較的短期間で法制度の全体像が把握できるよう、
具体的事例を踏まえつつ、著作権制度の基本的事項及び今日の実際的な課題に
ついて解説する。
※�著作物の利用に関わる契約問題、著作権侵害に伴う損害賠償責任及び刑事

責任について学習する上で、民法の契約法や不法行為法、刑法総論などを事
前に又は並行して学習しておくことが望ましい。また、印刷教材の巻末に掲げて
いる参考図書を活用して幅広く学習をすることが期待される。新聞やテレビなど
で報道される著作権事件は実際的な学習教材となる。

　�なお、本科目は、一般社団法人日本音楽著作権協会（JASRAC）から支援を
受けています。

【平均点】
2022年度1学期（61.7点）
2022年度2学期（64.9点）

1 5 3 9 5 4 0
経営情報学入門（’２３）

〈３２０〉
岸　眞理子

〔放送大学客員教授
法政大学教授 〕

佐藤　亮

〔 放送大学客員教授
東京理科大学嘱託教授〕

※�この科目は「経営情報学入
門（’19）」の改訂科目です。

「経営情報学入門（’19）」の単
位修得者に対する履修制限は
ありません。

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（水）9：45～10：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　ICT（情報通信技術）の劇的な進展は、ICTやそれがもたらす情報の取扱いそ
のものが経営（マネジメント）であるという現象をもたらしている。経営情報学は、
ICTや情報によっていかに経営するかという基本的な問題意識に加え、ICTや情
報をいかに経営するかという新たな視角も取り込んで、日々 進化している。組織の
価値創造の礎となるのは、人間の知性とICTの分析的な能力の統合であり、人と
ICTをシームレスに協働させる、組織の情報処理活動の研究、すなわち経営情報
学が求められている。
　経営情報学の基礎となる理論や概念とともに、優れた経営情報システムの実践
事例と企業組織の有効な情報利活用について学習する。
※改訂回は第1、2、3、4、5、6、9、10、11、12、15回です。

1 5 1 9 4 1 7
ソーシャルシティ（’２３）

〈３２０〉
川原　靖弘

（放送大学准教授）

鈴木　淳一
放送大学客員准教授

株式会社電通グループ
電通イノベーションイニシア
ティブプロデューサー職

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）21：45～22：30
（231ch）

（火）12：00～12：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　人のコミュニケーションによるまちの活性化に重点を置き計画されるまちづくりが注
目されている。本講義では、まちの住民、来街者、運営者それぞれの視点からみ
た、持続的なまちづくりの社会的意義について論じる。また、まちづくりにおいて導
入が進められているICT（情報通信技術）について解説し、生活者の行動把握、
まち空間のソーシャルグラフの生成、サステナブルなまちづくりへの活用などについ
て、事例を交えながら紹介する。
※�関連する科目として、「生活環境と情報認知（’20）」「地理空間情報の基礎と活

用（’22）」がある。

1 5 3 9 5 6 6
環境を可視化する
技術と応用（’２３）

〈３３０〉
中村　恭志

〔放送大学客員准教授
東京工業大学准教授〕

浅輪　貴史

〔放送大学客員准教授
東京工業大学准教授〕

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（木）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　我々の身近な環境から地球規模まで様 な々スケールの環境について、環境問題
を可視化する最先端の技術を紹介し、その可視化を利用した環境の保全や、より
良い環境を創り出すための科学を解説する。可視化技術としてはコンピュータシミュ
レーションやリモートセンシング、CAD/GIS、情報技術などを取り上げる。可視化画
像から環境の状態を正しく読み解くには、観測、解析、シミュレーションなど可視化
されている環境のデータがどのように取得されたかを知っておくことが必要であり、
可視化の技術に加え、データの取得方法についても丁寧に解説する。受講生は、
環境の問題に興味がある方や、最先端の技術を用いた可視化画像の作成法、及
びその活用法に関心のある方を対象とする。
※�環境を可視化し、可視化画像から環境を理解するには、環境で生じている物理

現象に関する知識に加え、可視化されているデータの物理的意味や取得方法
などを理解することも重要である。本講義では、必要な知識を平易に解説するよ
うに努めるが、数学と物理学の基礎的な知識があることが望ましい。

【関連科目】住まいの環境論（’23）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

情報コース　総合科目

情
報
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 9 5 0 0 1 0
情報化社会と

国際ボランティア（’１９）
〈４１０〉
山田　恒夫

（放送大学教授）

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）15：45～16：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　情報化と国際ボランティア活動は、グローバル化した21世紀の市民社会の形成
に大きな役割を果たすものと考えられている。国際ボランティア研究のトピックとその
実践における多様な側面を紹介することで、国際ボランティア活動に対する理解を
深めると同時に、国際ボランティアを自らのキャリアとの関わりの中で考えられるよう
にする。国際ボランティア活動は市民の参加する活動であり、市民が世界の課題
に目を向け、その課題解決に自らが関わることを目指すものである。情報化、特にイ
ンターネットの全世界的普及はこうした動きを促進しており、その関わりの中で新た
な国際ボランティアの形態も出現している。国際ボランティア学とその体系化には我
が国が大きな貢献を果たしており、その実践活動と学問内容を知ることには大きな
意味がある。国際ボランティアは、東日本大震災をはじめ、近年の巨大災害で社会
で注目を浴び、2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催や訪日外国人の増加
により広く社会的な関心を集めている分野でもある。
※�本科目については、国際ボランティア活動の内容や対象、利用される情報通信

技術（ICT）に応じ、さまざまな関連科目が存在する。また本科目は、これまで学
習した研究領域や科目を、国際ボランティアというキャリアパスの中で再考するた
めの手掛かりを与える場であり、そういう意味でも総合科目であるといえる。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては情報コース開設科
目ですが、心理と教育コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（78.5点）
2022年度2学期（78.5点）

1 9 5 0 0 2 9
AIシステムと人・

社会との関係（’２０）
〈４２０〉
山口　高平

〔放送大学客員教授
神奈川大学教授 〕
中谷　多哉子

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）8：15～9：00

［第2学期］
2024年1月21日（日）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　まず、1956年から開始されたAI研究として、推論、探索、知識表現、機械学習、
ニューラルネットワーク、知能ロボットなどの技術を学ぶ。次に、スポーツコーチ、自
動運転、ロボット飲食店、間接業務、社会インフラ点検、授業支援ロボット、知的パー
トナーという、７分野におけるAI技術の実践例について学ぶ。最後に、AIシステム
と人・社会の関係がより密接になる未来社会において、私たちが、AIシステムを活
用・開発するときに考えるべきことを学び、また、AIが世界レベルの競争となってい
る現状を把握し、米国・中国・欧州・日本のAI国家戦略、および、AI倫理を中
心とするAI国際協調についても学ぶ。
※�AIシステムの社会実装が急増しているが、AI技術を正しく理解していないため

に混乱が起こり、また、人を超えるAIの世界としてのシンギュラリティという言葉
に過度に反応して不安になりすぎるという状況も生まれている。AIシステムの適
用可能性と限界を正しく認識できる能力を育成すべきである。学生は、日々 更新
されるAIを取り巻く世界情勢に興味を持ちながら受講してもらいたい。他の科目
の受講は前提としない。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（83.0点）
2022年度2学期（84.3点）

1 9 5 0 0 3 7
情報技術が拓く
人間理解（’２０）

〈４２０〉
仁科　エミ

（放送大学教授）

辰己　丈夫
（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）15：45～16：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　情報通信技術の進展は、私たちの社会生活を大きく変貌させ、そのなかで生き
る人々の思考・行動にも大きな影響を及ぼしている。IoT環境、ライフログ技術、ビッ
グデータ、人工知能など情報通信技術に関する新規性の高い技術とその可能性、
社会的有用性、そしてそれらが人間および社会に及ぼす影響についての知識を
深める。同時に、情報技術の活用によって画期的に前進しつつある遺伝子研究や
脳における情報処理についての知見を紹介し、人間と情報環境との関わりについ
て考察する。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては情報コース開設科
目ですが、心理と教育コース･自然と環境コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（74.1点）
2022年度2学期（77.9点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　導入科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 6 0 0 9 2
初歩からの生物学（’１８）

〈２１０〉
二河　成男

（放送大学教授）

加藤　和弘
（放送大学副学長）

「初歩からの生物学（'14）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）16：30～17：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　生物学では、生物がいかに暮らし、命をつないでいくかを体系づけて理解するこ
とが大切である。生物は多様であるが、その体の構造や、遺伝のしくみ、生物種
間の関係など、異なる生物であっても共通する部分が実に多い。この講義では、
そのような共通部分に着目して、生物とはどのようなものであるか、ということを学ぶ。
これまでの生物観の再確認と、新たな視点の付与を目指す。
※�生物学に関する過去の知識を前提としないで理解できるよう、できるだけ分かり

易い講義にしたいが、もし、分からない事柄が出てきた場合には、世の中には
種々の啓蒙書があるので、それらを積極的にひもといて学習をしてほしい。生物
学辞典や国語辞典も用語の理解に活用しよう。また、インターネットによる知識収
集も大いに役立つので利用してほしい。

【平均点】
2022年度1学期（83.9点）
2022年度2学期（80.3点）

1 7 6 0 0 1 7
生物環境の科学（’１６）

〈２２０〉
加藤　和弘

（放送大学副学長）

2016年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）9：00～9：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　生物のそれぞれの個体を取り巻く全てのもの、すなわち環境は、生物の生息の
ありようを大きく左右する。環境の構成要素として、非生物的な条件がもっぱら認識
されるが、周囲にいる他の生物もまた、環境の構成要素である。というのは、生物
はほとんどの場合単独では生きておらず、同種あるいは他種の生物と密接な関係
を保ちながら生きているからである。本講では、生物の生息に影響を及ぼす環境
条件について、生物的条件や景観に関わる条件なども含めて説明する。さらに、
長期的な視点に立った場合に、環境が進化や種分化にどのように関わり得るのか、
その概要を紹介する。
※�本講義を履修するにあたっては、学部での導入科目の「初歩からの生物学」を

履修しておくこと、あるいは同水準の生物学を既習していることが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（82.7点）
2022年度2学期（83.3点）

1 7 6 0 1 5 7
初歩からの物理（’２２）

〈２１０〉
岸根　順一郎

（放送大学教授）

松井　哲男
（放送大学特任教授）

※�この科目は「初歩からの物理
（'16）」の改訂科目です。

「初歩からの物理（’16）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）23：15～24：00
（231ch）

（水）13：30～14：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は「自然と環境コース」が提供する物質・エネルギー系科目への導入とし
ての役割を果たす。対象として自然科学に関心を持つすべての学生を念頭に置き、

「物理法則に基づいて自然現象を記述する」見方、考え方を伝える。数式を使っ
た記述法には重点を置かず、概念の本質を伝えることを重視する。また、物理学
の発展が人類に与えてきた影響を随所にちりばめ、最後に未来社会における物理
学の役割を展望する。
※�高校で物理を学ばなかった人でも物理の世界に入ってくることができるように工

夫する。高校程度の数学を履修していることが望ましいが、本科目内で補えるよ
うにする。また、この科目を修了したあとはより高度な物理学の学習に進めるよう
科目群「物理の世界（’17）」、「力と運動の物理（’19）」、「場と時間空間の物理

（’20）」、「量子物理学（’21）」を配置している。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（73.9点）
2022年度2学期（75.6点）

1 7 6 0 1 0 6
初歩からの化学（’１８）

〈２１０〉
安池　智一

（放送大学教授）

鈴木　啓介

〔 放送大学客員教授
東京工業大学栄誉教授

日本学士院会員 〕
「初歩からの化学（'12）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）23：15～24：00
（231ch）

（土）13：30～14：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　人類史上のエポックを画す火や青銅器・鉄器の利用は、化学反応の利用にほ
かならない。人類が古くから用いてきた技術には物質変化に関連した化学技術と
呼ぶのがふさわしいものが数多く存在し、現在でも我々は無意識に様々な化学現
象に触れそして利用している。化学は我々がもっとも古くから親しんできた科学の一
分野であり、そこに見られる物質の多様性は長らく人 を々魅了してきた。一方で初
学者には、その多様性に起因して物質に関する脈絡に欠けた雑多な知識の総体
として映ることもしばしばである。本科目では、身の回りの様 な々化学現象を紹介す
るとともに、多様性に打ち克って成立に至った現代化学の体系を学び、統一的に
物質を捉えるために必要な物の見方の獲得を目指す。
※�本科目は「かたちの化学－化学の考え方入門（’23）」「分子の変化からみた

世界（’23）」「エントロピーからはじめる熱力学（’20）」の序論にもなっている。
今後これらの科目の受講を考えている方、もしくは以前これらを受講して難し
いと感じた方にとくに受講をおすすめしたい。【平均点】

2022年度1学期（66.7点）
2022年度2学期（64.9点）

1 7 6 0 0 6 8
物理の世界（’１７）

〈２２０〉
岸根　順一郎

（放送大学教授）

松井　哲男
（放送大学特任教授）

「物理の世界（'03）」
「物理の世界（'07）」
「物理の世界（'11）」
の単位修得者は履修不可

2017年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）23：15～24：00
（231ch）

（月）13：30～14：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は「自然と環境コース」が提供する物理系5科目の中で、「初歩からの物
理」から専門2科目（「力と運動の物理」「場と時間空間の物理」）への橋渡しを
する役割を果たす。「物理法則に基づいて自然現象を記述する」見方、考え方を
伝えることに重点を置き、数学的な技法にもある程度立ち入る。第1回で物理学の
全体像を示し、各分野の学び方を提示する。第2～4回で「力学」、第5・6回で「熱
力学」、第7・8回で「振動と波動」、第9 ～ 11回で「電気と磁気」、第12回で「相
対論」、第13回で「量子論」、第14回では「極微の世界」を扱う。さらに第15回
では専門的な物理学の学習への展望を示すとともに、現在の物理学の先端を紹介
し、さらなる学習への弾みをつける。科目の方針として、印刷教材、放送教材を通
して19世紀を代表するファラデーと、21世紀の先端を走る欧州原子核研究機構

（CERN）を対比させ、その間を繋ぐ形で物理学の世界を俯瞰することを柱とする。
※�本科目の内容を習得するためには、「初歩からの物理」の履修あるいは同程度

の内容をすでに習得していることが必要である。【平均点】
2022年度1学期（74.3点）
2022年度2学期（73.3点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

自然と環境コース　導入科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 6 0 1 8 1
かたちの化学－

化学の考え方入門（’２３）
〈２３０〉
橋本　健朗

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）16：30～17：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　分子やその集合体の構造がそれらの性質や機能と密接に関係することを、具
体例を通じて示す。多様な構造の背景にある電子の振る舞い、化学結合、分子
間相互作用のしくみを学習する。化学のしくみを巧みに利用して、材料や医薬など
物質創製につなげる考え方とその実践を紹介する。分子やその集合系の構造を
観察する測定法の原理と、得られる情報およびその解釈の具体例を示す。
※�大学化学の初歩的知識を定着させ、さらに踏み込んだ学びをすることで、物質

観、化学観を深める。前提にはしないが「初歩からの化学（ʼ18）」ないしその後
継科目を学んでいるとよい。「現代を生きるための化学（ʼ22）」とは互いの理解を
深めるのに役立つ。暗記ではなく、実験、測定と論理的思考に基づいて、化学
のしくみやそれを活用する基本的考え方を学ぶことを狙った科目。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては自然と環境コース開
設科目ですが、生活と福祉コースで共用科目となっています。

1 7 6 0 1 4 9
現代を生きるための

化学（’２２）
〈２２０〉
橋本　健朗

（放送大学教授）

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）18：00～18：45

［第2学期］
2024年1月18日（木）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代社会と繋がりの深い話題を取り上げながら化学を学ぶ。物理化学、有機化
学、無機化学、生化学、分析化学、放射線化学、環境化学他、基礎的内容で広
く化学を学ぶことで、化学の視点、問題意識、基盤とする概念や考え方の理解を
深める。現代社会で化学がどのように活用され、どんな役割を果たしているか、さ
らに気候変動、エネルギー、医療など、化学と深く関わる社会的課題の本質と解決
の試みを考察する。次 と々登場する課題の本質を理解する基礎力を養成する。化
学のフロンティアを想像し、高度な内容の科目に進む力をつける。
※�生活やサバイバルに役立つ知識の提供を目的とした科目ではない。化学式の暗

記や計算技術の獲得を目指す科目でもない。「現代を生きるための化学（ʼ18）」
の既修者も履修できる。内容が大きく変わっている。化学を能動的に学習するこ
とにより、学問としての論理だて、社会との繋がりを含む知識の体系化、進んだ
内容の化学を学ぶ準備として役立てる科目。「初歩からの化学」を履修済みで
あることが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（78.1点）
2022年度2学期（75.0点）

5 7 6 0 0 2 0
物理と化学のための

数学（’２１）
〈２２０〉
橋本　健朗

（放送大学教授）

松井　哲男※
（放送大学特任教授）

岸根　順一郎※
（放送大学教授）

安池　智一※
（放送大学教授）

※は専門担当講師
2021年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（40％）、
レポート（全4回各
15％、合計60％）に
より行う。小テスト
は繰り返し受けられ
る。

　自然と環境コースの物理、化学科目に必要な数学の演習科目、主に基本的微
分・積分、ベクトルと行列、常微分方程式を学ぶ、講義より手を動かす自習が中心
である。
※�「初歩からの数学（ʼ18）」と同程度の知識は前提とする。「入門微分積分
（ʼ16）」「入門線形代数（ʼ14）」、またはそれらの後継科目の単位取得済みで
あることが望ましい。

※演習問題を含む講義資料を、pdf形式の電子ファイルで提供する。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 7 6 0 1 7 3
分子の変化からみた

世界（’２３）
〈２３０〉
安池　智一

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）11：15～12：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　我々の身のまわりで起こる様々な現象は、分子をはじめとする物質の変化によっ
て成立している。我々の存在自体も例外ではない。物質が示す多様な変化を熱力
学・速度論の観点から整理し理解する方法について学ぶ。その方法に基づいて、
物質の変化がどのように地球環境や生命、我々の生活に見られる広範な現象を支
えているかを議論する。
※�「初歩からの化学（ʼ18）」をすでに履修しているか、同時に履修するすることが
望ましい。「エントロピーからはじめる熱力学（ʼ20）」を履修済であれば、本科目の
理解は容易であろう。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては自然と環境コース開
設科目ですが、生活と福祉コースで共用科目となっています。

1 7 6 0 0 8 4
初歩からの宇宙の科学（’１７）

〈２２０〉
吉岡　一男

（放送大学名誉教授）

2017年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）12：45～13：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　本講義は、理系・文系を問わず、現代の天文学が得た宇宙の知見を理解して
もらう入門講座として開設された。人間と宇宙との古くからの関わりに始まり、太陽
系の新しいイメージ、多様な恒星、銀河とその集団そして宇宙の膨張にいたる現
代の宇宙の構造を学び、また、そのような構造をとるに至った宇宙の進化について
学ぶ。それと並行して、どのような理論と観測からこのような知見に至ったかも学
ぶ。本講義では、導入科目としての性格を考慮し、全体的な把握を目ざして、分か
りやすく講義する。
※�この講義では、専門的知識は前提としない。また、論理の流れは丁寧に説明し

てあるので、受講生は自分のペースで学べば、十分理解できるであろう。本講義
をもとに個別のテーマをより深く理解したい場合は、日本評論社で刊行中の『シ
リーズ・現代日本の天文学』が参考になるだろう。とくに第１巻の『人類の住む宇
宙』は、宇宙の全体的概念をつかむのによい。また、放送大学の専門科目には、

「太陽と太陽系の科学（ʼ18）」「宇宙の誕生と進化（ʼ19）」がある。本科目は導
入科目「宇宙を読み解く」の閉講に伴い開設された科目であるが、説明の仕方
が大きく変わり、扱われる内容にも変わった個所が多いので、再履修可となって
いる。

【平均点】
2022年度1学期（64.6点）
2022年度2学期（72.3点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　導入科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 6 0 1 2 2
ダイナミックな地球（’２１）

〈２１０〉
大森　聡一

（放送大学教授）

※�この科目は「ダイナミックな地
球（'16）」の改訂科目です。

「ダイナミックな地球（'16）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）16：30～17：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　地球科学への入門科目である。地球の様々な活動は、しばしば「地球は生きて
いる」とたとえられるが、その本質はなんであろうか？　地球内部から表層環境，そ
して宇宙との関係まで、様 な々時間・空間スケールへ視点を移動させながら、進化
しダイナミックに変動する地球について学ぶ。
※�地球科学分野への入門科目であり、これまで履修した科目に関する制限はない。

この科目を履修した後、さらに興味を持った学生は、「はじめての気象学（’21）」
「地球と環境の探究（’20）」「太陽と太陽系の科学（’18）」などの宇宙地球領
域の科目や、自然と環境コースの物理、化学、生物の科目も履修するとよい。

※全15回を改訂しています。
【平均点】
2022年度1学期（76.4点）
2022年度2学期（70.0点）

1 7 6 0 1 1 4
入門線型代数（’１９）

〈２２０〉
隈部　正博

（放送大学教授）

「入門線型代数（’14）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）11：15～12：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　線型代数を初めて学ぶ人向けの講義である。予備知識は特に仮定しない。平
面や空間といった素朴な概念から始め、数ベクトル空間を定義する。その後行列
の概念を導入する。このとき、連立方程式の解法といった親しみやすい事柄の復
習を通して、行列の演算を解説する。そして行列式、逆行列の求め方を学ぶ。ま
た空間から空間への線型写像、部分空間の種々の性質をみる。これらを通して、
行列の階数、あるいは空間の基底、次元がどういうものか解説する。さらに固有
値、固有ベクトルを定義し、基底の変換を解説する。いわゆる数ベクトル空間につ
いて講義し、抽象的、公理的な議論はなるべく避けるようにする。
※�この授業は初めて線型代数を学ぶ人向けの授業である。したがって予備知識

は特に要求しない。しかし数学にいくらかの親しみをもっていればありがたい。よ
り入門的な数学の講義、例えば「初歩からの数学」を履修していればなおさらい
い。

【平均点】
2022年度1学期（75.4点）
2022年度2学期（80.9点）

1 7 6 0 1 6 5
入門微分積分（’２２）

〈２２０〉
石崎　克也

（放送大学教授）

※�この科目は「入門微分積分
（'16）」の改訂科目です。

「入門微分積分（’16）」
「微分と積分（'10）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）11：15～12：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　微分積分学が自然科学・工学の発展において中心的な役割を果たしていること
は言うまでも無い。２つの変量の間に関数の関係があれば、それらの変化量の割
合を記述するものとして、導関数を考える。一般に導関数を求めることを微分する
という。その逆演算として積分がある。積分法を理解するということは、面積・体積
などへの応用手段を獲得するというだけでなく、関数方程式を取り扱う領域への入
場券を手にすることなる。この授業科目では、微分積分についての知識を前提とせ
ず、大学レベルの微分積分を展開する。
※�本科目は実１変数関数の微分積分に限っている。実多変数関数や複素変数関

数へ勉強を進めたい学生へは学部開設科目「解析入門（ʼ18）」を履修すること
を推奨する。また、積分法の先にある微分方程式論については、学部開設科目
「微分方程式（ʼ23）」を履修することをお勧めする。当該科目と学部開設科目「演
習微分積分（ʼ19）」をセットで履修することが効果的であるが、同時でなくとも差
し障りはない。履修の順も問わない。実際には、印刷教材・放送教材を参照し
ながらノートを作成し、演習問題などを自ら解答することが望ましい。

※全15回を改訂しています。

※�この科目は、2016年度以降のカリキュラムの方においては自然と環境コース開
設科目ですが、情報コースで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（61.7点）
2022年度2学期（57.9点）

5 7 6 0 0 1 1
演習微分積分（’１９）

〈２２０〉
石崎　克也

（放送大学教授）

2019年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
各回の最後に課す

「小テスト」（80％）、
「期末レポート」
（20％）の評価により
行う。

　微分積分学が自然科学・工学の学習において重要であることは言うまでも無い。
導関数や原始関数を求める微分積分演算は、独学では必ずしも容易ではない。こ
の科目では、実際に手を動かして問題を解く作業を体験する。具体的には、関数
の極限、微分法の基本公式、曲線の概形、平均値の定理の応用、不定形の極限、
積分法の基本公式、定積分、面積と体積、広義積分、数列と級数、整級数と微
分方程式などの問題演習を行う。
※「入門微分積分」を並行して履修しているか、「微分と積分（ʼ10）」または「入

門微分積分（ʼ16）」を履修済みであることが望ましい。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 7 3 0 0 4 5
環境問題のとらえ方と

解決方法（’１７）
〈２１０〉
岡田　光正

（放送大学名誉教授）

藤江　幸一

〔放送大学客員教授
千葉大学理事 〕

2017年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）7：30～8：15

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　地域から地球に至るまでの環境問題の諸側面を様々な視点からとらえるととも
に、その解決方法に関して基礎的かつ広範な視点を学習する。このため、人の健
康、人の利用、さらには生態系保全といった環境問題の諸側面、都市、地域、国
際、地球といった地域の広がりを対象とした環境問題のとらえ方について学ぶ。ま
た、原因の同定から解決のための技術の概要について解説する。さらに、大気汚
染、水質汚濁、都市環境といった身近な環境問題から、安全・安心、循環型社会、
自然共生社会、低炭素社会という現代の環境問題のとらえ方についても解説する。
※�本講義を履修した後に、「環境と社会」「エネルギーと社会」、さらに大学院では
「環境工学」等を必要に応じて履修してほしい。

【平均点】
2022年度1学期（76.2点）
2022年度2学期（77.4点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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自然と環境コース　導入科目
科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 1 0 1 1 7
感染症と生体防御（’１８）

〈２１０〉
田城　孝雄

（放送大学教授）

北村　聖

〔 放送大学客員教授
地域医療研究所シニアアドバイザー〕

「感染症と生体防御（'14）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）11：15～12：00

［第2学期］
2024年1月24日（水）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　本講義は、人間の健康について広範に論ずる「健康科学」の中の講義の一つ
として実施される。健康科学は人間生活に密接に関わる学問であることから、感染
症関係では昨今の話題であるHIV、結核はもとよりSARS、新型インフルエンザな
どの新興・再興感染症と医療現場での感染症問題に特に焦点を当てた。また、生
態防御については、免疫システムの多様性と多型性、自然免疫と獲得免疫、自己
免疫と免疫が関与する疾患などを中心に免疫学の最近の動向についてわかりやす
く疾患との関係も踏まえながら講義を行う。
※「公衆衛生」も履修することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（92.3点）
2022年度2学期（94.0点）

1 7 3 0 0 6 1
社会統計学入門（’１８）

〈２２０〉
林　拓也

〔放送大学客員教授
奈良女子大学教授〕

※�この科目は「社会統計学入
門（'12）」の改訂科目です。

「社会統計学入門（'12）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）21：00～21：45

［第2学期］
2024年1月21日（日）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　現代社会において、それぞれの社会の実態や人々の行動・意識を明らかにす
ることを目的とした社会調査が数多く行われ、それに基づく分析結果がさまざまなメ
ディアを通して提示されている。本講義では、社会調査に基づく分析結果を読みと
るために必要となる統計学の基礎的な知識とともに、自分で分析を行おうと考えて
いる履修者に対する分析の実践的側面も考慮した基本的・応用的な分析手法を
扱う。具体的には、データの基礎集計、標本に基づく推測統計、2変数間の関連
分析、そして重回帰分析を中心として多変量解析の一部について解説していく。
講義の中では、実際のデータや分析例を紹介しつつ、必要に応じて統計量の計算
手順も紹介していく。
※�本講義は、社会調査により得られたデータの分析を扱うので、「社会調査の基

礎」を学んでおくことが望ましい。また、講義の中では、実際のデータに基づいて
計算を行うことも多いので、あらかじめ電卓（平方根√の計算ができるもの）を用
意しておくこと。

※改訂回は第4、5、12回です。

【平均点】
2022年度1学期（54.3点）
2022年度2学期（64.2点）

1 7 5 0 0 3 8
計算の科学と手引き（’１９）

〈２２０〉
辰己　丈夫

（放送大学教授）

高岡　詠子

〔放送大学客員教授
上智大学教授 〕

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）2：15～3：00
（231ch）

（木）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　情報の処理の基本は、抽象的な概念である情報の表現と、その表現に対する
系統立った変換のやり方及びその性質の把握である。本科目では「計算」という
キーワードでこれら全体をカバーする統一的な視点を学ぶことを目的とする。具体
的な内容としては、数の概念、性質、扱い方、それに現実世界との対応などを学
んだあと、様 な々種類の計算について、その表し方や計算方法について調べる。と
くに、情報概念についての人間の発達段階に応じた認識の様子や、計算手順の
自然言語表現などについて詳しく学習する。人間の情報処理の基本原理に関す
る内容なので、特定のターゲットはなく、社会人が共通にもつべき素養を学習する。
※「情報学へのとびら（ʼ16）」が関連する科目である。また、「初歩からの数学
（ʼ18）」での数学的知識と、「遠隔学習のためのパソコン活用（ʼ21）」程度のス
キルがあることが望ましいが、必須ではない。情報科学と数学の基礎知識の復習

（定着）となることも目指し、初学者向きに解説をする。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（60.1点）
2022年度2学期（65.4点）

1 7 1 0 2 0 6
人体の構造と機能（’２２）

－人体の構造と機能及び疾病A－
〈２１０〉
坂井　建雄

〔 放送大学客員教授
順天堂大学特任教授〕

岡田　隆夫

〔 放送大学客員教授
順天堂大学名誉教授〕

※�この科目は「人体の構造
と機能（'18）」の

　改訂科目です。

「人体の構造と機能（’18）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）0：45～1：30
（231ch）

（火）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　私たちの健康は正常な構造が正常に機能して初めて可能となる。看護師などの
医療職に就くためには私たちの身体の正常な構造を知り、それがどのように機能して
いるかを理解しておく必要がある。私たちの身体の中には胃や腸、心臓、筋肉等 さ々
まざまな器官・組織があるが、これらは互いに独立して働いているわけではなく、筋
運動をすると心拍が速くなることからもわかるように、相互に密接に関連しながら機能
している。このような機能の調節をも含めて、トータルとしての人体の構造と機能を理
解することを目標とする。
※�限られた時間内で全てを講義することは不可能であり、教科書による自己学習

が必須である。予習をしてあることを前提として授業を展開する。疑問の点、わ
からない点は積極的に質問するよう、心がけてほしい。

※�「生命分子と細胞の科学」（学部開設科目）を学んでおくと理解しやすい。また、
発展・応用科目としての「健康長寿のためのスポートロジー」の受講もお薦めす
る。

※改訂回は第1、14回です。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（88.5点）
2022年度2学期（88.8点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　導入科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 7 4 0 2 1 0
博物館概論（’２３）

〈２１０〉
鶴見　英成

（放送大学准教授）

2023年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）10：30～11：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［人間と文化コースと共用］

　国内外の多様な博物館の具体的な事例を通して、学芸員の仕事、多様な博物
館とその歴史、博物館の展示、展示の資料とその保存、情報とメディア、博物館と
教育、博物館の経営、今後の課題等について概説的、包括的に学ぶ。学芸員資
格取得の希望者を対象とするが、同時に、博物館と関係する多様なジャンル（自然
史、生物、科学、考古・歴史、文化、美術など）とその研究・実践、ディスプレイ
等に関心のある学生、視聴者等、一般の受講者もターゲットとする。

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 6 2 8 9 4
生命分子と細胞の科学（’１９）

〈３１０〉
二河　成男

（放送大学教授）

「生命分子と細胞の科学（’13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）19：30～20：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　生物は、細胞を基本単位としている。細胞は、自身の持つ遺伝情報を基に、自
身で利用するタンパク質を作り出す。そして、細胞内では、それら作り出したタンパ
ク質や、タンパク質によって合成された生体高分子が働いて、細胞は様 な々機能を
発現することができる。このようなしくみによって、生物の生命活動は維持されてい
る。本講義では、生命活動の基となる分子の働きを見るとともに、それらの分子が
細胞内で働くことにより現れる、遺伝情報の発現、細胞分裂、情報伝達、分化等
の細胞に特徴的に見られる現象を紹介する。そして、それらの理解を基にして発
展してきた、新たな遺伝情報や細胞を利用した技術についても解説する。
※「初歩からの生物学（’18）」を学んでおくことが望ましい。「植物の科学（’21）」

もあわせて学ぶことにより、分子や細胞の働きによって生物個体が維持されてい
ることを総合的に理解できる。「暮らしに役立つバイオサイエンス（’21）」「生物の
進化と多様化の科学（’17）」などを理解する基礎となる。

【平均点】
2022年度1学期（77.6点）
2022年度2学期（78.0点）

1 5 6 2 8 5 1
生物の進化と

多様化の科学（’１７）
〈３２０〉
二河　成男

（放送大学教授）

2017年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）13：30～14：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　地球上で誕生した生物は、40億年近くかけて進化してきた。その結果、今日で
は大きな生物多様性が見られるようになった。この生物の変遷について、生物の
誕生から、細胞の進化、様 な々生物の繁栄と絶滅、植物や動物の多様化、そし
て人類の誕生に至るまでを紹介する。また、このような生物の進化のしくみについて、
ダーウィンが明らかにした自然選択説、木村資生による分子進化の中立説といった、
基本的な理論についての説明や、最近の知見である、形態やゲノムの進化機構、
あるいは寄生や共生といった生物間の関係の進化と変遷についても合わせて紹介
する。このように本講義では、「進化学」の入門として、生物の進化とそれに伴う
生物の多様化について総合的にみていく。
※�本講義を履修するにあたっては、学部での導入科目の「初歩からの生物学」

を履修しておくこと、あるいは同水準の生物学を既習していることが望ましい。ま
た、「生物環境の科学（’16）」「生命分子と細胞の科学（’19）」「植物の科学

（’21）」も学習するとよい。

※�この科目は、自然と環境コース開設科目ですが、生活と福祉コースで共用科目
となっています。

【平均点】
2022年度1学期（80.6点）
2022年度2学期（80.1点）

1 5 6 9 3 5 0
植物の科学（’２１）

〈３３０〉
塚谷　裕一

〔放送大学客員教授
東京大学教授 〕

荒木　崇

〔放送大学客員教授
京都大学教授 〕

※�この科目は「植物の科学
（'15）」の改訂科目です。

「植物の科学（'15）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）23：15～24：00
（231ch）

（金）13：30～14：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　生物界の基礎生産を行い、酸素の供給源ともなっている植物に関して、その多
様性、生理、発生、生化学、生殖、成長、他の生物との相互作用について説明す
る。さらに、合わせて医薬、食料や環境修復、園芸など暮らしとの関わりに関する
応用植物科学の側面も講義する。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（70.3点）
2022年度2学期（70.5点）

自然と環境コース　専門科目
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　専門科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 6 9 3 9 2
感覚と応答の生物学（’２３）

〈３３０〉
二河　成男

（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（金）16：30～17：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　生物に共通に見られる特徴の一つに環境への応答がある。これは、刺激の受
容、その伝達、刺激に対する適切な応答の選択、実際の応答といった複数の段階
を経るものである。動物であれば、受容は感覚器で行われ、その情報は神経系な
どを介して脳などの中枢神経系に伝達され、適切な情報処理が行われ、最終的に
行動、生理的な変化、ホルモンの分泌などの応答となって現れる。異物に対する
免疫応答も免疫系への刺激と応答と見ることもできる。また、植物や他の生物でも、
刺激の受容と応答の仕組みを備えている。このような感覚と応答について、分子、
細胞、組織、器官、個体、集団のレベルで解説する。
※�関連する科目名：「自然科学はじめの一歩（’22）」「初歩からの生物学（’18）」、
「生物環境の科学（’16）」、「生命分子と細胞の科学（’19）」、「植物の科学
（’21）」、「生物の進化と多様化の科学（’17）」、「人体の構造と機能（’22）」

※�この科目は、自然と環境コース開設科目ですが、生活と福祉コースで共用科目
となっています。

1 5 6 2 9 0 8
力と運動の物理（’１９）

〈３２０〉
岸根　順一郎

（放送大学教授）

松井　哲男
（放送大学特任教授）

「力と運動の物理（’13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）23：15～24：00
（231ch）

（火）13：30～14：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　物理学の基盤となる古典力学の内容を体系的に講義する。本科目は導入科目
「初歩からの物理」「物理の世界（ʼ17）」に続く専門科目である。ターゲット層として
は物理学を本格的に学ぼうとする層だけでなく、産業技術の現場で活躍する技術
者なども念頭におく。理論体系と具体的な実例、応用例を豊富に取り上げ、現代
社会における力学の役割にも触れる。
※�本科目は、「初歩からの物理」「物理の世界」の上に立つものである。また、数

学科目「入門微分積分」「入門線型代数（ʼ19）」「微分方程式（ʼ23）」の内容
は本科目と密接に関連し、数学的な知識を補強するうえで役に立つ。

【平均点】
2022年度1学期（71.4点）
2022年度2学期（69.6点）

1 5 6 2 9 6 7
場と時間空間の物理（’２０）

〈３３０〉
松井　哲男

（放送大学特任教授）

岸根　順一郎
（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）11：15～12：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　物理学の基盤となる古典電磁気学と重力理論の内容を体系的に講義する。本
科目は導入科目「初歩からの物理（ʼ16）」「物理の世界（ʼ17）」に続く専門科目で
ある。ターゲット層としては物理学を本格的に学ぼうとする層だけでなく、産業技術
の現場で活躍する技術者なども念頭におく。理論体系と具体的な実例、応用例を
豊富に取り上げ、現代社会における電磁気学の役割にも触れる。
※�本科目は、「力と運動の物理」に続く専門科目で、「初歩からの物理」「物理の

世界」の上に立つものである。また、数学科目「入門微分積分」「入門線型代数
（ʼ19）」「微分方程式（ʼ23）」の内容は本科目と密接に関連し、数学的な知識を
補強するうえで役に立つ。

【平均点】
2022年度1学期（73.1点）
2022年度2学期（77.4点）

1 5 6 9 3 8 4
量子物理学（’２１）

〈３３０〉
松井　哲男

（放送大学特任教授）

岸根　順一郎
（放送大学教授）

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）11：15～12：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　量子力学の基礎とその重要な応用について講義する。導入や基礎的な応用事
項は主任講師の松井（放送大学教授）と岸根（放送大学教授）が担当する。また、
京都大学の川合光教授にも発展的な内容について客員講師をお願いした。
※�放送大学が提供する他の教材、「物理の世界」（導入科目）を既に受講してい

る人が対象にする。「力と運動の物理」（専門科目）、「場と時間空間の物理」
（専門科目）も受講することが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（70.8点）
2022年度2学期（75.1点）

1 5 6 2 9 1 6
量子化学（’１９）

〈３３０〉
橋本　健朗

（放送大学教授）

安池　智一
（放送大学教授）

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）16：30～17：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
郵送受験（併用式）

　原子、分子の性質や反応を司る原理、それを記述する理論を体系的に解説し、
多様な化学、物質科学の拠り所となる理論的基盤を提供する。実験結果と背景に
ある分子機構を理論を通して結びつける力を涵養する。近年産業界でも利用され
る量子化学計算を、ブラックボックスとしてでなく、意味と適切な手続きを理解して活
用する基礎を提供する。
※ � 「かたちの化学－化学の考え方入門（’23）」「入門線形代数（’19）」「入門微分

積分」を履修済みであることが望ましい。
【平均点】
2022年度1学期（67.4点）
2022年度2学期（73.4点）

1 5 6 2 9 7 5
エントロピーから

はじめる熱力学（’２０）
〈３２０〉
安池　智一

（放送大学教授）

秋山　良

〔放送大学客員准教授
九州大学准教授 〕

2020年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）18：00～18：45

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　私たちは日々 の暮らしで、熱と仕事を相互に変換する装置（熱機関）を利用して
いる。熱と仕事の変換が可能であるのは、両者が同じエネルギーの一形態である
ためである。一方で同じエネルギーでありながら熱と仕事には等価でない側面があ
る。巨視的な量の間に成り立つそうした関係は、膨大な実験を通じて確かめられて
きた。そうして蓄積された知識を極めてシンプルな数学的体系にまとめあげることに
成功したのが熱力学である。この講義では、初学者にとって体系の全貌が比較的
つかみやすいスタイルとして、エントロピーを出発点として熱力学を演繹的に導いて
いくスタイルを採用する。ただし、熱力学の生物、物理、化学に関わる現象への応
用を考え、分子論との繋がりについても配慮する。
※「初歩からの物理」「初歩からの化学」を予め履修していることが望ましい。【平均点】

2022年度1学期（63.3点）
2022年度2学期（66.7点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　専門科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 5 6 0 0 1 2
物理演習（’１６）

〈３１０〉
岸根　順一郎

（放送大学教授）

齋藤　雅子

〔 放送大学非常勤講師
宇都宮大学非常勤講師〕

2016年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
各回の最後に課す

「小テスト」（30%）、
「中間テスト」（20%）、
「期末レポート」（50%）
の評価により行う。

　物理学の根幹をなす「力学」の問題演習を行う。物体の運動や力を数式で表
現する方法から始めて、公式に頼らずに、力学の基本的な問題を解く方法を学ぶ。
授業では、問題を解くための簡単な説明と例題の解説を行い、それをもとに受講生
各自に演習問題を解いてもらう。自分で問題を解くことで、基本法則から数学を利
用して現象を理解する物理学の考え方が体得できるだろう。また、物理学の専門
科目へ進む人は、本演習で自分で問題を読み解く力を養ってほしい。
※�高校卒業程度の数学の知識を有していることを前提とする。とくに、微分積分、

ベクトル、三角関数は頻繁に使用するので、十分な基礎力が必要である。また、
力学については、「初歩からの物理」「物理の世界」の力学の部分を理解して
いることが望ましい。これらを履修していない場合でも同時に履修するか、同程
度以上の知識を持つことを前提に、諸概念、物理法則の詳しい説明は省略す
る。

※中間レポート、期末レポートは Web で提出していただきます。
　�詳細は本学ウェブサイトに掲載している「オンライン授業体験版」（https://online-

open.ouj.ac.jp/）の「物理演習」を必ず確認してください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

5 5 6 0 0 3 9
力と運動の物理演習（’２１）

〈３２０〉
岸根　順一郎

（放送大学教授）

松井　哲男※
（放送大学特任教授）

※は専門担当講師
2021年度開設科目

1 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。

成績評価は、
小テスト（10%）、
レポート（90%）の
評価により行う。
小テストは繰り返し
受けられる。レポート
２通を提出しないと
合格としない。不完全
な解答でもよいので、
単位修得を希望する
方は必ず２通とも提
出すること。なお、白
紙または講師が解答
ではないと判断した
内容は、提出とみなさ
ない。

　学部TV科目（専門科目）「力と運動の物理」に準拠した演習を行う。
対象は当該科目を履修する方々であるが、TV科目とは独立に学習できる内容を提
供する。
※「力と運動の物理（’19）」と同程度の内容を学習中の方 を々想定する。
※演習問題を含む講義資料を、pdf形式の電子ファイルで提供する。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要となる。詳細は本学ウェブ

サイトを参照のこと。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 5 6 2 9 2 4
宇宙の誕生と進化（’１９）

〈３２０〉
谷口　義明

（放送大学特任教授）

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）19：30～20：15
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　現代物理学と天文学が解き明かしつつある宇宙の誕生と進化について解説す
る。宇宙の観測は電磁波、重力波、および宇宙線と多岐に渡っている。そこで、ま
ず宇宙の観測がどのように行われているかを概観し、これらの情報を読み解く方法
について講義する。宇宙の理解には物理学の助けが必須である。物理学を使い
ながら、宇宙そのものと宇宙に存在する様々な天体（銀河、星、惑星、星雲など）
の誕生と進化を理解する方法についてできるだけ平易に講義する。
※�宇宙分野のもう1つの専門科目である「太陽と太陽系の科学（ʼ18）」は恒星とし

ての太陽の性質と惑星を扱うので、合わせて履修することが望ましい。また、物
理学の基礎的な知識の習得にも心がけることが望ましい。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（71.7点）
2022年度2学期（65.9点）

1 5 6 2 8 7 8
太陽と太陽系の科学（’１８）

〈３２０〉
谷口　義明

（放送大学特任教授）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）9：00～9：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　太陽を含めた太陽系の研究は、近年急速に進んできている。太陽についてはさ
まざまな太陽観測衛星による研究で、太陽表面の多様な活動性がわかってきた。
また、太陽系全体についても惑星や小惑星の探査機が次 と々新しい発見をもたら
し、今や冥王星の姿も明瞭に観測されるようになってきた。これらの新しい知見に基
づき、太陽と太陽系の最新の姿と太陽系の進化を体系的に講義する。
※ � 日頃から、宇宙や自然について幅広く知識を身につける姿勢で勉強していること

が望ましい。【平均点】
2022年度1学期（68.1点）
2022年度2学期（78.1点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　専門科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

5 5 6 0 0 2 0
地球と環境の探究（’２０）

〈３２０〉
大森　聡一

（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 オンライン 〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

成績評価は、
小テスト（40%）、
レポート（60%）の
評価により行う。

　現在の地球システムの成り立ちを、主に物理化学の視点から学習する。化学熱
力学の基礎を学び、地球の内部、沈み込み帯の物質循環、および表層環境の物
質とエネルギーの流れ、について学習を深める。また、地球と環境に関する観測方
法についても、その物理化学的原理を解説する。学習内容に対応した小演習や
PC計算実習を行う。
※�数式を扱う演習・実習を含みます。自然と環境コースの、地球科学、物理、化

学関連の導入科目相当の基礎知識、および数学の基盤科目相当の基礎知識
（特に、微分・積分分野）を習得していることが望ましい。表計算ソフトを用いた
実習を行うので、エクセルまたは互換のソフトウェアが利用出来る環境であるこ
と。履修登録に先立ち、オンライン授業体験版（https://online-open.ouj.ac.jp）
の「地球と環境の探究（’20）」で、ソフトウェアが利用可能であることをご確認下
さい。

※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ
ブサイトをご参照ください。

※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。通信指導は行わない。

1 5 6 9 3 7 6
はじめての気象学（’２１）

〈３１０〉
田中　博

〔放送大学客員教授
筑波大学名誉教授〕

伊賀　啓太

〔放送大学客員准教授
東京大学准教授 〕

※�この科目は「はじめての
気象学（'15）」の改訂科目
です。

「はじめての気象学（’15）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）23：15～24：00
（231ch）

（木）13：30～14：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　お天気の科学としての気象学、気象の平均値としての気候学は、大気全般の
基礎科学として大気科学と呼ばれています。大気現象を支配している太陽放射と
地球放射、南北の温度差で生じる中緯度の偏西風とジェット気流、熱帯に見られ
る貿易風やモンスーン循環などの大気大循環について説明し、その循環を駆動す
る気圧と風の関係や地球の自転の効果を学びます。さらに、私たちにとって身近な
雲と降水、積乱雲や雷、竜巻、ヒートアイランド現象や温帯低気圧などについても
解説します。さらに、地球温暖化の問題や気候変動、成層圏のオゾンホールの問
題などの地球環境問題に対しても解説します。
※�気象学の理解のためには、基本的な物理学、数学、化学の知識が必要である

が、極力、難解な数式は用いないで気象学の解説を試みる。そのため、厳密さ
を欠いたり、もどかしい表現になったりすることがあるかもしれないが、初歩的な
専門用語を用いるときには、その定義を丁寧に説明してから用いることとする。

※改訂回は第4、5、7、8、9、10、11、12、13、14、15回です。

【平均点】
2022年度1学期（60.3点）
2022年度2学期（64.7点）

1 5 6 9 3 6 8
正多面体と素数（’２１）

〈３２０〉
橋本　義武

〔放送大学客員教授
東京都市大学教授〕
2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（水）11：15～12：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
郵送受験（記述式）

　正多面体に対し、その頂点・辺・面の個数はすべて（素数）＋１であり、そのう
ちの２つの和、３つの和も、すべて（素数）＋１か（素数の２乗）＋１である。これは
偶然だろうか？　その謎を解くために、数学の世界の旅に出かけることにしよう。わ
れわれは、そこで、群、複素数、行列、射影変換と射影直線、方程式とその根の
置換、体とその拡大、有限体など、現代数学の基礎をなすいろいろな概念に出会
うことになるだろう。
※「入門線型代数（’19）」を履修していることが望ましい。【平均点】

2022年度1学期（63.8点）
2022年度2学期（56.6点）

1 5 6 9 4 0 6
微分方程式（’２３）

〈３２０〉
石崎　克也

（放送大学教授）

「微分方程式（’17）」
の単位修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 テレビ ※〈字〉

テレビ・ラジオ等
による放送は行
わない。開講期
間中にインター
ネットで受講する
こと。

［第2学期］
2024年1月20日（土）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　微分方程式は、解析学の中心的役割をはたし、理工科系研究の基礎学術領域
には欠かせない存在である。実際に、微分方程式は、微分積分学の更なる理解を
深めるためにも重要であるだけではなく、自然現象や社会現象を数理的に表現し
研究するための手段として、あるいは工学研究に必要な道具としても存在してい
る。この講義では入門微分積分に続く科目として、微分方程式の初歩から分かり易
く解説する。講義では、微分方程式の解の意味の理解を促し、問題解決型と知識
伝達型を併用する形で進めていく。基本的な線形微分方程式を主な題材に、線
形代数学、積分変換論など、様 な々数学的な角度から考察していく。
※�微分積分学を勉強した上でこの講義を履修することが望ましい。具体的には、
「入門微分積分（ʼ22）」（または、「入門微分積分（ʼ16）」、「微分と積分（ʼ10）」）
が履修済みであることを期待する。また、講義の進行にともなって、学生自身が
練習問題に取り組むことを推奨する。まず印刷教材を参照しながら解答し、放送
授業によって正解と照らし合わせ理解の確認をすることが望ましい。

※�本科目は放送授業ですが、テレビによる放送は行わず、インターネット配信限定
で視聴する科目です。そのため、受講には、インターネットなどの受講環境が必
要です。受講環境についての詳細は本学ウェブサイトをご参照ください。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　専門科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 6 2 9 5 9
統計学（’１９）
〈３２０〉
藤井　良宜

〔放送大学客員教授
宮崎大学教授 〕

「統計学（’13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（水）18：00～18：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

　データの特徴を表現する記述的な統計手法については、すでに学習しているこ
とを前提として、次のステップである確率的なバラツキを考慮した統計解析の基本
的な概念を深く理解したり、これから統計解析を実際に行ったりすることを目指す
人 を々ターゲットとする。内容としては、母集団と標本の関係をベースにして、信頼
区間による推定方法や統計的検定などの統計的推測の基本的な概念について詳
しく解説する。さらに、回帰分析や因子分析などの多変量解析の手法の基本的な
考えについて、その手法の特徴に焦点を当てて説明をする。
※あらかじめ「身近な統計」の内容を学習しておくことが望ましい。

※�この科目は、自然と環境コース開設科目ですが、心理と教育コース・情報コー
スで共用科目となっています。

【平均点】
2022年度1学期（72.8点）
2022年度2学期（69.9点）

1 5 6 2 9 3 2
数学の歴史（’１９）

〈３２０〉
三浦　伸夫

〔放送大学客員教授
神戸大学名誉教授〕

「数学の歴史（’13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（金）11：15～12：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　数学の歴史を、西欧のみならずアラビア世界や日本など非西欧世界も視野に入
れて講義する。その際、数学の中身はもちろん発想の源泉や理論を、受容した社
会的・文化的背景なども追いながら講じていく。
※�従来の数学史ではあまり取りあげることのなかった題材、つまりアラビアや西洋中

世・ルネサンスの数学、女性と数学などにも言及するので、数学の枠をこえて広
く学問一般の歴史に関心のある学生の受講を期待する。なお前提知識として
は、世界史と微積分学のごく初歩の知識があれば十分である。

【平均点】）
2022年度1学期（73.3点）
2022年度2学期（69.9点）

1 5 6 2 8 2 7
線型代数学（’１７）

〈３２０〉
隈部　正博

（放送大学教授）

2017年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（木）18：00～18：45

［第2学期］
2024年1月24日（水）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　初めに高等学校で学んだ平面や空間におけるベクトルの扱いを復習する。また、
内積、外積を定義し、ベクトル空間に内積を取り入れることで、長さや角度が表せ
ることをみる。こうして得られる計量ベクトル空間において、正規直交基底が構成で
きる。また、空間において形を変えない変換すなわち合同変換を例をあげながら解
説し、その行列表示として直交行列を学ぶ。次に、ベクトルや行列の成分を複素数
とすることで、複素ベクトル空間を考える。空間における基底の変換は本講義で重
要な手法で復習を兼ねて講義する。その後、対称行列に基底の変換を施し対角
化できることをみる。一般に、行列が対角化できるための条件や特徴付けを考え
る。与えられた行列はいつも対角化できるわけではないが、三角化と呼ばれる形、
またジョルダンの標準形と呼ばれる形に変形する方法を学ぶ。次に、2次曲面を行
列を用いて表すことを学ぶ。そしてこれまでの知識を応用して、2次曲面を標準形
とよばれる形に変形し分類する。
※� 「入門線型代数」を履修あるいは理解していることが望ましい。しかし学習上の

無理がないように、できるだけ復習を交えながら講義をすすめていきたい。

【平均点】
2022年度1学期（75.0点）
2022年度2学期（82.3点）

1 5 6 2 8 8 6
解析入門（’１８）

〈３２０〉
河添　健

〔 放送大学客員教授
慶應義塾大学名誉教授〕

「解析入門（'14）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）18：00～18：45

［第2学期］
2024年1月23日（火）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　１変数の実関数の微分・積分を学んだ次のステップとして、多変数の実関数の
微分・積分および複素関数について学習します。多変数の実関数としては主とし
て２変数関数を扱い、その可視化、連続性、微分と計算、多項式近似、極値問題、
積分、面積・体積の求め方などを講義します。次にその発展として複素関数の微
分・積分を扱います。実変数を複素変数に変えるだけですが、複素関数は実関
数にない多くの不思議な性質をもっています。それらの性質を調べるとともに、応用
として留数の原理にもとづく実関数の定積分の計算方法を紹介します。
　講義は１変数の実関数の微分・積分を復習しつつ進め、例題、応用例、計算
方法、歴史的な背景などを交えて分かり易く解説します。
※�１変数の実関数の微分・積分を、多変数の実関数や複素関数に拡張すること

が講義の目標です。しかし基本的な計算は１変数のときと変わりません。したがっ
て「入門微分積分」で学んだ１変数の実関数についての基礎は必要です。でも
完璧に覚えている必要はありません。講義ではそれらを復習しつつ進めます。

※�この科目は、自然と環境コース開設科目ですが、情報コースで共用科目となって
います。

【平均点】
2022年度1学期（65.1点）
2022年度2学期（69.9点）

1 5 1 9 1 5 8
食と健康（’１８）

〈３１０〉
吉村　悦郎

〔放送大学客員教授
東京大学名誉教授〕

佐藤　隆一郎

〔 放送大学客員教授
東京大学大学院特任教授 〕

「食と健康（'12）」
「食と健康（'06）」
「食品の成分と機能（'03）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）0：45～1：30
（231ch）

※10/8（日）から放
送

（土）15：00～15：45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［生活と福祉コースと共用］

　食品は様々な化学物質の混合物であり、その栄養機能、生体調節機能を通し
て、我々の生命維持に必須の役割を果たしている。一方、偏った食生活からは
種々の疾病を招いている。このような食品や食品成分による生化学過程を基礎か
ら学習することにより、現代における食と健康をとりまく重要な課題の理解を図る。
※�科学の一分野としての食品と健康について学習するが、その過程では記憶する

べき項目と理解するべき項目を意識することが重要である。論理的な思考を重ね
ることにより、より深い理解につながる。なお、高校程度の化学と生物学の知識
があることが望ましい。

【平均点】
2022年度1学期（75.2点）
2022年度2学期（76.4点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　専門科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 6 3 9 6 8 4
地球温暖化と

社会イノベーション（’１８）
〈３２０〉
六川　修一

〔 放送大学客員教授
防災科学技術研究所

主幹研究員 〕
向井　人史

〔 放送大学客員教授
国立環境研究所

気候変動適応センター長〕
2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（土）15：00～15：45
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　温暖化に代表される地球環境問題は人類ならびに地球全体の問題である。こ
れまで、温暖化の原因研究や将来の影響予測等とともに、緩和策・適応策に関す
る研究や議論がIPCCやCOPの場で長く行われてきた。そして、2015年COP 21
「パリ協定」が締結され、ようやく途上国、先進国が一丸となって、温度上昇の目
標設定、緩和量の各国目標設定、資金提供、これらに対する観測、報告、評価な
どに向けて初めての一貫した方針が出された。本講座では、これまでの地球温暖
化問題の研究の歴史とともに研究成果を整理した後、政府、企業、研究機関、市
民それぞれの現在の取り組み内容を俯瞰し、この問題解決のために人類が取り得
る行動とその可能性について考える。
※�本講座だけでは、進化する産業や対策、改善、適応などに貢献できる技術など

をリアルタイムにすべて解説することは、極めて難しい。そこで補足手段として、
Webの設置などにより、可能な限りニュース性のある情報や研究の取り込みを行
う予定である。また、各地域に存在する環境系コミュニティとの連携や全国にあ
る学習センターの活用を通して、受講者のコミュニティ作りなども検討することで、
受講者自らによる地球環境改善等の活動を促したい。

【平均点】
2022年度1学期（65.5点）
2022年度2学期（71.7点）

1 5 7 0 2 7 7
データ構造と

プログラミング（’１８）
〈３２０〉
鈴木　一史

（放送大学教授）

「データ構造とプログラミ
ング（'13）」
の単位修得者は履修不可

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）2：15～3：00
（231ch）

（水）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　計算機科学において重要な“データ構造”と“プログラミング”について学習す
る。基本的なデータ構造の例として、配列、スタック、キュー、連結リスト、双方向連
結リスト、環状連結リスト、バイナリサーチツリー、平衡木、ハッシュテーブル、ヒープ、
グラフ等について学習する。また、これらのデータ構造を利用したデータの基礎的
な操作（探索、挿入、削除、整列）等について学び、各データ構造の特性や計算
量の関係を知ることによって、ソフトウェアの設計やプログラミングに応用できるように
する。
※�計算機科学の入門的科目を履修しており、初歩的なプログラミング（変数、デー

タ型、演算、条件分岐、繰り返し処理、関数、ファイル等）について知っているこ
とが望ましい。

※�自分でコンパイラのインストールやプログラミング開発環境の設定をPCにできるこ
とが望ましい。

※「データ構造とプログラミング（’13）」の単位修得者は履修不可。

【平均点】
2022年度1学期（85.9点）
2022年度2学期（82.2点）

1 5 7 0 2 8 5
コンピュータと

ソフトウェア（’１８）
〈３１０〉
辰己　丈夫

（放送大学教授）

中谷　多哉子
（放送大学教授）

2018年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）22：30～23：15
（231ch）

（火）12：45～13：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
6時限（15：35～16：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　コンピュータのハードウェアと、その上で動くソフトウェアが、どのようなしくみで動
作するのか、その基本的な考え方と、その考え方に基づいた構築の実際について
学ぶ。具体的には、デジタルデータの取り扱い、アルゴリズム、プログラミング、ソフト
ウェア工学、データベース、ユーザインタフェース、ネットワーク、コンピュータのハー
ドウェアである。情報学に関連する主要な資格試験で問われている領域のうち、コ
ンピュータの構造と、ソフトウェアの原理に関する部分をカバーする。
※�以下の科目は関連が強い科目である。この科目の履修後に履修すると理解が

進みやすくなると思われる。「計算の科学と手引き（’19）」「データ構造とプログ
ラミング（’18）」「コンピュータの動作と管理（’17）」「Webのしくみと応用（’19）」
「ヒューマンインタフェース（’23）」

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（70.5点）
2022年度2学期（72.9点）

1 5 2 9 4 0 4
錯覚の科学（’２０）

〈３２０〉
菊池　聡

〔 放送大学客員教授
信州大学教授 〕

※�この科目は「錯覚の科学
（’14）」の改訂科目です。

�「錯覚の科学（’14）」
の単位修得者は履修不可

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（木）1：30～2：15
（231ch）

（水）15：45～16：30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　私たちの脳が認識する世界と、客観的な世界の間にズレが生じること－それが
「錯覚」である。この錯覚の性質や特徴を知ることは、私たちがどのように世界を認
識しているのかを知ることにつながる。心理学の諸研究は、視覚や聴覚といった知
覚研究を中心に、記憶や思考など広汎な心的過程で生じる錯覚のメカニズムを明
らかにしてきた。これらの研究成果を概観することで、錯覚が私たちの日常生活や
社会、文化、芸術に与える影響を検討し、人の認知が持つ独特の仕組みについ
て理解を深めていく。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（82.1点）
2022年度2学期（87.8点）
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　専門科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 5 7 9 3 5 5
数値の処理と数値解析（’２２）

〈３３０〉
櫻井　鉄也

〔 放送大学客員教授
筑波大学教授 〕

※�この科目は「数値の処理と
数値解析（’14）」の

　改訂科目です。

「数値の処理と数値解析（’14）」
の単位修得者は履修不可

2022年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（金）17：15～18：00

［第2学期］
2024年1月23日（火）
8時限（17：55～18：45）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　数値解析は、データの分析や機械学習、自然現象のシミュレーション、製品の設
計や開発、信号処理や画像解析など、幅広い分野で利用されている。本講では、
コンピュータを用いて数値計算を行うときに必要となる数値の表現や処理について
理解する。また、各種の問題に応じたアルゴリズムについて基本的な手法を修得す
る。計算方法を記述するためのアルゴリズムやそれをコンピュータに指示するため
のプログラムについても概説する。
※�計算法の説明では線形代数や微積分が現れるため、これらの基礎知識があるこ

とが望ましい。講義中で扱う例は線形代数や微積分の応用例にもなっており、これ
らの理解にも役立つ。数値計算は実際にコンピュータ上で実行して結果を確認す
ることがより深い理解につながるため、実際に数値計算を経験してみることを勧め
る。

※改訂回は第1、2、9、10回です。

※�この科目の通信指導問題の解答および提出はWebのみとなります。通信指導
問題冊子は送付されませんのでご注意ください。

【平均点】
2022年度1学期（73.5点）
2022年度2学期（71.1点）

1 5 3 9 5 6 6
環境を可視化する
技術と応用（’２３）

〈３３０〉
中村　恭志

〔放送大学客員准教授
東京工業大学准教授〕

浅輪　貴史

〔放送大学客員准教授
東京工業大学准教授〕

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（木）17：15～18：00
（231ch）

［第2学期］
2024年1月19日（金）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　我々の身近な環境から地球規模まで様 な々スケールの環境について、環境問題
を可視化する最先端の技術を紹介し、その可視化を利用した環境の保全や、より
良い環境を創り出すための科学を解説する。可視化技術としてはコンピュータシミュ
レーションやリモートセンシング、CAD/GIS、情報技術などを取り上げる。可視化画
像から環境の状態を正しく読み解くには、観測、解析、シミュレーションなど可視化
されている環境のデータがどのように取得されたかを知っておくことが必要であり、
可視化の技術に加え、データの取得方法についても丁寧に解説する。受講生は、
環境の問題に興味がある方や、最先端の技術を用いた可視化画像の作成法、及
びその活用法に関心のある方を対象とする。
※�環境を可視化し、可視化画像から環境を理解するには、環境で生じている物理

現象に関する知識に加え、可視化されているデータの物理的意味や取得方法
などを理解することも重要である。本講義では、必要な知識を平易に解説するよ
うに努めるが、数学と物理学の基礎的な知識があることが望ましい。

【関連科目】住まいの環境論（’23）

1 5 7 9 4 0 1
データベース（’２３）

〈３２０〉
辻　靖彦

（放送大学准教授）

芝﨑　順司
（放送大学教授）

「データベース（’17）」の単位
修得者は履修不可

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（水）2：15～3：00
（231ch）

（火）16：30～17：15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　日常生活や仕事を進める上で重要なシステムではほとんど利用されているデータ
ベースについて、その概念、歴史、仕組みと応用を、例を交えて基本から解説す
る。身近なデータベースの活用例から始まり、データベースを使うとどのような所が
便利なのか、データベースの意義や役割を明らかにし、もっとも利用頻度の高い
データベースであるリレーショナルデータベースの設計・管理方法を解説する。さら
に、データベース技術の応用として、大規模データに対して整合性よりも迅速な処
理が必要となるNoSQLなど新しい技術についても扱う。
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（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。

自然と環境コース　総合科目

自
然
と
環
境
コ
ー
ス

科目コード
科目名

ナンバリング
主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 9 6 0 0 1 6
暮らしに役立つ

バイオサイエンス（’２１）
〈４２０〉
岩橋　均

〔 放送大学客員教授
岐阜大学教授 〕

重松　亨

〔 放送大学客員教授
新潟薬科大学教授 〕

※�この科目は「暮らしに役立つ
バイオサイエンス（’15）」の
改訂科目です。

「暮らしに役立つバイオサ
イエンス（’15）」
の単位修得者は履修不可

2021年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（月）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月23日（火）
4時限（13：15～14：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　“バイオサイエンス”は人類の歴史の中で、より豊かな暮らしを求めたときに始まっ
た科学と考えられます。そして、“バイオサイエンス”の中で、重要な位置を占める
のが微生物学で、約6000年前から人類は微生物を利用してきたと言われていま
す。本講義では、微生物の定義、姿、環境に占める位置を先ず学び、暮らしに貢
献する微生物を人類はどのように利用し、どのように利用しようとしているのかを解
説します。
※全15回を改訂しています。

【平均点】
2022年度1学期（81.4点）
2022年度2学期（77.8点）

1 9 3 0 0 3 6
エネルギーと社会（’１９）

〈４１０〉
迫田　章義

（放送大学教授）

堤　敦司

〔 放送大学客員教授
東京大学名誉教授 〕
2019年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月21日（日）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

［社会と産業コースと共用］

　エネルギー問題・地球温暖化問題の解決を図るには、エネルギー技術開発だけ
でなく、エネルギーと社会について、その関連性を本質的によく理解することが求め
られる。この講義では、エネルギーと社会・経済との関係を様 な々視点から考察し
理解を深めるとともに、エネルギー技術について、その基礎から応用、社会的な側
面も含めて俯瞰的、系統的に学習する。

【平均点】
2022年度1学期（70.1点）
2022年度2学期（77.3点）

1 9 5 0 0 3 7
情報技術が拓く
人間理解（’２０）

〈４２０〉
仁科　エミ

（放送大学教授）

辰己　丈夫
（放送大学教授）

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（火）15：45～16：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月24日（水）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［情報コースと共用］

　情報通信技術の進展は、私たちの社会生活を大きく変貌させ、そのなかで生き
る人々の思考・行動にも大きな影響を及ぼしている。IoT環境、ライフログ技術、ビッ
グデータ、人工知能など情報通信技術に関する新規性の高い技術とその可能性、
社会的有用性、そしてそれらが人間および社会に及ぼす影響についての知識を
深める。同時に、情報技術の活用によって画期的に前進しつつある遺伝子研究や
脳における情報処理についての知見を紹介し、人間と情報環境との関わりについ
て考察する。【平均点】

2022年度1学期（74.1点）
2022年度2学期（77.9点）

5 9 4 0 0 1 0
時間を究める（’２３）

〈４１０〉
大橋　理枝

（放送大学教授）

佐藤　仁美※
（放送大学准教授）

岸根　順一郎※
（放送大学教授）

※は専門担当講師
2023年度開設科目

1 オンライン〈字〉

テレビ・ラジオ等に
よる放送は行わな
い。開講期間中に
インターネットで受
講すること。

通信指導、単位認定試験
および再試験は行わない。
オンラインでの学習活動に
より成績評価を行います。

毎 回の小テスト（ 計
40%）、最終回受講後
の最 終 試 験（48%）、
及び第1回～第3回受
講後に課す短いレポート

（計12%）に基づいて
評価する。

［人間と文化コースと共用］

　毎回ゲストを迎え、それぞれの専門分野の立場から時間について話して頂く。
時間について様 な々角度からアプローチすることを通して、複眼的な視点を提供す
る。「色を探究する（’13）」「音を追究する（’16）」「色と形を探究する（’17）」に連
なる、多分野横断的な総合科目として構想する。
※�本科目の受講には、インターネットなどの受講環境が必要です。詳細は本学ウェ

ブサイトをご参照ください。
※印刷教材はありません。
※�卒業要件上は「面接授業またはオンライン授業の単位数」として取り扱います。

通信指導は行わない。

1 9 2 0 0 2 2
色を探究する（’２３）

〈４１０〉
佐藤　仁美

（放送大学准教授）

二河　成男
（放送大学教授）

2023年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（木）6：45～7：30
（231ch）

［第2学期］
2024年1月20日（土）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

［心理と教育コースと共用］

　人は、視覚的生き物とも言われている。視覚要素の代表の一つとして「色」があ
る。私たちは、色を通して、様 な々表現をし、また、さまざまな影響を受けている。ヒ
トの言葉には、感情や状態を表す色を用いた言葉も少なくない。たとえば、「腹黒い」
「赤っ恥」「黄色い声」など、その代表的に使われているものである。
　本科目では、「色」というものに、文化的・物理的・生物的・精神的・芸術的・
心理的視点など多角度からアプローチし、色の持つ意味を解き明かしていき、最
終的に、私たちが住み心地・生き心地をよくする色の活用に結び付けていきたい。
※以下が関連する科目である。
「コミュニケーション学入門（’19）」「初歩からの生物学（’18）」「初歩からの物理
（’22）」「初歩からの化学（’18）」「住まいの環境論（’23）」「生命分子と細胞の
科学（’19）」「現代を生きるための化学（’22）」「初歩からの宇宙の科学（’17）」

「宇宙の誕生と進化（’19）」「太陽と太陽系の科学（’18）」「コンピュータグラフィッ
クス（’22）」「錯覚の科学（’20）」「神経・生理心理学（’22）」「知覚・認知心
理学（’23）」「社会・集団・家族心理学（’20）」「臨床心理学概論（’20）」
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科目コード
科目名

主任講師名

単
　
位

メディア

放送時間

単位認定試験
学習センター時間割
実施方法（形式） 講 義 概 要

平　均　点

1 8 8 7 3 5 1
成人看護学（’１８）

林　直子

〔 放送大学客員教授
聖路加国際大学大学院教授〕

佐藤　まゆみ

〔放送大学客員教授
順天堂大学教授 〕

2018年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（火）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月18日（木）
3時限（11：35～12：25）

（注1）
Web受験（択一式）

　成人期にある人 を々対象に、その人にとって最適な健康を維持、増進するため
の看護援助を学ぶ。本科目は全15回から構成する。まず、第１回目に成人期にあ
る人の心身の特徴と健康問題について概説する。次に、第２回目と第３回目で、手
術治療を受ける成人患者及び慢性的な経過をたどる健康障害を抱える成人患者
への看護援助方法について概説する。第４回目以降は、成人期に起こる主要な健
康障害をとりあげ、その看護援助方法について概説する。さらに第15回目では、
死に直面した成人期にある人とその家族への看護援助方法について概説する。
※�理解を深め、効果的に学べるように、本学学部科目の「基礎看護学」「看護学

概説」のいずれか、あるいはそれに該当する内容を事前に学んでおくことをお勧
めする。【平均点】

2022年度1学期（89.9点）
2022年度2学期（90.1点）

1 8 8 7 3 7 8
老年看護学（’１９）

井出　訓
（放送大学教授）

「老年看護学（’13）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 ラジオ

〔第2学期〕
（月）9：45～10：30

［第2学期］
2024年1月18日（木）
7時限（16：45～17：35）

（注1）
Web受験（択一式）

　本科目は、老年期を生きることの意味と価値との理解を深め、生物学的な老化
から高齢者施策を含む社会的な視点に立ちつつ高齢者を捉えながら、老いを生き
る人々への看護を考えていく授業である。授業の構成としては、老年看護学が対
象とする高齢者の生活と健康を、高齢期に体験される「老い」という視点から理解
した上で、加齢に伴う心身の変化の特徴を、全人的な多角的観点から学習する。
さらに、高齢者の権利擁護、老年期における生活機能の管理、老年期に特有の
疾病・症候と看護支援、認知症高齢者へのケア、要介護高齢者へと家族への支
援、最後に高齢者の終末期ケアについて学習する。
※�看護師国家試験の試験科目ともなる老年看護学の基本的事項に焦点を当てて

いる。
※本科目は実務経験のある教員による授業科目です。

【平均点】
2022年度1学期（79.7点）
2022年度2学期（90.9点）

1 8 8 7 3 8 6
小児看護学（’２２）

江本　リナ

〔 放送大学客員教授
日本赤十字看護大学教授〕

2022年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）21：45～22：30
（231ch）

（日）12:00～12:45
（232ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
2時限（10：25～11：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　近年の子どもと家族を取り巻く社会は、子どもの貧困、児童虐待、いじめや自殺、
災害による子どもの生活変化などの厳しい局面にさらされている。また、小児医療
においては、高度医療に伴い子どもの疾病は複雑で重症化し、医療依存度の高
い子どもや成人期に持ち越される慢性疾患をわずらう子どもが増加するなどの課題
も多い。このような状況にある子どもが、最善の利益が守られ健やかに成長・発達
できるよう、個々の発達段階と健康レベルに応じた援助を学び、子どもと家族に対
する看護の役割を考える。
※�社会状況は常に変化しているため、出生率、死亡率、死亡順位、受療率などの

統計数値は、最新のものを各自確認すること。
また、予防接種、小児慢性特定疾患治療研究事業の対象となっている疾患群、
児童虐待、障がいなどに関する法律は、最新情報を各自確認すること。

【平均点】
2022年度1学期（90.5点）
2022年度2学期（92.6点）

1 8 8 7 3 3 5
母性看護学（’２０）

齋藤　いずみ

〔 放送大学客員教授
神戸大学大学院教授〕

2020年度開設科目

2 テレビ 〈字〉

〔第2学期〕
（日）22：30～23：15
（231ch）

（日）12:45～13:30
（232ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
1時限（9：15～10：05）

（注1）
Web受験（択一式）

　女性の一生をウィメンズヘルスの視点からとらえ、広い視野から女性のライフス
テージの進行にそって各時期の特徴と必要とされる看護を学ぶ。成熟期において
は、周産期に焦点をあて妊娠・分娩・産褥期・新生児期の特徴と看護を深く学ぶ。
母性看護学、ウィメンズヘルスの考え方、時代による変遷等についても、関連学問
とも関連づけ多角的視野から学ぶ。女性の視点のみならず、両性が各自の性を慈
しみ豊かに生きることができ、それらの権利が守られるように、人間の生と生殖に関
する健康を支援する。
※�本科目は、学部の開設科目である。妊娠・分娩・産褥・新生児の各期に関する

基礎的知識の理解に立ち、さらに本教科書や視聴覚教材、参考書等で補完す
ることにより、理解を深めること。それにより、母性や父性、人間の生と生殖に関
する理解が深まり総合的な理解が可能となる。また受講生の皆様の居住する地
域の自治体や、職場の母子保健制度、関連する制度を調べることにより、一層
身近にとらえることが可能なる。また看護職以外の視聴者の皆様にも、役立ち楽
しめる科目となることも念頭に置く。

【平均点】
2022年度1学期（82.3点）
2022年度2学期（83.0点）

1 8 8 7 3 6 0
精神看護学（’１９）

松下　年子

〔 放送大学客員教授
横浜市立大学名誉教授〕

田辺　有理子

〔放送大学客員准教授
横浜市立大学講師 〕

※�この科目は「精神看護学
（ʼ15）」の改訂科目です。

�「精神看護学（’15）」
の単位修得者は履修不可

2019年度開設科目

2 テレビ

〔第2学期〕
（日）23：15～24：00
（231ch）

（日）13:30～14:15
（232ch）

［第2学期］
2024年1月18日（木）
5時限（14：25～15：15）

（注1）
Web受験（択一式）

　精神看護学は、精神科医療における看護のみならず、患者の精神的ケア、一
般生活者の心の健康など、すべての人のメンタルヘルスを包含するものである。看
護学領域において、人を生物学的存在として、また心理社会学的存在として捉え
る全人的観点は必須であり、いかなる臨床場面においても、そうした観点から提供
される看護、すなわち「こころの看護」が求められている。個人の心理や身体のみ
に着眼するのではなく、対象を、心身両面から構成される「精神活動の主体」、他
者とともに自立した、かつ相補的な「対人関係を構築していく主体」、ライフサイクル
やスピリチュアルな面からは常に「成長し続ける主体」、「地域で生活する主体」と
して捉え、その主体の自立を促すよう支援することを目指している。さらに、看護職
者には、患者ないし個人のアドボケートとしての役割が期待されることから、他者を
擁護することの意味と責任を自覚し、擁護を適切に遂行する能力も不可欠である。
以上を念頭に置き、本科目では、精神科医療の歴史、法制度、今日的課題、精神
疾患の治療及び看護、精神科リハビリテーション及び地域における生活支援につ
いて学習する。
　本科目は「看護師資格取得に資する科目」である。履修対象は看護師国家試
験受験希望者とする。
※「基礎看護学」「地域・在宅看護論（’23）」「成人看護学」「老年看護学」「小

児看護学」「母性看護学」など、また脳神経系に関する解剖生理学および薬理
学の基礎を事前に学習しておくこと。

「今日のメンタルヘルス」において、精神保健の基礎的な知識を身につけておくこ
とが望ましい。

※改訂回は第1、2、4、5、８〜 15回です。

【平均点】
2022年度1学期（84.1点）
2022年度2学期（91.8点）

　准看護師の方が看護師国家試験の受験資格を得る際、看護師学校養成所２年課程（通信制）の学修の一部として利用することが可能です。
看護師学校養成所２年課程（通信制）の制度について、詳しくは、リーフレット『看護師国家試験の受験を目指す准看護師のみなさまへ』をご覧ください。
　また、大学改革支援・学位授与機構において「学士（看護学）」を取得する際の単位として活用することもできます。詳しくは、放送大学ウェブサイトをご覧ください。
（注�）看護師資格取得に資する科目（2009年度以降開設科目）の単位は、コース科目（うち他コース開設）の単位数として卒業要件に算入されます。

看護師資格取得に資する科目

得
に
資
す
る
科
目

看
護
師
資
格
取

（注1）	 �単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システム
の設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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新コースの学生の方

科目名 単位 所属コース
科目コード

科目登録申請は履修可の
決定後、第1学期のみ可

卒業研究 ６

生活と福祉 １５１９３０１
心理と教育 １５２９３０７
社会と産業 １５４９３０８
人間と文化 １５７９２０７
情　　　報 １５７９３０４
自然と環境 １５６８７０１

概要
１．卒業研究は、各コースに所属している全科履修生が、教員から直接指導を受け履修する選択科目です（必修ではありませ

ん）。
２．履修を希望する場合は、学習センターの窓口にて配布（毎年６月初旬）の『卒業研究履修の手引』を入手し、履修前年度の

所定の期間に卒業研究申請書を提出してください。
　　※履修にあたっては履修申請条件がありますので詳細については『卒業研究履修の手引』を参照してください。
３．提出された卒業研究申請書をもとに教員が審査を行った結果、履修可の通知を受けた方は、所属するコースの卒業研究の科

目登録申請を行ってください。
　　審査の結果、履修が認められない場合は、履修申請条件を満たしていても科目登録申請・履修はできません。
　　（卒業研究の科目登録は、「科目登録申請票」の放送授業の欄に記入してください。）
４．他コースの卒業研究は履修できません。
５．既に卒業したコースの卒業研究は履修できません。
６．履修期間は、４月から１年間です。したがって、履修途中（第１学期末）で卒業要件を満たしても第１学期末での卒業はで

きません。
７．卒業研究の６単位は、そのうち３単位を放送授業、３単位を面接授業の単位として認定します。

（参　考）  
○卒業研究の履修申請条件  

卒業研究の履修申請条件は、「２年以上在学し、62単位以上修得していなければ履修申請できません。」とされています。
「２年以上在学」とは、全科履修生として休学期間および停学期間を除いて２年以上在学しなければならないことです。 
「62単位以上修得」とは、修得した単位数（入学時または編入学時に認定された既修得単位数を含む）の合計が62単位以上
必要（申請書提出時）、ということです（詳細については『卒業研究履修の手引』を参照してください）。

※卒業研究は履修前年度から履修年度までに休学や卒業をすると履修資格を失いますので、ご注意ください。
※手続きについての質問は、大学本部学生課卒業判定係までお問い合わせください。

卒業研究（全科履修生のみ）

卒
業
研
究



単位認定試験学習センター受験者用の
時間割･実施方法（形式）一覧

2023年度第2学期教養学部

単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間
中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送受験科目は24日（水）
必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで
受験してください。なお、登録システムの設計上、p.144 〜 p.146に記載の同一試験
日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認
ください。
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曜　
日

時
　限

1月18日 1月19日

木 金
科目コード 科目名 実施方法

（形式） ページ 科目コード 科目名 実施方法
（形式） ページ

1
  9:15

〜

10:05

1548581
1887335
1140086
1559265
1730150
1529676
1760181

大学マネジメント論（’20）
母性看護学（’20）
市民自治の知識と実践（’21）
都市から見るヨーロッパ史（’21）
政治学入門（’22）
新時代の生徒指導（’23）
かたちの化学-化学の考え方入門（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（記述）
Web（記述）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

７７, 90
141
38

107
86, 104

66
51, 130

1529110
1555057
1529358
1548565
1740164
1539493

心理臨床と身体の病（’16）
ヨーロッパ文学の読み方-近代篇（’19）
教育調査の基礎（’20）
災害社会学（’20）
人文地理学からみる世界（’22）
現代国際社会と有機農業（’23）

Web（択一）
Web（記述）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

72
109

66, 126
89

103
89

2
10:25

〜

11:15

1555022
1562916
1548620
1559249
1740172
1887386
1529633

日本美術史の近代とその外部（’18）
量子化学（’19）
行政学概説（’20）
韓国朝鮮の歴史と文化（’21）
西洋哲学の根源（’22）
小児看護学（’22）
神経・生理心理学（’22）

郵送（記述）
郵送（併用）
Web（併用）
Web（択一）
Web（併用）
Web（択一）
Web（択一）

106
134
93

107
88, 102

141
71

1570234
1519158
1562932
1570374
1570404
1529684

コンピュータの動作と管理（’17）
食と健康（’18）
数学の歴史（’19）
映像コンテンツの制作技術（’20）
情報化社会におけるメディア教育（’20）
日本の文化と教育（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（記述）

118
52, 137

137
120

77, 113, 123
67, 111

3
11:35

〜

12:25

5140013
1562878
1548506
1570390
1887351
1529528
1760149

小学校外国語教育教授基礎論（’17）
太陽と太陽系の科学（’18）
日本政治外交史（’19）
ユーザ調査法（’20）
成人看護学（’18）
心理臨床における法・倫理・制度（’21）
現代を生きるための化学（’22）

Web（択一）
Web（択一）
Web（記述）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

38
135

92, 112
77, 122

141
75

130

1440020
1555065
1710150
1140094
1539566

1430041

フランス語Ⅱ（’18）
博物館資料保存論（’19）
生活経済学（’20）
運動と健康（’22）
環境を可視化する技術と応用（’23）

ドイツ語Ⅱ（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

Web（択一）

44
110

47, 87
38

57, 96, 127,
139
44

4
13:15

〜

14:05

1234277
1555006
1140051
1950010
1555030
1548603
1559281
1529625

新しい時代の技術者倫理（’15）
文学批評への招待（’18）
問題解決の進め方（’19）
情報化社会と国際ボランティア（’19）
文学・芸術・武道にみる日本文化（’19）
ヨーロッパ政治史（’20）
原初から/への思索（’22）
生涯学習支援の理論と実践（’22）

Web（記述）
Web（記述）
Web（択一）
Web（択一）
Web（併用）
Web（択一）
Web（併用）
Web（記述）

86
108
38

83, 128
105

93, 113
105
70

1160028
1554980
1570366
1710214

初歩からの数学（’18）
東南アジアの歴史（’18）
データの分析と知識発見（’20）
暮らしに活かす不動産学（’22）

Web（択一）
Web（択一）
Web（併用）
Web（択一）

42
107

77, 98, 119
47, 88

5
14:25

〜

15:15

1887360
1539361
1569368
1529641
1740148
1519387

精神看護学（’19）
日本政治思想史（’21）
正多面体と素数（’21）
学校図書館サービス論（’21）
日本近現代史（’21）
地域福祉の課題と展望（’22）

Web（択一）
Web（記述）
郵送（記述）
Web（記述）
Web（択一）
Web（択一）

141
91, 112

136
70

87, 102
56

1480049
1420135
1460030
1430033

韓国語Ⅱ（’20）
ビートルズ de 英文法（’21）
中国語Ⅰ（’23）
ドイツ語Ⅰ（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

45
43
44
44

6
15:35

〜

16:25

1519212
1529340
1548590
1930060
1539426
1930095
1490028

生活環境と情報認知（’20）
学校と法（’20）
中東の政治（’20）
世界の中の日本外交（’21）
現代の国際政治（’22）
空間と政治（’22）
初歩のロシア語（’22）

Web（択一）
Web（記述）
Web（記述）
Web（択一）
Web（択一）
Web（記述）
Web（択一）

52
67

92, 112
100

92, 113
101
45

1555014
1740083
1730100
1720082
1730142
1559303
1519441

博物館情報・メディア論（’18）
総合人類学としてのヒト学（’18）
社会調査の基礎（’19）
教育・学校心理学（’20）
社会学概論（’21）
現代に生きる現象学（’23）
高齢期を支える（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（記述）

75, 110, 126
62, 104

51, 62, 85
62

64, 85
81, 105
55, 81

7
16:45

〜

17:35

1140043
1740105
1887378
1539469
1529617
1740202
1519450

国際理解のために（’19）
漢文の読み方（’19）
老年看護学（’19）
フードシステムと日本農業（’22）
社会教育経営実践論（’22）
哲学・思想を今考える（’23）
社会政策の国際動向と日本の位置（’23）

Web（記述）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（併用）
Web（併用）
Web（択一）

38
103
141
94
70

88, 102
56, 98

1554972
1710125
1529390
1539329

日本仏教を捉え直す（’18）
健康への力の探究（’19）
心理学研究法（’20）
刑法と生命（’21）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

105
48
72
90

8
17:55

〜

18:45

1529242
1730118
1555111
1720090
1519360
1559273
1760173

地域コミュニティと教育（’18）
グローバル化時代の日本国憲法（’19）
世界文学の古典を読む（’20）
現代教育入門（’21）
看護学概説（’22）
近現代ヨーロッパの歴史（’22）
分子の変化からみた世界（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（記述）
Web（択一）
Web（択一）
Web（併用）
Web（択一）

66, 96
86

109
61
54

98, 108
51, 130

1529072
1720040
1548492
1750038
1740130
1529480
1170031

カリキュラムと学習過程（’16）
戦後日本教育史（’18）
国際法（’19）
計算の科学と手引き（’19）
日本語学入門（’20）
司法・犯罪心理学（’20）
遠隔学習のためのパソコン活用（’21）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

67
60
91

115, 132
103
74
40

（注）	�単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システ
ムの設計上、p.144〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14〜 p.15をご確認ください。
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曜　
日

時
　限

1月20日 1月21日 22日

土 日 月
科目コード 科目名 実施方法

（形式） ページ 科目コード 科目名 実施方法
（形式） ページ

1
  9:15

〜

10:05

1529293
1548573
1519344
1170058
1920022
1579398
1730169

思春期・青年期の心理臨床（’19）
金融と社会（’20）
食の安全（’21）
地理空間情報の基礎と活用（’22）
色を探究する（’23）
情報と法（’23）
一般市民のための法学入門（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

73
90
53
40

83, 114, 140
88, 116

85

1529145
1529250
1529374
1529471
1519425

教育課程の意義及び編成の方法（’15）
現代の家庭教育（’18）
知的障害教育総論（’20）
心理的アセスメント（’20）
地域・在宅看護論（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

69
66
68
74
55

　
　 

休
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
　
　
　

2
10:25

〜

11:15

1440012
1740040
1480030
1529579
1420143
1740210

フランス語Ⅰ（’18）
新しい言語学（’18）
韓国語Ⅰ（’20）
障害者・障害児心理学（’21）
グローバル時代の英語（’22）
博物館概論（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

44
103
45
75
43

65, 104, 133

1548530
1562924
1730126
1519352
1569384
1740180
1760157

国際経営（’19）
宇宙の誕生と進化（’19）
現代の会計（’20）
認知症と生きる（’21）
量子物理学（’21）
世界文学への招待（’22）
初歩からの物理（’22）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

93
135
86

54, 78
134
103
129

3
11:35

〜

12:25

1529323
1555049
1555081
1570439
1519271
1529668
1539434

特別支援教育総論（’19）
アメリカの芸術と文化（’19）
中国と東部ユーラシアの歴史（’20）
コンピュータ通信概論（’20）
精神疾患とその治療（’20）
幼児教育の指導法（’22）
市民生活と裁判（’22）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

68
106
107
125

55, 76
69
90

1554921
1730061

1579320
1529501
1539477

考古学（’18）
社会統計学入門（’18）

問題解決の数理（’21）
心理カウンセリング序説（’21）
民法（’22）

Web（択一）
Web（択一）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

108
51, 62, 85, 

116, 132
119
74
90

4
13:15

〜

14:05

1710176
1740156
1140108
1559320
1930117

疾病の成立と回復促進（’21）
日本文学と和歌（’21）
自然科学はじめの一歩（’22）
古代中世の日本（’23）
住まいの環境論（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

48, 63
102
39

107
59, 101

1760017
1760114
1740113
1529404
1529587
1579401
1519409

生物環境の科学（’16）
入門線型代数（’19）
コミュニケーション学入門（’19）
錯覚の科学（’20）
学習・言語心理学（’21）
データベース（’23）
リスクコミュニケーションの探究（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

129
131

63, 103
71, 138
72, 111

124, 139
52, 80

5
14:25

〜

15:15

1730045
1570358
1519263
1529544
1569392
1539540
1579380

環境問題のとらえ方と解決方法（’17）
Webのしくみと応用（’19）
ライフステージと社会保障（’20）
乳幼児の保育・教育（’21）
感覚と応答の生物学（’23）
経営情報学入門（’23）
ヒューマンインタフェース（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

86, 131
76, 124
56, 97

67
57, 134
94, 127

57, 80, 123

1554875
1529218
1548484
1710133
1930036
1519239
1950029

博物館展示論（’16）
乳幼児・児童の心理臨床（’17）
財政と現代の経済社会（’19）
健康長寿のためのスポートロジー（’19）
エネルギーと社会（’19）
リスク社会の家族変動（’20）
AIシステムと人・社会との関係（’20）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

110
73
89
50

100, 140
53, 97

128

6
15:35

〜

16:25

1740075
1539388
1529498
1539337
1569406

日本文学における古典と近代（’18）
マーケティング（’21）
感情・人格心理学（’21）
現代の内部監査（’22）
微分方程式（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

102
78, 93, 126

74
94

136

1548611
1570412
1930044
1710206
1539507
1539531

現代東アジアの政治と社会（’20）
身近なネットワークサービス（’20）
開発経済学:アジアの農村から（’20）
人体の構造と機能（’22）
人生100年時代の家族と法（’23）
イノベーション・マネジメント（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

93, 112
124

100, 114
48, 64, 132

91
95

7
16:45

〜

17:35

1720074
1730096
1529447
1555120
1539450
1579371

教育社会学概論（’19）
経済社会を考える（’19）
臨床心理学概論（’20）

「人新世」時代の文化人類学（’20）
著作権法（’22）
自然言語処理（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

60, 87
85
73

110
91, 127

121

1720023
1529382
1562967
1529650
1930087

発達心理学概論（’17）
特別支援教育基礎論（’20）
場と時間空間の物理（’20）
日本の教職論（’22）
海からみた産業と日本（’22）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

61
68

134
68

100

8
17:55

〜

18:45

1529153
1529331
1529536
1460048
1559311

幼児理解の理論及び方法（’15）
肢体不自由児の教育（’20）
道徳教育論（’21）
中国語Ⅱ（’23）
英米哲学の挑戦（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

69
68
68
45

105

1562908
1529455
1710192
1519395

力と運動の物理（’19）
中高年の心理臨床（’20）
社会福祉-新しい地平を拓く（’22）
持続可能な社会と生活（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

134
73

50, 64
52, 82, 98

（注）	�単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00 〜 1月24日（水）17:00、郵送受験
科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システムの設計上、
p.144 〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14 〜 p.15をご確認ください。
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曜　
日

時
　限

1月23日 1月24日

火 水
科目コード 科目名 実施方法

（形式） ページ 科目コード 科目名 実施方法
（形式） ページ

1
  9:15

〜

10:05

1760068
1420119
1519379
1539442
1710230
1529714

物理の世界（’17）
英語で読む大統領演説（’20）
社会福祉実践とは何か（’22）
簿記入門（’22）
貧困の諸相（’23）
進化心理学（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

129
43
56
94

51, 65, 88
71

1720015
1562827
1730088
1519310
1950037
1529560

発達科学の先人たち（’16）
線型代数学（’17）
経営学概論（’18）
災害看護学・国際看護学（’20）
情報技術が拓く人間理解（’20）
福祉心理学（’21）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

60
137
86
55

84, 128, 140
75

2
10:25

〜

11:15

1519182
1529412
1570420
1579363

1539418
1140116

リハビリテーション（’19）
社会・集団・家族心理学（’20）
アルゴリズムとプログラミング（’20）
メディア論（’22）

行政法（’22）
より良い思考の技法（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

Web（択一）
Web（択一）

54
72, 97

125
79, 98, 113, 

123
91
39

1570064
1519123
1910043
1529510
1539345
1579312

記号論理学（’14）
看護管理と医療安全（’18）
社会福祉と法（’20）
心理学統計法（’21）
雇用社会と法（’21）
情報デザイン（’21）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

119
55

58, 101
72, 126

92
121

3
11:35

〜

12:25

1554999
1570277
1420127
1150030
1740199

『方丈記』と『徒然草』（’18）
データ構造とプログラミング（’18）
英語で「道」を語る（’21）
日本語リテラシー（’21）
歴史のなかの人間（’22）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

108
118, 138

43
39

102

1639609
1910027
1562894
1570340
1760165

グローバル経済史（’18）
死生学のフィールド（’18）
生命分子と細胞の科学（’19）
情報社会のユニバーサルデザイン（’19）
入門微分積分（’22）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

89, 112
58, 83

133
76, 122

117, 131

4
13:15

〜

14:05

1554867
1639684
1519166
1960016
1519328
1529722

西洋芸術の歴史と理論（’16）
地球温暖化と社会イノベーション（’18）
公衆衛生（’19）
暮らしに役立つバイオサイエンス（’21）
子どもの人権をどうまもるのか（’21）
精神分析とユング心理学（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

106
96, 138

53
140

56, 78
75

1710117
1750046
1555103
1559290
1529692

感染症と生体防御（’18）
情報理論とデジタル表現（’19）
日本の近世（’20）
博物館教育論（’22）
教育の行政・政治・経営（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

49, 132
115

97, 107
79, 110

67

5
14:25

〜

15:15

1519042
1760106
1569376
1559338
1539558
1529706

基礎看護学（’16）
初歩からの化学（’18）
はじめての気象学（’21）
樋口一葉の世界（’23）
ファイナンス入門（’23）
知覚・認知心理学（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

54
129
136
108
94
71

1910035
1519220
1710168
1750054
1529595
1519417

1539523

レジリエンスの諸相（’18）
コミュニティがつなぐ安全・安心（’20）
疾病の回復を促進する薬（’21）
日常生活のデジタルメディア（’22）
学校リスク論（’22）
ソーシャルシティ（’23）

サービスサイエンス（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

Web（択一）

58, 83, 114
53, 97

48
65, 116

70
52, 80, 99, 

127
82, 95

6
15:35

〜

16:25

1562851
1570285
1720058
1519247
1562975
1710184
1539353

生物の進化と多様化の科学（’17）
コンピュータとソフトウェア（’18）
心理と教育へのいざない（’18）
家族問題と家族支援（’20）
エントロピーからはじめる熱力学（’20）
睡眠と健康（’21）
サプライチェーン・マネジメント（’21）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

57, 133
118, 138

61
53, 76

134
49, 63

95

1160010
1720066
1140078
1170040
1579339
1559346

身近な統計（’18）
心理学概論（’18）
社会と産業の倫理（’21）
情報学へのとびら（’22）
教育のためのICT活用（’22）
博物館経営論（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

42
62
39
41

79, 122
80, 111

7
16:45

〜

17:35

1562886
1529463
1569350
1559257
1539400
1710222

解析入門（’18）
心理職の専門性（’20）
植物の科学（’21）
西洋音楽史（’21）
管理会計（’22）
健康と社会（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

126, 137
74

133
106
93

47, 88

1639595
1548476
1579347
1539515
1519433

都市と地域の社会学（’18）
現代経済学（’19）
情報セキュリティ概論（’22）
SDGs下のアジア産業論（’23）
今日のメンタルヘルス（’23）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

75, 89, 112
89

124
95

54, 80

8
17:55

〜

18:45

1760084
1930109
1529420
1539370
1930052
1579355

初歩からの宇宙の科学（’17）
新時代の組織経営と働き方（’20）
産業・組織心理学（’20）
NPO・NGOの世界（’21）
環境と社会（’21）
数値の処理と数値解析（’22）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

130
100

72, 97
78, 95

101
120, 139

1554891
1760092
1562959
1529439
1760122
1150049

舞台芸術の魅力（’17）
初歩からの生物学（’18）
統計学（’19）
認知行動療法（’20）
ダイナミックな地球（’21）
日本語アカデミックライティング（’22）

Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）
Web（択一）

106
129

76, 126, 137
73

131
40

（注）	�単位認定試験は、自宅等でのWeb受験方式（一部科目は郵送受験方式）で、試験期間中（2024年1月16日（火）9:00〜 1月24日（水）17:00、郵送
受験科目は24日（水）必着）はいつでも受験可能です。Web受験が困難な方は、申請の上、学習センターで受験してください。なお、登録システ
ムの設計上、p.144〜 p.146に記載の同一試験日･時限の科目を重複して登録することはできません。詳細はp.14〜 p.15をご確認ください。



放送授業番組時間割
2023年度第2学期教養学部

　この「2023 年度第 2 学期教養学部放送授業番組時間割」は、BS テレビ、BS ラジオによって放送授業番組
を視聴する場合の時間割です。

放送授業番組時間割の利用について

１　学期区分

学期 区分 期間 期間日数等

第
2
学
期

授 業 期 間 2023年10月  1日（日）〜 2024年1月13日（土） 15週間

冬 期 学 習 期 間 2024年  1月14日（日）〜 2024年3月31日（日） 78日間

２　授業期間の放送番組
　　授業番組を原則として毎週１回、全15回放送します。
　　このほか、生涯学習支援番組、特別講義、告知番組などを放送します。

３　冬期学習期間の放送番組
　�　復習や次学期の科目選びの参考となるよう、一部の科目を再放送します。

４　各種番組案内
　　通常の授業番組のほかに、次のような番組を放送します。
　   ［生涯学習支援番組］
　　�　従来の大学教育の枠組みから離れて、社会人の多様な学びなおしや生涯学習のニーズに応える番組です。
　   ［特別講義］
　　�　さまざまな分野で活躍する講師が、それぞれの専門について、自由に講義する番組です。
　   ［告知番組］
　　�　放送大学から各種お知らせや学習に役立つ情報などを提供する番組です。

　生涯学習支援番組、特別講義および冬期学習期間の放送番組などについては、入学後送付される「放送大
学番組ガイド」または放送大学ウェブサイトをご覧ください。
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時 分

6
00

45

7 30

8
15

9
00

45

10 30

11
15

12
00

45

13 30

14
15

15
00

45

16 30

17
15

18
00

45

19 30

20
15

21
00

45

22 30

23
15

翌
0

00
15

45

翌
1 30

翌
2

15

翌
3

00

45

翌
4 30

翌5 15

時 分
（注）各科目の詳細については、巻末の索引から該当科目の教養学部授業科目講義概要をご覧ください。
（注）〈字〉がついている科目には字幕が付与されています。

〔2023年度第２学期　授業期間〕テレビ （BS 231ch）

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日
運動と健康（ʼ22）〈字〉 中国語Ⅰ（ʼ23） 韓国語Ⅰ（ʼ20） ドイツ語Ⅰ（ʼ23）

レジリエンスの諸相（ʼ18）〈字〉 暮らしに役立つバイオサイエンス（ʼ21）
〈字〉エネルギーと社会（ʼ19）〈字〉 世界の中の日本外交（ʼ21）〈字〉

知覚・認知心理学（ʼ23） 教育・学校心理学（ʼ20）〈字〉 地域コミュニティと教育（ʼ18）〈字〉 社会・集団・家族心理学（ʼ20）〈字〉

開発経済学：アジアの農村から（ʼ20）
〈字〉メディア論（ʼ22）〈字〉 情報セキュリティ概論（ʼ22）〈字〉 日常生活のデジタルメディア（ʼ22）〈字〉

生 涯 学 習 支 援 番 組  ／  告 知 番 組 太陽と太陽系の科学（ʼ18）〈字〉

現代の国際政治（ʼ22）〈字〉 マーケティング（ʼ21）〈字〉 財政と現代の経済社会（ʼ19）〈字〉 経営情報学入門（ʼ23）

新時代の組織経営と働き方（ʼ20）〈字〉博物館資料保存論（ʼ19）〈字〉 「人新世」時代の文化人類学（ʼ20）
〈字〉考古学（ʼ18）〈字〉

分子の変化からみた世界（ʼ23）〈字〉 量子物理学（ʼ21）〈字〉 場と時間空間の物理（ʼ20）〈字〉 正多面体と素数（ʼ21）〈字〉

告 知 番 組 な ど

初歩からの宇宙の科学（ʼ17)〈字〉 心理学概論（ʼ18）〈字〉 教育社会学概論（ʼ19）〈字〉 新時代の生徒指導（ʼ23）

生物の進化と多様化の科学（ʼ17)〈字〉都市から見るヨーロッパ史（ʼ21）〈字〉 古代中世の日本（ʼ23） 『方丈記』と『徒然草』（ʼ18）〈字〉

生 涯 学 習 支 援 番 組

社会政策の国際動向と日本の位置（ʼ23）
〈字〉

遠隔学習のためのパソコン活用（ʼ21）
〈字〉日本語リテラシー（ʼ21）〈字〉

金融と社会（ʼ20）〈字〉 現代の会計（ʼ20）〈字〉 サプライチェーン・マネジメント（ʼ21）
〈字〉

身近な統計（ʼ18）〈字〉 情報技術が拓く人間理解（ʼ20）〈字〉 情報化社会と国際ボランティア（ʼ19）
〈字〉

ダイナミックな地球（ʼ21）〈字〉 初歩からの生物学（ʼ18）〈字〉 より良い思考の技法（ʼ23）〈字〉

グローバル化時代の日本国憲法（ʼ19）
〈字〉世界文学への招待（ʼ22）〈字〉 人文地理学からみる世界（ʼ22）〈字〉

臨床心理学概論（ʼ20）〈字〉 心理学研究法（ʼ20）〈字〉 認知行動療法（ʼ20）〈字〉

告 知 番 組 な ど

生 涯 学 習 支 援 番 組 宇宙の誕生と進化（ʼ19）〈字〉 生 涯 学 習 支 援 番 組

生 涯 学 習 支 援 番 組

小児看護学（ʼ22）〈字〉 暮らしに活かす不動産学（ʼ22）〈字〉 ソーシャルシティ（ʼ23）〈字〉 持続可能な社会と生活（ʼ23）〈字〉

母性看護学（ʼ20）〈字〉 コンピュータの動作と管理（ʼ17）〈字〉 コンピュータとソフトウェア（ʼ18）〈字〉 教育のためのＩＣＴ活用（ʼ22）〈字〉

精神看護学（ʼ19） 物理の世界（ʼ17）〈字〉 力と運動の物理（ʼ19）〈字〉 初歩からの物理（ʼ22）〈字〉

放送大学イメージソング・学歌
舞台芸術の魅力（ʼ17）〈字〉 西洋芸術の歴史と理論（ʼ16）〈字〉 日本美術史の近代とその外部（ʼ18）

〈字〉

食の安全（ʼ21）〈字〉 人体の構造と機能（ʼ22）〈字〉 今日のメンタルヘルス（ʼ23）〈字〉

心理カウンセリング序説（ʼ21）〈字〉 神経・生理心理学（ʼ22）〈字〉 錯覚の科学（ʼ20）〈字〉

記号論理学（ʼ14） データベース（ʼ23） データ構造とプログラミング（ʼ18）〈字〉

災害看護学・国際看護学（ʼ20）〈字〉 疾病の成立と回復促進（ʼ21）〈字〉 疾病の回復を促進する薬（ʼ21）〈字〉

雇用社会と法（ʼ21）〈字〉 市民生活と裁判（ʼ22）〈字〉 災害社会学（ʼ20）〈字〉

告 知 番 組 な ど

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日
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木曜日 金曜日 土曜日
フランス語Ⅰ（ʼ18） 英語で「道」を語る（ʼ21）〈字〉 英語で読む大統領演説（ʼ20）〈字〉

色を探究する（ʼ23） 住まいの環境論（ʼ23） 空間と政治（ʼ22）〈字〉

学習・言語心理学（ʼ21）〈字〉 情報学へのとびら（ʼ22）〈字〉 進化心理学（ʼ23）

映像コンテンツの制作技術（ʼ20）〈字〉情報社会のユニバーサルデザイン（ʼ19）
〈字〉情報デザイン（ʼ21）〈字〉

生涯学習支援番組 ／ 告知番組 生物環境の科学（ʼ16）〈字〉 生涯学習支援番組 ／ 告知番組

ファイナンス入門（ʼ23） グローバル経済史（ʼ18）〈字〉 現代経済学（ʼ19）〈字〉

博物館展示論（ʼ16）〈字〉 博物館情報・メディア論（ʼ18）〈字〉 博物館概論（ʼ23）〈字〉

入門線型代数（ʼ19）〈字〉 数学の歴史（ʼ19）〈字〉 入門微分積分（ʼ22）〈字〉

告　　知　　番　　組　　な　　ど

教育調査の基礎（ʼ20）〈字〉 学校リスク論（ʼ22）〈字〉 肢体不自由児の教育（ʼ20）〈字〉

歴史のなかの人間（ʼ22）〈字〉 近現代ヨーロッパの歴史（ʼ22）〈字〉 中国と東部ユーラシアの歴史（ʼ20）
〈字〉

地域・在宅看護論（ʼ23）〈字〉 地域福祉の課題と展望（ʼ22）〈字〉 地理空間情報の基礎と活用（ʼ22）〈字〉

現代の内部監査（ʼ22）〈字〉 新しい時代の技術者倫理（ʼ15） 地球温暖化と社会イノベーション（ʼ18）
〈字〉

自然科学はじめの一歩（ʼ22）〈字〉 問題解決の進め方（ʼ19）〈字〉 初歩からの数学（ʼ18）〈字〉

かたちの化学－化学の考え方入門（ʼ23）
〈字〉感覚と応答の生物学（ʼ23） 量子化学（ʼ19）〈字〉

環境を可視化する技術と応用（ʼ23） 中東の政治（ʼ20）〈字〉 日本政治外交史（ʼ19）〈字〉

乳幼児・児童の心理臨床（ʼ17）〈字〉 心理臨床と身体の病（ʼ16）〈字〉 心理学統計法（ʼ21）〈字〉

告 知 番 組 な ど

生命分子と細胞の科学（ʼ19）〈字〉 生 涯 学 習 支 援 番 組

生 涯 学 習 支 援 番 組

生活環境と情報認知（ʼ20）〈字〉 コミュニティがつなぐ安全・安心（ʼ20）
〈字〉 生涯学習支援番組

情報理論とデジタル表現（ʼ19）〈字〉 Ｗｅｂのしくみと応用（ʼ19）〈字〉 身近なネットワークサービス（ʼ20）〈字〉

はじめての気象学（ʼ21）〈字〉 植物の科学（ʼ21）〈字〉 初歩からの化学（ʼ18）〈字〉

文学・芸術・武道にみる日本文化（ʼ19）
〈字〉日本語学入門（ʼ20）〈字〉 アメリカの芸術と文化（ʼ19）〈字〉

健康長寿のためのスポートロジー（ʼ19）
〈字〉

子どもの人権をどうまもるのか（ʼ21）
〈字〉食と健康（ʼ18）〈字〉

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

計算の科学と手引き（ʼ19）〈字〉 データの分析と知識発見（ʼ20）〈字〉 ユーザ調査法（ʼ20）〈字〉

認知症と生きる（ʼ21）〈字〉 社会福祉－新しい地平を拓く（ʼ22）
〈字〉基礎看護学（ʼ16）〈字〉

人生100年時代の家族と法（ʼ23） 社会学概論（ʼ21）〈字〉 社会調査の基礎（ʼ19）〈字〉

告 知 番 組 な ど

木曜日 金曜日 土曜日
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（注）各科目の詳細については、巻末の索引から該当科目の教養学部授業科目講義概要をご覧ください。

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日
管理会計（ʼ22） 日本の文化と教育（ʼ23） 特別支援教育総論（ʼ19） 司法・犯罪心理学（ʼ20）

中国語Ⅱ（ʼ23） 韓国語Ⅱ（ʼ20） ドイツ語Ⅱ（ʼ23） フランス語Ⅱ（ʼ18）

政治学入門（ʼ22） 行政法（ʼ22） 日本政治思想史（ʼ21） 現代東アジアの政治と社会（ʼ20）

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 特別講義または授業科目案内

韓国朝鮮の歴史と文化（ʼ21） 東南アジアの歴史（ʼ18） 日本の近世（ʼ20） 西洋音楽史（ʼ21）

リスク社会の家族変動（ʼ20） 老年看護学（ʼ19） 成人看護学（ʼ18） 社会福祉と法（ʼ20）

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

公衆衛生（ʼ19） 感染症と生体防御（ʼ18） リハビリテーション（ʼ19） ライフステージと社会保障（ʼ20）

福祉心理学（ʼ21） 教育の行政・政治・経営（ʼ23） 心理的アセスメント（ʼ20） 学校と法（ʼ20）

海からみた産業と日本（ʼ22） 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

イノベーション・マネジメント（ʼ23） 一般市民のための法学入門（ʼ23） 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 環境と社会（ʼ21） 大　学　院　科　目

看護管理と医療安全（ʼ18） 高齢期を支える（ʼ23） 市民自治の知識と実践（ʼ21） リスクコミュニケーションの探究（ʼ23）

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

自然言語処理（ʼ23） 情報と法（ʼ23） コンピュータ通信概論（ʼ20） 情報化社会におけるメディア教育（ʼ20）

特別講義または授業科目案内 解析入門（ʼ18） エントロピーからはじめる熱力学（ʼ20） 統計学（ʼ19）

世界文学の古典を読む（ʼ20） 漢文の読み方（ʼ19） 日本文学と和歌（ʼ21） ヨーロッパ文学の読み方―近代篇（ʼ19）

発達心理学概論（ʼ17） 知的障害教育総論（ʼ20） 精神分析とユング心理学（ʼ23） 特別支援教育基礎論（ʼ20）

文学批評への招待（ʼ18） 樋口一葉の世界（ʼ23） 総合人類学としてのヒト学（ʼ18） 新しい言語学（ʼ18）

国際法（ʼ19） 簿記入門（ʼ22） 社会統計学入門（ʼ18） コミュニケーション学入門（ʼ19）

社会と産業の倫理（ʼ21） 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

経済社会を考える（ʼ19） 都市と地域の社会学（ʼ18） 経営学概論（ʼ18） 国際経営（ʼ19）

大　学　院　科　目 国際理解のために（ʼ19） 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

放送大学イメージソング・学歌
心理臨床における法・倫理・制度（ʼ21）道徳教育論（ʼ21） 心理職の専門性（ʼ20）

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日

〔2023年度第２学期　授業期間〕ラジオ （BS 531ch）
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木曜日 金曜日 土曜日
刑法と生命（ʼ21） 障害者・障害児心理学（ʼ21） 発達科学の先人たち（ʼ16）

ビートルズ de 英文法（ʼ21） 初歩のロシア語（ʼ22） グローバル時代の英語（ʼ22）

行政学概説（ʼ20） 環境問題のとらえ方と解決方法（ʼ17） ヨーロッパ政治史（ʼ20）

大　学　院　科　目 ＡＩシステムと人・社会との関係（ʼ20） 大　学　院　科　目

博物館教育論（ʼ22） 博物館経営論（ʼ23） 日本近現代史（ʼ21）

生活経済学（ʼ20） 貧困の諸相（ʼ23） 健康と社会（ʼ23）

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

健康への力の探究（ʼ19） 家族問題と家族支援（ʼ20） 精神疾患とその治療（ʼ20）

戦後日本教育史（ʼ18） 感情・人格心理学（ʼ21） カリキュラムと学習過程（ʼ16）

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

現代国際社会と有機農業（ʼ23） ＳＤＧｓ下のアジア産業論（ʼ23） サービスサイエンス（ʼ23）

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

睡眠と健康（ʼ21） 看護学概説（ʼ22） 社会福祉実践とは何か（ʼ22）

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

大　学　院　科　目 数値の処理と数値解析（ʼ22） アルゴリズムとプログラミング（ʼ20）

線型代数学（ʼ17） 現代を生きるための化学（ʼ22） 特別講義または授業科目案内

日本仏教を捉え直す（ʼ18） 現代に生きる現象学（ʼ23） 日本文学における古典と近代（ʼ18）

心理と教育へのいざない（ʼ18） 哲学・思想を今考える（ʼ23） 産業・組織心理学（ʼ20）

現代教育入門（ʼ21） 英米哲学の挑戦（ʼ23） 西洋哲学の根源（ʼ22）

原初から/への思索（ʼ22） 民法（ʼ22） 著作権法（ʼ22）

大　学　院　科　目 大　学　院　科　目 大　学　院　科　目

NPO・NGOの世界（ʼ21） 大学マネジメント論（ʼ20） フードシステムと日本農業（ʼ22）

中高年の心理臨床（ʼ20） 幼児教育の指導法（ʼ22） 現代の家庭教育（ʼ18）

思春期・青年期の心理臨床（ʼ19） 乳幼児の保育・教育（ʼ21） 死生学のフィールド（ʼ18）
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2023年度第2学期 教養学部授業科目五十音順索引

※ 2009 〜 2015 年度のカリキュラムの方は p.33 の注意書きもご覧ください。

あ行
Rで学ぶ確率統計（’２１）………………… 64, 115
新しい言語学（’１８）…………………………… 103
新しい時代の技術者倫理（’１５）……………… 86
アメリカの芸術と文化（’１９）… ……………… 106
アルゴリズムとプログラミング（’２０）…………… 125
椅子クラフツ文化の社会経済学（’２０）……… 90
一般市民のための法学入門（’２３）…………… 85
イノベーション・マネジメント（’２３）……………… 95
色を探究する（’２３）……………… 83, 114, 140
Ｗｅｂのしくみと応用（’１９）… …………… 76, 124
宇宙の誕生と進化（’１９）… ………………… 135
海からみた産業と日本（’２２）… ……………… 100
運動と健康（’２２）… ………………………… 38
英語で「道」を語る（’２１）……………………… 43
英語で読む大統領演説（’２０）… …………… 43
映像コンテンツの制作技術（’２０）…………… 120
英米哲学の挑戦（’２３）… …………………… 105
ＡＩシステムと人・社会との関係（’２０）………… 128
ＳＤＧｓ下のアジア産業論（’２３）……………… 95
ＳＤＧｓと教育（’２２）…………………………… 71
NPO・NGOの世界（’２１）… ………………78, 95
エネルギーと社会（’１９）… …………… 100, 140
遠隔学習のためのパソコン活用（’２１）… …… 40
演習初歩からの数学（’２０）…………………… 42
演習微分積分（’１９）… ……………………… 131
エントロピーからはじめる熱力学（’２０）………… 134

か行
解析入門（’１８）… …………………… 126, 137
開発経済学：アジアの農村から（’２０）…… 100, 114
学習・言語心理学（’２１）………………… 72, 111
家族問題と家族支援（’２０）… ……………53, 76
かたちの化学－化学の考え方入門（’２３）…… 51, 130
学校と社会を考える（’１７）… ………………… 60
学校図書館サービス論（’２１）………………… 70
学校と法（’２０）… …………………………… 67
学校リスク論（’２２）…………………………… 70
カリキュラムと学習過程（’１６）………………… 67
感覚と応答の生物学（’２３）… ………… 57, 134
環境と社会（’２１）… ………………………… 101
環境問題のとらえ方と解決方法（’１７）…… 86, 131
環境を可視化する技術と応用（’２３）
　　　　　　…………………５７、９６、１2７、139
看護・医療の英語（’１９）……………………… 43
看護学概説（’２２）… ………………………… 54
看護管理と医療安全（’１８）… ……………… 55
韓国語Ⅰ（’２０）………………………………… 45
韓国語Ⅱ（’２０）… …………………………… 45
韓国朝鮮の歴史と文化（’２１）… …………… 107
感情・人格心理学（’２１）……………………… 74
感染症と生体防御（’１８）… …………… 49, 132
がんとともに生きる（’１８）……………………… 50
漢文の読み方（’１９）… ……………………… 103
管理会計（’２２）… …………………………… 93
がんを知る（’１６）……………………………… 49
記号論理学（’１４）… ………………………… 119
基礎看護学（’１６）… ………………………… 54
キャリアコンサルティング概説（’２０）… ……… 61
教育・学校心理学（’２０）……………………… 62
教育課程の意義及び編成の方法（’１５）… … 69

教育社会学概論（’１９）… …………………60, 87
教育調査の基礎（’２０）… ……………… 66, 126
教育の行政・政治・経営（’２３）… …………… 67
教育のためのＩＣＴ活用（’２２）…………… 79, 122
行政学概説（’２０）… ………………………… 93
行政法（’２２）… ……………………………… 91
教養で読む英語（’１９）… …………………… 43
近現代ヨーロッパの歴史（’２２）………… 98, 108
金融と社会（’２０）… ………………………… 90
空間と政治（’２２）… ………………………… 101
暮らしに活かす不動産学（’２２）……………47, 88
暮らしに役立つバイオサイエンス（’２１）… …… 140
グローバル化時代の日本国憲法（’１９）……… 86
グローバル経済史（’１８）………………… 89, 112
グローバル時代の英語（’２２）………………… 43
経営学概論（’１８）… ………………………… 86
経営情報学入門（’２３）… ……………… 94, 127
経済社会を考える（’１９）……………………… 85
計算の科学と手引き（’１９）…………… 115, 132
刑法と生命（’２１）… ………………………… 90
健康長寿のためのスポートロジー（’１９）……… 50
健康と社会（’２３）… ………………………47, 88
健康への力の探究（’１９）… ………………… 48
言語研究法（’１９）… ………………………… 109
原初から／への思索（’２２）…………………… 105
現代教育入門（’２１）… ……………………… 61
現代経済学（’１９）… ………………………… 89
現代国際社会と有機農業（’２３）… ………… 89
現代に生きる現象学（’２３）……………… 81, 105
現代の会計（’２０）… ………………………… 86
現代の家庭教育（’１８）… …………………… 66
現代の国際政治（’２２）… ……………… 92, 113
現代の内部監査（’２２）… …………………… 94
現代東アジアの政治と社会（’２０）……… 93, 112
現代を生きるための化学（’２２）… …………… 130
考古学（’１８）… ……………………………… 108
公衆衛生（’１９）… …………………………… 53
高齢期を支える（’２３）………………………55, 81
国際経営（’１９）… …………………………… 93
国際法（’１９）… ……………………………… 91
国際理解のために（’１９）……………………… 38
子育て支援－法と政策を学ぶ（’２０）………… 39
古代中世の日本（’２３）… …………………… 107
子どもの人権をどうまもるのか（’２１）… ……56, 78
コミュニケーション学入門（’１９）………… 63, 103
コミュニティがつなぐ安全・安心（’２０）………53, 97
雇用社会と法（’２１）… ……………………… 92
今日のメンタルヘルス（’２３）… ……………54, 80
コンピュータグラフィックス（’２２）……………… 120
コンピュータ通信概論（’２０）… ……………… 125
コンピュータとソフトウェア（’１８）……… 118, 138
コンピュータの動作と管理（’１７）……………… 118
コンピュータビジョン（’２２）… ………………… 121

さ行
サービスサイエンス（’２３）……………………82, 95
災害看護学・国際看護学（’２０）……………… 55
災害社会学（’２０）… ………………………… 89
財政と現代の経済社会（’１９）… …………… 89
錯覚の科学（’２０）… …………………… 71, 138
サプライチェーン・マネジメント（’２１）…………… 95

産業・組織心理学（’２０）……………………72, 97
Ｃ言語基礎演習（’２０）… …………………… 118
時間を究める（’２３）………… 84, 101, 114, 140
思春期・青年期の心理臨床（’１９）…………… 73
死生学のフィールド（’１８）… ………………58, 83
自然科学はじめの一歩（’２２）………………… 39
自然言語処理（’２３）… ……………………… 121
持続可能な社会と生活（’２３）…………52, 82, 98
肢体不自由児の教育（’２０）… ……………… 68
疾病の回復を促進する薬（’２１）……………… 48
疾病の成立と回復促進（’２１）… …………48, 63
司法・犯罪心理学（’２０）……………………… 74
市民自治の知識と実践（’２１）………………… 38
市民生活と裁判（’２２）… …………………… 90
社会・集団・家族心理学（’２０）… …………72, 97
社会学概論（’２１）… ………………………64, 85
社会教育経営実践論（’２２）… ……………… 70
社会政策の国際動向と日本の位置（’２３）……56, 98
社会調査の基礎（’１９）…………………51, 62, 85
社会統計学入門（’１８）…… 51, 62, 85, 116, 132
社会と産業の倫理（’２１）… ………………… 39
社会福祉－新しい地平を拓く（’２２）… ……50, 64
社会福祉実践とは何か（’２２）………………… 56
社会福祉と法（’２０）… ………………… 58, 101
Javaプログラミングの基礎（’１６）… ………… 118
循環器の健康科学（’２０）… ………………… 50
生涯学習支援の理論と実践（’２２）… ……… 70
生涯学習を考える（’１７）………………… 66, 111
障害者・障害児心理学（’２１）………………… 75
小学校外国語教育教授基礎論（’１７）… …… 38
小学校プログラミング教育概論（’２１）…… 79, 123
小児看護学（’２２）… ………………………… 141
情報学へのとびら（’２２）……………………… 41
情報化社会と国際ボランティア（’１９）… 83, 128
情報化社会におけるメディア教育（’２０）
　　　　　　…………………… 77, 113, 123
情報技術が拓く人間理解（’２０）…… 84, 128, 140
情報社会のユニバーサルデザイン（’１９）…… 76, 122
情報セキュリティ概論（’２２）… ……………… 124
情報セキュリティの現状と展望（’２３）…… 81, 125
情報セキュリティの理論と基盤（’２３）…… 81, 125
情報デザイン（’２１）…………………………… 121
情報と法（’２３）… ……………………… 88, 116
情報ネットワーク（’１８）………………………… 116
情報理論とデジタル表現（’１９）……………… 115
食と健康（’１８）… ……………………… 52, 137
食の安全（’２１）… …………………………… 53
植物の科学（’２１）… ………………………… 133
初歩からの宇宙の科学（’１７）………………… 130
初歩からの化学（’１８）………………………… 129
初歩からの数学（’１８）………………………… 42
初歩からの生物学（’１８）……………………… 129
初歩からの物理（’２２）………………………… 129
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